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＜参考＞ 
 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、一般交換電話網で使用するグループ３ファクシミリ端末の伝送制御手順と信号について記述し

ており、２００７年１月にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６においてＡＡＰが適用され勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

３０に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

 

2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター決定項目 

 (1)  提供者コードの設定方法について規定した。（５．３．６．２．７節参照） 

 (2)  ファクシミリ呼の設定手順に関し、発呼端末が自動操作の場合のダイヤル信号送出タイミングにつ

いて、直流回路閉結後の適切な時間経過によるダイヤル信号送出を可としている。 

（３．１．３節、３．１．４節及び３．１．５節参照） 

 (3)   定数定義に用いる該当用紙サイズはＩＳＯ Ａ４、Ｂ４、Ａ３に代えＡ４、Ｂ４、Ａ３で規定した。

（表５－１／ＪＴ－Ｔ３０ 注１０ 及び、注２８ 参照） 

 

2.3 先行している項目 

 な し 

 

2.4 追加した項目 

(1) 誤り訂正方式（ＥＣＭ）のＴ５タイマーに関すること。（付属資料Ａ、Ａ．５．４．１節 （ 

注２） 参照）本タイマー値を６０±５秒以上にしても良いとした理由は、標準原稿より長い原稿を考慮

したためである。 

(2) ＣＴＣ／ＥＯＲの送出タイミングに関すること。（付属資料Ａ、Ａ．１．３節 注 参照） 

送信端末は、ＰＰＲ受信を４回待たずにＣＴＣを送出し、モデム速度をフォールバックさせて通信を継

続した方が、通信効率が良くなる場合がある。この場合、送信端末のＣＴＣ、ＥＯＲ送出タイミングは、

ｎ回目のＰＰＲを受信後とした。（１≦ｎ≦４） 

本変更によるＩＴＵ－Ｔ標準機との相互通信上の問題はない。 

(3) 付属資料Ｂの本文の記述は、概略であるため、「以下の記述は概略であり」という表現を２箇所に

追加した。 

(4) 記述の明確化のため、５．３．６．２．８節の後に（例）を挿入した。 

(5) 削除した項目を明確にするため、表５－１／ＪＴ－Ｔ３０に（注Ｔ１）、（注Ｔ２）を追加した。 

(6) カラーおよび単色多値の受信能力に関して、表５－１／ＪＴ－Ｔ３０に（注Ｔ３）を追加した。 

(7) カラーおよび単色多値の受信能力に関する記述の明確化のため、５．３．６．２．３節の（注８０）

の部分に説明を追記した。 

(8) 意図しない相手先との通信防止を目的とする標準解釈の明確化のため、図３－１／ＪＴ－Ｔ３０を

図３－１ａ／ＪＴ－Ｔ３０とし、図３－１ｂ／ＪＴ－Ｔ３０、３．１．３節の（注）および３．１．４

節の（注）を追記した。 
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2.5 削除した項目 

 本標準は、国際勧告に対し下記の項目を削除している。 

 (a) ＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリ（64kbit/オプション）に関すること。 

   (b) プロセッサブルモードに関すること。 

   (c) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の操作能力がある場合の全二重変調方式に

関すること。 

(d)   ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４にて定義される半二重変調方式を用いたファクシミリ伝送手順におけ

るＴ１タイマの再スタートに関すること。 

(e)   ＡＮＮＥＸ Ｇにて規定される、ＨＫＭアルゴリズムに基づくＧ３ファクシミリセキュリティ

に関すること。 

(f) オーバライドモードに関すること。 

(g) ＡＮＮＥＸ Ｊにて規定される、グループ３文書ファクシミリのためのミクストラスターコンテ

ント（ＭＲＣ）画像の伝送手順に関すること。 

  (a)、(c)、(d)、(e)、(f)および(g) を削除した理由は、これを標準化する必要性が少ないと判断された

ことによる。また (b)を削除した理由は、現時点で技術的評価が不十分であり継続検討としていることによ

る。 

 

2.6 国際勧告に対する修正内容 

 (1)  本標準を審議するにあたり基本とした国際勧告において、その内容より判断して明らかに誤りと思

われる下記の項目に関して、修正を行った。 

 

本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記 

D.4 節 

 

ハフマン符号表としてデフォルト

使用テーブルを用いることを 

ハフマン符号表として優先使用

テーブルを用いることを 

付図 5-2/JT-T30 (CSI)DIS (NSF)(CSI)DIS 

付図 5-8/JT-T30 

 

 

 

トレーニング,FAX メッセージ 

           メモリビジー発生 

PPS ・MPS(0,1) 

 

トレーニング,FAX メッセージ 

 

PPS ・MPS(0,1) 

          メモリビジー発生 

付録 6.2 節 付録Ａ 付属資料Ａ 

付録 6.3 節 発呼端末 送信端末 

付図 4-12/JT-T30 EOS 信号についての注がない （注２）を追記 

5.3.6.2 節 基本バイナリコードシステムに対

するこの情報はＤＩＳ、ＤＣＳ、

ＤＴＣ、ＣＳＩ、ＣＩＧ、ＴＳＩ、

ＮＳＣ、ＮＳＦ、ＮＳＳ、ＰＷＤ、

ＳＥＰ、ＳＵＢ、ＦＤＭ、ＣＴＣ、

ＰＰＳ及びＰＰＲ信号情報からな

る 

基本バイナリコードシステムに

対するこの情報はＤＩＳ、ＤＣ

Ｓ、ＤＴＣ、ＣＳＩ、ＣＩＧ、Ｔ

ＳＩ、ＮＳＣ、ＮＳＦ、ＮＳＳ、

ＰＷＤ、ＳＥＰ、ＳＵＢ、ＳＩＤ、

ＰＳＡ、ＦＮＶ、ＦＤＭ、ＣＴＣ、

ＰＰＳ、ＰＰＲ、ＣＳＡ、ＴＳＡ、

ＣＩＡ、ＩＲＡ、及びＩＳＰ信号

の情報の規定からなる。 

 5.3.6.2.14 節 インターネットアドレスタイプ 

００００ 予約（”０”に設定） 

０１１０ 予約（”０”に設定） 

インターネットアドレスタイプ 

００００ 予約 

０１１０ 予約 
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本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記 

表 5-1/JT-T30 

（注 26） 

ＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵＢ ＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵＢ／ＳＩＤ 

表 5-2/JT-T30（注１） ”＋”文字はＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵ

Ｂ信号には使用されない。 

”＋”文字はＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵ

Ｂ／ＳＩＤ／ＰＳＡ信号には使用

されない。 

5.3.6.1.6 節 

注３ 

 (ＲＲ信号には適用しない。) 

5.3.6.2.2 節 第１，４，９ビット 第９ビット 

表 5-1/JT-T30 

ﾋﾞｯﾄ番号 68 ＤＣＳ 

フルカラーモード ＪＰＥＧ符号化 

 

(2) 国際勧告における表現の適正化のために、本標準では以下の項目に対して修正を行った。 

 

本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記 

付図 B-1/JT-T30 及び

付図 B-2/JT-T30 

録音アナウンス(OGM1)を送出 ＴＯＧＭ１の録音アナウンス 

(OGM1)を送出 

同上 録音アナウンス(OGM3)を送出 録音アナウンス (OGM3) を 

ＴＯＧＭ３間送出 

同上 Ｔ１－(ＯＧＭ１)－(OGM3) Ｔ１－ＴＯＧＭ１－（ＴＯＧＭ３） 

3.1.5.2 節 

ｺｰﾙｲﾍﾞﾝﾄ番号４ 

ＡＮＳａｍを送出する ＣＥＤまたはＡＮＳａｍを送出す

る 

図 3-5b/JT-T30 ＣＥＤを聞く ＣＥＤまたはＡＮＳａｍを聞く 

5. 章 （注３） Ｖ.2７ter 、Ｖ.2９ Ｖ.2７ter 、Ｖ.2９、Ｖ.1７ 
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2.7 その他 

(1)  国際勧告のＡｎｎｅｘと本標準の付属資料とは、次のとおり対応している。 

 

国際勧告 内  容 本標準 

  ＡＮＮＥＸ  Ａ 

  ＡＮＮＥＸ  Ｂ 

  ＡＮＮＥＸ  Ｃ 

  ＡＮＮＥＸ  Ｄ 

  ＡＮＮＥＸ  Ｅ 

 ＡＮＮＥＸ  Ｆ 

  

  ＡＮＮＥＸ Ｇ 

 

ＡＮＮＥＸ Ｈ 

 

   ＡＮＮＥＸ Ｉ 

   ＡＮＮＥＸ Ｊ 

 

   ＡＮＮＥＸ Ｋ 

 

誤り訂正機能（ＥＣＭ） 

ＢＦＴ診断メッセージ 

ＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリ 

自動端末選択手順 

カラーファクシミリ手順 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の半二重変調方式による

ファクシミリ手順 

ＨＫＭとＨＦＸシステムを用いたセキュリティグ

ループ３文書ファクシミリ伝送手順 

ＲＳＡアルゴリズムに基づくＧ３ファクシミリセ

キュリティ 

パレットカラー 

グループ３文書ファクシミリのためのミクストラ

スターコンテント（ＭＲＣ）画像の伝送手順 

連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の 

グループ３ファクシミリ伝送手順 

  付属資料Ａ 

  付属資料Ｃ 

      － 

  付属資料Ｂ 

  付属資料Ｄ 

 付属資料Ｅ 

 

－ 

 

付属資料Ｆ 

 

 付属資料Ｇ 

－ 

 

 付属資料Ｈ 

 

 尚、付属資料Ｆは現時点で技術的評価が不十分であり、継続検討が必要なため標準外とした。 

 

(2) 国際勧告のＡｐｐｅｎｄｉｘと本標準の付録とは、次のとおり対応している。 

 

国際勧告 内  容 本標準 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅰ 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅱ 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅲ 

 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅳ 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅴ 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅵ 

 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ Ⅶ 

 

        ―          

 

ＪＴ－Ｔ３０で使用される略号一覧 

命令と適当な応答一覧 

本標準の１９９６年以前のバージョンに適合する

端末によって使用される交互制御手順 

信号シーケンス例 

バイナリファイル転送手順とプロトコル例 

ミクストラスターコンテント（ＭＲＣ）例 

インターネットルーティング／ポーリング例 

グループ３ファクシミリ端末におけるＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｖ．８使用のためのアプリケーションルール 

誤り訂正手順（ＥＣＭ）における信号シーケンスの

例 

  付録１ 

  付録２ 

  付録３ 

 

  付録４ 

  付録６ 

    ―   

  付録７ 

  付録８ 

 

  付録５ 
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３．改版の履歴 

 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第１版 １９８８年  ５月３１日 制  定 

第２版 １９９０年  ４月２５日 提供者コードに関する記述の明確化 

第３版 

 

 

１９９１年  ４月２６日 

 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．３０の改定に伴うＧ

３高速モデム、ＭＭＲ符号化の追加によ

る改版 

第４版 

 

 

１９９２年１１月２６日 

 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．３０の改定に伴う高

解像度モードの追加及び表現の適正化

による改版 

第５版 

 

１９９３年  ４月２７日 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．３０の改定に伴う自

動端末選択手順の追加による改版 

第６版 

 

 

 

 

１９９４年  ４月２７日 

 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改定に伴う

ファイル転送、キャラクタモード、ミク

ストモード、パスワード、選択ポーリン

グおよびサブアドレスの追加並びに表

現の適正化による改版 

第７版 

 

 

 

１９９５年  ４月２７日 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改定に伴うカ

ラーファクシミリ手順およびタイマの

追加、発呼局ＣＮＧ必須化、並びに表現

の適正化による改版 

第８版 

 

 

 

 

 

１９９６年  ４月２４日 

 

 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改定に伴う北

米用紙サイズの追加、パスワード、選択

ポーリング、サブアドレスフレームビッ

トの明確化、階層的二値画像圧縮方式の

追加、並びに記録幅の規定の適正化によ

る改版 

第９版 １９９７年  ４月２３日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改定に伴う 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３３の適用削除、 Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８／Ｖ．３４の適用追

加、Ｇ１／Ｇ２ファクシミリの削除およ

び DIS/DTC/DCS ビット整理、並びに表現

の適正化による改版 

第１０版 １９９８年 ４月２８日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改定に伴う

SID、PSA、EOS、FNV 信号追加、パレッ

トカラー導入、セキュリティ導入、

DIS/DTC/DCS のビット番号と注の対応

整理による改版 
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第１１版 １９９９年 ４月２２日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０改訂に伴うポス

トダイヤリングディレイの追加、ＰＷＤ

等の複数回送出禁止、インターネットＦ

ＡＸのための DIS/DTC/DCS のビット追

加、および国際勧告の修正による改版 

第１２版 ２０００年 ４月２０日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０改訂に伴うＢＦ

ＴフェーズＣ方式導入、Ｖ．３４手動発

呼受信の追加、Ｖ．８適用規定の追加、

インターネットＦＡＸのための CSA、

TSA、CIA、IRA、ISP 信号の追加と解像度

の追加による DIS/DTC/DCS のビット追

加、および国際勧告の修正による改版 

第１３版 ２００１年４月１９日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０改訂に伴う両面

通信能力の追加、国コード送出順序の追

加、カラーの解像度等の追加による

DIS/DTC/DCS のビット追加、および国際

勧告の修正による改版。 

第１４版 

 

 

 

 

２００２年５月３０日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改訂に伴う、

カラー通信時のビット組合せ表の修正、

ＩＰ認識ファクシミリ通信等の追加によ

るＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳのビット追

加、ナショナルマター項目の修正、およ

び国際勧告をもとにした表現の適正化に

よる改版。 

第１５版 ２００４年６月３日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改訂に伴う、

連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣ

Ｃ）オプション対応の改版 

第１６版 ２００５年６月２日 意図しない相手先との通信防止を目的と

する標準解釈の明確化による改版 

第１７版 ２００７年５月３１日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改訂に伴う、

Ｔ．４４色空間の定義追加、およびＢＦ

ＴフェーズＢ方式導入による改版 

第１８版 ２００８年５月２９日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の改訂に伴う、

Ｖ．３４からのフォールバックにおける

無音区間の延長による改版 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。
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５．その他 

 (1)  参照勧告、標準等 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｖ.８、Ｖ.1７、Ｖ.２１、Ｖ.２７ｔｅｒ、 Ｖ.２９、 Ｖ.３３、 Ｖ.３４、  

           Ｔ.６、Ｔ.８１、Ｔ．８２、Ｔ．４４、Ｇ．１６８ 

  ＴＴＣ標準：ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ４２、ＪＴ－Ｔ４３、ＪＴ－Ｔ８５、ＪＴ－Ｔ４３４、 

ＪＴ－Ｇ７２６ 

  ＩＳＯ／ＩＥＣ標準：ＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１、９７９６，９９７９，１１５４４ 

 

  ＩＥＣ規格：IEC 61966-2-1 Amd.1 Ed. 1.0 

 

  ＩＥＴＦ規格：RFC822、RFC1738 
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一般交換電話網における文書ファクシミリ伝送手順 

 

１．本標準の規定範囲 
1.1 一般事項 

1.1.1 ファクシミリ手順の基本的内容 

 本標準は、一般交換電話網上での２台のファクシミリ端末間の文書伝送に必要とされる手順に関するもの

である。 

 この手順の基本的内容を以下に示す。 

  (1) 呼設定及び呼解放 

  (2) 互換性のチェック、状態及び制御命令 

  (3) 伝送路状態のチェックと監視 

  (4) 制御機能とファクシミリオペレータの再呼び出し 

 

1.1.2 ファクシミリ手順の規定範囲 

 本標準では、相当する信号を有する手順についてのみ述べられている。 

 

1.2 操作方法による分類 

1.2.1 手動操作端末及び自動操作端末 

 本標準は手動操作ファクシミリ端末及び自動操作端末の操作シーケンスを規定する。 

自動操作ファクシミリ端末は、全ての手順（上記 1.1 に表される）を自動的に実行する端末として理解され

る。この場合オペレータは必要でない。 

しかし、もしこれらの手順のどれかのためにオペレータが要求されるなら、その端末は手動操作端末として

認識されなければならない。 
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1.2.2 操作方法 

手動操作端末と自動ファクシミリ端末の両方が存在することによるすべての組合せに基づき、表１－１／

ＪＴ－Ｔ３０に示される操作方法が可能である。 

 

表１－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

方法番号 操作方法の記述 ファクシミリ伝送方向 表記 

１
 手動操作の発呼端末 発呼端末が被呼端末へ送信 １－Ｔ 

 手動操作の被呼端末 発呼端末が被呼端末から受信 １－Ｒ 

２
 手動操作の発呼端末 発呼端末が被呼端末へ送信 ２－Ｔ 

 自動操作の被呼端末 発呼端末が被呼端末から受信 ２－Ｒ 

３
 自動操作の発呼端末 発呼端末が被呼端末へ送信 ３－Ｔ 

 手動操作の被呼端末 発呼端末が被呼端末から受信 ３－Ｒ 

４
 自動操作の発呼端末 発呼端末が被呼端末へ送信 ４－Ｔ 

 自動操作の被呼端末 発呼端末が被呼端末から受信 ４－Ｒ 

４ｂｉｓ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順

を使用した自動操作の発

呼端末 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順を使用し

た発呼端末が被呼端末へ送信 

４－Ｔ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順

を使用した自動操作の被

呼端末 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順を使用し

た発呼端末が被呼端末から受信 

４－Ｒ 

 

  （注）１つ以上の端末によってメッセージが受信されること（多局構成）を許す操作法も存在するかも

知れない。 

 

 

1.3 端末識別 

1.3.1 非音声端末の識別 

 自動ファクシミリ端末を非音声端末として区別する用途のため、伝送路にトーンを送出しなければならな

い。自動発呼端末と自動被呼端末の両方が呼の設定中伝送路にトーンを送出するので、不注意または意図せ

ずに非音声端末に接続された通常の電話利用者は、そのトーンを聞くことで誤って接続されたことが識別で

きる。 

 

1.3.2 音声アナウンスによる端末識別 

トーン信号による端末識別に加えて、自動音声アナウンスが端末識別のために用いられてもよい。 

 

1.4 一般規定 

1.4.1 電話サービスに対する影響 

本標準で規定される制御信号は電話サービスが影響を受けないように選択されている。 

 

1.4.2 手順異常時の処理 

 本標準で規定されるファクシミリ手順に何らかの不都合が見つけられたなら、呼は解放されるべきである。 
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1.4.3 自動応答に対する規定 

 着信先の自動ファクシミリ端末が準備未完了あるいは動作不能の時、呼は自動応答されるべきではない。 

 

1.4.4 音声への切り替え 

 本標準は、ファクシミリから音声への切り替え手順を含んでいる。しかしながら、主官庁の規定により許

されるなら音声機能は省略することができる。 

 

1.5 オプショナル規定 

1.5.1 オペレータの呼び出し 

 両端末のオペレータは、ファクシミリ制御手順の進行している間、いつでも相手端末を呼び出すことがで

きる。（2.2 節参照） 

 

1.5.2 オペレータの介在 

 本標準の手順は、ファクシミリ端末がオペレータの介在なしに、複数の文書を連続して送信及び受信する

ことを許している。 

 

1.5.3 端末識別命令の組み込み 

 本標準は、受信したくない端末からのメッセージ要求を防ぐ必要がある場合に、独自の端末識別命令を組

み入れるための手順を含んでいる。 

 より、高度なセキュリティが要求されるならば、非標準フレームを使用することにより、これを提供する

ことも可能である。 

 

２．用語説明 
本標準では、以下の用語を定義する。 

 

2.1 ファクシミリ端末の主要機能 

 伝送路の末端における１つまたはそれ以上の端末は、３つの主たる機能を提供する。 

 

2.1.1 呼設定及び呼解放 

 一般交換電話網を用いる際の通常の規則に従った接続の設定及び解放。 

 

2.1.2 手 順 

 プロトコルに従い、ファクシミリ伝送を識別、監視、制御すること。 

 

2.1.3 メッセージ伝送 

 ファクシミリメッセージの送信及び受信。
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2.2 ファクシミリ呼の時系列（図２－１／ＪＴ－Ｔ３０参照） 
 
 
                                  インメッセージ手順 
 
 
                                         フェーズＣ１ 
     フェーズＡ        フェーズＢ                              フェーズＤ       フェーズＥ 
                                         フェーズＣ２ 
 
                                        メッセージ伝送 
 
                                       ファクシミリ手順 
 
                                        ファクシミリ呼 
 
 
    動作の進行方向 
 
 

図２－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 

2.3 フェーズの定義 

2.3.1 フェーズＡ  ―  呼設定 

 呼設定は、手動的又は自動的に実現される。 

 

2.3.2 フェーズＢ  ―  プリメッセージ手順 

 プリメッセージ手順は、能力の識別、選択した条件の指令、受け入れられる条件の確認からなる。 

 本標準に従って動作する端末と、非標準方式で動作する端末間の接続が設定された場合、両方の端末がオ

プショナルで互換性を有する手順を含んでいなければ、その端末はインメッセージ手順の前に接続を切るべ

きである。 

 

2.3.2.1 識別セクション 

  (1) 能力識別 

  (2) 受信確認 

  (3) 端末識別（オプション） 

  (4) 非標準機能識別（オプション） 

 

2.3.2.2 命令セクション 

  (1) 能力命令 

  (2) トレーニング 

  (3) 同期合わせ 

  (4) 同様に以下のオプショナル命令 

    (a) 非標準機能命令 

    (b) 端末識別命令 

(c) ポーリング（送信）命令 

(d)  エコーサプレッサの解除 
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2.3.3 フェーズＣ１  ―  インメッセージ手順 

 インメッセージ手順は、メッセージ伝送と同時に起こり、インメッセージ手順のための完全な信号を制御

する(例えば、インメッセージ同期、誤りの検出と訂正及び伝送路監視)。 

 

2.3.4 フェーズＣ２  ―  メッセージ伝送 

 メッセージ伝送手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４によって規定される。 

 

2.3.5 フェーズＤ  ―  ポストメッセージ手順 

 ポストメッセージ手順は、以下に関する情報を含む。 

   (1) メッセージ終了信号 

   (2) 確認信号 

   (3) マルチページ信号 

   (4) ファクシミリ手順終了信号 

 

2.3.6 フェーズＥ  ―  呼解放 

 呼解放は、手動的又は自動的に実現される。 

 

３．ファクシミリ呼の記述 
3.1 フェーズＡ  ―  呼設定 

 ファクシミリ呼の設定は、オペレータがいるならば手動で、又は自動で実現される。このため、４つの操

作方法が定義される。発呼側で自動操作のために、タイマＴ０は１９９９年かそれ以降の本標準に従った端

末によって使用される。タイマＴ０は５．４．３．１節で規定される。 
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3.1.1 操作方法１ 

(1) 図３－１ａ／ＪＴ－Ｔ３０は送信を希望する手動操作の発呼端末と受信を希望する手動操作の被呼端

末の呼設定に関するフローチャート例である。 

 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

１ 

 

２ 

３ 

４ 

 

 

５ 

 

オペレータは、ダイヤルトーンを聞き、所

要の番号をダイヤルする 

オペレータはリングトーンを聞く 

音声で確認 

オペレータのファクシミリ送信指示によ

り、端末が伝送路に接続され、ＣＮＧが送

出される 

ファクシミリ送信手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

 

リングが鳴り、オペレータがそれに答える

音声で確認 

オペレータのファクシミリ受信指示によ

り、端末が伝送路に接続される 

 

ファクシミリ受信手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 
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回線切断 

ダイヤルトーン 

が聞こえるか？ 

相手が受話器を取った

か？ 

ダイヤルする 

時間経過？ 

ファクシミリ送信を 

音声で連絡 

リング 

が聞こえたか？ 

ファクシミリ受信を 

音声で確認 

端末にファクシミリ受信を

指示 

 

受話器を取る 

（発呼端末） （被呼端末） 

No 

Yes 

No 

No No 

Yes 
Yes

Yes 

図３－１ａ／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法１ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

CNG を送出する 

ファクシミリ受信手順に入る 

ファクシミリ送信手順にに入る 
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(2) 図３－１ｂ／ＪＴ－Ｔ３０は受信を希望する手動操作の発呼端末と送信を希望する手動操作の呼設定

に関するフローチャート例である。 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

１ 

 

２ 

３ 

４ 

 

 

５ 

 

オペレータは、ダイヤルトーンを聞き、所

要の番号をダイヤルする 

オペレータはリングトーンを聞く 

音声でファクシミリ受信を連絡 

オペレータのファクシミリ受信指示によ

り、端末が伝送路に接続される（注） 

 

ファクシミリ受信手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

 

リングが鳴り、オペレータがそれに答える

ファクシミリ送信を音声で確認 

オペレータのファクシミリ送信指示によ

り、端末が伝送路に接続され、CNG が送

出される 

ファクシミリ送信手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

(注) 意図しないファクシミリ通信防止のため、発呼端末はＣＮＧに自動的に応答してファクシミリ受信手

順に移行すべきでない。
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回線切断 

ダイヤルトーン 

が聞こえるか？ 

相手が受話器を 

取ったか？ 

ダイヤルする 

時間経過？ 
リング 

が聞こえたか？ 

ファクシミリ送信を 

音声で確認 

端末にファクシミリ 

送信を指示 

受話器を取る 

（発呼端末） （被呼端末） 

No 

Yes 

No 

No No 

Yes Yes
Yes 

ファクシミリ受信手順に入る 

ファクシミリ送信手順に入る 

図３－１ｂ／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法１ * 

 

ファクシミリ受信を 

音声で連絡 

端末にファクシミリ 

受信を指示 

CNG を送出する 
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3.1.2 操作方法２ 

  

 図３－２／ＪＴ－Ｔ３０は送信を希望する手動操作の発呼端末のオペレータ操作と自動受信を行う被呼

端末の呼設定に関するフローチャート例である。 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

      １ 

 

      ２ 

 

      ３ 

 

      ４ 

 

 

 

      ５ 

 

オペレータは、ダイヤルトーンを聞

き、所要の番号をダイヤルする 

オペレータはリングトーンを聞く 

 

 

 

ＣＥＤまたはオプションとして録音し

た音声アナウンスを聞き、オペレータ

の指示によりファクシミリ端末を伝送

路に接続し、端末はＣＮＧを送出する 

ファクシミリ手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

 

端末はリングを検出して、呼に応答す

る 

オプションとして録音した音声アナウ

ンスが送信される 

ＣＥＤを送出する 

 

 

 

ファクシミリ手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 
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回線切断 

ダイヤルトーン 

が聞こえるか？ 

リングトーン      

が聞こえるか？ 

ダイヤルする 

時間経過？ 

ファクシミリ端末 

を伝送路に接続 

リング 

を検出したか？ 

応答する 

回線切断 

ＣＥＤ 

が聞こえるか？ 
時間経過？ 

操作準備 

出来ているか？ 

録音アナウンスを 

送出（オプション） 

（発呼端末）

Yes 

（被呼端末） 

No 

No 

No 

No 

Yes 
Yes

Yes 

No 

Yes 

No 

No 

Yes Yes

ファクシミリ手順に入る 

図３－２／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法２ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

ファクシミリ手順に入る 

CNG を送出する 
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3.1.3 操作方法３ 

図３－３／ＪＴ－Ｔ３０は自動発呼を行う端末の動作と手動操作の被呼端末の呼設定に関するフロー

チャート例である。 

なお、手動被呼端末から受信を希望する自動発呼端末は、ファクシミリ手順の中で受信手順を行う。 

（３－Ｒ） 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

      １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ２ 

 

      ３ 

 

 

 

      ４ 

 

端末はダイヤルトーンを検出し、また

は適切な時間経過後、所定の番号をダ

イヤルする（注） 

被呼端末のオペレータに、ファクシミ

リ端末に接続されていることを、ある

いは通常の電話加入者に誤接続された

ことを明確に知らせるために、信号が

検出されるまで、ＣＮＧが伝送路に送

出される 

 

 

 

 

 

 

ファクシミリ手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リングが鳴り、オペレータが呼に応答

する 

オペレータはＣＮＧを聞き、ファクシ

ミリ端末を伝送路に接続する（オプ

ションとしてＣＥＤを送出しても良

い）ファクシミリ手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 
(注) 発着呼の衝突による誤通信を避けるために、ダイヤルトーンを検出することが望ましい。 
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ダイヤルトーン 

を検出し，または適切な 

時間が経過した 

か？ 

ダイヤルする 

ファクシミリ端末 

を伝送路に接続 

ＣＮＧを送出 

リング    

が聞こえたか？ 

受話器を取る 

回線切断 

Ｔ０経過？ 

 ＣＮＧが聞こえたか？

回線切断 

時間経過？ 

信号検出？ 

Ｔ０開始 

（発呼端末）

Yes

No 

（被呼端末）

No 

Yes No 

No 

Yes Yes

No 

No 

YesYes 

フェーズＢに入る 
ノードＴ 

ファクシミリ手順に入る 

図３－３／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法３ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

Yes 
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3.1.4 操作方法４ 

  図３－４／ＪＴ－Ｔ３０は自動発呼を行う端末及び自動着呼を行う被呼端末の呼設定に関するフロー

チャート例である。 

なお、自動着呼端末から受信を希望する自動発呼端末は、ファクシミリ手順の中で受信手順を行う。 

（４－Ｒ） 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

      １ 

 

 

 

 

 

 

      ２ 

 

      ３ 

 

      ４ 

      ５ 

 

端末はダイヤルトーンを検出し、また

は適切な時間経過後、所定の番号をダ

イヤルする（注） 

通常の電話加入者に誤接続されたこと

を明確に知らせるために、信号が検出

されるまで、ＣＮＧが伝送路に送出さ

れる 

 

 

 

 

 

ファクシミリ手順を開始する 

（本標準の４章及び５章参照） 

 

 

 

 

 

 

 

端末はリングを検出して、呼に応答す

る 

オプションとして録音した音声アナウ

ンスが送信される 

ＣＥＤを送出する 

ファクシミリ手順を開始する 

（この標準の４章及び５章参照） 

 
(注) 発着呼の衝突による誤通信を避けるために、ダイヤルトーンを検出することが望ましい。 
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ダイヤルトーン 

を検出し，または適切な 

時間が経過した 

か？ 

ダイヤルする 

録音アナウンスを 

送出（オプション） 

ＣＮＧを送出 

ＣＥＤを送出 

リングを 

検出したか？ 

応答する 

回線切断 

Ｔ０経過？ 信号検出 

Ｔ０開始 

（発呼端末）

No 

Yes 

（被呼端末）

No 

No 

No 

Yes

YesYes 

フェーズＢに入る 
ノードＴ 

フェーズＢに入る 
ノードＲ 

図３－４／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法４ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 
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3.1.5 操作方法４ｂｉｓ 

3.1.5.1 操作方法４ｂｉｓ ａ 

発呼および被呼端末のどちらか一方または両方がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の

操作能力がある時で、発呼端末及び被呼端末がともに自動操作の場合。 

図３－５ａ／ＪＴ－Ｔ３０は呼設定に必要な端末の動作を示す。 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

      １ 

 

 

 

 

 

      ２ 

 

      ３ 

 

      ４ 

      ５ 

      ６ 

端末はダイヤルトーンを検出し、また

は適切な時間経過後、所定の番号をダ

イヤルする 

通常の電話加入者に誤接続されたこと

を明確に知らせるために、信号が検出

されるまで、ＣＮＧが送出される 

 

 

 

 

 

ＣＭを送出する 

本標準の付属資料Ｅの手順を開始する 

 

 

 

 

 

 

端末はリングを検出して、呼に応答す

る 

オプションとして録音した音声アナウ

ンスが送信される 

ＡＮＳａｍを送出する 

 

半二重は本標準の付属資料Ｅの手順を

開始する 

全二重は本標準の規定外である 
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図３―５ａ／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法 ４ｂｉｓ ａ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

リングを検出 

したか？ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

発呼端末 被呼端末 

ダイヤルトーンを検出

し、または適切な時間が

経過したか？ 

ダイヤルする 

応答する 

録音アナウンスを送出

（オプション） 

ＣＮＧを送出 

ＡＮＳａｍを送出 ＡＮＳａｍ検出 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

ＤＩＳまたは 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２１の

信号検出？ 

ＣＭ検出 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 
ＣＩ検出 

Ｎｏ 

Ｔ０経過？ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

ＣＭを送出 

本標準付属資料Ｅ

の手順に入る 
本標準付属資料Ｅ

の手順に入る 

フェーズＢに入る

ノードＴ 

フェーズＢに入る

ノードＲ 

回線切断 

Ｔ０開始 
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3.1.5.2 操作方法４ｂｉｓ ｂ 

発呼および被呼端末のどちらか一方または両方がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の

操作能力がある時で、発呼端末が手動操作、被呼端末が自動操作の場合。 

図３－５ｂ／ＪＴ－Ｔ３０は呼設定に必要なオペレータと端末の動作を示す。 

 

コール 

イベント番号 

 
発 呼 端 末 

 
被 呼 端 末 

      １ 

 

 

      ２ 

 

      ３ 

 

      ４ 

      ５ 

 

 

      ６ 

      ７ 

 

      ８ 

オペレータはダイヤルトーンを検出

し、または適切な時間経過後、所定の

番号をダイヤルする 

 

 

 

 

 

オペレータは端末を伝送路に接続し、

信号検出を試みている間はＣＮＧを送

出する 

 

端末は ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８能力を検

出し、ＣＩを送出する 

本標準の付属資料Ｅの手順を開始す

る。 

 

 

 

端末はリングを検出して、呼に応答す

る 

オプションとして録音した音声アナウ

ンスが送信される 

ＣＥＤまたはＡＮＳａｍを送出する 

 

 

 

ＤＩＳを送出する 

 

 

半二重は本標準の付属資料Ｅの手順を

開始する。 

全二重は本標準の規定外である。 
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図３―５ｂ／ＪＴ－Ｔ３０ 呼設定 操作方法 ４ｂｉｓ ｂ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

リングを検出 

したか？ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

発呼端末 被呼端末 

ダイヤルトーンを検出

し、または適切な時間が

経過したか？ 

ダイヤルする 

応答する 

録音アナウンスを送出

（オプション） ＣＮＧを送出 

ＡＮＳａｍを送出 

ＡＮＳａｍ検出 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

ＤＩＳまたは 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２１の

信号検出？ 

ＣＭ検出 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 
ＣＩ検出 

Ｎｏ 

ＤＩＳに 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｖ．８能力 

Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

ＣＭを送出 

本標準付属資料Ｅ

の手順に入る 本標準付属資料Ｅ

の手順に入る 

フェーズＢに続く

ノードＴ 

フェーズＢに入る

ノードＲ 

ＣＥＤまたはＡＮＳａｍを聞く 

伝送路に接続 

時間経過 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

ＣＩを送出 

イニシャルフェーズＢ 
ノードＴ 

回線切断 
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3.2 フェーズＢ、Ｃ及びＤ  －  ファクシミリ手順 

 フェーズＢに入った時、次のような規則を守るべきである。 

 すべての手動の受信端末とすべての自動応答端末は機能を確認してフェーズＢに入る必要がある。（即ち

5.2 におけるフローダイアグラムのノードＲ）。すべての手動送信端末とすべての自動発呼端末は、機能の

検出と適当なモード設定コマンドを送出する準備をしてフェーズＢに入る必要がある。（即ち 5.2 における

フローダイアグラムのノードＴ）。操作方法２－Ｒを認めるために、ディジタル識別信号を送出する間の遅

延は、手動受信端末から送出される場合、4.5 秒±１５％となろう。 

 バイナリコード・ファクシミリ手順についての詳細は、５章に記されている。 

 

3.2.1 信号系列 

 標準化されたシステムでは互換性を確かめ、操作を確実に行うために、２つの端末の間で信号の交換を行

う。このため、被呼端末はその機能を示す。発呼端末はコマンドでこれに応答する。ここで、送信機はフェー

ズＢを続ける。 

 メッセージの送信に続いて、送信機はメッセージ終了信号を送り、受信機は受信確認をする。この手続き

を繰り返して、複数枚の原稿を次々と送信することができる。 

発呼端末が送信する場合の構成に関して、信号の流れを図３－６／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 
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      フェーズＡ                 被呼局識別信号 
 
                            能力識別信号 
      フェーズＢ 
                 命令情報 
 
     トレーニング 
 
                            受信準備確認 
 
          フェーズＣ      メッセージ 
 
              メッセージ終了 
      フェーズＤ 
                            メッセージ確認 
 
 
 

図３－６／ＪＴ－Ｔ３０ 発呼端末が送信 
                             （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
 
 
 
発呼端末が受信する場合は図３－７／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 
 
 
 
 
 
 
      フェーズＡ                 被呼局識別信号 
 
                            能力識別信号（ＤＩＳ） 
      フェーズＢ 
             命令送出（ＤＴＣ） 
 
                            命令受信（ＤＣＳ） 
 
                            トレーニング 
  
         受信準備確認  （ＣＦＲ） 
 
          フェーズＣ                       メッセージ 
 
      フェーズＤ                 メッセージ終了（ＥＯＭ） 
     
          メッセージ確認（ＭＣＦ） 
 
 
 

図３－７／ＪＴ－Ｔ３０ 発呼端末が受信 
                             （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

発呼送信機 被呼受信機 

発呼送信機 被呼受信機 
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3.3 フェーズＥ  －  呼解放 

 通信手順の最後のポストメッセージ信号を受信した場合、又は以下の条件により呼の解放となる。 

 

3.3.1 タイムアウト 

 ファクシミリ手順で規定された信号が規定されたタイムアウト期間内に受信出来ない場合、端末はオペ

レータ（もし居れば）に信号で知らせてもよい、又は電話接続を切断してもよい。 

 タイムアウト時間は５章に示す。 

 

3.3.2 手順中断 

 手順中断信号を送ること、オペレータに通知すること、又は回線を切断することによりファクシミリ手順

を中断してもよい。この信号は５章で記述する。 

 

3.3.3 命 令 

 呼は５章で記述されている適切な命令によって、直ちに終了してもよい。 

 

４．トーナル信号の機能とフォーマット 
4.1 自動応答手順 

グループ３ファクシミリ端末の自動応答呼出は 4.1.1 節又は 4.1.2 節のどちらかに従って自動応答しても良

い。 

 

4.1.1 被呼局識別信号（ＣＥＤ） 

被呼端末は回線に接続されてから、少なくとも 0.2 秒間は信号を送出してはならない。その後、２１００

Ｈz ±１５Ｈz を 2.6 秒以上、4.0 秒以下連続送出する。その後は、５章に定義された制御手順に従う。被呼

端末はＣＥＤ信号を終了した後、７５±２０ミリ秒経過後、次の信号を送出する。 

 

4.1.2 変形応答信号（ＡＮＳａｍ） 

被呼端末がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８で定義されたオプション手順を用いる場合には、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８

で定義されたＡＮＳａｍ応答信号を送出する。その後は、６章に定義された制御手順に従う。 

 

（注）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の１９９６年版とそれ以前の版に従う端末は、異なった自動応答手順で信号

が送出されるかもしれない。この代替手段は付録３（付図３－１／ＪＴ－Ｔ３０）に記述されている。 
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4.2 発呼トーン（ＣＮＧ） 

フォーマット： 

 

                   1100Ｈz  

 

 

 

 

 

 

 

                         0.5 秒   ３秒 

   

図４－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 

 

               １１００Ｈz  送出 0.5 秒、 停止３秒 

（注）許容値：時間±１５％、周波数１１００Ｈz ±３８Ｈz 

 

 

機能： 

  (1) 発呼端末が非音声端末であることを示す。この信号は自動発呼端末と手動端末では共に必須である。 

（注）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の１９９４年版とそれ以前の版に従う手動発呼端末は、この信号を送

信しないかもしれない。 

  (2)  端末が送信モードであり、ディジタル識別信号（ＤＩＳ）を受信すれば送信出来る状態にあること

を示す。 

  (3)  端末がオペレータの補助なしに１枚を越える枚数の文書を送ることが出来る場合、送信機が文書と

文書の間でディジタル識別信号（ＤＩＳ）を待っている間も送信されてもよい。 

   この信号はオペレータに対し送信機が引き続き回線に接続されていることを示す。 
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５．バイナリコード信号手順 
 ３００bit/s がバイナリコード手順のデータ伝送用の標準データ伝送速度である。 

  

 別途注釈されることを除いては、バイナリコード制御手順は一般交換電話網でＩＴＵ－Ｔ勧告 V.2１チャ

ネル２変調方式の特性を用いて３００bit/s ±0.0１％の同期モードで伝送される（許容値についてはＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｖ.2１の３章参照）。信号発生器はひずみ率１％以下でなければならず、信号制御受信機はひずみ

率４０％以下の信号を受信しなければならない。 

誤り訂正能力は認められたオプションとして用いられる。この手順は、付属資料Ａで規定されている。 

全二重変調方式を利用した操作能力は本標準の規定外である。 

 

（注１）トレーニング、ＴＣＦ及びすべてのインメッセージ信号の伝送は高速のメッセージチャネルと同じ

データ速度である。 

 

（注２）既存の端末はすべての点ではこの標準に合致しないかもしれないことが認識されている。標準化さ

れている動作を損なわない限り他の方法も可能である。 

 

（注３）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.2１チャネル２の変調方式を用いた信号伝送の後、異なる変調方式を用いた信号

方式が始まるまで７５±２０ミリ秒の遅延をおかなければならない（例えばＤＣＳとＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｖ.2７ter 、Ｖ.2９、Ｖ.1７のトレーニングシーケンスとの間の遅延）。 

 

（注４）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.2７ter 、Ｖ.2９、Ｖ.1７の変調方式を用いた信号伝送の後、異なる変調方式を用

いた信号方法が始まるまで７５±２０ミリ秒の遅延をおかなければならない（例えばＲＴＣとＭＰＳ

間の遅延）。 

 

（注５）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.1７で定義された変調方式（表５－１／ＪＴ－Ｔ３０のビット１１、１２、１３

及び１４で規定される）を用いる端末は、ＴＣＦメッセージとＣＴＣ／ＣＴＲ ＥＣＭメッセージ後

の最初の高速メッセージを除くすべてのトレリスモードのトレーニング中は、表３／ＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｖ.1７で定義された短期再同期シーケンスを用いる。 長期同期シーケンスは、ＴＣＦメッセージと

ＣＴＣ／ＣＴＲメッセージ後、最初の高速メッセージ中で使用される。 
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5.1 説 明 

 フェーズＢ、Ｃ、Ｄ 

ケース１ 発呼端末が送信を希望（図３－６／ＪＴ－Ｔ３０参照） 

 

発 呼 端 末 被 呼 端 末 

 

２．ＤＩＳ検出 

３．ＤＣＳ送出 

 

 

６．トレーニング信号送出 

 

 

９．ＣＦＲ検出 

10. メッセージ送出 

 

12．メッセージの終わりに次のどれか１つを送 

 出 

    a)  ＥＯＭ 

    b)  ＥＯＰ 

    c)  ＭＰＳ 

    d)  ＰＲＩ－Ｑ 

    e)  ＰＰＳ・ＮＵＬＬ 

    f)  ＰＰＳ・ＭＰＳ 

    g)  ＰＰＳ・ＥＯＭ 

    h)  ＰＰＳ・ＥＯＰ 

    i)  ＰＰＳ・ＰＲＩ－Ｑ 

 

 

 

 

 

１．ＤＩＳ送出 

 

 

４．ＤＣＳ検出 

５．モード選択 

 

７．トレーニング 

８．ＣＦＲ送出 

 

 

11. メッセージ受信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．EOM,  EOP,  MPS,  PRI-Q, 

  PPS･NULL,  PPS･MPS , PPS･EOM, 

  PPS･EOP 又は PPS･PRI-Q の検出 

14．ポストメッセージ応答の確認信号の１つを 

 送出（5.3.6.1.7 節参照） 

 

（注）バイナリコード信号には必ずプリアンブルが先行する。（5.3.1 節参照） 
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 ケース２ 発呼端末が受信を希望（図３－７／ＪＴ－Ｔ３０参照） 

 

発 呼 端 末 被 呼 端 末 

 

２．ＤＩＳ検出 

３．ＤＴＣ送出 

 

 

６．ＤＣＳ検出 

７．モード選択 

 

９．トレーニング 

10．ＣＦＲ送出 

 

 

13．メッセージ受信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．EOM,  EOP,  MPS,  PRI-Q, 

  PPS･NULL,  PPS･MPS, PPS･EOM, 

  PPS･EOP 又は PPS･PRI-Q の検出 

16．ポストメッセージ応答の確認信号の１つを 

 送出（5.3.6.1.7 節参照） 

１．ＤＩＳ送出 

 

 

４．ＤＴＣ検出 

５．ＤＣＳ送出 

 

 

８．トレーニング信号送出 

 

 

11．ＣＦＲ検出 

12．メッセージ送出 

 

14．メッセージの終わりに次のどれか１つを送 

 出 

  a)  ＥＯＭ 

  b)  ＥＯＰ 

  c)  ＭＰＳ 

  d)  ＰＲＩ－Ｑ 

  e)  ＰＰＳ・ＮＵＬＬ 

  f)  ＰＰＳ・ＭＰＳ 

  g)  ＰＰＳ・ＥＯＭ 

  h)  ＰＰＳ・ＥＯＰ 

  i)  ＰＰＳ・ＰＲＩ－Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 （注）バイナリコード信号には必ずプリアンブルが先行する。（5.3.1 節参照） 
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5.2 フローダイアグラム 

  図５－２ａから５－２ｘに、送信端末および受信端末のフローダイアグラムを示す。フェーズＢ（プリ

メッセージ手順）、フェーズＣ（メッセージ手順）、フェーズＤ（ポストメッセージ手順）、そしてフェー

ズＥの呼の解放におけるフローが示されている。（さらに付録４を参照） 

注およびフローダイアグラムの用語の説明に関しては、5.2.1 節を参照。 
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図５－２ａ／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

ＣＮＧ送出 

適当なモードを命令

位相／トレーニングのチェック

フェーズＢ

プリメッセージ手順

能力の識別

フェーズＣ

メッセージ伝送

Ｔ

 
Ｔ１経過？ ＮＳＰ要求？

送  信  局

NO

NO

NO

NO

NONO YES 

YES YES

YES
YES

YES

非規定手順 
 

に移行  注１

命令受信？

DIS 又は DTC
？

相手受 
信機とｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

？ 

送信原稿あり
？

相手送 
信機とｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

？

（ＴＳＩ)(ＮＳＳ）
又は（ＴＳＩ）

ＤＣＳ送出 

位相調整／
トレーニング
ＴＣＦ送 出

モード設定

 
３回試行？ 

３回試行？

位相調
整／ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

再行？

応答受信 

DIS 又は DTC

ＦＴＴ？ 

ＣＦＲ？ 

誤り訂正？
注２ 

トレーニング
送出    注２

トレーニング 
送出    注２ 

ＦＡＸメッセージ 
送  出 

ＲＴＣ
送  出 ＲＣＰ送出 

Ⅱ Ｖ Ⅰ 

Ⅳ 

Ａ

Ｂ 

Ｒ Ｃ

Ｄ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ

Ｃ

NO 

NO

NO 

NO
NO

NO NO

NO

NO

YES YES

YESYES 

YESYES 

YES

YES

Ｂ 

ＦＡＸメッセージ
送  出
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図５－２ｂ／ＪＴ－Ｔ３０ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 
フェーズＢ 

 
 

プリメッセージ手順 
 
 
 
 
 
 
 
 

能力の識別 
 
 
 
 
 
 
 

適当なモードを命令 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位相／トレーニングのチェック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フェーズＣ 
 
 
 

 

 
伝送 

Ｒ 

YES 

YES 

NONO YES 

YES YES

 
応答受信？ 

Ｃ

受  信  局 

（ＮＳＦ)(ＣＳＩ）ＤＩＳ
{（ＮＳＣ)(ＣＩＧ）ＤＴＣ } 

送      出 

最大試行？ 
注 7 

Ｔ１経過？ 

非規定手順
 

に移行注１

位相調整／トレーニング 
 

ＴＣＦ  受信 

ＣＦＲで 
応    答 

ＦＴＴで
応    答 

トレーニング 
受信     

Ｆ 

誤り訂正？ 
注２ 

 
命令受信？ 

ローカル
及び割込 

？ 
Ｔ２経過？ ＥＯＭ？ 

NO

NO 

YES

YES 

NO

NO

YES

YES 
YES

YES 

YES YES

YES YES

YES

YES 

NONO NO

NO

NO 
NO NO 

NO 

NO 

NO 
Ｂ

メッセー
ジキャリア 
受信？ 

 
ＤＴＣ？  最大試行？ 

注７ 

 
ＤＩＳ？ 

 
ＤＣＳ？ 

位相調 
整／ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

良好？ 

 誤り訂正？ 
注２ Ｆ 

ＦＡＸメッセージ 
受  信 

ＥＯＭ／ＲＴＣ？ 
メッセー
ジキャリア 
受信？ 

（注）ＲＲを除く最終コマンドはＥＯＭ、
 

      ＰＰＳ・ＥＯＭ又はＥＯＲ・ＥＯＭ 
 

      のいずれか 
 

Ｆ Ⅲ Ⅶ 

Ｆ

Ｒ

Ｆ

Ｄ 

Ａ 

Ｆ 

NO
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図５－２ｃ／ＪＴ－Ｔ３０ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

ＥＯＰ（ＰＲＩ－
       ＥＯＰ）
送  出     注３

最終原稿？ 

送 信 局

Ⅱ

モード変更 
？ 

ＥＯＭ（ＰＲＩ－ 
       ＥＯＭ） 
送  出     注３ 

ＭＰＳ（ＰＲＩ－  
        ＭＰＳ）  
送  出     注３  

NO

NO 

NO 

YES

YES

 
３回試行？ ３回試行？ 

 
応答受信？ 

 
３回試行？ 

Ｉ 

ＰＩＮ 
又は 
ＰＩＰ 

ＭＣＦ？ 

ＲＴＰ？ 

ＲＴＮ？ 

再送能力？ Ｔ

Ｃ

Ｅ

NO

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES YES

YES 

YES

YES

YES 

YES 

ＰＩＮ
又は 
ＰＩＰ 

ＭＣＦ？

ＲＴＰ？

ＲＴＮ？

再送能力？Ｄ

Ｅ NO

NO

NO

NO

NO

YESYES 

YES

YES

YES

YES

YES

ＰＩＮ 
又は 
ＰＩＰ 

ＭＣＦ？

ＲＴＰ？

ＲＴＮ？

Ｄ 

Ｅ NO

NO 

NO

NO

YESYES 

YES 

YES 

YES 

YES 

ＣＣ 

ＤＣＮ送信 回 線 切 断

Ｃ

タイマー         
 

Ｔ１  ＝  ３５±５秒 
Ｔ２  ＝    ６±１秒 
Ｔ３  ＝  １０±５秒 

フェーズＥ
呼  切  断

フェーズＤ
ポストメッセージ

手  順 

フェーズＢ 
の始めに 

中断  注４

NO

NO 

NO

ＣＣ Ｃ 

応答受信？ 
 

応答受信？ 



 - 44 - ＪＴ－Ｔ３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

図５－２ｄ／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 
Ｔ３経過？ 

ＰＩＰ応答 
 

ＰＩＮ応答 

YES 

NO 

画品質 
良好？ 

Ａ 

オペレータ 
 

に  警  告 

オペレータ 
         

に  警  告 

ＰＲＩ－Ｑ 
 

送      信 

ＰＩＮ又は 
 

ＰＩＰ送出 

 
電話をラインに

ＭＰＳ？ 

Ⅲ

ＰＲＩ－Ｑ
？ 

NO
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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図５－２ｏ／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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図５－２ｗ／ＪＴ－Ｔ３０ オプションのフロー制御モードでの応答受信 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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図５－２ｘ／ＪＴ－Ｔ３０ オプションのフロー制御モードでの命令受信 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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5.2.1 フローダイアグラムの用語説明 

命令受信（COMMAND REC)   命令受信サブルーチンは誤りのない標準命令の検出を行う。 

  フローダイアグラムの判断ボックスは受信された直近の標準 

  命令（例えばＥＯＭ、ＭＰＳ等）を示す。 

 

相手受信機と ＤＩＳのＦＩＦの内容が相手受信機とコンパチブルである。 

コンパチブル 

(COMPT REMOTE REC) 

 

送信原稿あり 端末に少なくとも１枚の送信原稿がある。 

(DOC TO XMIT)  

 

相手送信機と ＤＩＳのＦＩＦの内容が相手送信機とコンパチブルであり、 

コンパチブル かつ送信原稿がある。 

(COMPT REMOTE XMTR)  

 

応答受信 誤りのない標準応答の検出を行う応答受信サブルーチン。 

(RESPONSE REC) 

 

最終原稿（LAST DOC)  運用中のモードにおける最終原稿が送信済である。 

 

モード設定（SET MODE)    システム制御端末が適切な運用モードを設定する。 

 

３回試行（3rd TRY) 適切な応答を得ることなしに命令が３回繰り返された。 

 

再送能力 許容できる画品質で受信できなかった原稿を再送する能力を、 

(CAPABLE RE-XMIT) 送信端末が有している。 

 

メッセージキャリア受信 メッセージ・チャネルキャリアが受信された。このキャリアは基本 

（MSG CARRIER REC) グループ３変調方式では１８００Hz である。 

 オプション変調方式の詳細については、関連するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ 

 シリーズを参照。 

 

トレーニング良好   トレーニング－ＴＣＦ信号が解析され、トレーニングの結果が 

（TRAIN OK)    良好であった。 

 

モード変更 送信中の端末が運用中の送信モードから脱け、機能の再設定 

(CHANGE MODE)  を要求している。 

 

ＮＳＰ要求 (NSP REQ) ＮＳＰ（非規定手順）が、その手順を開始した端末とコンパチ 

 ブルな端末により“認識”された。 

 

画品質良好 何らかのアルゴリズムにより、画品質が良好と判断された。 
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(COPY QUALITY OK)  

 

トレーニング再行   何らかのアルゴリズムにより、新たにトレーニング信号を 

（RETRAIN) 送出することが望ましいと判定される。 

 

フラグ（FLAG)  フラグが検出された。 

 

フレーム受信 端末が１個の完全なＨＤＬＣフレームを受信した。 

(RECEIVE A FRAME)  

 

ＦＣＳ誤り（FCS ERROR)   受信されたＨＤＬＣフレームにＦＣＳ誤りがある。 

 

オプション応答 受信されたＨＤＬＣフレームにオプション応答の１つが含ま 

(OPTIONAL RESPNS) れている。 

 

オプション命令 受信されたＨＤＬＣフレームにオプション命令の１つが含ま 

(OPTIONAL COMMAND) れている。 

 

ＣＲＰオプション ファクシミリ端末がＣＲＰオプションを有しており、これに 

(CRP OPTION) より最後の命令を直ちに再送するよう要求することが可能で 

 ある。 

 

ローカル割込 ローカル端末又はローカル扱者が、標準ファクシミリ手順に 

(LOCAL INT)  対する割込を発生させることを望んでいる。扱者は、これを 

 通話設定要求の手段として用いる。 

 

回線要求（LINE REQ) ローカル扱者が、相手方と通話するために、電話機が回線に 

 接続されることを要求している。 

 

ＰＲＩ－Ｑ（PRI-Q) ＰＲＩ－ＥＯＭ、ＰＲＩ－ＭＰＳ又はＰＲＩ－ＥＯＰのいず 

 れかのポストメッセージ命令のいずれかを指す一般用語。 

 標準ポストメッセージ命令の第５ビットは１にセットされる。 

 

ページ終了 送信端末はページの最後に、さらにデータを送出することがあ 

（END OF PAGE?)  る。 

 

４回 ＰＰＲ (4th PPR?)   ＰＰＲが４回受信された。 

 

誤りフレーム送出  ＰＰＲの情報フィールドで規定されたフレームがＩＴＵ－Ｔ勧告 

 (TRANSMIT ERROR FRAMES)   Ｖ.2７ter／Ｖ.29／Ｖ.17 の変調方式を用いて送出される。 

 

 

訂正続行  何らかのアルゴリズムにより、送信端末は前のメッセージの訂 



 - 67 - ＪＴ－Ｔ３０ 

(CONTINUE TO CORRECT?)   正を継続することを決定する。 

 

次メッセージ継続  何らかのアルゴリズムにより、送信端末は継続して次のメッセ 

(CONTINUE WITH NEXT  ージを送出することを決定する。前のメッセージは十分満足 

 MESSAGE?)  に送出されなかった。 

 

ＰＰＳ・ＰＲＩ－Ｑ  端末はＰＰＳ・ＰＲＩ－ＥＯＭ、ＰＰＳ・ＰＲＩ－ＭＰＳ、 

(PPS・PRI-Q?)   又はＰＰＳ・ＰＲＩ－ＥＯＰのポストメッセージ命令を受信 

  した。 

 

ＰＰＳ・Ｑ (PPS・Q?)    端末はＰＰＳ・ＥＯＭ、ＰＰＳ・ＭＰＳ、ＰＰＳ・ＥＯＰ、 

  又はＰＰＳ・ＮＵＬＬのポストメッセージ命令を受信した。 

 

ＥＯＲ・ＰＲＩ－Ｑ  端末はＥＯＲ・ＰＲＩ－ＥＯＭ、ＥＯＲ・ＰＲＩ－ＭＰＳ、 

(EOR・PRI-Q?)  又はＥＯＲ・ＰＲＩ－ＥＯＰのポストメッセージ命令を受信 

  した。 

 

ＥＯＲ・Ｑ (EOR・Q?)    端末はＥＯＲ・ＥＯＭ、ＥＯＲ・ＭＰＳ、ＥＯＲ・ＥＯＰ、 

  又はＥＯＲ・ＮＵＬＬのポストメッセージ命令を受信した。 

 

受信可（RECEIVE READY?)   受信端末は次のメッセージを受信する用意が出来ている。 

 

ＲＲ応答受信  ＲＲ応答に対して誤りのない応答の検出を行うＲＲ応答受信 

(RR RESPONSE REC?)  サブルーチン。 

 

ＣＴＣ応答受信  ＣＴＣ応答に対して誤りのない応答の検出を行うＣＴＣ応答 

(CTC RESPONSE REC?)  受信サブルーチン。 

 

フロー制御応答受信 オプションのフロー制御を行い、誤りのない応答の検出を行う応答受 

(FLOW CONTROL 信サブルーチン。 

RESPONSE REC?) 
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 （注１） 非規定手順ＮＳＰとは、完了するのに要する時間が６秒以下の手順をいう。それは、必ずしも、

定義された信号系列である必要はない。 

 （注２） 誤り訂正モードは、付属資料Ａで定義されている。 

 （注３） ＰＲＩ－ＥＯＭ、ＰＲＩ－ＥＯＰ及びＰＲＩ－ＭＰＳのポストメッセージ命令は、ローカル割

込要求がペンディングの場合に送信される。 

 （注４） 運用中の任意の時点で、手順中断を生じさせる割込が発生するかもしれない。文書を伝送中に

この割込が生じた場合は、手順中断前にＲＴＣ／ＲＣＰ信号を送出することとなろう。 

 （注５） 記号｛ ｝を使用してある箇所では、この記号の中の信号は、受信を要求する発呼端末からの

ＤＩＳに対する応答である。 

 （注６） 記号（ ）を使用している箇所では、この記号の中の信号はオプションである。 

（注７）最大試行回数は、1～３回である。 
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5.3 バイナリコード信号の機能と構成 

 全てのバイナリコードファクシミリ制御手順ではＨＤＬＣフレーム構成が利用されている。 

 基本のＨＤＬＣ構成にはいくつかのフレームがあり、各フレームはフィールドに分割されている。これら

により、フレームへのラベリング、誤りチェック、及び正しく受信した情報の確認がなされる。より明確化

するために、図５－１／ＪＴ－Ｔ３０にフォーマットの例を示す。 

この例は初期識別段階を示す。（5.3.6.1.1 節参照） 
 
 

 プリアンブル バイナリコード情報 
 
 

 
 

    非標準機能 
    フレーム 

    被呼加入者識別 
    フレーム 

    ディジタル 
    識別フレーム 

 
                        ＨＤＬＣ情報 
                        フィールド 

 
 

フラグ 
 

 
フラグ 

 
アドレス 

 

 
制  御 

 

ファクシ
ミリ制御

(DIS) 

ファクシ
ミリ情報

 

 フレーム 
 チェック 
 ｼｰｹﾝｽ 

 
フラグ

  
 

 
 
 

 基本Ｇ３  追加Ｇ３ 
＋ 

能  力      能  力 

 

図５－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 

 

 フィールドに関する以下の記述の中でビットの送出順序は最高位ビットから低位ビットへ、つまり紙面上

で左から右である。ＣＳＩフォーマットは例外である。（5.3.6.2.4 節参照） 

バイナリ表示記号と信号コード有意状態との関係はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.1 に従わなければならない。 

（注１）送出されたいかなる先頭の（能力識別）非標準フレームにも必須のフレームが続く。必須のフレー

ムは常に最後に送出される。（図５－１／ＪＴ－Ｔ３０参照） 

（注２）オプションのフレームで認識できないものを受信した端末はそのフレームを廃棄し、継続する手順

の中の必須フレームを使う。 

 

5.3.1 プリアンブル 

 どの方向にでも情報の新しい送出が開始されるとき（すなわち、送信、受信が交替するとき）は、常にプ

リアンブルがすべてのバイナリ符号信号の前に送出される。 

 このプリアンブルは、後に続くデータが損なわれずに伝送されるよう通信チャネルの全構成要素（例えば

エコーサプレッサ）が適切な状態に調整されていることを保証する。 

 このプリアンブルは１秒±１５％のフラグシーケンスの連続とする。 

 

（注）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の１９９６年版とそれ以前の版に従ういくつかの端末は、オプションの

2400bit/s 手順で送出するかもしれない。（付録４参照） 

 

5.3.2 メッセージと信号の境界 
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5.3.2.1 グループ３ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２７ｔｅｒ又はＶ．２９あるいはＶ．１７変調方式が適用されている場合、その境界

はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の 4.1.4 節及び付属資料Ａに定義されているＲＴＣ信号及びＲＣＰフレームの送信

により識別される。これはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４変調システムが回線から切り離され、バイナリコード変調

システムに置き換わる信号である。 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４半二重変調方式が適用されている場合、その境界は付属資料Ｅに規定されている。 

 

（注） もし受信機が少なくとも１つのＲＣＰフレームを正しく検知したならば、ポストメッセージ命令の

受信を開始してもよい。 

 

ただし、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４全二重変調方式で動作している場合には、ＲＣＰフレームは使用せず、境

界はファクシミリ制御フィールドの使用によって得られる。 

 

5.3.2.2 境界の遅延時間 

 ＲＴＣ信号又はＲＣＰフレームのいずれかである境界信号を送信した後、バイナリコード変調システムが

送信を開始する前に７５±２０ミリ秒の遅延時間がある。 

 

5.3.2.3 画信号送出時の遅延時間 

 バイナリコード変調システムが使用する信号を受信後、送信端末はＩＴＵ－Ｔ勧告 V.27ter/V.29/V.17 変調

システムが使用する信号を送信する前に７５ミリ秒以上待たなければならない。 

 

5.3.3 フラグシーケンス 

 ８ビットのＨＤＬＣフラグシーケンスは、フレームの始めと終わりを示すために使われる。ファクシミリ

手順では、フラグシーケンスはビットとフレームの同期を確立するために用いられる。これを実現するため

に 5.3.1 節で定義されたプリアンブルが第１フレームの前に用いられる。後に続くフレームは１つのフラグ

シーケンスだけでよい。 

フラグシーケンスの連続送出は相手局に、端末が回線に接続されているが、ファクシミリ手順を進める準

備が現在なされていないことを知らせるために使ってもよい。 

 

      フォーマット：０１１１１１１０ 

 

5.3.4 アドレスフィールド 

８ビットＨＤＬＣアドレスフィールドは、多局構成における特定端末を識別することを意図したものであ

る。一般交換電話網での通信の場合、このフィールドは１つのフォーマットに限定される。 

 

フォーマット：１１１１１１１１ 

 

5.3.5 制御フィールド 

８ビットＨＤＬＣ制御フィールドは、ファクシミリ制御手順に固有な命令と応答を符号化する機能を有す

る。 

 

      フォーマット：１１００Ｘ０００ 
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 手順内の非最終フレームに対してＸ＝０を、手順内の最終フレームに対してＸ＝１を与える。最終フレー

ムは相手端末から期待される応答に先立って送出する最後のフレームとしてＸ＝１を与え定義される。 

 

5.3.6 情報フィールド 

 ＨＤＬＣ情報フィールドは、可変長で、２つのファクシミリ端末間の制御及びメッセージ授受のための特

定の情報を含んでいる。本標準では情報フィールドは２つの部分、すなわち、ファクシミリ制御フィールド

（ＦＣＦ）とファクシミリ情報フィールド（ＦＩＦ）に分けられる。 

 

5.3.6.1 ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） 

 ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ）はＨＤＬＣ情報フィールドの最初の８ビットあるいは１６ビット

と定義される。１６ビットのＦＣＦは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）に対してのみ適用さ

れる。このフィールドは、交換される情報形式や全シーケンスの中での位置に関する完全な情報を含んでい

る。ＦＣＦのビット割当ては次の通りである。 

 Ｘが、ＦＣＦの第１ビットとして現れた場合、Ｘは次のように定義される。 

  Ｘは、正しいＤＩＳ信号を受信した端末によって、１にセットされる。 

  Ｘは、ＤＩＳ信号に対する正しく適切な応答を受信した端末により、０にセットされる。 

  Ｘは、端末がフェーズＢの先頭に再び入るまでは、変更されることはない。 

 

5.3.6.1.1 初期識別 

被呼端末から発呼端末に 

 

    フォーマット：００００ＸＸＸＸ 

 

ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＤＩＳ ディジタル識別信号 ０００１ 被呼端末の標準能力を表す 

ＣＳＩ 被呼端末識別 ００１０ このオプション信号は、国際電話番号によって被呼端

末を特定する（5.3.6.2.4 節 ＣＳＩ符号化フォーマッ

トを参照のこと） 

ＮＳＦ 

 

非標準機能 

 

０１００ 

 

このオプション信号は、ＩＴＵ－ＴのＴシリーズ勧告

の範囲外にある特定の利用者の要求を識別する 
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5.3.6.1.2 送信命令 

受信機になることを希望する発呼端末から送信機能を有する被呼端末に 

 

    フォーマット：１０００ＸＸＸＸ 

 

ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＤＴＣ ディジタル送信命令 ０００１ ＤＩＳ信号によって識別された標準機能に対する

ディジタル命令応答 

ＣＩＧ 発呼端末識別 ００１０ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が発呼端

末の識別であることを示す。 

ファクシミリ手順に付加的な保証を与えるために用

いられるかもしれない（5.3.6.2.5 節 ＣＩＧ符号化

フォーマットを参照のこと） 

ＮＳＣ 非標準機能命令 ０１００ このオプション信号は、ＮＳＦ信号に含まれる情報に

対するディジタル命令応答 

ＰＷＤ パスワード ００１１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報がポーリ

ングモードにおけるパスワードであることを示す。

ファクシミリ手順に付加的なセキュリティを与える

為に用いられるかもしれない。（5.3.6.2.8 節 ＰＷＤ

符号化フォーマットを参照のこと）ＰＷＤはＤＩＳの

ビット５０がセットされている場合のみ送出され

る。この信号はそれぞれの信号系列で一度使用される

だけであり、二度以上使用された信号は受け入れられ

ない 

ＳＥＰ 選択ポーリング ０１０１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報がポーリ

ングモードにおけるサブアドレスであることを示

す。または特定の原稿番号を示す。ただしポーリング

モードにおいてＰＳＡとＳＥＰを一緒に使用した時

に特定の原稿番号として使用される。（5.3.6.2.9 節

ＳＥＰ符号化フォーマットを参照のこと）ＳＥＰはＤ

ＩＳのビット４７がセットされている場合のみ送出

される。この信号はそれぞれの信号系列で一度使用さ

れるだけであり、二度以上使用された信号は受け入れ

られない 

ＰＳＡ ポーリングサブアドレス ０１１０ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報がポーリ

ングにおけるサブアドレスであることを示す。

（5.3.6.2.14 節 ＰＳＡ符号化フォーマットを参照の

こと）ＰＳＡはＤＩＳのビット３５がセットされてい

る場合のみ送出される。この信号はそれぞれの信号系

列で一度使用されるだけであり、二度以上使用された

信号は受け入れられない 
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略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＣＩＡ 発呼端末インターネットア

ドレス 

０１１１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が発呼端

末のインターネットアドレスであることを示す。 

（5.3.6.2.12 節 ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、ＩＲＡ、Ｉ

ＳＰ符号化フォーマットを参照のこと）ＣＩＡはＤＩ

Ｓのビット１またはビット３のインターネット能力

がセットされている場合のみＤＴＣと一緒に送出さ

れる。複数のインターネットアドレスの送出は継続検

討とする 

ＩＳＰ インターネット選択ポーリ

ングアドレス 

１０００ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報がポーリ

ングにおけるインターネットアドレスであることを

示す。この信号は被呼ゲートウェイで特定の原稿が

ポーリングされることを指示するのに使用されるか

もしれない。（5.3.6.2.12 節 ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、

ＩＲＡ、ＩＳＰ符号化フォーマットを参照のこと）Ｉ

ＳＰはＤＩＳのビット１０１がセットされた場合の

み送出される。複数のインターネットアドレスの送出

は継続検討とする 
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5.3.6.1.3 受信命令 

送信機から受信機へ 

 

    フォーマット：Ｘ１００ＸＸＸＸ 

 

 

  (1) ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＤＣＳ ディジタル命令信号 ０００１ ＤＩＳ信号で識別され標準機能に応答するディジタル

設定命令 

ＴＳＩ 送信端末識別 ００１０ このオプション信号は、この後につづくＦＩＦ情報が

送信端末の識別であることを表す。 

ファクシミリ手順に付加的な保証を与えるのに使用さ

れるかもしれない（5.3.6.2.6 節 ＴＳＩ符号化フォー

マットを参照のこと） 

ＮＳＳ 非標準機能設定 ０１００ このオプション信号は、ＮＳＣ又はＮＳＦ信号に含ま

れる情報に対するディジタル命令応答 

ＳＵＢ サブアドレス ００１１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が被呼加

入者のサブアドレスであることを示す。ファクシミリ

手順の付加的なルーチング情報を与える為に用いられ

るかもしれない。（5.3.6.2.10 節 ＳＵＢ符号化フォー

マットを参照のこと）ＳＵＢはＤＩＳ又はＤＴＣの

ビット４９がセットされている場合のみ送出される。

この信号はそれぞれの信号系列で一度使用されるだけ

であり、二度以上使用された信号は受け入れられない

ＳＩＤ 送信機識別 ０１０１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が送信機

の識別であることを示す。（5.3.6.2.11 節 ＳＩＤ符号

化フォーマットを参照のこと）ＳＩＤはＤＩＳのビッ

ト５０がセットされている場合のみ送出される。この

信号はそれぞれの信号系列で一度使用されるだけであ

り、二度以上使用された信号は受け入れられない 

 

ＴＳＡ 送信端末識別インターネッ

トアドレス 

０１１０ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が送信端

末のインターネットアドレスであることを示す。

（5.3.6.2.12 節 ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、ＩＲＡ、Ｉ

ＳＰ符号化フォーマットを参照のこと）ＴＳＡはＤＩ

Ｓのビット１またはビット３のインターネット能力が

セットされている場合のみＤＣＳと一緒に送出され

る。複数のインターネットアドレスの送出は継続検討

とする 

 

ＩＲＡ インターネットルーティン ０１１１ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報がイン
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略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

グアドレス ターネットアドレスであることを示す。この信号は

ファクシミリ手順でゲートウエイがルーティングする

付加情報を提供するために使用されるかもしれない。

（5.3.6.2.12 節 ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、ＩＲＡ、Ｉ

ＳＰ符号化フォーマットを参照のこと）ＩＲＡはＤＩ

Ｓ／ＤＴＣのビット１０２がセットされている場合の

み送出される。複数のインターネットアドレスの送出

は継続検討とする 

 

 

  (2)  トレーニングチェック（ＴＣＦ） 

   このディジタル命令は、トレーニングを確かめ、このデータ速度でチャネルが使用できることを最初

に表示するためＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４変調システムを介して送出される。 

  

  フォーマット：1.5 秒±１０％間の“０”連続信号 

 

  （注）この信号に対してはＨＤＬＣフレームは要求されない。 

 

  (3)  訂正続行（ＣＴＣ） 

    このディジタル命令は、オプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）の時のみ使用

される。詳細は、付属資料Ａの A.4.1 節 (1)を参照のこと。 
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5.3.6.1.4 プリメッセージ応答信号 

受信機から送信機へ 

 

    フォーマット：Ｘ０１０ＸＸＸＸ 

 

 

  (1) ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＣＦＲ 受信準備確認 ０００１ プリメッセージ手順がすべて終了しメッセージ送出

を開始してよいことを確認するディジタル応答 

ＦＴＴ トレーニング失敗 ００１０ グループ３トレーニング信号を拒絶し再トレーニン

グを要求するディジタル応答 

ＣＳＡ 被呼端末インターネットア

ドレス 

０１００ このオプション信号は、次に続くＦＩＦ情報が被呼

端末のインターネットアドレスであることを示す。

（5.3.6.2.12 節 ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、ＩＲＡ、

ＩＳＰ符号化フォーマットを参照のこと）ＣＳＡは

ＤＣＳのビット１またはビット３のインターネット

能力がセットされている場合のみＣＦＲと一緒に送

出される。複数のインターネットアドレスの送出は

継続検討とする 

 

(2)  訂正続行応答（ＣＴＲ） 

 

このディジタル応答は、オプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）の時のみ使用 

される。詳細は、付属資料ＡのＡ．４．２節（１）を参照のこと。 

（注１）送信端末はＣＦＲまたはＣＳＡ／ＣＦＲを検出した場合にメッセージを送出する。 

（注２）送信端末はＣＦＲが検出されたが、ＣＳＡは検出されなかった場合にはメッセージを送出するがＣ

ＳＡの再送は要求しない。 

（注３）送信端末はＣＳＡだけが検出された場合にＣＦＲの再送を要求する。 

 

     

5.3.6.1.5 インメッセージ手順 

 送信機から受信機へ。グループ３機の場合、インメッセージ手順のフォーマットと特定の信号はＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４に合致すること。 
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5.3.6.1.6 ポストメッセージ命令 

送信機から受信機へ下記のフォーマットで送信する。 

 

    フォーマット：Ｘ１１１  ＸＸＸＸ 

 

ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＥＯＭ メッセージ終了 ０００１ ファクシミリ情報の完全なページの終わりを表

し、フェーズＢの始めに戻ることを示す。 

 

ＭＰＳ マルチページ信号 ００１０ ファクシミリ情報の完全なページの終わりを表

し、確認を受け取り次第フェーズＣの始めに戻るこ

とを表す。 

 

ＥＯＰ 手順終了 ０１００ ファクシミリ情報の完全なページの終わりを表

し、更にこのほかのドキュメントを送らないことを

表し、確認を受信した後フェーズＥに進む。 

 

PRI-EOM 手順中断ＥＯＭ １００１ 扱者の介入を要求する付加的なオプショナルな能

力とともにＥＯＭ命令と同じことを表す。扱者が介

入されたならば、ファクシミリ手順はフェーズＢの

先頭から始まる。 

 

PRI-MPS 手順中断ＭＰＳ １０１０ 扱者の介入を要求する付加的なオプショナルな能

力とともにＭＰＳ命令と同じことを表す。扱者が介

入されたならば、ファクシミリ手順はフェーズＢの

先頭から始まる。 
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略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

PRI-EOP 手順中断ＥＯＰ １１００ 扱者の介入を要求する付加的なオプショナルな能

力とともにＥＯＰ命令と同じことを表す。扱者が介

入されたならば、ファクシミリ手順はフェーズＢの

先頭から始まる。 

 

ＥＯＳ 選択終了 １０００ 複数の選択ポーリング（ＳＥＰ）能力のある送信機

から選択ポーリング能力のある受信機へのこのオ

プションコマンドは、現在選択されている原稿の最

後（最終ページまたは最終ブロック）に達し、どれ

か新たにＳＥＰで選択した要求原稿を引き出す目

的のためにフェーズＢに戻す事を示すために使わ

れる。ＥＯＳはＤＴＣのビット３４がセットされて

いる場合のみ送出される。 

 

ＰＰＳ 部分ページ信号 １１０１ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）のときのみ使用さ

れる。詳細は、付属資料Ａの 4.3 (1)を参照のこと。

 

ＥＯＲ 再送終了 ００１１ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）のときのみ使用さ

れる。詳細は、付属資料Ａの 4.3 (2)を参照のこと。

 

ＲＲ 受信可 ０１１０ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）またはオプション

のフロー制御モードのときのみ使用される。オプ

ションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣ

Ｍ）に関しては、付属資料Ａの 4.3 (3)を参照のこと。

 

（注１）ＥＯＭ、ＭＰＳ、ＥＯＰ、ＥＯＳ及びＰＲＩ－Ｑ命令は、オプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り

訂正方式（ＥＣＭ）では使われない。 

（注２） 部分ページが送られている間、オプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）では、

手順中断信号は送られない。 

（注３）両面モードを利用する時のポストメッセージ命令のコーディングフォーマットは次のとおりである。

（ＲＲ信号には適用しない。） 
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         ﾌﾗｸﾞ   ｱﾄﾞﾚｽ   制御   ﾌｧｸｼﾐﾘ制御     ﾌｧｸｼﾐﾘ情報      ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ      ﾌﾗｸﾞ 

 

 

       ﾍﾟｰｼﾞｶｳﾝﾀ    ﾌﾞﾛｯｸｶｳﾝﾀ   ﾌﾚｰﾑｶｳﾝﾀ      長さ      ﾍﾟｰｼﾞ数     ﾍﾟｰｼﾞ情報 

     b0          b7 b0        b7 b0        b7 b0      b7 b0       b15  b0         b7 

                 ECM のみ 

 

ファクシミリ情報には、ページ数およびページ情報のフィールドを含む１オクテットの長さ、２オ

クテットのページ数、１オクテットのページ情報を必要とする。ページ数は１から始めるべきであ

る。長さが“３”そしてページ数が“６”である場合の例は、次のとおりである。 

 

長さ ページ数 

１１００００００ ０１１０００００００００００００ 

                    b0              b7  b0                             b15 

 

4 番目のオクテットはページ情報であり、そしてこのオクテットで適用する値は、下記の表に示さ

れる。ビット７は拡張ビットである、もしページ情報の追加オクテットがある場合には、この拡張

ビットを１に設定する事。受信端末は相互接続性を維持するために、拡張ビットによる拡張ＦＩＦ

を受信できること。 

 

ビット番号 ページ情報 

０ ページの意味  ０：表面 ／ １：裏面 

１ 予約（"０"に設定） 

２ 予約（"０"に設定） 

３ 予約（"０"に設定） 

４ 予約（"０"に設定） 

５ 予約（"０"に設定） 

６ 予約（"０"に設定） 

７ 拡張ビット－初期値”０” 
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5.3.6.1.7 ポストメッセージ応答 

受信機から送信機へ下記のフォーマットで送信する。 

 

    フォーマット：Ｘ０１１  ＸＸＸＸ 

 

ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＭＣＦ メッセージ確認 ０００１ 完全なメッセージが満足に受信され、更にメッセー

ジが続いてもよいことを表す。 

（これは、ＭＰＳ、ＥＯＭ、ＥＯＰ、ＥＯＳ、ＲＲ、

ＰＰＳへの肯定応答である。） 

 

ＲＴＰ リトレーニング肯定 ００１１ 完全なメッセージが受信されたことを示し更に、ト

レーニングまたは同期とＣＦＲの再送の後に更に

メッセージが続いてもよいことを表す。 

 

ＲＴＮ リトレーニング否定 ００１０ 前メッセージが完全には受信されなかったことを

示す。しかしトレーニング、または同期が再送され

るならば、更に受信することが可能である。 

 

ＰＩＰ 手順中断肯定 ０１０１ メッセージが受信されたが、更に伝送を続けること

は、オペレータの立会いがなければ不可能であるこ

とを表す。オペレータの介入がなく、更にドキュメ

ントが続く場合、ファクシミリ手順はフェーズＢの

先頭から始まる。 

（これは、ＭＰＳ、ＥＯＭ、ＥＯＰ、ＰＲＩ－Ｑ、

ＰＰＳ・ＭＰＳ、ＰＰＳ・ＥＯＭ、ＰＰＳ・ＥＯＰ、

ＰＰＳ・ＰＲＩ－Ｑへの肯定応答である。） 
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略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＰＩＮ 手順中断否定 ０１００ 前の（または処理中の）メッセージが完全には受信

されておらず、更に伝送を続けることはオペレータ

の立会いがなければ不可能であることを示す。オペ

レータの介入がなく、更にドキュメントが続く場

合、ファクシミリ手順はフェーズＢの先頭から始ま

る。 

 

（これは MPS,  EOM,  EOP,  PRI-Q,  PPS・MPS,  

PPS・EOM,  PPS・EOP,  PPS・PRI-Q,  EOR・MPS,  

EOR・EOM,  EOR・EOP,  EOR・PRI-Q への否定

応答である。） 

 

ＰＰＲ 部分ページ要求 １１０１ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）のときのみ使用さ

れる。詳細は、付属資料Ａの 4.4 (1)を参照のこと。

 

ＲＮＲ 受信不可 ０１１１ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）またはオプション

のフロー制御モードのときのみ使用される。オプ

ションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣ

Ｍ）に関しては、付属資料Ａの 4.4 (2)を参照のこと。

 

ＥＲＲ 

 

 

 

再送終了応答 １０００ このディジタル信号は、オプションのＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）のときのみ使用さ

れる。詳細は、付属資料Ａの 4.4 (3)を参照のこと。

ＦＤＭ ファイル診断 

      メッセージ 

１１１１ このディジタル信号は、ＭＣＦのかわりに使用され

る。  詳細は、付録６を参照のこと。 

注）これは、オプションのＢＦＴモードへのみ適用。

 

 

（注１） ＲＴＰはオプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）には使用されない。 

（注２） ＲＴＮはオプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）には使用されない。 

（注３） すべての端末はＰＩＮとＰＩＰ信号を認識することができる。この信号を送出する能力はオプ

ションである。 

（注４） 部分ページが送られている間、オプションのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）では、

ＲＴＰ、ＲＴＮ、ＰＩＰ、ＰＩＮ信号は送られない。 
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5.3.6.1.8 その他のライン制御信号 

誤り制御と回線状態制御の目的のため下記フォーマットで送信する。 

 

    フォーマット：Ｘ１０１  ＸＸＸＸ 

 

ＸＸＸＸのビットの値は次のとおりである。 

 

略 号 機  能 ＸＸＸＸ 説   明 

ＤＣＮ 切断命令 １１１１ この命令は、フェーズＥ（呼切断）の開始を表す。

この命令は応答を必要としない。 

 

ＣＲＰ 命令再送 １０００ このオプション応答は、直前の命令が誤って受信さ

れ、完全なもの（オプションフレームも含む）が再

送されるべきであることを示す。 

 

ＦＮＶ 無効フィールド信号 ００１１ このオプション信号は、直前に受信したＰＷＤ、Ｓ

ＥＰ、ＳＵＢ、ＳＩＤ、ＴＳＩ、ＰＳＡまたはセキュ

リティファクシミリ信号（またはこれらのいくつか

の組み合わせ）が無効または受け入れられないこと

を示す。ＦＮＶはＤＩＳまたはＤＴＣおよびＤＣＳ

のビット３３がセットされている場合のみ送出さ

れる。 

注）ＤＣＳと組み合わせた一つまたはいくつかのオ

プション信号のＦＩＦが無効または受け入れられ

ない時にＦＮＶはＣＦＲまたはＦＴＴのところで

送出しなければならない。また一つまたはいくつか

の（関連した）オプション信号が無効または受け入

れられない時にＤＴＣの応答として送出しなけれ

ばならない。またＦＮＶはＤＥＣ、ＤＥＳ、ＤＴＲ

またはＤＥＲ信号の応答として送出されるかもし

れない（付属資料Ｆ参照）。 

 

ＴＮＲ 送信不可 ０１１１ このオプション命令は、送信端末が送信準備が出来

ていないことを示すために使用される。 

ＴＲ 送信可 ０１１０ このオプション応答は、送信端末の状態を問い合わ

せるために使用される。 

（注） ＴＮＲ，ＴＲはオプションのフロー制御だけに適用される。送信端末は、ＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣ

Ｓ信号を交換した後はどの命令の代わりでもＴＮＲを送出することができる。 



 - 83 - ＪＴ－Ｔ３０ 

5.3.6.2 ファクシミリ情報フィールド（ＦＩＦ） 

 多くの場合、ＦＣＦのあとに、ファクシミリ手順を更に明らかにするための付加的な８ビットのオクテッ

トの送出が続く。基本バイナリコードシステムに対するこの情報はＤＩＳ、ＤＣＳ、ＤＴＣ、ＣＳＩ、ＣＩ

Ｇ、ＴＳＩ、ＮＳＣ、ＮＳＦ、ＮＳＳ、ＰＷＤ、ＳＥＰ、ＳＵＢ、ＳＩＤ、ＰＳＡ、ＦＮＶ、ＦＤＭ、ＣＴ

Ｃ、ＰＰＳ、ＰＰＲ、ＣＳＡ、ＴＳＡ、ＣＩＡ、ＩＲＡ及び、ＩＳＰ信号の情報の規定からなる。 

 

5.3.6.2.1 ＤＩＳ標準能力 

 付加情報フィールドがＤＩＳファクシミリ制御フィールドのすぐ後に送出される。この情報のビット指定

は表５－１／ＪＴ－Ｔ３０のとおりである。 

 ここで、特に指定がないかぎり（例えば１１、１２、１３、１４ビットおよび２１、２２、２３ビット）

“１”は状態が有効であることを表す。 

 

5.3.6.2.2 ＤＣＳ標準命令 

 この命令を送出する時、第９ビットは０に設定される。ＤＣＳ標準命令は表５－１／ＪＴ－Ｔ３０に示す

形式をとる。 

 

5.3.6.2.3 ＤＴＣ標準命令 

 ＤＴＣ標準機能は表５－１／ＪＴ－Ｔ３０に示す形式をとる。 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ビｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

１ 蓄積交換インターネットファクシミ

リシンプルモード（ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｔ３７） 

60,63 蓄積交換インターネットファク

シミリシンプルモード（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ３７） 

60,63 

２ 保留 1 保留 1 

３ リアルタイムインターネットファク

シミリ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８） 

61,63 リアルタイムインターネット

ファクシミリ（ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｔ３８） 

61,63 

４ 第３世代移動通信ネットワーク 71 第３世代移動通信ネットワーク 71 

５ 保留 1 保留 1 

６ ITU-T 勧告 V.8 能力 23 無効 24 

７ フレームサイズ 

０＝２５６オクテット優先 

１＝６４オクテット優先 

23,42 

 

無効 24 

 

８ 保留 1 保留 1 

９ ﾌｧｸｼﾐﾘﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの転送(ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ)の準備

あり 

18 

 

“０”に設定  

１０ 受信機ＦＡＸ操作 19 受信機ＦＡＸ操作 20 

11,12,13,14 

(0,0,0,0 ) 

(0,1,0,0 ) 

(1,0,0,0 ) 

(1,1,0,0 ) 

(0,0,1,0 ) 

(0,1,1,0 ) 

(1,0,1,0 ) 

(1,1,1,0 ) 

(0,0,0,1 ) 

(0,1,0,1 ) 

(1,0,0,1 ) 

(1,1,0,1 ) 

(0,0,1,1 ) 

(0,1,1,1 ) 

(1,0,1,1 ) 

(1,1,1,1 ) 

データ信号速度 

ITU-T 勧告 V.27ter ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾓｰﾄﾞ 

ITU-T 勧告 V.27ter 

ITU-T 勧告 V.29 

ITU-T 勧告 V.27ter と V.29 

未使用 

保留 

未使用 

無効 

未使用 

保留 

未使用 

ITU-T 勧告 V.27ter,V.29,V.17 

未使用 

保留 

未使用 

保留 

3 

 

 

 

 

 

 

 

32 

 

 

 

31 

データ信号速度 

2400bit/s ITU-T 勧告 V.27ter 

4800bit/s ITU-T 勧告 V.27ter 

9600bit/s ITU-T 勧告 V.29 

7200bit/s ITU-T 勧告 V.29 

無効 

無効 

保留 

保留 

14400bit/sITU-T 勧告 V.17 

12000bit/sITU-T 勧告 V.17 

9600bit/s ITU-T 勧告 V.17 

7200bit/s ITU-T 勧告 V.17 

保留 

保留 

保留 

保留 

33 

 

 

 

31 

31 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０  （続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

15 R8×7.7 l/mm   および／または 200 

×200 画素/25.4mm      

10,11,

13,25,

34 

R8×7.7 l//mm   または 

200 ×200 画素/25.4mm     

10,11,

13,25,

34 

16 二次元符号化能力  二次元符号化  

17, 18 

(0, 0) 

(0, 1) 

 

 

(1, 0) 

 

(1, 1) 

記録幅能力 

215mm ±１％     

215mm ±１％と 

255mm ±１％と 

303mm ±１％ 

215mm ±１％と 

255mm ±１％ 

無 効 

27 

 

 

 

 

 

 

6 

記録幅 

215mm ±１％ 

303mm ±１％ 

 

 

255mm ±１％ 

 

無  効 

27 

19, 20 

(0, 0) 

(0, 1) 

(1, 0) 

(1, 1) 

最大記録長の能力 

A4 (297mm) 

制限なし 

A4 (297mm)と B4 (364mm) 

無  効 

2 最大記録長 

A4 (297mm) 

制限なし 

B4 (364mm) 

無  効 

2 

21,22,23 

(0,0,0) 

(0,0,1) 

(0,1,0) 

(1,0,0) 

(0,1,1) 

(1,1,0) 

(1,0,1) 

(1,1,1) 

受信機の最小走査時間能力 

20ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝T３．８５ 

40ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝T３．８５ 

10ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝T３．８５ 

 5ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝T３．８５ 

10ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝1/2T３．８５ 

20ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝1/2T３．８５ 

40ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝1/2T３．８５ 

 0ms at 3.85 l/ mm ;T７．７＝T３．８５ 

4,8,23 最小走査時間 

20ms 

40ms 

10ms 

 5ms 

 

 

 

 0ms 

8,24 

24 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

25 保留 1,41 保留 1,41 

26 非圧縮モード  非圧縮モード  

27 誤り訂正方式（ＥＣＭ）  17 誤り訂正方式（ＥＣＭ）  17 

28 

 

０にセット 

 

 フレームサイズ  ０＝256 oct. 

                １＝ 64 oct. 

7,24 

29 保留 1 保留 1 

30 保留 1 保留 1 

31 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ. ６符号化能力 9,17 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ. ６符号化 9,17 

32 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

33 無効フィールド信号能力  無効フィールド信号能力  

34 複数選択ポーリング能力（ＤＩＳ） 

複数選択ポーリング指示（ＤＴＣ） 

52 “０”に設定  

35 ポーリングサブアドレス能力（ＤＩ

Ｓ） 

ＰＳＡによるポーリングサブアドレ

ス送信（ＤＴＣ） 

26,44,

45 

“０”に設定  

36 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３符号化 17,25,

34,35,

37,39,

40 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３符号化 17,25,

34,35,

37,39,

40 

37 プレーンインタリーブ 25,46 プレーンインタリーブ 25,46 

38 ３２ｋ ＡＤＰＣＭ音声符号化（ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｇ７２６） 

58,59 ３２ｋ  ＡＤＰＣＭ音声符号化

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７２６） 

17,58,

59 

39 拡張音声符号化を使用するための保

留 

1, 拡張音声符号化を使用するため

の保留 

1, 

40 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

41 R8  × 15.4  l/mm  10,62 R8 × 15.4 l/mm  10,62 

42 300 × 300 画素/25.4mm 34,80 300 × 300 画素/25.4mm 34 

43 

 

R16 × 15.4  l/mm および/ または 

400 × 400  画素/25.4mm 

10,12,

13,34 

80 

R16 × 15.4  l/mm または 

400 × 400  画素/25.4mm   

10,12,

13,34 

44 

 

 

インチ系解像度選択 

    

 

13,14 解像度タイプ選択 

“０”：ミリ系解像度 

“１”：インチ系解像度 

13,14 

45 ミリ系解像度選択          13,14 考慮しない  

46 

 

 

高解像度における最小走査時間能力 

“０”：Ｔ１５．４＝Ｔ７．７ 

“１”：Ｔ１５．４＝1/2 Ｔ７．７   

15 考慮しない 

 

 

 

47 選択ポーリング能力（ＤＩＳ） 

選択ポーリング送信（ＤＴＣ） 

26,44 “０”に設定  

48 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

49 サブアドレス能力  サブアドレス送信 26 

50 パスワード／送信機識別能力（ＤＩ

Ｓ） 

パスワード送信（ＤＴＣ） 

26 送信機識別送信 26 

51 

 

データファイルの転送(ポーリング) 

の準備あり 

17,21 “０”に設定 

 

 

52 保留 1 保留 1 

53 

 

バイナリファイル転送（ＢＦＴ） 

   

16,17,

21 

バイナリファイル転送（ＢＦＴ） 16,17 

54 文書転送モード（ＤＴＭ） 17,21 文書転送モード（ＤＴＭ） 17 

55 ＥＤＩＦＡＣＴ転送（ＥＤＩ） 17,21 ＥＤＩＦＡＣＴ転送（ＥＤＩ） 17 

56 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

57 基本転送モード（ＢＴＭ） 17,21 基本転送モード（ＢＴＭ） 17,59 

58 保留 1 保留 1 

59 

 

ｷｬﾗｸﾀまたはﾐｸｽﾄﾓｰﾄﾞのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの転

送(ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ)の準備あり 

17,22 “０”に設定 

 

 

60 キャラクタモード 17,22 キャラクタモード 17 

61 保留 1 保留 1 

62 ミクストモード 17,22 ミクストモード 17,22 

63 保留 1 保留 1 

64 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

65 プロセッサブルモード２６ 17,22,

T1 

プロセッサブルモード２６ 17,22,

T1 

66 ディジタル網能力 43,T2 ディジタル網能力 43,T2

67 

 

 

全二重／半二重能力 

“０”：半二重制御 

“１”：全二重／半二重制御 

T2 全二重／半二重能力 

“０”：半二重制御 

“１”：全二重制御 

T2 

68 ＪＰＥＧ符号化 17,25,

34,35,

39,40 

ＪＰＥＧ符号化 17,25,

34,35,

39,40 

69 フルカラーモード 25,35 フルカラーモード 25,35 

70 “０”に設定 36 優先使用ハフマン符号表 25,36 

71 １２ビット／画素／要素 25,37 １２ビット／画素／要素 25,37 

72 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

73 サブサンプリングなし（１：１：１） 25,38 サブサンプリングなし（１：１：

１） 

25,38 

74 非標準照射光 25,39 非標準照射光 25,39 

75 非標準色域範囲 25,40 非標準色域範囲 25,40 

76 

 

北米レター 

(215.9×279.4 ㎜) 能力 

28 北米レター 

(215.9×279.4 ㎜) 

 

77 北米リーガル 

(215.9×355.6 ㎜) 能力 

28 北米リーガル 

(215.9×355.6 ㎜) 

 

78 単層シーケンシャル符号化 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５） 

基本能力 

17,29,

30 

単層シーケンシャル符号化 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５） 

基本 

17,29 

79 単層シーケンシャル符号化（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ８５） 

オプショナルＬ０能力 

17,29,

30 

単層シーケンシャル符号化 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５） 

オプショナルＬ０能力 

17,29 

80 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

81 ＨＫＭ鍵管理能力  ＨＫＭ鍵管理選択  

82 ＲＳＡ鍵管理能力  ＲＳＡ鍵管理選択 47 

83 オーバーライドモード能力 53 オーバーライドモード選択 53 

84 ＨＦＸ４０暗号能力  ＨＦＸ４０暗号選択  

85 オルタナティブ暗号番号２能力 56 オルタナティブ暗号番号２選択 56 

86 オルタナティブ暗号番号３能力 56 オルタナティブ暗号番号３選択 56 

87 ＨＦＸ４０―Ｉハッシング能力  ＨＦＸ４０―Ｉハッシング選択  

88 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意

事項

89 オルタナティブハッシングシステム

番号２能力 

57 オルタナティブハッシングシス

テム番号２選択 

57 

90 オルタナティブハッシングシステム

番号３能力 

57 オルタナティブハッシングシス

テム番号３選択 

57 

91 将来セキュリティ機能のため保留 １ 将来セキュリティ機能のため保

留 

１ 

92 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクストラ

スタコンテント）モード 

17,50,

69 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクス

トラスタコンテント）モード 

17,50,

69 

93 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクストラ

スタコンテント）モード 

17,50,

69 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクス

トラスタコンテント）モード 

17,50,

69 

94 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクストラ

スタコンテント）モード 

17,50,

69 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４（ミクス

トラスタコンテント）モード 

17,50,

69 

95 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４のためのペー

ジレングス最大ストリップサイズ（ミ

クストラスタコンテント） 

51 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４のための

ページレングス最大ストリップ

サイズ（ミクストラスタコンテン

ト） 

51 

96 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

97 カラー／単色多値 300 × 300 または

400 × 400 画素/25.4mm 

49,80 カラー／単色多値 300 × 300 ま

たは 400 × 400 画素/25.4mm 

49 

98 カラー／単色多値のための 100 × 

100  画素/25.4mm  

10,48 カラー／単色多値のための 

100 × 100  画素/25.4mm 

10,48 

99 シンプルフェーズＣ ＢＦＴ ネゴシ

エーション能力 

54,55 シンプルフェーズＣ ＢＦＴ ネ

ゴシエーション能力 

54,55 

100 拡張ＢＦＴネゴシエーション能力  “０”に設定  

101 インターネット選択ポーリングアド

レス（ＩＳＰ）能力（ＤＩＳ） 

インターネット選択ポーリングアド

レス（ＩＳＰ）指示（ＤＴＣ） 

26 “０”に設定  

102 インターネットルーティングアドレ

ス（ＩＲＡ）能力（ＤＩＳ） 

インターネットルーティングアドレ

ス（ＩＲＡ）指示（ＤＴＣ） 

26 インターネットルーティングア

ドレス（ＩＲＡ）送出 

26 

103 保留 1 保留 1 

104 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

105 600 × 600 画素/25.4mm 81 600 × 600 画素/25.4mm  

 



 - 90 - ＪＴ－Ｔ３０ 

表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意

事項

ＤＣＳ 注意 

事項 

106 1200 × 1200 画素/25.4mm 81 1200 × 1200 画素/25.4mm  

107 300 × 600 画素/25.4mm 62 300 × 600 画素/25.4mm 62 

108 400 × 800 画素/25.4mm 62 400 × 800 画素/25.4mm 62 

109 600 × 1200 画素/25.4mm 62 600 × 1200 画素/25.4mm 62 

110 カラー／単色多値 600 × 600 画素

/25.4mm 

64, 81 カラー／単色多値 600 × 600 画

素/25.4mm 

64 

111 カラー／単色多値 1200 × 1200 画素

/25.4mm 

65, 81 カラー／単色多値 1200 × 1200 

画素/25.4mm 

65 

112 拡張フィールド 5 拡張フィールド 5 

113 両面プリント能力（両面交互モード） 66,67 両面プリント能力（両面交互モー

ド） 

67 

114 両面プリント能力（片面一括モード） 66,67,

68 

両面プリント能力（片面一括モー

ド） 

67 

115 白黒ミクストラスタコンテントプロ

ファイル（ＭＲＣｂｗ） 

17,50,

69 

“０”に設定 17,50,

69 

116 ITU-T 勧告 T.45（ランレングス カ

ラー符号化） 

17,78 ITU-T 勧告 T.45（ランレングス カ

ラー符号化） 

17,78 

117,118 

(0.0) 

(0,1) 

(1,0) 

(1,1) 

共有データメモリ容量 

メモリ無し 

レベル１ ＝ １．０Ｍバイト 

レベル２ ＝ ２．０Ｍバイト 

レベル３ ＝ 無制限 

      （≧３２Ｍバイト） 

 

70 共有データメモリ容量 

メモリ未使用 

レベル１ ＝ １．０Ｍバイト 

レベル２ ＝ ２．０Ｍバイト 

レ ベ ル ３  ＝  無 制 限 

（≧３２Ｍバイト） 

 

70 

119 T.44 色空間 83 T.44 色空間 83 

120 拡張フィールド  拡張フィールド  

121 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８ フロー制

御能力 

72,73 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８ フロー

制御能力 

72,73 

122 Ｋ＞４ 74 Ｋ＞４ 74 

123 ＩＰ認識ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８

モードファクシミリ装置能力 

75 ＩＰ認識ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８

モードファクシミリ装置動作 

76,77 
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表５－１／ＪＴ－Ｔ３０（続き） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ﾋﾞｯﾄ番号 ＤＩＳ／ＤＴＣ 注意 

事項 

ＤＣＳ 注意 

事項 

124,125 

126 

 

(0,0,0) 

(0,0,1) 

(0,1,0) 

(0,1,1) 

(1,0,0) 

(1,0,1) 

(1,1,0) 

(1,1,1) 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８９（ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｔ．８８のためのアプリケーショ

ンプロファイル） 

未使用 

プロファイル１ 

プロファイル２ 

プロファイル３ 

プロファイル２と３ 

保留 

保留 

保留 

78,79 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８９（ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．８８のためのアプリ

ケーションプロファイル） 

未使用 

プロファイル１ 

プロファイル２ 

プロファイル３ 

無効 

保留 

保留 

保留 

78,79 

127 ｓＹＣＣ－ＪＰＥＧ符号化 17,82 ｓＹＣＣ－ＪＰＥＧ符号化 17,82 

 

（注 1）これらの保留としてあるビットは、０に設定しなければならない。 

（注 2）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４に適合する標準ファクシミリ端末は次の能力を有すること：紙の長さ＝２９

７mm 

（注 3）ＤＩＳ又はＤＴＣフレームがＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２７ter 能力を示している場合、その端末は４８０

０又は２４００bit/s で操作できると想定される。 

    ＤＩＳ又はＤＴＣフレームがＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.2９能力を示している場合、その端末はＩＴＵ－ 

    Ｔ勧告Ｖ.2９の９６００bit/s 又は７２００bit/s で操作できると想定される。 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.1７能力を示している場合、その端末はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.1７の１４４００  

    bit/s 、１２０００bit/s 、９６００bit/s 、７２００bit/s で操作できると想定される。 

（注４）Ｔ７．７ とＴ３．８５はそれぞれ垂直解像度が 7.7 l／㎜( または 200画素/25.4mm または 300画素/25.4mm)

又は 3.85 l／㎜（上表第１５ビット参照）であるときに用いられる１走査時間を示す。 

    Ｔ７．７ ＝１／２Ｔ３．８５は、垂直解像度が 7.7 l/mm 、または 200画素/25.4 mm、または 300 画素/25.4mm 

のとき走査時間が１／２に減少することを示している。 

（注５）ＤＩＳ、ＤＴＣ及びＤＣＳ信号に対する標準ＦＩＦフィールドは２４ビット長である。もし拡張

フィールドビットが１であるならば、ＦＩＦフィールドは付加的な８ビットにより拡張される。 

（注６）ＤＩＳ信号の第１７、１８ビットに対して無効な（１、１）を送出する既存の端末があるかもしれ

ない。もしそのような信号を受信したら、それは（０、１）と解釈する。 

（注７）ＤＣＳ命令の第２８ビットの有用性は、第２７ビットによって誤り訂正方式（ＥＣＭ）が実施され

たときのみ有効となる。 

（注 8) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式とＩＰ認識ファクシミリモードの操作は最小走査時間能力が０

ms を必要とする。ＤＩＳ／ＤＴＣの第２１、２２、２３ビットは誤り訂正方式とＩＰ認識ファクシ

ミリモードの適用能力にかかわらず受信機の最小走査時間を示す。誤り訂正方式とＩＰ認識ファクシ

ミリモードの場合には、送信機は最小走査時間０ms を示すようにＤＣＳの第２１、２２、２３ビッ

トを１、１、１に設定する。 

    通常のＧ３通信の場合には、送信機は送受信機の能力に従って、ＤＣＳの第２１、２２、２３ビッ
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トを適切な値に設定する。 

（注 9) ビット３１で規定されるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.6 符号化能力はビット２７（誤り訂正方式ＥＣＭ）が“１”

に設定されている時のみ有効である。 

（注 10) Ｒ４、Ｒ８とＲ１６の解像度を以下に定義する。 

  Ｒ４ ＝ ８６４画素／（２１５ｍｍ±１％）for  Ａ４ 北米ﾚﾀｰ とﾘｰガﾙ 

  Ｒ４ ＝１０２４画素／（２５５ｍｍ±１％）for  Ｂ４ 

  Ｒ４ ＝１２１６画素／（３０３ｍｍ±１％）for  Ａ３ 

  Ｒ８ ＝１７２８画素／（２１５ｍｍ±１％）for  Ａ４ 北米ﾚﾀｰ とﾘｰガﾙ 

  Ｒ８ ＝２０４８画素／（２５５ｍｍ±１％）for  Ｂ４ 

  Ｒ８ ＝２４３２画素／（３０３ｍｍ±１％）for  Ａ３ 

  Ｒ１６＝３４５６画素／（２１５ｍｍ±１％）for  Ａ４ 北米ﾚﾀｰ とﾘｰガﾙ 

  Ｒ１６＝４０９６画素／（２５５ｍｍ±１％）for  Ｂ４ 

  Ｒ１６＝４８６４画素／（３０３ｍｍ±１％）for  Ａ３ 

（注 11) ビット１５が１にセットされているとき、ビット４４と４５によって以下に示す様に説明される。 

  ビット４４  ビット４５  説明 

    ０      ０    （無効） 

    １      ０    200×200 画素/25.4mm  

    ０      １    Ｒ８×7.7  l／mm 

    １      １    Ｒ８×7.7  l／mm、200×200 画素/25.4mm  

    ビット 15 が“１”で、ビット 41,42,43,44,45 と 46 が無いときは R8×7.7  l/mm を示している。  

（注 12) ビット 43 が“１”にセットされているとき、ビット 44,45 によって以下の様に説明される。 

  ビット４４  ビット４５  説明 

    ０      ０    （無効） 

    １      ０    400×400 画素/25.4mm  

    ０      １    Ｒ１６×15.4  l／mm 

    １      １    Ｒ１６×15.4  l／mm、400×400 画素/25.4mm  

(注 13)ビット 44 と 45 は、ビット 15 と 43 に関連してのみ使われる。 

 ＤＣＳでビット 44 を使用するとき、送信する文書の解像度を正確に示さなければならず、ＤＣＳの

ビット 44 がいつもＤＩＳ／ＤＴＣのビット 44 と 45 の指示と一致しているとは限らないことを意味

している。一致しない場合は、再生可能領域のひずみと縮小をもたらす。 

  もし、受信側がＤＩＳでミリ系を基にした情報を受信することを選択し、送信側がインチ系に相当

する情報しか持っていなかった場合（または逆の場合）、通信はそのまま行なわれなければならない。 

（注 14) ビット 44 と 45 は情報が、ミリ系－ミリ系、インチ系－インチ系、ミリ系－インチ系、インチ系－

ミリ系ベースの送信または受信かどうかということを、送信または受信している利用者に指示するた

めの付加機能の提供を必要としない。 

（注 15) 垂直解像度が 15.4  l／mm、400 画素/25.4mm、600 画素/25.4mm と 1200 画素/25.4mm の時、Ｔ１

５．４は利用される走査時間を参照する。 

    Ｔ１５．４＝１／２Ｔ７．７ は、Ｔ７．７ が１０、２０または４０ms の時、走査時間が高解像度モードで

は半分に減少するということを示している。 

    Ｔ７．７ が５ms（言い換えれば、（ビット 21､22､23）＝（1､0､0)､(0､1､1)) または０ms（言い換えれ

ば、(1､1､1))の時、ＤＩＳ／ＤＴＣのビット 46 は“０”にセットされるべきである（Ｔ１５．４＝Ｔ７．７ ）。 

（注 16) バイナリファイル転送プロトコルは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４に記述されている。 

（注 17) 31､36､38､51､53､54､55､57､59､60､62､65,68,78,79,115,116 及び 127 のビットのいずれか１つ以上が
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“１”にセットされているとき、ビット 27 もまた“１”にセットしなければならない。ビット 92 か

ら 94 の値が“０”でなければ、ビット 27 は“１”にセットしなければならない。 

（注 18) ビット９はファクシミリドキュメントを応答端末からポーリングできる事を示す。これは能力の表

示ではない。 

（注 19) ビット１０は応答端末が受信能力を持つ事を示す。 

（注 20) ＤＣＳのビット１０は受信端末に受信を行わせるための指示である。 

（注 21) ビット５１はデータファイルを応答端末からポーリングできる事を示す。これは能力の表示ではな

い。このビットはビット５３、ビット５４、ビット５５、ビット５７と組み合わせて使用される。 

（注 22) ビット５９はキャラクタコードまたはミクストモードドキュメントを応答端末からポーリングで

きる事を示す。これは、能力の表示ではない。このビットはビット６０、ビット６２、ビット６５と

組み合わせて使用される。 

（注 23）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０のＡｎｎｅｘ Ｃで定義されたオプションの手順が使用される時、ＤＩＳ

／ＤＴＣのビット６と７は０に設定され、ビット２１から２３とビット２７は１に設定されなければ

ならない。しかし、本標準ではＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリに関する事は規定しない。 

（注 24）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０のＡｎｎｅｘ Ｃで定義されたオプションの手順が使用される時、ＤＣＳ

のビット６、７と２８は０に設定され、ビット２１から２３とビット２７は１に設定されなければな

らない。しかし、本標準ではＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリに関する事は規定しない。 

（注 25) オプショナルな連続階調カラーモードと単色多値モード（ＪＰＥＧモード）プロトコルとオプショ

ナルな可逆符号化カラーと単色多値モード（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モード）は付属資料Ｄと付属資

料Ｇにそれぞれ記述されている。ＤＩＳ／ＤＴＣのビット６８に１が設定されている場合、これはＪ

ＰＥＧモードを示す。ビット３６とビット６８に１が設定されている場合、これはＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｔ４３能力もまた使用する事を示す。 ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット３６を１に設定するのは

ビット６８もまた１に設定した時だけとしなければならない。さらにビット６８またはビット３６と

６８に１が設定されている場合、その時ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１５、２７は１が設定され

なければならない。 

    ビット１５はカラーファクシミリの基本である２００×２００画素／２５．４㎜の解像度を示す。 

    ビット２７はカラーファクシミリでは必須である誤り訂正方式（ＥＣＭ）能力を示す。 

    ビット６９から７１、７３から７５及び９２から９４はビット６８が１に設定されている場合有効

である。 

    ビット７０と７３はＪＰＥＧモードのみ有効である。 

    ビット６９、７１、７４と７５はＪＰＥＧモードとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードで有効である。 

    ビット３７はビット３６に１が設定されている時のみ有効である。(注 39), (注 40)参照。 
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（注 26）誤り回復機構を得るために、ＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵＢ／ＳＩＤ／ＰＳＡ／ＩＲＡ／ＩＳＰフレーム

がＤＣＳあるいはＤＴＣと一緒に送られるときは、ＤＣＳのビット４９、１０２及び５０、あるいは

ＤＴＣのビット４７、１０１及び５０及びビット３５は以下を意味する時には“１”にセットしなけ

ればならない。 

 

１にセットさ

れるビット 
DIS DTC DCS 

35 ポーリングサブアドレス

能力 

ポーリングサブアドレス

送信 

無  効（“０”に設定）

47 選択ポーリング能力 選択ポーリング送信 無  効（“０”に設定）

49 サブアドレス能力 無  効（“０”に設定） サブアドレス送信 

50 パスワード パスワード送信 送信機識別送信 

101 インターネット選択ポー

リングアドレス能力 

インターネット選択ポー

リングアドレス送信 

無  効（“０”に設定）

102 インターネットルーティ

ングアドレス能力 

無  効（“０”に設定） インターネットルーティ

ングアドレス送信 

 

１９９５年版以前の本ＴＴＣ標準に適合した端末はＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵＢ／ＳＩＤフレームを送

信するときでも、上記ビットを“０”にセットするかもしれない。 

（注 27）インチベースの解像度に対応する走査線長は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の 2.2.2 節に示される。 

（注 28）端末はＤＩＳ／ＤＴＣの中で、ビット７６と７７を使用する場合、ビット７６と７７のあらゆる組

み合わせに於いて、Ａ４ドキュメントを受信できることが要求される。Ａ４、Ｂ４あるいはＡ３の送

信機は、ビット７６と７７の設定を無視するかもしれない。 

（注 29）ビット７８と７９によって表わされる符号化方式は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５に定義されている。 

（注 30）ＤＩＳ において、ビット７９を“１”に設定するとき、ビット７８も又“１”に設定しなければ

ならない。 

（注 31）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１７の受信能力を宣言するためにＤＩＳ／ＤＴＣのビット１１～１４を（１，

１，０，１）に設定すると、１９９６年版以前の本標準に適合した端末は、これをＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．

３３の受信能力もあると認識し、ＤＣＳのビット１１～１４にて（０，０，１，０）または（０，１，

１，０）を送出してくるかもしれない。このような端末との互換性を保つために、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．

１７の受信能力をもつ端末は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３３の受信能力を持たなければならない。 

（注 32）１９９６年版以前の本標準に適合した端末では、このビットは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２７ｔｅｒ、 

   Ｖ．２９及びＶ．３３の能力をもっている事を示すために使われるかもしれない。 

（注 33）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義された変調システムが使われる時、またはＤＣＳのＩＰ認識ファク

シミリ動作（ビット１２３）が“１”に設定されている時は、ＤＣＳのビット１１～１４は無効とな

り、かつ、そのビットは０に設定すべきである。 

（注 34）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット６８を０に設定すると受信端末は、ＪＰＥＧモードとＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｔ４３モードが不可能であり、ＪＰＥＧまたはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３符号化データを復号で

きない事を示す。 ＤＣＳフレームのビット６８を１に設定すると送信端末はＪＰＥＧモードを使用

し、ＪＰＥＧ符号化画像データが送出される事を示す。ＪＰＥＧデータ列の水平画像サイズのパラ

メータＸについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の２章の中で定義されている値に適合させなくてはなら

ない。ビット６８を０に設定し、ビット３６を１に設定すると送信端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３

モードを使用し、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３符号化画像データが送出される事を示す。もしＤＣＳの
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ビット６８または３６を１に設定したら、ＤＣＳフレームのビット１５、４２、４３、９８、１０５

または１０６と２７も１に設定しなければならない。ビット９８、４２、４３、１０５と１０６はそ

れぞれ１００×１００、３００×３００、４００×４００、６００×６００と１２００×１２００画

素／２５．４ｍｍの解像度を示す。また、ビット６８と３６を０に設定するとＪＰＥＧおよびＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｔ４３モードは使用されずに、画像はＪＰＥＧおよびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３を使用して

符号化されたものでは無いことを示す。 

（注 35)ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット６９を１に設定すると受信端末はフルカラー能力をもっている事

を示す。端末はＣＩＥＬＡＢ色空間でのフルカラー画像データを受け取る事ができる。ビット３６も

１に設定するとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定義されたカラー画像データも受け取れる事ができる。

ビット６９を０に設定し、ビット６８またはビット６８と３６を１に設定すると受信端末は単色多値

モードのみを持ち、それはＪＰＥＧモードとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードそれぞれのＣＩＥＬＡＢ

表現における明度要素（Ｌ＊要素）のみを受け取れる事を示す。ＤＣＳフレームのビット６８と６９

を１に設定すると送信端末はＪＰＥＧモードのＣＩＥＬＡＢ色空間でのフルカラー表現を送出する

事を示す。ビット３６と６９を１に設定すると送信端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードのカラー画

像を送出する事を示す。ビット６８または３６を１に設定し、ビット６９を０に設定すると送信端末

は、ＪＰＥＧモードとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードそれぞれのＣＩＥＬＡＢ表現で明度要素（Ｌ＊

要素）のみを送出する事を示す。 

  

    （注） カラー画像はビット６８と６９またはビット３６と６９がともに設定されている時のみ 

        送信されるだろう。 

 

（注 36）ビット７０は、「優先使用ハフマン符号表の指示」と呼ばれている。これは、ハフマン符号表が優

先使用テーブルである事を受信端末に示すために用意されている。優先使用テーブルは、デフォルト

の画素輝度精度（８ビット／画素／要素）のために規定されている。優先使用ハフマン符号表は、Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１にて決定される。（例えば、付属資料Ｋの表Ｋ．３からＫ．６にて。）ＤＩＳ

／ＤＴＣフレームのビット７０は、未使用なので、０に設定される。ＤＣＳフレームのビット７０を

０に設定すると送信端末は、画像データを符号化するために使用したハフマン符号化表が優先テーブ

ルでなかった事を示す。ビット７０を１に設定すると送信端末は画像データを符号化する為に使用し

たハフマン符号表が優先使用テーブルであった事を示す。 

（注 37)ＤＩＳ／ＤＴＣのビット７１を０に設定すると、受信端末は、ＪＰＥＧモードの８ビット／画素／

要素で入力された画像データのみを受け取る事ができる。ビット３６も１に設定する場合これもＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｔ４３モードで同様である。ビット７１を１に設定すると、受信端末は、ＪＰＥＧモー

ドの１２ビット／画素／要素で入力されたものも受け取る事ができる。ビット３６も１に設定する場

合これもＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードで同様である。ＤＣＳフレームのビット７１を０に設定する

と送信端末の画像データがＪＰＥＧモードの８ビット／画素／要素で入力されたものである事を示

す。ビット３６も１に設定する場合これもＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードで同様である。ビット７１

に１を設定すると、送信端末の画像データがＪＰＥＧモードの１２ビット／画素／要素で入力された

ものである事を示す。ビット３６も１に設定する場合これもＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３モードで同様で

ある。 

（注 38)ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット７３を０に設定すると、受信端末は、画像データの中の色差要素

が４：１：１のサブサンプリング比率である事を要求する事を示す。ＣＩＥＬＡＢ色空間表示のａ＊、

ｂ＊要素は、Ｌ＊要素（明度）１に対して、４の比率でサブサンプリングされる。詳細は、ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｔ４における付属資料Ｅに記述されている。ビット７３を１に設定すると受信端末は、オプ
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ションとして、画像データの中の色差要素をサブサンプリングなしで受け取る事を示す。ＤＣＳフ

レームのビット７３を０に設定すると、送信端末は、画像データの中のａ＊、ｂ＊要素を４：１：１の

サブサンプリング比率で使用する事を示す。ビット７３を１に設定すると、送信端末は、サブサンプ

リングしない事を示す。 

（注 39)ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット７４を０に設定すると、受信端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２／

ＬＡＢで記述されているＣＩＥ標準照射光Ｄ５０がカラー画像データに使用されていること、または

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２／ＹＣＣで記述されているＣＩＥ標準照射光Ｄ６５がカラー画像データに

使用されていることを要求する事を示す。ビット７４を１に設定すると受信端末は、ＬＡＢのためだ

けにＤ５０照射光及びそれ以外の他の照射光でも受け入れる事ができる事を示す。ビット６８を１に

設定すると、端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅに記述されているようにＪＰＥＧ符号化能力

を持っている事を示す。ビット３６を１に設定すると、端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に記述されて

いるようにカラー符号化能力を持っている事を示す。ＤＣＳフレームのビット７４を０に設定し、

ビット６８またはビット３６を１に設定すると送信端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２／ＬＡＢに記述

されているように、カラー画像データにＤ５０照射光を使っている事を示す。ビット７４を１に設定

すると、ＬＡＢ用に他のタイプの照射光を用いられた事を示す。ビット６８と７４を１に設定すると、

この特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅで記述されているＪＰＥＧ構文に組み込まれている。

ビット３６と７４を１に設定すると、この特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で記述されているＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４３構文に組み込まれている。ビット９２から９４の１つ以上を１に設定することは、端

末がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に記述されたＭＲＣ符号化能力を有することを示す。ビット７４、９２、

９３、９４及び１１９のすべての組合せで可能な照射光は以下の表に示す。 

 

 ビット T.44のモードと色空間のための利用可能な照射光  

 74 92 93 94 119 T.44のモード 色空間のための利用可能な照射光  

 0 1 0 0 0 モード1 LAB用のD50  

 0 1 0 0 1 モード1 YCC用のD 65  

 x 1 x  
 

 
0 

x x 1 

0 モード2 または 
以上 

LAB 用のD50 
 

 x 1 x  
 

 
0 

x x 1 

1 モード2 または 
以上 

YCC用のD65 または YCC用のD65 と LAB
用のD50 の合成  

 1 1 0 0 0 モード1 LAB用の D50 及び/または 他の照射光  

 1 1 0 0 1 モード1 無効  

 x 1 x  
 

1 
x x 1 

0 モード2 または 
以上 

LAB用の D50 及び/または 他の照射光 
 

 x 1 x  
 

1 
x x 1 

1 モード2 または 
以上 

YCC用のD65 または YCC用のD65 と LAB
用のD50 の合成  

x:  0 または 1 
DIS/DTC のビット 74, 92, 93, 94 及び 119 での利用可能な照射光 
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ビット T.44のモードと色空間のための照射光  
74 92 93 94 119 T.44のモード 色空間のための照射光  
0 1 0 0 0 モード1 LAB用のD50  
0 1 0 0 1 モード1 YCC用のD 65  

x 1 x   
0 

x x 1 

0 モード2 または 
以上 

LAB用のD50 
 

x 1 x   
0 

x x 1 

1 モード2 または 
以上 

YCC用のD65 または YCC用のD65 と LAB
用のD50 の合成  

1 1 0 0 0 モード1 LAB用の D50 及び/または 他の照射光  
1 1 0 0 1 モード1 無効  

x 1 x  
1 

x x 1 

0 モード2 または 
以上 

LAB用の D50 及び/または 他の照射光 
 

x 1 x  
1 

x x 1 

1 モード2 または 
以上 

YCC用のD65 または YCC用のD65 と LAB
用のD50 の合成  

x:  0 または 1 
DCS のビット 74, 92, 93, 94 及び 119 での照射光 

 

（注 40)ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット７５を０に設定すると、受信端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２／

ＬＡＢまたはＪＴ－Ｔ４２／ＹＣＣで記述されているデフォルト色域範囲を使用して表現されたカ

ラー画像データを要求する事を示す。ビット７５を１に設定すると受信端末は、他の色域範囲でも受

けいれる事を示す。ビット６８を１に設定すると、端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅに記述

されているようにＪＰＥＧ符号化能力を持っている事を示す。ビット３６を１に設定すると、端末は

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に記述されているようにカラー符号化能力を持っている事を示す。ＤＣＳフ

レームのビット７５を０に設定し、ビット６８またはビット３６を１に設定すると送信端末は、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｔ４２／ＬＡＢで記述されているようにデフォルト色域範囲を使用する事を示す。ビッ

ト７５を１に設定すると送信端末は、ＬＡＢ用に他の色域範囲を使用する事を示す。ビット６８と７

５を１に設定すると、その特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅで記述されているＪＰＥＧ構文

に組み込まれている。ビット３６と７５を１に設定すると、その特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で記

述されているＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３構文に組み込まれている。ビット９２から９４の１つ以上を１

に設定することは、その特性がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４で記述されている

ＭＲＣ構文に組み込まれている。 

（注 41)本標準の１９９６年以前に適合している端末においては、このビットは１にセットされるかもしれ

ない。その様な端末は、付録４で示される手順を行う。 

（注 42)過去の送信端末では、６４オクテットフレームの能力宣言に対して無視するかもしれないので、受

信端末は、２５６オクテットフレームも受信できるようにしなければならない。 

（注 43）ＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリに関する注であり、本標準では規定しない。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

３０のＡｎｎｅｘ ＣのＣ．７．２節参照。） 

（注 44)ビット４７とビット３５の設定値に基づいて選択ポーリングの使用説明が 5.3.6.1.2 節の選択ポー

リングで与えられる。 

（注 45)ビット３５の設定値に基づいてポーリングのためのサブアドレスの使用説明が 5.3.6.1.2 節のポー

リングサブアドレスで与えられる。 
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（注 46) ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット３７を０に設定すると、受信端末は、ストライプインタリーブ（１

２８ライン／ストライプ以下）によってインタリーブされた画像データのみを受け取る事ができる。

ビット３７を１に設定すると、受信端末は、プレーンインタリーブされた画像も受信する事ができる。

ＤＣＳフレームのビット３７を０に設定すると、送信端末の画像データはストライプインタリーブを

通してインタリーブされている事を示す。ビット３７を１に設定すると、送信端末の画像データはプ

レーンインタリーブを通してインタリーブされている事を示す。両方のインタリーブ方式の詳細は、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で記述されている。 

（注 47)ＤＣＳは付属資料Ｆに従った手順では発行されない。ＤＣＳのＦＩＦは“ＤＥＣ”信号に含まれ（付

属資料Ｆ Ｆ．６．１節参照）、ビット８２は“１”に設定されなければならない。 

（注 48) ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット９８を０に設定すると、受信端末はカラーまたは単色多値画像の

ための 100 × 100 画素/25.4mm を受け取る能力を持っていない事を示す。ビット９８を１に設定す

ると、受信端末はカラーまたは単色多値画像のための 100 × 100 画素/25.4mm を受け取る能力を持っ

ている事を示す。ＤＣＳフレームのビット９８を０に設定すると、送信端末はカラーまたは単色多値

画像のための 100 × 100 画素/25.4mm を使用しない事を示す。ビット９８を１に設定すると、送信

端末はカラーまたは単色多値画像のための 100 × 100 画素/25.4mm を使用する事を示す。ビット９

８はビット６８が１に設定されている時のみ有効である。 

（注 49) ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット９７を０に設定すると、受信端末はカラーまたは単色多値画像ま

たはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４ミクストラスタコンテント（ＭＲＣ）マスクレイヤのための 300 × 300 

または 400 × 400 画素/25.4mm を受け取る能力を持っていない事を示す。ビット９７を１に設定す

ると、受信端末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 300 × 300 または 400 

× 400 画素/25.4mm を受け取る能力を持っている事を示す。ビット９７はビット６８と、４２または

４３（300 × 300 または 400 × 400 画素/25.4mm）が１に設定されている時のみ有効である。ＤＣ

Ｓフレームのビット９７を０に設定すると、送信端末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレ

イヤのための 300× 300 または 400 × 400 画素/25.4mm を使用しない事を示す。ビット９７を１に

設定すると、送信端末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 300× 300 また

は 400 × 400 画素/25.4mm を使用する事を示す。ビット９７はビット６８と、４２または４３（300 

× 300 または 400 × 400 画素/25.4mm）が１に設定されている時のみ有効である。しかし、本標準

ではＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関する事は規定しない。 

（注 50) ＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳフレームのビット９２～９４はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４ミクストラスタコ

ンテントで使用されるが本標準ではＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関する事は規定しない。 

（注 51) ＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳフレームのビット９５はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４ミクストラスタコンテン

トで使用されるが本標準ではＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関する事は規定しない。 

（注 52) もしＤＩＳフレームのビット３４が１に設定されているなら、送信機は複数選択ポーリング能力を

持っている事を示す。もしＤＴＣフレームのビット３４が１に設定されているなら、このドキュメン

トの選択ポーリング終了後、更にドキュメントの選択を引き続き行う事を示す。送信機は受信したＤ

ＴＣのビット３４に１が設定されているなら、このドキュメントの最終ページの送信後にＥＯＳを送

信できる。 

（注 53) ビット８３は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０ Ａｎｎｅｘ Ｇ（Ｔ．３０ Ｇ．２．３節参照）とＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．３６のＡｎｎｅｘ Ｄ（Ｔ．３６ Ｄ．２節参照）の範囲で使用される。しかし、本標準

ではオーバーライドモードに関する事は規定しない。 

（注 54) ビット９９は、シンプルフェーズＣ ＢＦＴネゴシエーションを使用する事を示す。 

（注 55) ビット９９によって規定されたＢＦＴネゴシエーション能力はビット５３（バイナリファイル転

送）が１に設定されている時のみ有効である。 
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（注 56) ビット８５と８６はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３６ Ａｎｎｅｘ Ｄ の将来拡張用に保留される。 

（注 57) ビット８９と９０はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３６ Ａｎｎｅｘ Ｅ の将来拡張用に保留される。 

（注 58）ビット３８と３９はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４ ＡｎｎｅｘＢ（Ｂ．４．５節参照）の規定の範囲で使

用される。しかし本標準ではＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４ ＡｎｎｅｘＢのＢ．４．５節に関することは規

定しない。 

（注 59）ビット３８または３９が“１”にセットされた場合、ビット５７も“１”にセットされなければな

らない。 

（注 60) ビット１を１に設定すると端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３７に定義されたシンプルモードの能力を

持っていることを示す。 

（注61) ビット３を１に設定すると端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８を使用して通信する能力を持っているこ

とを示す。 

（注 62）非正方の解像度は白黒２値の画像に対してのみ適用される。 

（注 63）インターネットアドレス信号ＣＩＡ、ＴＳＡまたはＣＳＡはインターネット能力であるＤＩＳ、Ｄ

ＣＳとＤＴＣのビット１または３がセットされているときに送信または受信することができる。 

端末がＤＩＳ、ＤＣＳまたはＤＴＣのビット１または３でインターネット能力を指示するとき、受信

端末はこれらの信号を処理するかまたは無視する。 

（注 64）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１１０を０に設定すると、受信端末はカラーまたは単色多値画像

またはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４ミクストラスタコンテント（ＭＲＣ）マスクレイヤのための 600 × 

600 画素/25.4mm を受け取る能力を持っていない事を示す。ビット１１０を１に設定すると、受信端

末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 600 × 600 画素/25.4mm を受け取る

能力を持っている事を示す。ビット１１０はビット６８と１０５、または１１５と１０５（600 × 600

画素/25.4mm）が１に設定されている時のみ有効である。ＤＣＳフレームのビット１１０を０に設定

すると、送信端末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 600× 600 画素

/25.4mm を使用しない事を示す。ビット１１０を１に設定すると、送信端末はカラーまたは単色多値

画像とＭＲＣマスクレイヤのための 600 × 600 画素/25.4mm を使用する事を示す。ビット１１０は

ビット３６または６８または１１５と、１０５（600 × 600 画素/25.4mm）が１に設定されている時

のみ有効である。（しかし本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関することは規定しない。） 

（注 65）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１１１を０に設定すると、受信端末はカラーまたは単色多値画像

またはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４ミクストラスタコンテント（ＭＲＣ）マスクレイヤのための 1200 × 

1200 画素/25.4mm を受け取る能力を持っていない事を示す。ビット１１１を１に設定すると、受信端

末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 1200 × 1200 画素/25.4mm を受け取

る能力を持っている事を示す。ビット１１１はビット６８と１０６、または１１５と１０６（1200 × 

1200 画素/25.4mm）が１に設定されている時のみ有効である。ＤＣＳフレームのビット１１１を０に

設定すると、送信端末はカラーまたは単色多値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 1200× 1200 画

素/25.4mm を使用しない事を示す。ビット１１１を１に設定すると、送信端末はカラーまたは単色多

値画像とＭＲＣマスクレイヤのための 1200 × 1200 画素/25.4mm を使用する事を示す。ビット１１

１はビット３６または６８または１１５と、１０６（1200 × 1200 画素/25.4mm）が１に設定されて

いる時のみ有効である。（しかし本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関することは規定しない。） 

（注 66）このビットが１に設定されていても、受信端末は片面のみにプリントしても良い。 

（注 67）両面交互モードは、表面と裏面が交互に送信する事と定義する。片面一括モードは、全ての表面を

送信し、次いで全ての裏面を送信する事と定義する。 

（注 68）ＤＩＳ において、ビット１１４を“１”に設定するとき、ビット１１３を“１”に設定しなけれ

ばならない。 



 - 100 - ＪＴ－Ｔ３０ 

（注 69）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１１５を０に設定すると、受信端末はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４ Ａ

ｎｎｅｘＨ 白黒ミクストラスタコンテントプロファイル（ＭＲＣｂｗ）ページを受け取る能力を持っ

ていない事を示す。ビット１１５を１、ビット９２～９４のいずれかを１に設定すると受信端末は Ｍ

ＲＣｂｗページを受け取る能力を持っている事を示す。ビット９２～９４は、ＭＲＣｂｗモードの提

供される最高能力を決定する。ビット９２～９４の値の説明は、（注 50）で定義される。ＤＣＳフ

レームのビット１１５を“０”に設定すると、ビット９２～９４は（注 50）で定義されるＭＲＣモー

ドを決定する。（しかし本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関することは規定しない。） 

（注 70） 共有データメモリは、データストリームの復号時に通常２回以上使われるデータを格納するため

のメモリで復号器によって使用される。ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１１７、１１８を“０”に

設定すると、受信端末は共有データメモリ能力がない事を示す。ビット１１７、１１８を“０”以外

（＞０）に設定すると、受信端末は共有データメモリ能力を持っている事を示す。ＤＣＳフレームの

ビット１１７、１１８を“０”に設定すると、データストリームは共有データメモリの使用を必要と

しないことを示す。ビット１１７、１１８を“０”以外に設定すると、データストリームは共有デー

タメモリの使用を必要とすることを示す。ビット１１７、１１８で示す“０”以外の３つの各値は受

信端末の共有データメモリ、またはデータストリームの復号時に必要とされる共有データメモリのレ

ベルの違いを示す。 

（注 71）ビット４を“１”に設定すると、第３世代移動通信ネットワークのＧＳＴＮへのアクセスを示す。

 ビット４を“０”に設定すると、接続タイプについては情報がないことを示す。 

（注 72）ビット１２１は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８のゲートウェイを通る通信で、ネットワークの遅延に 

対処できる時のみ設定することができる。 

（注 73）Ｔ．ｘタイマー（１２±１秒）は、ＲＮＲまたはＴＮＲを送信した後に使用しなければならない。 

 しかし、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）でＰＰＳ信号を受信した後は、Ｔ５タイマー 

 を使用しなければならない。 

（注 74）200 画素/25.4mm より高い解像度については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の４．２．１．２節で個々の

垂直解像度に対する特定のＫパラメータについて明記している。２００１年以前の版のＴＴＣ標準

 ＪＴ－Ｔ４との互換性を保証するために、ビット１２２は、このようなＫパラメータがどの場合

に使用されているのかを示す。 

（注 75）このビットは、ファクシミリ装置がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８で定義されているＩＰ認識ファクシミ

リ装置である場合で、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３８モードで動作する別のＩＰ認識ファクシミリ装置と通

信する時にＤＩＳとＤＴＣの信号によって指示されたデータ信号速度によって影響されない場合に、

 “１”に設定しなければならない。（このビットは、ＧＳＴＮモードでは使用すべきではない。） 

（注 76）このビットは、ＤＩＳの関連するビットが“１”に設定されている装置に応答して、ＴＴＣ標準

 ＪＴ－Ｔ３８に定義されているＩＰ認識ファクシミリモードでの動作を選択する場合に“１”に

設定しなければならない。 

（注 77）このビットが“１”に設定される時は、モデムのデータ信号速度（ビット１１から１４）は“０” 

 に設定しなければならない。 
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（注 78）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１１６は以下の場合に有効である。： 
（１）ビット６８が“１”に設定されている。（即ち、ＪＰＥＧ）； 

（２）ビット９２から９４の値が“４”以上に設定されている。（即ち、本来のカラーであるＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．４４“ミクストラスタコンテント（ＭＲＣ）”モード４が利用可能。）； 

（３）ビット１２４から１２６の値が“２”または“４”に設定されている。（即ち、ＪＢＩＧ２の

プロファイル２が利用可能。） 

ビット１１７から１１８は通常“０”以外である。（即ち、共有データメモリがシンボル辞書に対し

て利用可能。） ＤＣＳフレームのビット１１６は以下の場合に有効である。： 

（１）ビット９２から９４の値が“４”以上に設定されている。（即ち、本来のカラーであるＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．４４ＭＲＣモード４が使用されている。）； 

（２）ビット１２４から１２６の値が“２”に設定されている。（即ち、ＪＢＩＧ２のプロファイル

２が使用されている。）； 

（３）ビット１１７、１１８の値は“０”以外である。（即ち、データストリームがシンボル辞書の

蓄積のための共有データメモリを必要とする。） 

（注 79）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１２４から１２６を“０”に設定すると、受信端末はＪＢＩＧ２

 のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８９プロファイルを受け取る能力がない事を示す。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

８８）ビット１２４から１２６の値を“０”以外（＞０）に設定すると、受信端末はＪＢＩＧ２の符

号化ページを受け取る能力がある事を示す。ビット１２４から１２６で示す“０”以外の各値はサポー

トしているＪＢＩＧ２のプロファイルのレベルの違いを示す。プロファイル１は、全てのＪＢＩＧ２

実装に対して必須である。即ち、プロファイル１より大きいプロファイルを実装すると、プロファイ

ル１ビットがアクティブでなくても、プロファイル１のサポートを含む。さらに、ある特定のベース

符号器（算術またはハフマン）のプロファイルのサポートは、同じベース符号器の下位レベルのプロ

ファイル（即ち、下位番号プロファイル）のサポートも含まなければならない。例えば、プロファイ

ル４（算術ベース）のサポートはプロファイル３（算術）とベースプロファイルであるプロファイル

１のサポートを含まなければならない。しかしながら、プロファイル２（ハフマンベース）のサポー

トは必要ではない。プロファイルの解釈法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８９で定義される。（ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｔ．８８のためのアプリケーションプロファイル）ビット１２４－１２６は、ビット９２から９

４が“４”以上の値の時のみ有効である。（即ち、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４またはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

４ ＡｎｎｅｘＨ白黒ミクストラスタコンテント（ＭＲＣｂｗ）規定において、各々のモード４以上

が利用可能である。）ビット１１７、１１８の値は、通常“０”以外（即ち、＞０）である。ＤＣＳ

フレームのビット１２４から１２６を“０”に設定すると、送信端末はＪＢＩＧ２符号化ページを送

信しないことを示す。ビット１２４から１２６を“０”以外（即ち、＞０）に設定すると、送信端末

はＪＢＩＧ２符号化ページを送信することを示す。ビット１２４から１２６が示す“０”以外の値は、

送信中に使用されるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８９のプロファイルを認識する。ビット１２４から１２６は、

ビット９２から９４が“４”以上の値の時のみ有効である。ビット１１７、１１８の値は、通常“０”

以外（即ち、＞０）である。送信端末は、ＤＩＳ／ＤＴＣのビット１１７、１１８で示された容量を

越える辞書メモリ要求を引き起こすような辞書（例えば、シンボル、またはハーフトーンパターン辞

書）、または辞書の集まり（即ち、フォゲットディスポジションが発生せずに送信された、全ての辞

書の合計）を送信してはいけない。 
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（注 80）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット４２、４３、９７の組み合わせで受信可能な解像度を以下に示す。 

 

受信可能解像度（画素/25.4mm） ビット 

(DIS/DTC) モノクロ カラーまたは単色多値 

42 43 97 300×300 400×400 300×300 400×400 

0 0 0 × × × × 

1 0 0 ○ × × × 

0 1 0 × ○ × × 

1 1 0 ○ ○ × × 

0 0 1 （無効） 

1 0 1 ○ × ○ × 

0 1 1 × ○ × ○ 

1 1 1 ○ ○ ○ ○ 

 

“○”は受信端末が、それに相当する能力をもっている事を意味する。 

“×”は受信端末が、それに相当する能力をもっていない事を意味する。 

 

    カラーまたは単色多値においては 200×200 画素/25.4mm が必須の解像度である。つまり、受信端末

は、カラーまたは単色多値の受信能力が設定されているときは、他の解像度の受信能力が設定されて

いても、200×200 画素/25.4mm の画像を受信できなければならない。ただし、R8×7.7L/mm も 200×

200 画素/25.4mm と同等と見なされる。 

 カラーまたは単色多値のオプション高解像度（300×300 画素/25.4mm 以上）の受信能力設定を行う

ときは、その解像度の能力を持つことを示すビットと、その解像度でカラーまたは単色多値の能力を

持つことを示すビットを１にする必要がある。そのため、カラーまたは単色多値がモノクロより高い

解像度の受信能力を持つという設定はできない。 

 また、ある解像度の受信能力が設定されていても、それ以下の解像度の能力を持っているとは限ら

ず、それ以下の解像度の能力はそれぞれの解像度ビットの設定に依って決まる。ただし、カラーまた

は単色多値の 300×300 画素/25.4mm と 400×400 画素/25.4mm の能力を設定するビットは共通になっ

ているので、注意が必要である。 

 そのほか、100×100 画素/25.4mm は上記の高解像度と違って、ビット割り当ては１つだけで、その

ビット（ビット 98）はカラーまたは単色多値の 100×100 画素/25.4mm 受信能力を示す。モノクロの

100×100 画素/25.4mm 受信能力は設定できない。 
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（注 81）ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１０５、１０６、１１０、１１１の組み合わせで受信可能な解像

度を以下に示す。 

 

受信可能解像度（画素/25.4mm） ビット 

(DIS/DTC) モノクロ カラーまたは単色多値 

105 106 110 111 600×600 1200×1200 600×600 1200×1200 

0 0 0 0 × × × × 

1 0 0 0 ○ × × × 

0 1 0 0 × ○ × × 

1 1 0 0 ○ ○ × × 

0 0 1 0 （無効） 

1 0 1 0 ○ × ○ × 

0 1 1 0 （無効） 

1 1 1 0 ○ ○ ○ × 

0 0 0 1 （無効） 

1 0 0 1 （無効） 

0 1 0 1 × ○ × ○ 

1 1 0 1 ○ ○ × ○ 

0 0 1 1 （無効） 

1 0 1 1 （無効） 

0 1 1 1 （無効） 

1 1 1 1 ○ ○ ○ ○ 

“○”は受信端末が、それに相当する能力をもっている事を意味する。 

“×”は受信端末が、それに相当する能力をもっていない事を意味する。 

（注 T1) 本標準では表５－１／ＪＴ－Ｔ３０におけるビット６５のプロセッサブルモードは規定しないこ

ととする。 

（注 T2) 本標準では表５－１／ＪＴ－Ｔ３０におけるビット６６とビット６７のディジタル網能力は規定

しないこととする。 

 

（注 82）付属資料Ｈはオプションの連続階調カラーと単色多値画像モード（ｓＹＣＣ－ＪＰＥＧモード）の

グループ３ファクシミり伝送手順について記述する。ＤＩＳ／ＤＴＣフレームのビット１２７が“１”にセッ

トされる場合、被呼端末はｓＹＣＣ－ＪＰＥＧモードを受付ける能力を持っている。 これはＣＩＥＬＡＢ

色空間と完全に独立したものとして定義される。さらに、ＤＣＳフレームのビット１２７が“１”にセット

される場合、ＤＣＳフレームのビット２７は“１”にセットされるべきであり、ビット１５、１７、１８、

１９、２０、４１、４２、４３、４５、４６、６８、６９、７１、７３、７４、７５、７６、７７、９７、

９８、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０及び１１１は、意味を持たない。 すなわち、そ

れらは“０”にセットされるべきである。複数イメージの伝送の場合には、ページ間のポストメッセージ信

号ＰＰＳ－ＭＰＳ、部分ページ間のＰＰＳ－ＮＵＬＬ及び最終ページに続くＰＰＳ－ＥＯＰが発呼端末から

被呼端末へ送られるべきである。 
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（注 83）ビット９２、９３または９４が“１”に設定されているとき、このビットは利用可能な色空間を定

義する。ビット９２、９３，９４および１１９の組み合わせで利用可能な色空間を以下の表に示す。 

   ビット１１９が”１”にセットされていても、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０の２００５年度より以前の版

（２００５年度の版を含まない）に準拠する端末がビット９２、９３または９４で”1”のＬＡＢを

送る点に注意すること。（しかし本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４４に関することは規定しない。） 

 

ビット Ｔ．４４のモードと利用可能な色空間 

92 93 94 119 Ｔ．４４のモード 利用可能な色空間 

0 0 0 ｘ 利用不可 － 

1 0 0 0 モード１ ＬＡＢのみ 

1 0 0 1 モード１ ＹＣＣのみ 

ｘ 1 ｘ 

ｘ ｘ 1 

0 

 

モード２またはそれ以上 ＬＡＢのみ 

ｘ １ ｘ 

ｘ ｘ 1 

1 モード２またはそれ以上 ＬＡＢとＹＣＣ 

    ｘ：０または１ 

ＤＩＳ／ＤＴＣのビット９２、９３、９４、１１９による利用可能な色空間 

 

 

ビット Ｔ．４４のモードと色空間 

92 93 94 119 Ｔ．４４のモード 色空間 

0 0 0 ｘ 利用不可 － 

1 0 0 0 モード１ ＬＡＢ 

1 0 0 1 モード１ ＹＣＣ 

ｘ 1 ｘ 

ｘ ｘ 1 

0 

 

モード２またはそれ以上 ＬＡＢ 

ｘ １ ｘ 

ｘ ｘ 1 

1 モード２またはそれ以上 ＹＣＣまたは 

ＹＣＣとＬＡＢの混在 

    ｘ：０または１ 

ＤＣＳのビット９２、９３、９４、１１９による色空間 
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5.3.6.2.4 ＣＳＩ符号化フォーマット 

 ＣＳＩ信号のファクシミリ情報フィールドは国際電話番号である。これには“＋”文字電話の国コード、

エリアコード及び加入者番号が入る。このフィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０に示される符号で“＃”と

“＊”を除く２０桁から成る。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。 

 

表５－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

記 号 ＭＳＢ（ＦＢ） ビット ＬＳＢ 

＋ ０ ０１０１０１ １ 

０ ０ ０１１０００ ０ 

１ ０ ０１１０００ １ 

２ ０ ０１１００１ ０ 

３ ０ ０１１００１ １ 

４ ０ ０１１０１０ ０ 

５ ０ ０１１０１０ １ 

６ ０ ０１１０１１ ０ 

７ ０ ０１１０１１ １ 

８ ０ ０１１１００ ０ 

９ ０ ０１１１００ １ 

Ｓｐａｃｅ ０ ０１００００ ０ 

＊ ０ ０１０１０１ ０ 

＃ ０ ０１０００１ １ 

 

      ＭＳＢ 最上位ビット 

      ＬＳＢ 最下位ビット 

      ＦＢ  フィルビット 

 

（注１）“＋”文字はＰＷＤ／ＳＥＰ／ＳＵＢ／ＳＩＤ／ＰＳＡ信号には使用されない。 

（注２）“＊”と“＃”文字はＣＳＩ／ＣＩＧ／ＴＳＩ信号には使用されない。 

 

 

5.3.6.2.5 ＣＩＧ符号化フォーマット 

 ＣＩＧ信号のファクシミリ情報フィールドは国際電話番号である。これには、“＋”文字、電話の国コー

ド、エリアコード及び加入者番号が入る。このフィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０に示される符号で“＃”

と“＊”を除く２０桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。 

 

5.3.6.2.6 ＴＳＩ符号化フォーマット 

 ＴＳＩ信号のファクシミリ情報フィールドは国際電話番号である。これには、“＋”文字、電話の国コー

ド、エリアコード及び加入者番号が入る。このフィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０に示される符号で“＃”

と“＊”を除く２０桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。 
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5.3.6.2.7 非標準能力（ＮＳＦ、ＮＳＣ、ＮＳＳ） 

（1）国コード 

 非標準能力のＦＣＦが入った場合、この直後にＦＩＦが続く。この情報フィールドは少なくとも２つの

オクテットから成る。第１オクテットは、ＩＴＵ－Ｔ国コードを含む（下記の注記を参照）。付加情報は、

ＦＩＦフィールド内で送信される。 

 

（注）公式登録のＩＴＵ－Ｔコードを得るための手順は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３５に記述されている。 

国コードは、非標準能力情報の最高位ビットをＦＩＦの最高位ビットに配置するように割付けられなければ

ならない。ビットの送出は、最高位ビットから最低位ビット（ビット８→ビット１）の順序である。 

 

間違った順序（ビット１→ビット８）で、ビットを割付けている端末が存在するので注意する事。その結果

により、異なる国コードを持った端末を装う事になり、間違った作用が起こるかもしれない。 

 

（２）提供者コード 

 非標準能力の情報フィールドを用い、提供者コードは表５－３／ＪＴ－Ｔ３０に示される。表５－３／Ｊ

Ｔ－Ｔ３０ ＮＳＦ、ＮＳＣ及びＮＳＳのＦＩＦ 

 

オクテット番号 意 味 信号形式（注１,６,７） 

１ 日本国コード 00000000 

２ 国内コード 00000000（注２） 

３ 提供者コード （注３） 

４ 提供者コード （注４） 

 

（注１）信号形式の記述は、左から右へ低位ビットから高位ビットである。 

（注２）他の値については、留保する。 

（注３）昭和６３年郵政省告示第８６４号の規定により指定された提供者コードの第１オクテット目を設定

する。 

（注４）昭和６３年郵政省告示第８６４号の規定により指定された提供者コードの第２オクテット目を設定

する。 

（注５）第５オクテット以降については、規定しない。 

 

 

5.3.6.2.8 ＰＷＤ符号化フォーマット 

 ＰＷＤ信号のファクシミリ情報フィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０から“＋”文字を除いた符号で２０

桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。情報フィールドに情報を右詰めとし使用され

ない桁は“Ｓｐａｃｅ”とする。 

 （例） 例えば、パスワード“１２３”は次の２０桁になる。 

    ただし、△は“Ｓｐａｃｅ”を示す。 

 
               ２０桁 

    △△△△△・・・・・・・・・△１２３ 

                     ↑ 
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                    最後の数字 

 

5.3.6.2.9 ＳＥＰ符号化フォーマット 

 ＳＥＰ信号のファクシミリ情報フィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０から“＋”文字を除いた符号で２０

桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。情報フィールドに情報を右詰めとし使用され

ない桁は“Ｓｐａｃｅ”とする。 

 

5.3.6.2.10 ＳＵＢ符号化フォーマット 

 ＳＵＢ信号のファクシミリ情報フィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０から“＋”文字を除いた符号で２０

桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。情報フィールドに情報を右詰めとし使用され

ない桁は“Ｓｐａｃｅ”とする。 

5.3.6.2.11 ＳＩＤ符号化フォーマット 

ＳＩＤ信号のファクシミリ情報フィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０から“＋”文字を除いた符号で２０

桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。情報フィールドに情報を右詰めとし使用され

ない桁は“Ｓｐａｃｅ”とする。 

 

5.3.6.2.12 ＣＳＡ，ＴＳＡ，ＣＩＡ，ＩＲＡ，ＩＳＰ符号化フォーマット 

ＣＳＡ，ＴＳＡ，ＣＩＡ，ＩＲＡ，ＩＳＰ信号のファクシミリ情報フィールドはインターネットアドレスで

ある。 

インターネットアドレスは、Ｅメールアドレス、ＵＲＬ、ＴＣＰ／ＩＰまたは国際電話番号である。 

 

 

シーケンス番号 タイプ 長さ インターネットアドレス 

 

もしインターネットアドレスが７７オクテット以上ならば、インターネットアドレスのために複数のフレー

ムが送出される。 

 

ファクシミリ情報フィールドのフォーマットは、次のとおりである。 

オクテット 1 インターネットアドレスフレームのシーケンス番号 

オクテット２ インターネットアドレスのタイプ 

オクテット３ インターネットアドレス長 

オクテット４ インターネットアドレスの最初の文字 

…  

オクテットＸＸ インターネットアドレスの最後の文字 

 

ＦＩＦの第 1 オクテットは複数フレーム送信のシーケンス番号を示す。シーケンス番号は、第１フレーム０

０から７Ｆ（１２７）とする。ＦＩＦ第１オクテットの最上位ビットが拡張ビットで、“０”は最終フレー

ム“１”が非最終フレームを示す。 
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シーケンス番号のフォーマットは、次のとおりである。 

 

ビット番号 意       味 

１ シーケンス番号の最下位ビット 

２ シーケンス番号 

３ シーケンス番号 

４ シーケンス番号 

５ シーケンス番号 

６ シーケンス番号 

７ シーケンス番号の最上位ビット 

８ 拡張ビット 

 

ＦＩＦの第２オクテットはインターネットアドレスのタイプを示す。属性はＥメールアドレス、ＵＲＬ、Ｔ

ＣＰ／ＩＰ Ｖ４や国際電話番号のタイプを示す。 

１）Ｅメールアドレス：ＥメールアドレスはＲＦＣ８２２で定義される。Ｅメールアドレスはユーザ名とド

メイン名からなる。ユーザ名は最大６４オクテットのＡＳＣＩＩ文字である。ドメイン名はＩＰアド

レスかまたはホスト名である。ドメイン名は最大６４文字のＡＳＣＩＩ文字である。 

２）ＵＲＬ：ＵＲＬはＲＦＣ１７３８で定義される。 

３）ＴＣＰ／ＩＰ Ｖ４とＶ６：ＴＢＤ 

４）国際電話番号：“＋”文字、電話国コード、エリアコードと加入者番号からなる。 

 

インターネットアドレスタイプのフォーマットは、次のとおりである。 

 

ビット番号 意       味 

１ インターネットアドレスタイプ 

２ インターネットアドレスタイプ 

３ インターネットアドレスタイプ 

４ インターネットアドレスタイプ 

５ 予約（“０”に設定） 

６ 予約（“０”に設定） 

７ 予約（“０”に設定） 

８ 予約（“０”に設定） 

 

ビット 1－4 の許可された設定は、次のとおりである。 

 

ビット１ ビット２ ビット３ ビット４ インターネットアドレスタイプ 

０ ０ ０ ０ 予約 

１ ０ ０ ０ Ｅメールアドレス 

０ １ ０ ０ ユニフォーム リソース ロケータ（ＵＲＬ） 

１ １ ０ ０ 予約（ＴＣＰ／ＩＰバージョン４アドレス） 

０ ０ １ ０ 予約（ＴＣＰ／ＩＰバージョン６アドレス） 
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１ ０ １ ０ 国際電話番号 

０ １ １ ０ 予約 

１ １ １ ０ 予約 

Ｘ Ｘ Ｘ １ 予約 

 

ＦＩＦの第３オクテットはフレームの中のインターネットアドレス長を示す。ＦＩＦの第３オクテットの最

上位ビットは拡張ビットである。拡張ビットはインターネットアドレスが複数のフレームに分割されること

を示すために使用される。“０”はインターネットアドレスの最終フレームを示し、“１”はインターネッ

トアドレスの非最終フレームを示す。 

インターネットアドレス長のフォーマットは、次のとおりである。 

 

ビット番号 意       味 

１ インターネットアドレス長の最下位ビット 

２ インターネットアドレス長 

３ インターネットアドレス長 

４ インターネットアドレス長 

５ インターネットアドレス長 

６ インターネットアドレス長 

７ インターネットアドレス長の最上位ビット 

８ 拡張ビット 

 

ＦＩＦの第４オクテットはインターネットアドレスの最初の文字である。 

ビット送出順序はインターネットアドレスの第 1 バイトの最下位ビットである。インターネットアドレスの

最初の文字の最下位ビットが最初に送出されなければならない。 

ＦＩＦのＸＸオクテットがインターネットアドレスの最後の文字である。 

“ＸＸ”は８０未満でなければならない。 

 

5.3.6.2.13 ＦＮＶ符号化フォーマット 

ＦＮＶ信号のファクシミリ情報フィールドの構造は、次のとおりである。 
 

 理由オクテット フレーム番号オクテット 診断情報オクテット 

 

少なくとも一つの理由オクテットがＦＮＶ信号のＦＩＦに必要とされる。他のオクテットはオプションで

あるが、もしオプションの診断情報オクテットがあるならば、フレーム番号オクテットが必要とされる。 

オプションオクテットの使用はアプリケーションしだいである。ＦＮＶ信号に対応した端末はこれらのオ

クテットを受信できなければならないが、処理や応答が要求されるものではない。 

 

理由オクテットのフォーマット 

最初のオクテットは理由オクテットとして知られ、信号が無効であると明確にされたファクシミリ情報

フィールドの内容を確認する場合に使用される。このオクテットに適用する値が以下の表に示される。

“０”にセットしたビットは“ＯＫ”を指示し、“１”にセットしたビットは“無効”を指示する。ビット

８は拡張ビットであり、もしＦＩＦに理由オクテットが追加される場合は“１”にセットされなければなら

ない。もし拡張ビットが“０”にセットされたなら、追加される理由オクテットはない。 
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ビット番号 意       味 

１ パスワード（ＰＷＤ）無効 

２ 選択ポーリング（ＳＥＰ）無効 

３ サブアドレス（ＳＵＢ）無効 

４ 送信機識別（ＳＩＤ）無効 

５ セキュリティファクシミリエラー 

６ 送信端末識別（ＴＳＩ）無効 

７ ポーリングサブアドレス（ＰＳＡ）無効 

８ 拡張ビット   デフォルト“０”、拡張“１” 

９ ＢＦＴネゴシエーション要求拒否 

１０ インターネットルーティングアドレス（ＩＲＡ）無効 

１１ インターネット選択ポーリングアドレス（ＩＳＰ）無効 

１２ 予約（“０”に設定） 

１３ 予約（“０”に設定） 

１４ 予約（“０”に設定） 

１５ 予約（“０”に設定） 

１６ 拡張ビット   デフォルト“０” 
 

（注）追加の理由オクテットが定義されたならば、それらは最初の理由オクテットに一致するビット構造を

持つ。最初の７ビットは理由（または保留）を確認し、８ビット目は理由オクテットのための拡張ビットで

ある。追加される理由オクテットが定義される場合は、それらは第１理由オクテットと同一のビット構造を

持たなければならない。最初の７ビットが理由（または保留）を示し、８ビット目は複数の理由オクテット

のための拡張ビットである。 
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ＦＮＶのフレーム番号オクテットのフォーマット 

これは８ビットのバイナリ番号である。０から２５５のフレーム番号（最大番号は２５５）は、ＦＮＶフ

レームのシーケンス番号を確認するために使用される。フレーム０は一連のＦＮＶフレームで送出される最

初のフレームである。最下位ビットが最初に送出される。 

 

ＦＮＶの診断情報オクテットのフォーマット 

一つまたはいくつかの信号のための診断情報がオプションとして提供されるかもしれない。各々の信号の

ための診断情報は、種別、長さ、符号化値を用いたオクテットで提供される。診断情報オクテットの伝送順

序はプリントのように左から右にしなければならない。そして最下位ビット（最も右）は、注（以下の値オ

クテットの規則参照）を除き、最初に送出しなければならない。 

各々の信号のための診断情報のフォーマットは次のとおりである。 

 

種別 長さ    値 － 無効ＦＩＦの内容または他の診断情報 

 （可変長オクテット） 

 

種別  ―  ＦＣＦ（ファクシミリ制御フィールド）信号の反転を基に規定したか、または別に固有に規定。

１オクテットが普通使用されるが、拡張方法も利用できる。種別は次のとおりである。 

 

種別 説       明 

１１００ ０００１ パスワード（ＰＷＤ）無効 

１０１０ ０００１ 選択ポーリング（ＳＥＰ）無効 

１１００ ００１Ｘ サブアドレス（ＳＵＢ）無効 

１０１０ ００１Ｘ 送信機識別（ＳＩＤ）無効 

００００ １０００ セキュリティファクシミリエラー 

０１００ ００１Ｘ 送信端末識別（ＴＳＩ）無効 

０１１０ ０００１ ポーリングサブアドレス（ＰＳＡ）無効 

 

（注） Ｘは 5.3.6.1 節で定義している。 

 

長さ  ―  以下に続く値のオクテット数。1 オクテットが普通使用されるが、拡張方法も利用できる。 

 

値  ―  信号種別または他の診断情報で無効なＦＩＦの一部を含む。受け入れられないＦＩＦの一部または

全ての場合について、データは元々伝送されたのと同じビットとオクテット順で提供されなければならない。 

もし複数の信号のための診断情報が利用できるなら、二つ目の信号のための“種別”オクテットが前の信

号の最後の“値”オクテットにすぐに続いている。同じようにして全ての診断の情報が送信されるまでに全

ての信号のための診断情報は、ＦＮＶのＦＩＦで提供されなければならない。Ｔ３０信号フレームの最大を

超える診断情報の量がある場合、残りの診断情報は追加のＦＮＶフレームとしてフレーム番号が新しいフ

レーム毎に１加算される。そのような追加フレームの理由オクテットの内容は最初のＦＮＶフレームと全く

同じにしなければならず、診断情報オクテットの内容は前のフレームからの続きにしなければならない。 
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ＦＮＶファクシミリ情報フィールドの構文 

ＦＮＶのＦＩＦの構文の詳細は、以下のＢＮＦ記法（Ｂａｃｋｕｓ Ｎａｕｒ Ｆｏｒｍ）で提供される。

ＢＮＦ記法で使用される記号は付属資料ＦのＦ.6.1.4.5 節で定義される。 

<bit>   ::= <0> | <1> 

<octet>   ::= <bit><bit><bit><bit><bit><bit><bit><bit> 

．<8_bit_tag>  ::= <octet> 

<extend_octet>  ::= {<1><1><1><1><1><1><1><1>} 

<FNV_type>  ::= <8_bit_tag> | <extend_octet><8_bit_tag><8_bit_tag> 

<parameter_value>  ::= <octet>{<octet>} 

<count_exetnd_octet>  ::= <0><0><0><0><0><0><0><0> 

<parameter_length>  ::= <octet> | <count_exetnd_octet><octet><octet> 

<Diagnostic_Information> ::= {<FNV_type><parameter_length><parameter_value>} 

<frame_number>  ::= <octet> 

<FNV_Reason_Octets> ::= <octet>{<octet>} 

<FIF_of_FNV>  ::= <FNV_Reason_Octets>[<frame_number><Diagnostic_Information>] 

 

ＦＮＶファクシミリ情報フィールドのための符号化例 

ケースＡ） 

パスワードは無効であり、かつ診断情報は送信されない。 

 

     理由オクテット１ 

印字順序 １０００００００ 

            ｂ１    ｂ８ 

 

ｂ １０００００００ 

              ｂ１ ｂ８ 

 

ケースＢ） 

パスワードは無効であり、かつ診断情報は送信される。 

パスワードの例は“１２３４５６７８９“ 

 

理由 フレーム   種別        長さ  値（例、パスワード） 

    オクテット１   番号 

印字 

順序 

10000000 00000000 11000001 00010100 20  20  ･･･  31  32  ･･･  38  39

         b1  b8     b7    b0 

 

伝送する 

順序 

10000000 00000000 10000011 00101000 39  38  ･･･  31  20  ･･･  20  20

         b1  b8     b0  b7 

00000100 

        伝送ビット順序 
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ケースＣ） 

新たなエラービットが理由オクテット２に定義される。 

エラーは理由オクテット２のビット１に発生し、かつ診断情報は送信されない。 

 

     理由オクテット１    理由オクテット２ 

印字順序 ０００００００１ １０００００００ 

 

伝送する順序 ０００００００１ １０００００００ 

              ｂ１ ｂ８     ｂ９      ｂ１６ 

 

ケースＤ） 

新たなエラービットが理由オクテット２に定義される。 

エラーは理由オクテット２のビット１に発生し、かつ診断情報が無効な信号のＦＩＦを返すために送信さ

れる。 

 

        理由  理由   フレーム      種別         長さ    値 

     オクテット１ オクテット２   番号 

印字 

順序 

00000001 10000000 00000000  ＦＣＦ 

（反転順序）

長さ ＦＩＦの返送

（反転順序）

         b1  b8     b9   b16    b7   b0 

 

伝送する 

順序 

00000001 10000000 00000000  ＦＣＦ 

（標準順序）

長さ ＦＩＦの返送

（標準順序）

         b1  b8     b9   b16   b0   b7 

 

ケースＥ） 

新たなエラービットが理由オクテット２に定義される。 

サブアドレスの一部が無効であり（ビット３参照）、そしてエラーは理由オクテット２のビット９で示さ

れる。診断情報は両方のエラーが含まれる。サブアドレスの例として“ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ１００２＃

２００２”であり、内線番号１００２のみ拒絶されている。二つ目のエラーのための診断情報の値の一部は

フレームの境界を超えて拡張するので、二つ目のフレームは値の続きが送信される。二つ目のエラーのため

の診断情報は送信ビット順の一般規則（ＬＳＢが右端ビットから始める）を適用した前のＦＩＦを含まない。 
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第１フレーム 

        理由  理由   フレーム    種別１    長さ（４）    値（返送する 

     オクテット１ オクテット２   番号   （ＳＵＢ）     ＦＩＦの一部） 

印字 

順序 

00100001 10000000 00000000 11000011 00000100 ３１  ３０  ３０  ３２

       b7   b0    第１ブロック 

          の長さ 

伝送する 

順序 

00100001 10000000 00000000 11000011 00100000 ３２  ３０  ３０  ３１

         b1  b8 b9   b16   b0  b7 

10001100

             伝送ビット順序 

第１フレーム（続き） 

 

           種別２    長さ（１２８）       値 

印字 

順序 

種別 10000000 値 

 

伝送する 

順序 

種別 

（ＬＳＢの順序）

00000001 値 

（ＬＳＢの順序） 

 

第２フレーム 

   理由      理由          フレーム   値 

   オクテット１  オクテット２  番号（２）       （続き） 

印字 

順序 

00100001 10000000 00000001 値 

（続き） 

        b7   b0 

 

伝送する 

順序 

00100001 10000000 10000000 値 

（ＬＳＢが最初） 

     b1   b8        b9  b16   b0  b7 

 

5.3.6.2.14 ＰＳＡ符号化フォーマット 

ＰＳＡ信号のファクシミリ情報フィールドは表５－２／ＪＴ－Ｔ３０から“＋”文字を除いた符号で２０

桁からなる。最後の数字の最下位ビットが最初に送出される。情報フィールドに情報を右詰めとし使用され

ない桁は“Ｓｐａｃｅ”とする。 
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5.3.7 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ） 

ＦＣＳは１６ビットシーケンスであり、以下の合計（モジュロ２）の１の補数である。 

 

   (1) XＫ (X１５+ X１４+ X１３+...+ X２+ X + 1) を生成多項式 X１６+X１２+ X５ +1 で割った 

    （モジュロ２）ものの余り、ここでＫは開始フラグの最終ビットとＦＣＳの最初のビット（それぞ

れは含まない）との間のビット数であり、透過性のための挿入ビットは除く。 

 

  (2)  フレームの内容つまり、開始クラグの最終ビットとＦＣＳの最初のビット（それぞれは含まない）

との間のビット数にＸ１６を掛けてから、生成多項式              で割ったものの余り。 

 

   送信機に於ける代表的な実施化としては、割り算の余りは予め全て１にセットされ、それからアドレ

ス、制御、情報の各フィールドを生成多項式（上述）で割り、修正される。その結果の余りの１の補数

が１６ビットのＦＣＳシーケンスとして送出される。 

 

   受信機では、最初の余りは予め全て１にセットされ、順次到着する保護されたビットとＦＣＳは生成

多項式で割られると、伝送エラーがなければ、結果として 

    （それぞれＸ
１５

からＸ
０ まで）となる。ＦＣＳは高位の係数で始まるように回線に送出される。 

 

5.4 バイナリ符号化信号装置化への要求事項 

5.4.1 命令と応答 

 バイナリ符号化手順の正確な使用例がフローダイアグラム（5.2 節）で示されているが、この手順は受信

端末が命令を受信したことにより発生する動作の観点から特に記述されている。（5.3 節参照） 

 応答は有効な命令を受信したときに送出されねばならないし、また、その時のみ送出しなければならない。 

 

5.4.1.1 オプションの命令と応答フレーム 

 もし、オプションのフレーム（例えば、ＮＳＦ又はＮＳＦ、ＣＳＩ）が送出される時、それらは送られる

べき必須の命令／応答フレームの直前に先行しなければならない。この場合、制御フィールドの第５ビット

はオプションフレームの時は０、最終フレームの時のみ１とする。（5.3.5 節参照） 

 

5.4.1.2 標準フレーム内のオプション 

 標準である信号のオプション部分（例えば、ＰＲＩ－Ｑ信号の第５ビット）は送信端末または受信端末に

組み入れる必要はない。しかし、こうした標準信号のオプション部分が使用される事で誤った動作を引き起

こしてはいけない。 

 

5.4.2 回線制御手順と誤りからの回復 

 送信端末と受信端末が識別されると、全ての命令は送信端末により発せられ、受信端末からの適切な応答

が要請される。（付録２参照）更に、有効な命令により要請された時のみ応答の送出が許される。もし、送

信局は適切で有効な応答を３秒±１５％以内に受信しない時は命令を再送する。 

 ３回の命令送出が不成功に終った場合、送信局は切断命令（ＤＣＮ）を送り、呼を終結する。 

 下記の場合は命令又は応答は無効であり、廃棄される。 

  (1) オプションであれ、必須であれ、ＦＣＳに誤りがあるフレーム 

  (2) 一つで３秒±１５％を越えるフレーム（下記注参照） 

 X１６+X１２+ X５ +1 

 0001110100001111 
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  (3) 最終フレームで制御ビット５がバイナリ１でないもの。 

  (4) 最終フレームが認められた命令／応答フレームでないもの。（付録２参照） 

 命令送出前の３秒の遅延時間はオプションの命令再送（ＣＲＰ）応答を使うことで短縮できる。もし、送

信端末はＣＲＰ応答を受信したならば最も間近に送った命令を直ちに再送してよい。 

 

 初期メッセージ前手順の期間はどちらの端末にも規定された役割がない。（すなわち、送信機又は受信

機）だから、ＤＩＳ命令を送出している局は、手順に従って、各端末が自分自身を識別し、正常な回線制御

手順が続くようになるまでＤＩＳ命令を再送する。 

 

（注１）最大フレーム長３秒±１５％の意味は 

  (a)  送出されるフレームは 2.55 秒（つまり、３秒－１５％）を越えてはいけない。 

  (b)  受信され、3.45 秒（つまり、３秒＋１５％）よりも長い事が検出されたフレームは廃棄される。 

  (c)  2.55 秒から 3.45 秒の長さで受信されたフレームは廃棄されるかもしれない。 

（注２）端末は受信したＤＩＳ信号が自分の送出したものと同じビット配列の場合はその信号を廃棄するか

も知れない。 

     

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０バイナリ符号化変調方式またはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ｔｅｒ／Ｖ．２９／Ｖ．１７

変調方式を用いる信号を受信した後、端末は１．５秒以内に応答しなければならない。 

しかし本標準の以前の版に従う端末によって異なる手順が用いられるかもしれない。 

 

（注）異なる手順は１９９９年４月から２年間だけ許され、その後の端末は１．５秒以内に応答しなければ

ならない。 
 

 

5.4.3 タイミングの考慮 

5.4.3.1 タイムアウト 

 タイムアウトＴ０は、自動発呼端末において被呼端末が呼に応答することを待つ時間を定めている。 

Ｔ０はダイヤルが終了した時点で開始し、以下の場合にリセットされる。 

ａ）Ｔ０が経過した時 

またはｂ）タイマＴ１が開始された時 

またはｃ）もし端末が呼が成立しないことを表すいくつかの状態を検出できる能力を持っており、

そのような状態が検出された時。 

Ｔ０の推奨値は６０±５秒であり、しかしながら長い呼設定時間が予想される時は、かわりに最大１２０

秒までの値が使用されるかもしれない。 

（注）国の規格は他のＴ０の値の使用を要求するかもしれない。 

 タイムアウトＴ１は、２端末が互いに相手を識別しようとしている時間を定めている。 

 Ｔ１は、３５±５秒で、フェーズＢに入った時から始まり、正しい信号を検出した時又はＴ１がタイムア

ウトになった時リセットされる。 

 操作方法３と４（3.1 節参照）において、発呼端末はＶ．２１変調方式の受信でタイマＴ１を開始する。 

操作方法４ｂｉｓ ａ（3.1 節参照）において、発呼端末はＶ．２１変調方式を使用した伝送の開始ととも

にタイマＴ１を開始する。 

 タイムアウトＴ２は、命令／応答同期の損失を検出するために命令応答間のきっちりした制御を利用して

いる。Ｔ２は、６±１秒で、命令検索を始めたとき（例えば“命令受信”サブルーチンの第１回目に入った
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とき、5.2 節のフローダイアグラム参照）始まる。Ｔ２は、ＨＤＬＣフラグが受信されるかＴ２がタイムア

ウトになったときリセットされる。 

 タイムアウトＴ３は、端末が手順中断に応じてローカルなオペレータに警報を試みている時間を定めてい

る。オペレータが介入できなかった場合、端末はこの試みを止め、他の命令又は応答を送出する。Ｔ３は、

１０±５秒でプロトコル中断命令／応答信号（即ち、ＰＩＮ／ＰＩＰ又はＰＲＩ－Ｑ）の最初の検出で始ま

りタイムアウトになったとき又はオペレータがライン要求を始めたときリセットされる。 

 タイムアウトＴ５は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）のために定義される。 

 タイムアウトＴ５は、受信端末のビジー状態の解除のための待ち時間を定めている。 

 Ｔ５は６０±５秒で、ＲＮＲの最初の検出で始まる。Ｔ５は、タイムアウトになったとき、ＭＣＦ又はＰ

ＩＰ応答が受信されたとき、フロー制御過程においてＥＯＲ命令送出後にＥＲＲ又はＰＩＰ応答が受信され

たときにリセットされる。タイマＴ５が終了すると、回線を開放するためにＤＣＮ命令が送信される。 
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６．ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義される変調システムの使用方法 
6.1 手順 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４半二重変調方式を使用するファクシミリメッセージは、誤り訂正機能（ＥＣＭ）

が必須である。本標準の付属資料Ｅで示される内容を除いて、付属資料Ａに従わなければならない。 

端末はここで記述される内容を除いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８で定義される開始手順に従わなければならな

い。 

     （注）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の全二重変調方式は、本標準の規定外である。 

 

（１）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で応答可能なファクシミリ端末は、有効なＣＭ信号を受信するか、ＡＮＳａ

ｍ送出タイムアウト（２．６～４．０秒）するまで 、ＡＮＳａｍ信号を送信し続けなければならない。 

 

（２） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で送信可能なファクシミリ端末は、ＡＮＳam の検出に対して、ＣＭの送

出により応答する。ファクシミリ送信の方向は、表６－１／ＪＴ－Ｔ３０で示されるＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｖ．８起呼機能の一つを発呼端末が選択する事により決定する。 

 

表６－１／ＪＴ－Ｔ３０ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８起呼機能カテゴリ 

START b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 ＳＴＯＰ オクテット 

’callf０’ 

0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 発呼側が送信する 

0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 発呼側が受信する 

 

（３）有効なＣＭ信号を検出したあとは、端末は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８で記述されている手順に従う。し

かし、ＡＮＳａｍ信号のタイムアウトが起きた場合は、応答端末は、本標準の５章で記述されている

３００bit/s 変調のバイナリコード信号手順を行う。ＤＩＳのビット６は１に設定されなければならな

い。 

応答端末が通常のＧ３手順にフォールバックしたとき、（例えば、ＡＮＳａｍ信号を送信したあとに

ＣＭ信号を検出しない等）エコーキャンセラーを再設定するために、フォールバック手順の前に４５

０±５０ms 待たなければならない。この値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．１６８ ７．８節「リリース時間」

に記述されている２５０±１５０ms に基づき定められた。 

（注）本標準第１７版とそれ以前の標準に準拠している端末はそれほど長い間、待たないかもしれな

い。 

 

（４） 発呼端末は、３００bit/s モードで受信したＤＩＳのビット６が１に設定されていたならば、ＣＩ信

号を送出する事によりＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８の手順を再度開始する。ＤＩＳに対する応答を期待して

いる応答端末は、ＣＩ信号を検出する事により、ＡＮＳａｍ信号の再送出によって再びＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｖ．８モードに入らなければならない。 

 

（５）ＣＭ／ＪＭの交換により、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義される変調方式が、発呼端末と被呼端末と

も利用可能であるなら、その手順は、半二重に関しては付属資料Ｅに従わなければならない。 

 

（６）ＣＭ／ＪＭの交換により、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義される変調方式が、発呼端末と被呼端末と

も利用不可能であるなら、その手順は、半二重に関しては５章に従わなければならない。 
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（７）一般交換電話網の呼接続中や電話での会話モードではいつでも、両者は口頭でファクシミリ端末を介

して原稿を送りたい旨ネゴシエーションするかもしれない。この手動通信モードでは、原稿を送信す

るファクシミリ端末は発呼端末として定義され、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の

発呼モデム手順を用いる。原稿を受信するファクシミリ端末は、応答端末として定義され、ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｖ．８とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の応答モデム手順を用いる。このことは続くファクシミリ通

信の間も有効である。 

原稿を送信しようとする端末はＡＮＳａｍを検出し、ＣＭを送出する。原稿を受信しようとする端末

はＡＮＳａｍを送出することでＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順に入る。端末は発呼と応答端末手順の後、

どちらが本当の発呼側だったかには関知しない。 

 

6.2 モード選択手順 

 適合するモードの選択は、図６－１／ＪＴ－Ｔ３０で示される。半二重操作の手順は、付属資料Ｅに含ま

れる。 

 

 （１）オプションのコードポイントは選択されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８手順の間で利用可能である。ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｖ．８の拡張ネゴシエーションを選択した手順については、継続検討とする。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｖ．８手順サポート？

    ５章の手順へ 

   ４章の手順へ 

  付属資料Ｅの手順へ 

 ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

 ＮＯ

  ＩＴＵ－Ｔ勧告 

  Ｖ．８の初期化手順 

Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ 勧 告

V.34 変調モード？

 開始 
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付属資料Ａ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

一般交換電話網における誤り訂正機能を有する 

文書伝送用Ｇ３ファクシミリ手順 

 

A.1 はじめに 

A.1.1 本付属資料の適用範囲はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａに論じられている文書ファクシミリ装置

であり、誤り訂正機能を有するファクシミリ機器に使用されるべき手順並びに信号について記述して

いる。非ＴＴＣ標準方式で動作する既存機器に対しては、それがＴＴＣ標準に従って動作する機器を

妨害することのないよう要望する。 

 

A.1.2 本付属資料の採用は任意である。 

 

A.1.3 誤り訂正方式（ＥＣＭ）の概要 

 本付属資料に述べる誤り訂正方式（ＥＣＭ）は、半二重ページ選択訂正ＡＲＱ（Automatic Repeat Request)

手法に基づいたものである。 

 ＨＤＬＣフレーム構成は、バイナリ符号化ファクシミリメッセージ手順のすべてに用いられる。 

 送信端末は、ＤＣＳ命令により、フレームサイズとして２５６あるいは６４オクテットのいずれを用いる

か決定することができる。受信端末は２５６および６４オクテットのいずれのサイズのフレームも受信可能

でなければならない。ただし、受信端末はＤＩＳ／ＤＴＣ命令を使って優先的なフレームサイズを表明する

ことができる。 

 送信端末は、標準ＪＴ－Ｔ４の４章に規定されている符号化データを多数のフレームに分割し、それぞれ

にフレーム番号を付けて送信する。 

 そのメッセージが良好に受信されなかった場合には、受信局はＰＰＲ応答を送信する。そのファクシミリ

情報フィールドにおいて、再送が必要であるフレームを指定する。 

 ＰＰＲを受信した送信端末は、ＰＰＲ情報フィールドに指定されているフレームを再送する。 

 同一ブロックに対して、ＰＰＲが４回受信された場合には、ＥＯＲ命令を送信して再送を停止するか、あ

るいは、ＣＴＣ命令を送信して再送を続行する。続行の場合、再送は、送信端末の決定に従って、フォール

バックあるいは同じモデム速度で行われる。 

 

（注） 通信端末は、ＰＰＲ受信を４回待たずにＣＴＣを送出し、モデム速度をフォールバックさせて通信

を継続した方が、通信効率は良くなる場合がある。この場合、送信端末のＣＴＣ、ＥＯＲ送出タイミ

ングはｎ回目のＰＰＲ受信後としてもよい。（１≦ｎ≦４） 

 

A.2 定 義 

A.2.1 本誤り訂正手順の記述に現れる信号名ならびに用語は、特に指定されていない限り、本標準の本文に

示されている定義に従う。 

 

A.2.2 インメッセージ手順におけるＲＣＰフレーム及びＦＣＤフレームのフレームフォーマットは標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４付属資料Ａに定義されている。 
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A.2.3 ページ、ブロック、部分ページ、フレーム間の関係 

標準ＪＴ－Ｔ４の４章に規定されている１ページの符号化データは多数のブロックに分解される。１ブ

ロックは多数のフレームから成る。部分ページとは、送信された１ブロックあるいは再送された複数フレー

ムを意味する。 

 

A.2.4 ブロックサイズ 

 ブロックサイズとは、送信機が応答を受信する前に送信可能な最大フレーム数を意味する。 

 

A.3 ブロックサイズとフレームサイズ 

A.3.1 ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）において、送信端末はＤＣＳ信号を用いてフレームサイズを示す。 

 

A.3.2 以下のフレームサイズが可能である： 

 

          ２５６または６４オクテット 

 

 これらの値には、ＦＣＦオクテットおよびフレーム番号オクテットは含まれていない。したがって、ＦＣ

Ｆおよびフレーム番号オクテットを含めたＨＤＬＣ情報フィールドの全体の長さは以下の値をとる： 

 

          ２５８または６６オクテット 

 

A.3.3 受信端末は、以下の条件を満たさなければならない： 

 

 

 

  フレームサイズ：２５６、６４オクテット 

  ブロックサイズ：２５６フレーム 

 

A.3.4 送信端末は、各ページの最後においては、サイズが２５６未満のブロックを送信することができる。

このブロックはショートブロックと呼ばれる。 

 

A.3.5 同一ページの送信中、フレームサイズを変更すべきではない。フレームサイズを変更するには、ペー

ジ間においてＰＰＳ・ＥＯＭあるいはＥＯＲ・ＥＯＭコマンドによってモード変更を指定すべきであ

る。 

 

A.4 情報フィールド（５．３．６節参照） 

 ＨＤＬＣ情報フィールドは可変長フィールドで、二つのファクシミリ局間の制御ならびにメッセージ交換

のための特殊な情報を有する。本標準では、本フィールドをファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ）とファ

クシミリ情報フィールド（ＦＩＦ）の二つに分ける。 

  (1)  ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） 

    ファクシミリ制御フィールドはＨＤＬＣ情報フィールドの先頭８ビットまたは１６ビットで定義

される。１６ビットのＦＣＦは、オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）においてのみ使用

すべきである。本フィールドは、やり取りする情報の種類ならびに全体シーケンスにおける位置に関

して完全な情報を有している。ＦＣＦ内のビットは次のように割当てられる： 

   ＦＣＦの先頭ビットをＸとすると、Ｘは次のように定義される： 

   有効なＤＩＳ信号を受信した局において、Ｘを１にセットする； 
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   ＤＩＳ信号に対する有効で適切な応答を受信した局において、Ｘを０にセットする； 

   Ｘは局がフェーズＢの初めに再び入るまで変更されない。 

 

  (2)  ファクシミリ情報フィールド（ＦＩＦ） 

    多くの場合、ＦＣＦの後には、ファクシミリ手順をさらに明確化するため追加の８ビットオクテッ

トが送信される。基本的なバイナリ符号化方式の本情報は、ＤＩＳ、ＤＣＳ、ＤＴＣ、ＣＳＩ、ＣＩ

Ｇ、ＴＳＩ、ＮＳＣ、ＮＳＦ、ＮＳＳ、ＣＴＣ、ＰＰＳならびにＰＰＲ信号内の情報について規定す

る。 

 

A.4.1 受信命令（５．３．６．１．３節参照） 

送信機から受信機へ。 

 

   フォーマット：Ｘ１００  ＸＸＸＸ 

 

  (1)  訂正続行（ＣＴＣ） 

    本命令は、送信端末がメッセージの訂正を続行する旨を受信局に伝える命令である。（受信した４

回目のＰＰＲに対する応答であり、ＰＰＲ情報フィールドに指定されたフレームを送信端末が即座に

送信することを示す。） 

    送信機がＰＰＲを４回受信した場合、ＣＴＣ命令によりモデム速度を下げることができる。あるい

は、前の伝送速度で続行も可能である。 

    本命令には、ＤＣＳ標準コマンドのビット１～１６（表５－１／ＪＴ－Ｔ３０）に対応する２オク

テットのＦＩＦを持たせるべきである。受信端末はビット１１～１４のみを使用してデータ信号速度

を決める。 

 

   フォーマット：Ｘ１００  １０００ 

 

A.4.2 プリメッセージ応答信号（５．３．６．１．４節参照） 

受信機から送信機へ。 

 

   フォーマット：Ｘ０１０  ＸＸＸＸ 

 

  (1)  訂正続行応答（ＣＴＲ） 

    本信号は、ＣＴＣ信号に対するディジタル応答であり、これにより受信端末はＣＴＣ信号の内容を

了解したことを示す。 

 

   フォーマット：Ｘ０１０  ００１１ 

 

A.4.3 ポストメッセージ命令（５．３．６．１．６節参照） 

送信機から受信機へ。 

 

   フォーマット：Ｘ１１１  ＸＸＸＸ 

 

  (1)  部分ページ信号（ＰＰＳ） 
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    受信するとすぐにフェーズＢあるいはＣの初めにもどることを示す。 

 

   フォーマット：Ｘ１１１  １１０１ 

 

    ＰＰＳ命令のフレーム構成とＰＰＳＩ１～Ｉ３に含まれるビットの送出順序を付図Ａ－１／ＪＴ

－Ｔ３０に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

   

  ＦＣＦ１：ファクシミリ制御フィールド１；誤り訂正方式用拡張信号（ＰＰＳ） 

  ＦＣＦ２：ファクシミリ制御フィールド２；ポストメッセージ命令（ＮＵＬＬ、ＭＰＳ、ＥＯＭ、 

                      ＥＯＰ、ＥＯＳおよびＰＲＩ－Ｑ） 

  Ｉ１（ＰＣ）：情報フィールド１；ページカウンタ（８ビット；モジュロ２５６） 

  Ｉ２（ＢＣ）：情報フィールド２；ブロックカウンタ（８ビット；モジュロ２５６） 

  Ｉ２（ＦＣ）：情報フィールド３；各部分ページ内の（フレーム数－１）（８ビット；最大２５５） 

 

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

  （注１） ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）の場合、ＦＣＦ２はポストメッセージ命令を示す。 

 

Ｆ Ａ Ｃ ＦＣＦ 
(ＰＰＳ)

ＦＣＦ２ ＦＣＳ Ｆ 

ＨＤＬＣ情報フィールド 

Ｉ１ 
(ＰＣ)

Ｉ３ 
(Ｆ

Ｉ２ 
(Ｂ

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

b7 b0 b7 b0 b0 b7 

ＰＣ＝１ ＦＣ＝１０ ＢＣ＝２ 

･･･ ･･･ 

左から右へ送出。
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 付表Ａ－１／ＪＴ－３０にＦＣＦ２のフォーマットを示す。 

 

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 

 

ＦＣＦ２ 意       味 

0000 0000 部分ページの境界を示すＮＵＬＬコード 

1111 0001 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＥＯＭ 

1111 0010 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＭＰＳ 

1111 0100 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＥＯＰ 

1111 1000 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＥＯＳ 

1111 1001 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＥＯＭ 

1111 1010 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＭＰＳ 

1111 1100 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＥＯＰ 

その他の値 使用されない 

 

 （注２） Ｉ１；ページカウンタは、呼の確立毎の一方向に送出されるメッセージのページ連続モジュロ

番号を示す。本カウンタは、“０”から最大“２５５”までカウントし、各呼の確立開始時点でリ

セットされる。 

 （注３） Ｉ２；ブロックカウンタは、各ページにおけるブロック連続モジュロ番号を示す。本カウンタ

は“０”から最大“２５５”までカウントし、各ページの開始時点でリセットされる。 

 （注４） Ｉ３；フレームカウンタは、各部分ページで送出したフレーム総数から１をひいた値を示す（最

大値２５５） 

 （注５） Ｉ１～Ｉ３は最下位ビットから送出すべきである。 

 

 

  (2)  最送終了（ＥＯＲ） 

    本命令は、送信機が、前部分ページの誤りフレームの訂正を終了することを決定し、ＥＲＲ応答を

受信しだい次のブロックを送信することを示す。 

   

   フォーマット：Ｘ１１１  ００１１ 

 

  ＥＯＲ命令のフレーム構成を付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 
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  ＦＣＦ１：ファクシミリ制御フィールド１；誤り訂正用拡張信号（ＥＯＲ） 

  ＦＣＦ２：ファクシミリ制御フィールド２；ポストメッセージ命令（ＮＵＬＬ、ＭＰＳ、ＥＯＭ、 

                      ＥＯＰ及びＰＲＩ－Ｑ） 

 

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 （注） ＦＣＦ２は、ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）では、ポストメッセージ命令を示す。付表Ａ－

２／ＪＴ－Ｔ３０にＦＣＦ２のフォーマットを示す。 

 

 

付表Ａ－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 

 

ＦＣＦ２ 意                  味 

0000 0000 部分ページの境界を示すＮＵＬＬコード 

1111 0001 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＥＯＭ 

1111 0010 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＭＰＳ 

1111 0100 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＥＯＰ 

1111 1001 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＥＯＭ 

1111 1010 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＭＰＳ 

1111 1100 オプションのＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ECM）におけるＰＲＩ－ＥＯＰ 

その他の値 使用されない 

ＥＯＲ信号はファイル転送、キャラクタモードおよびミクストモードでは使用されない。 

 

  (3)  受信可（ＲＲ） 

    本命令は、受信機の状態を要求するために用いる。 

 

   フォーマット：Ｘ１１１  ０１１０ 

 

 （注１） 本命令はフロー制御のために定義されている。 

 （注２） フロー制御方法については、A.5 を参照のこと。 

 

A.4.4 ポストメッセージ応答（５．３．６．１．７節参照） 

受信機から送信機へ。 

 

   フォーマット：Ｘ０１１  ＸＸＸＸ 

Ｆ Ａ Ｃ ＦＣＦ１

（ＥＯＲ）

ＦＣＦ２ ＦＣＳ Ｆ 

ＨＤＬＣ情報フィールド 
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  (1)  部分ページ要求（ＰＰＲ） 

    本信号はメッセージが良好に受信されなかったこと、そして、そのファクシミリ情報フィールドに

訂正が必要なフレームを指定する。 

 

   フォーマット：Ｘ０１１  １１０１ 

 

 

 ＰＰＲ信号のファクシミリ情報フィールドは２５６ビットの固定長を持ち、各ビットは、先頭ビットが先

頭フレームというように、ＦＣＤフレームに対応する。正しく受信されたＦＣＤフレームの場合、ＰＰＲ情

報フィールド内のそれに対応するビットは、“０”にセットされる。一方、正しく受信されなかったフレー

ムの対応ビットは“１”にセットされる。 

 ＰＰＲ信号が２回以上送出される場合も、正しく受信されたＦＣＤに対応するビットは常に“０”にセッ

トされなければならない。 

 ＰＰＲ応答のフレーム構成を付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 
                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０) 

 

０ 

 
フラグ 

ファクシミリ 
制 御（ＰＰＲ）

 ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸ 
ｼｰｹﾝｽ 

 
フラグ 

ＨＤＬＣ情報フィールド 

 
制 御 

 
アドレス 

０ １ ０    …    …   ０ ０ 

０ １ ２ ３ 255 ビット 

ＦＩＦ：

ファクリミリ 

情 報
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 付図Ａ－４／ＪＴ－Ｔ３０に誤り訂正の過程を示す。 
 
送信             受信 
 
 
      フレーム０ 
 
      フレーム１      ｘ                 誤りフレーム 
 
      フレーム２ 
 
      フレーム３      ｘ 
 
          ・ 
          ・ 
          ・ 
          ・ 
 
      フレーム２５５ 
 
                                                          ＦＩＦ（ＰＰＲ） 
            ＰＰＳ・ＥＯＰ 
                                                 ０  １  ２  ３                     255 
 
                ＰＰＲ                          ０  １ ０  １    ‥‥‥‥‥‥‥‥    ０ 
 
 
 
 
 
      フレーム１        ｘ                   誤りフレーム 
 
      フレーム３ 
 
 
            ＰＰＳ・ＥＯＰ 
                                               ０  １  ２  ３                     255 
 
                ＰＰＲ                          ０  １ ０  ０    ‥‥‥‥‥‥‥‥    ０ 
 
 
                                                                   再送によって訂正された 
 
 
      フレーム１ 
 
 
            ＰＰＳ・ＥＯＰ 
 
 
                ＭＣＦ 
 
 
 
 
 

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｔ３０ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０) 
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          送信             受信 
 
 
                            フレーム０ 
 
                            フレーム１      ｘ               誤りフレーム 
 
                                    ・ 
                                    ・ 
        Ｎ≦２５５                  ・ 
 
                            フレームＮ 
 
 
                                  ＰＰＳ・ＥＯＰ 
 
 
                                      ＰＰＲ 
 
 
 
 
 
 
                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｔ３０ 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

 

 （注１） １部分ページ内のフレーム数は２５６以下である。 

      したがって、どのフレームにも対応しないエクストラビットが生じる場合がある。これらの

ビットは“１”にセットされる。（付図Ａ－５／ＪＴ－Ｔ３０を参照） 

 （注２） ＦＩＦの先頭ビットは先頭フレーム（フレームＮｏ.0）に対応する。 

０ 

 
フラグ 

ファクシミリ 
制 御（ＰＰＲ）

ファクリミリ

情 報 
ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸ 
ｼｰｹﾝｽ 

 
フラグ 

ＨＤＬＣ情報フィールド 

 
制 御 

 
アドレス 

１ ０ ０    …     ０ ０ 

０ １ ２ ３ 255 ビット 

０  … ０ 

Ｎ 

エクストラビット 
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 (2)  受信不可（ＲＮＲ） 

   本信号は、受信機がこれ以上のデータを受信可能状態にないことを示す。 

 

   フォーマット：Ｘ０１１  ０１１１ 

 

 （注１） 本信号は、フロー制御のために定義した信号である。 

 （注２） フロー制御については、Ａ.5 を参照のこと。 

 

  (3)  再送終了応答（ＥＲＲ） 

    本信号は、ＥＯＲ信号に対するディジタル応答である。 

 

   フォーマット：Ｘ０１１  １０００ 

 

 

A.5 フロー制御手順 

A.5.1 送信端末におけるフロー制御は、各フレーム間、あるいは先頭フレームの前に連続送出するフラグに

よって行う。 

 

A.5.2 フラグの最大送出時間は、タイマＴ１の値以下にすべきである。 

 

A.5.3 高ノイズ・チャネルにおける伝送においては、長く続くフラグシーケンスは破壊されてしまう可能性

がある。したがって、誤ったフラグシーケンスから生じた無効フレームを廃棄する制御手順を受信機

に実行させることを推奨する。 

 

A.5.4 受信局におけるフロー制御は、ＲＲ／ＲＮＲ信号を用いて行う。付図Ａ－６／ＪＴ－Ｔ３０にそれを

示す。 
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                         送信             受信 

 

 

                             ファクシミリメッセージ 

 

                                  ＰＰＳ・ＭＰＳ 

 

                                      ＰＰＲ 

 

                                  トレーニング 

 

 

                                 再送フレーム 

 

                                  ＰＰＳ・ＭＰＳ 

 

                                          受信不可 

     Ｔ４ 

                                                              ＲＮＲ 

                           Ｔ５ 

                                                              ＲＲ 

     Ｔ４ 

                                                              ＲＮＲ 

 

                                                              ＲＲ 

 

     Ｔ４ 

                                                               ＭＣＦ 

                                                                                    受信可 

                                 Ｔ５タイマを 

                           リセット 

                                                            トレーニング 

 

 

                                                       ファクシミリメッセージ 

 

 

付図Ａ－６／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 
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A.5.4.1 タイマＴ５は次のように定義される： 

    Ｔ５＝６０Ｓ ±５Ｓ 

（注１）受信機としてはＴ５タイマの使用は伝送効率を落とすので、その効果を最小にする実装が望ましい。 

（注２）付表Ａ－３／ＪＴ－Ｔ３０に示す値を超えた符号化データを１ブロックで送信機が送ると、受信機

は受信したその情報を６０秒以内で印刷できない場合がある。この場合、送信機はＴ５タイマを６０

±５秒よりも長く設定してもよい。 

 

付表Ａ－３／ＪＴ－Ｔ３０* 

 

 受信機の最小ライン走査時間 １ブロック内の最大ライン数  

             ４０ｍs         １５００ライン  

             ２０ｍs         ３０００ライン  

             １０ｍs         ６０００ライン  

               ５ｍs       １２０００ライン  

               ０ｍs             限定せず  

 

 

A.5.4.2 タイマＴ５は、最初のＲＮＲ応答を認識した時点で計時を開始する。 

 

A.5.4.3 タイマＴ５がタイムアウトした場合、送信機はＤＣＮ命令を送出し呼を解放する。 

 

A.5.4.4 ＲＮＲ応答が正しく受信されなかった場合、ＲＲ命令が受信機に再送される。３回とも失敗した場

合は、送信機はＤＣＮ命令を送出し、呼を解放する。 

 

A.5.4.5 ＲＮＲ応答を受信するとすぐに、送信機はＲＲ命令を送出する。この送出は、ＭＣＦ／ＰＩＰ応答

あるいはＥＲＲ／ＰＩＮ応答が正しく受信するまで続けられる。 

 

A.5.4.6 ＭＣＦ応答、ＥＲＲ応答は、受信機のビジィ状態が解消し、受信機は次のデータを受信可能である

ことを示す。 

 

A.6 手順中断 

A.6.1 手順中断信号は、部分ページ間においては許されない。 

 

A.6.2 ＰＩＰおよびＰＩＮ信号が検出あるいは送出された後の手順中断は、本勧告の本文に定義されている

手順でなされる。この中断手段は本付属資料で定義されている誤り訂正方式（ＥＣＭ）の範囲外であ

る。 

 

A.7 フローダイアグラム 

 ５．２節のフローダイアグラムに、フェーズＢ（プリメッセージ手順）、フェーズＣ（メッセージ手順）、

フェーズＤ（ポストメッセージ手順）、そしてフェーズＥの送信端末と受信端末の両方の呼の解放が示され

ている。 
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A.8 誤り訂正手順（ＥＣＭ）における信号シーケンスの例 

  付録５の付図に示されているシーケンス例はフローダイアグラムに準拠しており、実例的で、わかりやす

くすることを目的としたものである。プロトコルを制定したり制限したりするものと考えるべきではない。

種々の命令と応答の交換は本標準で規定されている規則にのみ制限される。 

 
 



 - 133 - ＪＴ－Ｔ３０ 

付属資料Ｂ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

自動端末選択手順 

  本付属資料では、２つのタイプの装置について、オプションの自動端末選択手順を規定する。 

  装置１は、ファクシミリと電話応答装置を組み合わせた場合の自動端末選択手順を規定する。 

  装置２は、ファクシミリと電話応答装置および録音装置を組み合わせた場合の自動端末選択手順を規定 

する。 

  その他の機能の組み合わせについては継続検討とする。 

   

装置１：ファクシミリと電話応答装置の組み合わせ 

  以下の記述は概略であり、詳細は付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 

１．被呼局は呼出に応答して１．８から２．５秒間は回線に何も送出せずにＣＮＧ信号を監視する。 

２．被呼局は、呼に応答したことを発呼側に告げるために、応答メッセージ（ＯＧＭ１）を送出する。ＯＧ

Ｍ１としては「しばらくお待ち下さい。ファックスでしたら送信を開始して下さい。」といったようなメッ

セージを使用する。 

    被呼局は、呼に応答して１．８から２．５秒後にＴＯＧＭ１で示す長さ以下のＯＧＭ１を送出する。 

    ＴＯＧＭ１の値は継続検討とする。 

３．被呼局はＯＧＭ１を送出している間もＣＮＧ監視を継続してもよい。 

４．被呼局のオペレータはＣＮＧを検出する前ならば、いつでもハンドセットをオフフックすることができ

る。 

５．被呼局はオペレータが呼の制御を行うまでは、ＯＧＭ１の送出が終了してもＣＮＧの監視を継続する。

ＣＮＧ監視の時間はＴa タイマで規定する。他のＯＧＭ（ＯＧＭ２）をこのＣＮＧ監視の間に送出しても

よい。 

６．被呼局は時間Ｔa が経過してもＣＮＧが検出できず、またオペレータによる呼の制御が行われない場合

はファックスの信号を送出する。 

 

装置２：ファクシミリと電話応答装置および録音装置の組み合わせ 

  以下の記述は概略であり、詳細は付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 

  本手順は、ＣＮＧ監視中に音声信号を監視して録音装置に切り換えること以外は装置１の手順と同じであ

る。
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（注 1） 被呼局が回線に接続されて 1.8～2.5 秒経過したら録音アナウンスを送出する。この無音区間に CNG

を検出する。 

（注 2） 3.5(CNG)×1.15（許容誤差）×2≦Ta＜T1-TＯＧＭ１-（TＯＧＭ３）T1:35±5（単位:秒） 

 

ファクシミリと電話応答装置を組み合わせた場合の自動端末選択手順 

 

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

(ITU-T T.30) 

リングを検出したか？ 
 

ＴＯＧＭ１の録音アナウンス(OGM1)を送出開始する (注 1) 
例:｢しばらくお待ち下さい｡ﾌｧｯｸｽでしたら送信を開始して下さい｡｣ 

NO 

NO

NO 

NO

NO

NO 

NO

NO

YES

YES 

YES YES 

YES

YES YES 

YES

応答する

ＣＮＧを検出したか？ 
 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
CNG を検出したか? 

 
ﾊﾝﾄﾞｾｯﾄを ｵﾌﾌｯｸ したか? 

 

ｱﾅｳﾝｽ の
 送出が終了したか？ 

タイマー(Ta)を初期化する (注 2)

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
保留音を送出する。 

［または録音ｱﾅｳﾝｽ(OGM2)を送出する｡例:｢ただいま､呼出し中です｡｣］ 

ＣＮＧを検出したか？ 

 Ta 経過したか？( 注 2) 

 
ﾊﾝﾄﾞｾｯﾄを ｵﾌﾌｯｸ したか? 

 

ｵﾍﾟﾚｰﾀが応答する｡  (ｵﾌﾟｼｮﾝ)
 録音アナウンス(OGM3)をＴＯＧＭ３間送出する。 
  例: ｢応答しません｡ﾌｧｯｸｽでしたら送信を開始して下さい｡｣ 

CED(NSF)(CSI)
DIS を送出する
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（注 1） 被呼局が回線に接続されて 1.8～2.5 秒経過したら録音アナウンスを送出する。この無音区間に CNG 

を検出する。 

（注 2） 3.5(CNG)×1.15（許容誤差）×2≦Ta＜T1-TＯＧＭ１-(TＯＧＭ３) T1:35±5(単位:秒） 

（注 3） オペレータがいる場合の手順 

 

ファクシミリと電話応答装置および録音装置を組み合わせた場合の自動端末選択手順 

 

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

(ITU-T T.30) 

リングを検出したか？ 
 

 ＴＯＧＭ１の録音アナウンス(OGM1)を送出開始する (注 1) 
例：｢ﾒｯｾｰｼﾞをお願いします｡ﾌｧｯｸｽでしたら送信を開始して下さい｡｣ 

NO 

NO

NO 

NO

NO

NO 

NO

NO

NO

YES

YES 

YES YES 

YES

YES YES 

YES 

YES

応答する

ＣＮＧを検出したか？ 
 

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
CNG を検出したか? 

 
ﾊﾝﾄﾞｾｯﾄを ｵﾌﾌｯｸ したか? 

(注 3) 

ｱﾅｳﾝｽの
送出が終了したか？ 

タイマー(Ta)を初期化する (注 2)

音声を検出
 したか？(CNG 以外の信号) 

 

Ta 経過したか？( 注 2) 

 
ﾊﾝﾄﾞｾｯﾄを ｵﾌﾌｯｸ したか? 

(注 3) 

ｵﾍﾟﾚｰﾀが応答する｡ (ｵﾌﾟｼｮﾝ
 録音アナウンス(OGM3)をＴＯＧＭ３間送出する。 
  例：｢応答しません｡ﾌｧｯｸｽでしたら送信を開始して 
下さい｡ ｣

CED(NSF)(CSI)
DIS を送出する

ＣＮＧを検出したか？ 

メッセージ 
を録音する 
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付属資料Ｃ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

BFT 診断メッセージ 

 

C.1 はじめに 
 本付属資料は、グループ３ファクシミリにおけるバイナリファイル転送（ＢＦＴ）、すなわちＢＦＴネ

ゴシエーション動作を実行する際に使用される信号と手順について定義する。グループ３ファクシミリに

おけるファイル診断メッセージの構文と用法を定義する。記述される方式は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４

において定義されたバイナリファイル転送フォーマットを使用する際に適用できるものである。グループ

３ファクシミリにおけるＢＦＴネゴシエーションの目的は、ファイル転送要求の属性が、実際のバイナリ

ファイルデータの転送に先立ち受け入れられることを確認することである。 

 

C.2 参照規格 
 下記ＴＴＣ標準及びその他の参照資料は、本文書での参照により、本標準の規定の一部を構成する規定

を含む。刊行時には表示されている版は有効であったが、全ての標準とその他の参照資料は改訂されるこ

とがある。従って、本標準の使用者は、以下に記す標準とその他の参照資料の最新版が適用可能かどうか

を調査することを推奨する。現在有効なＴＴＣ標準の一覧は定期的に発行される。 

 

－  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４、テレマティックサービスのためのバイナリファイル転送フォーマット 

－  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.６８０（２００２）｜ＩＳＯ／ＩＥＣ８８２４－１：２００２、抽象構文記法１

（ＡＳＮ．１）のための基本符号化規則の定義 

 

C.3 定義 
 ファイル診断メッセージ（ＦＤＭ）フレームは、受信側が送出する任意のポストメッセージ応答で、送

信側に現在実行されている転送に関する診断メッセージを提供する。ＦＤＭの意味と構文はＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｔ４３４において記述されており、本付属資料においてグループ３ファクシミリで使用するために

拡張されている。（Ｃ．８．２．１節を参照のこと） 

 

C.4 ＢＦＴファイル転送動作のための信号と構成要素 

C.4.1 グループ３ファクシミリにおける診断メッセージ 

 ファイル診断メッセージは、ファクシミリ手順のフェーズＣにおいてＢＦＴファイル転送動作中、すなわ

ちＢＦＴネゴシエーションの一部として使用できる。グループ３ファクシミリのファイル転送手順における

診断メッセージの構文と使用手順を以下に定義する。フェーズＣでのＢＦＴネゴシエーションの際の診断

メッセージの用法をＣ．６．３．１節に定義する。 
 

C.4.2 ファイル転送動作中の診断メッセージの用法 
 診断メッセージ情報は、１個もしくはそれ以上のメッセージから構成され、それらのメッセージには通

知するもの、一時的なもの、永久なものがある。通知メッセージは復旧を必要とせず、ＢＦＴの現状に影

響しない。一時的メッセージはイベントのシーケンスが繰り返されれば再発しないが、現在実行されてい

るＢＦＴの失敗を示す。永久メッセージはイベントのシーケンスが繰り返される毎に送出され、少なくと

も現在実行されているＢＦＴの失敗を示す。 

 

 診断メッセージはＭＣＦフレームの代わりに送出され一個もしくはそれ以上のＨＤＬＣフレームが使
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用される。２個以上のＨＤＬＣフレームが使用された場合は、最後のフレームだけが最終フレームのため

に設定されたコントロールフィールドを含む。フレーム内の診断情報の分割は、属性境界とは全く無関係

である。しかしながら、各フレームは本標準の送信必要条件を満足しなければならない。送信側は一時的

もしくは永久メッセージを受信した場合は、送信された現在のバイナリファイルの設定を見直さなければ

ならい。制御は、あたかも４個のＰＰＲを受信（ＣＴＣコマンドを送出）したかのように続く。 

 

C.4.3 ＦＤＭファクシミリ情報フィールドの構文 
 ＦＤＭファクシミリ情報フィールドの構文は、Ｃ．８．２節に定義する。 

 

C.5 ＢＦＴネゴシエーションのサービスモデル 
 グループ３ファクシミリにおけるバイナリファイル転送ネゴシエーションについては、以下の２つの

サービスモデルがある。 

 

１） ファイル転送要求 

２） 能力識別 

 

 アプリケーションによっては、ＢＦＴネゴシエーションを首尾良く終了させるために１つもしくは２つ

のサービスモデルの要素が使用される。その２つのサービスモデルを以下に定義する。 

 

C.5.1 ファイル転送要求 
 本サービスを使用する場合は、ファクシミリ送信側はファイル転送を要求すると、受信側は肯定的もし

くは否定的な応答をする。最初の要求が受け入れられない場合は、送信側は追加要求をしてもよい． 

 

C.5.2 能力識別 
 本サービスにおいて、被呼ファクシミリ端末は、サポートファイルタイプ一覧を任意に含んだファイル

転送能力を識別し、送信側はそのサポートされている能力一覧からファイルタイプを選択する。 

 

C.6 ＢＦＴネゴシエーションの信号と構成要素 
 バイナリファイル転送ネゴシエーションは、従来のＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳネゴシエーションを使用し

たシンプルフェーズＣモード、もしくは拡張ネゴシエーションプロトコルを使用した拡張フェーズＢモー

ドによって実行可能である。シンプルモードと拡張モードのために使用される信号と設定を以下に定義す

る。 
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C.6.1 ＤＩＳ／ＤＴＣビットの設定 
 受信側はＤＩＳもしくはＤＴＣのビット９９に“１”を設定し、シンプルフェーズＣ方式をサポートす

ることを示さなければならない。送信側はＤＣＳのビット９９を設定し、シンプルフェーズＣ方式を使用

したファイル要求を開始することを指示できる。 

 

受信側はＤＩＳもしくはＤＴＣのビット１００に“１”を設定し、次節に示すような拡張設定を使用し

て、拡張フェーズＢ方式をサポートすることを示さなければならない。 

 

C.6.2 拡張信号の設定 
拡張信号手順は任意に拡張機能をサポートするバイナリファイル転送ネゴシエーションを指示するた

めに使用されてもよい。拡張機能は以下の機能を含んでもよい： 

１）ＢＦＴ能力の識別 

２）グループ３ファクシミリのフェーズＢ内のファイル要求方式での信号またはマルチパスＢＦＴネゴシ

エーションの指示 

フェーズＣ方式でのさらなるＢＦＴネゴシエーション方式を選択する拡張信号の使用は、継続検討とす

る。 

以下の信号はフェーズＢネゴシエーションで使用される。 

－ 本標準の本文で定義されるＦＮＶ、ＲＮＲおよびＲＲ（５．３節参照のこと） 

－ 付属資料Ｆ（Ｆ．６．１節を参照のこと）で定義されるＤＥＳ、ＤＥＲ、ＤＴＲ、ＤＥＣ、ＴＮＲ、Ｔ

Ｒ、ＤＮＫ 
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スーパーグループ 

 次のスーパーグループ８ビットコードは、拡張されたバイナリファイル転送ネゴシエーションに適用可能

なグループ“００００ ０１００”を導入するために使用されるべきである。 

グループ 

 拡張バイナリファイル転送ネゴシエーションのために使用されるグループを以下に示す。 

 

付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ３０ バイナリファイル転送ネゴシエーションのグループ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

グループコー

ド 
名称 データ内容 説明 

0000 0001 ネゴシエーション 付表 C－２で定義される

ビット設定 

フェーズＢのビット設定定義 

0000 0010 転送要求 Ｃ．７．１節のガイドライン

を参照のこと 

送信側がファイル転送要求を示す。 

0000 0011 ファイルタイプ Ｃ．７．２節のガイドライン

を参照のこと 

受信側サポートできるバイナリファ

イルのタイプの一覧を示す。. 

0000 0101 メディアタイプ C．７．２節のガイドライン

を参照のこと 

受信側がサポートできるメディア方

式の一覧を示す。 

0000 0100 圧縮タイプ C．７．２節のガイドライン

を参照のこと 

受信側がサポートできる圧縮方式の

一覧を示す。 

0000 0101 能力要求 付表 C－３で定義される

ビット設定 

受信側が特定の能力の一覧をサポー

トしていれば、提示することを要求す

る。 

（注）このオクテットの使用されないビットはデフォルトで“０”である。 

 

付表Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ３０ ネゴシエーショングループのオクテット値のビット設定 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ビット設定の意味 
ネゴシエーショングループのオクテット値のビット

設定 

シンプルフェーズＣのＢＦＴネゴシエーションの能力

／コマンドのために予約されている 

Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0 

   1 x x x x x x x 

拡張ＢＦＴネゴシエーション能力／コマンド Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0  

   x 1 x x x x x x 

ビット０から５は将来の使用のために予約されている Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0 

   x x x x x x x x 

（注）このオクテットの使用されないビットはデフォルトで“０”である。 
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付表Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ３０ 能力要求グループのオクテット値のビット設定 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

ビット設定の意味 
ネゴシエーショングループのオクテット値のビット

設定 

サポートされるファイルタイプの要求一覧 Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0 

   1 x x x x x x x 

サポートされる圧縮タイプの要求一覧 Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0  

   x 1 x x x x x x 

サポートされるメディアタイプの要求一覧 Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0 

   x x 1 x x x x x 

ビット０からビット４は将来のために予約されている Bit No. 7 6 5 4 3 2 1 0 

   x x x x x x x x 
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C.6.3 ＢＦＴネゴシエーションのためのグループ３ファクシミリ信号の用法 

C.6.3.1 シンプルフェーズＣ方式 
 ＢＦＴネゴシエーションのためのシンプルフェーズＣ方式は従来のＤＩＳ／ＤＴＣネゴシエーション

方式を使用して選択できる。シンプルフェーズＣ方式を使用したファイル転送要求は、グループ３誤り訂

正モード（ＥＣＭ）で使用可能なファクシミリ符号化データフレーム内でＢＦＴネゴシエーションデータ

を示すことにより実行される。ファイル要求を受け入れるためにはＭＣＦ（メッセージ確認）信号が使用

され、ファイル要求を拒絶するためにはファイル診断メッセージ（ＦＤＭ）が使用される。グループ３ファ

クシミリのためのＦＤＭ信号のＦＩＦの構文をＣ．８．２．１節に定義する。 

 

C.6.3.2 拡張方式 － フェーズＢ 
 ファクシミリ受信機は、ＤＥＳ信号を使用してサポートされるファイルタイプとその他のＢＦＴ属性の

値を含むＢＦＴネゴシエーション能力を示してよい。該当する場合、ポーリング操作のために、端末はＤ

ＴＲ信号を使って、ＢＦＴネゴシエーション能力を示してもよい。 

 フェーズＢ内でファイル転送ネゴシエーションを実行するとき、以下の拡張した信号を使用してもよ

い：ＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＥＲ、ＤＴＲ。 

 フェーズＢでＢＦＴファイル要求のすべてまたは一部を拒絶するのに必要なとき、ＦＮＶ信号が否定的

な応答の目的で使用される。付属資料Ｆにあるように、すべての拡張されたネゴシエーションが完了する

と、ＣＦＲ信号は受信機によって送出される。 

 付属資料ＦのＦ．６．３節の中で定められる手順につき、以下の信号がフェーズＢの間、フロー制御の

ために使われてもよい：ＴＮＲ、ＴＲ、ＲＮＲ、ＲＲ。付属資料ＦのＦ．６節の中で定義されるように、

ＦＮＶとＤＮＫ信号は誤り制御機能を提供する。 

 

C.7 BFTネゴシエーションの手順 

C.7.1 ファイル転送要求 

C.7.1.1 フェーズＣ方式 
 受信側はＤＩＳもしくはＤＴＣのビット９９に“１”を設定し、シンプルフェーズＣ方式をサポートす

ることを示さなければならない。送信側はＤＣＳのビット９９を設定し、シンプルフェーズＣ方式を使用

したファイル要求を開始することを指示できる。 

 

C.7.1.2 フェーズＢ方式 
 送信端末はＦＩＦにＢＦＴネゴシエーションスーパーグループと転送要求グループを含むＤＥＲかＤ

ＥＣ信号を用いてフェーズＢ内でファイル転送要求を送出してもよい。転送要求グループのデータ内容は、

要求されたファイル転送（Ｃ．７．２．１節を参照のこと）のために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４タグの

すべて、または、サブセットから構成される。ＤＥＲ信号は、ネゴシエーションを完了する前に、受信機

の付加情報を必要とする場合に、使用されなければならない。ＤＥＣ信号は、受信機の付加情報を必要と

しない場合に、使用されなければならない。 

 

C.7.2 能力識別 
 被呼または受信端末は、ＤＥＳ信号（またはポーリングされる操作が要求されるときのＤＴＲ信号）を

使ってそのＢＦＴ能力を示してもよい。能力はＤＥＳ／ＤＴＲのファクシミリ情報フィールドの中に含ま

れ、ＢＦＴスーパーグループと一つ以上の関連したグループを使用してコード化される。端末は、ネゴシ

エーショングループを使用してＢＦＴネゴシエーションに対するサポートを示す。端末は、以下のグルー

プを使用して特定の能力に対するサポートを示してもよい： 
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１）ファイルタイプ－サポートされるＢＦＴファイルタイプの一覧 

２）圧縮タイプ－サポートされるＢＦＴ圧縮タイプの一覧 

３）メディアタイプ－サポートされるＢＦＴメディアタイプの一覧 

（注）能力識別はフェーズＢ方式のみ利用可能。 
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C.7.3 ＢＦＴファイル転送応答 

C.7.3.1 シンプルフェーズＣ方式 
 受信機はＭＣＦ信号を送出することによりファイル転送要求を受け入れることを示す。受信機はＦＤＭ

信号を送出することによりファイル転送要求を拒絶することができる。ＦＤＭ信号はその拒絶理由を示す。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４診断メッセージコードを含む。受信機はＦＤＭ診断情報の一部として受け入れ

られないタグと値を任意に返信してもよい。 

 

C.7.3.2 拡張フェーズＢ方式 
 受信機は、ＤＥＲ信号で作成された要求への応答としてのＤＥＳ信号、またはＤＥＣコマンドの応答と

してのＣＲＦを送出することによりファイル転送要求を受け入れることを示す。受信機は、ＢＦＴネゴシ

エーション理由コードが設定されたＦＮＶ信号を出すことによってファイル転送要求を拒絶してもよく、

また、拒絶の原因を示唆しているＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４診断メッセージコードを返すことが要求され

る。受信機は、ＦＮＶ診断情報の一部として受け入れられないＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４タグと値を任意

に返してもよい。 

 

C.8 BFTネゴシエーションデータの表現 
 本節は、ＢＦＴネゴシエーション中のＢＦＴデータの表現方法についての規則、及び関連信号の構文を

提供する。 

 

C.8.1 ＢＦＴファイル転送要求 
 バイナリファイル転送要求には、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４に定義されているようにバイナリ－データ

－メッセージのためのＡＳＮ．１コーディングを全て適用しなければならない。ファイル転送要求中にタ

グの全てもしくはサブセットを使用してもよい。データ－コンテンツタグ、長さ、値は省いてもよい。固

定長符号化だけを使用しなければならない。 

 

C.8.1.1 フェーズＣ方式ファイル転送要求 
フェーズＣ方式転送要求の構文： 

 

フェーズＣ信号：：＝＜ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４バイナリデータメッセージ＞ 

 

C.8.1.2 フェーズＢ方式ファイル転送要求 
フェーズＢ方式転送要求の構文： 

フェーズＢ方式信号：ＤＥＲまたはＤＥＣ 

Group Structure: 

Tag Encoded Data：：＝ 

<ＢＦＴネゴシエーションＳＧ><ＳＧ長><転送要求グループタグ><グループ長><グループ値> 

<グループ値>：：＝<ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４バイナリデータメッセージ> 

 

C.8.2 ＢＦＴファイル転送応答 
ＢＦＴファイル転送要求に対する応答として、以下の表現規則が適用される。 

 

１） 固定長符号化のみを許す。 

２） 複数タグを返信する場合は、“IMPLICIT SEQUENCE OF SEQUENCE”符号化を使用すること。 
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３） １個のタグだけを返信する場合は、そのタグ（及び適用されるデータ）に対するＡＳＮ．１構文だ

けを表現すること。 

C.8.2.1 フェーズＣ方式ファイル転送要求 
フェーズＣ方式信号：ＦＤＭ、ＭＣＦ 

 

ＦＤＭ応答の構文 

 

FIF：：＝＜診断コード＞[＜フレーム番号＞＜診断情報＞] 

 

＜診断情報＞：：＝＜長さ＞＜拒絶されたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４データ＞ 

 

ＦＤＭフレームのＦＩＦオクテット構造は以下のようにしなければならない。 

 

オクテット 内容 必要条件 追加コメント 

第１ 診断コード 必須 付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｔ４３

４にて定義された値 

第２ フレーム番号 オプション 複数フレーム応答を許可す

るため。 

付加オクテット 診断情報 オプション 拒絶されたＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ４３４データの構造 

 

拒絶されたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４データのフォーマットはＣ．８．２節で定義された規則に従わなけ

ればならない。 
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C.8.2.2 フェーズＢ方式ファイル転送応答 
フェーズＢ方式信号：ＦＮＶ、ＤＥＳ、ＣＦＲ 

 

 ＦＮＶ応答の構文 

 

 ＢＦＴネゴシエーションの拒絶のためのＦＮＶビット設定 

 

 FIF：：＝<最初のオクテット><拡張オクテット><ＦＤＭ診断コード><長さ> 

<拒絶されたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４データ> 

 

C.8.3 能力一覧 
 タグと値の一覧に続く単一属性の能力一覧については、ＡＳＮ．１“ＯＦ”構文を使用すること。以下

の規則が適用される。 

 

－  固定長符号化のみを許す。 

－  ファクシミリ送信機は、構造と構文がＣ．８．４節で定められる“能力要求”グルー

プを使用している能力の一覧の特定の要求をしてもよい。 

 

C.8.3.1 ファイルタイプ能力一覧の構文 
フェーズＢ方式信号：ＤＥＳまたはＤＴＲ 

 

Group Structure: 

Tag Encode Data：：＝ 

<ＢＦＴネゴシエーションＳＧ><ＳＧ長><ファイルタイプグループタグ><グループ長> 

<グループ値> 

 

<グループ長>：：＝<オブジェクト識別子のシーケンス> 

 

C.8.3.2 圧縮タイプ能力一覧の構文 
フェーズＢ方式信号：ＤＥＳまたはＤＴＲ 

 

Group Structure: 

Tag Encoded Data：：＝ 

<ＢＦＴネゴシエーションＳＧ><ＳＧ長><圧縮タイプグループタグ><グループ長><グループ値> 

<グループ値>::=<オブジェクト識別子のシーケンス> 
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C.8.3.3 メディアタイプ能力一覧の構文 

フェーズＢ方式信号：ＤＥＳまたはＤＴＲ 

Group Structure: 

Tag Encoded Data：：＝ 

<ＢＦＴネゴシエーションＳＧ><ＳＧ長><メディアタイプグループタグ><グループ長><グループ値> 

<グループ値>：：＝<Ｍｉｍｅメディアタイプ属性のシーケンス> 

 

（注）Ｍｉｍｅメディアタイプ属性の構文は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４で定義される。 

 

C.8.4 能力要求 

送信機は、“能力要求”グループを使用している能力のリストの特定の要求をしてもよい。一つ以上の要

求は一度に行われてもよい。そして、グループ値オクテットのビット設定に依存する。 

 

C.8.4.1 能力要求の構文 

フェーズＢ方式信号：ＤＥＲ 

Group Structure: 

Tag Encoded Data：：＝ 

<ＢＦＴネゴシエーションＳＧ><ＳＧ長><能力要求グループタグ><グループ長><グループ値> 

グループ値は付表Ｃ－３で定義された信号オクテットである。 
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付属資料Ｄ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

連続階調カラー画像のグループ３文書ファクシミリ伝送のための手順 

（本付属資料は本標準を構成する上で絶対必要なものである） 

 

 

D.1 はじめに 

  本付属資料は、グループ３ファクシミリモードの操作のための連続階調（多値）カラー画像と単色多値画

像の伝送を可能にするためのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の拡張について記述する。 

  目的は、一般交換電話網またはその他の網上で高品質なフルカラー画像または単色多値画像の有効な伝送

を可能にする事である。画像は通常２００画素／２５．４ｍｍまたはそれ以上で、色構成要素に対して画像

要素に付き８×８ビットまたはそれ以上のスキャナで原画像を走査する事によって得られる。原画像は、典

型的なカラーまたは単色多値の写真または高品質印刷物である。 

  ここに記述された方法はフルカラー画像において有効であるが、ビジネス用画像の様な多色画像の伝送で

は、他の方法の方がもっと効率がいいかもしれない。２つのこのような方法として、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４

３４（バイナリーファイル転送）とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２（ＪＢＩＧ符号化）を使用した画像伝送がある。

本付属資料は、多色画像の符号化を記述するものではない。本課題は将来検討課題として残される。 

  連続階調（多値）画像のための符号化方法論は、標準画像符号化ＪＰＥＧ（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１およ

びＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１）をベースにしている。ＪＰＥＧ画像符号化方法は非可逆モードと可逆

モードの符号化の両方を含む。本付属資料は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）を基本とした非可逆モードの符

号化を採用している。 

  カラー画像データの表記法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２をベースとしている。これは、デバイスに依存し

ないカラー空間表記法、すなわちカラー情報の確実な交換を行うＣＩＥＬＡＢ色空間を採用している。 

  本付属資料は、連続階調カラーと単色多値画像の伝送のための能力のネゴシエーションのための手順を解

説する。またＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのファクシミリ情報フィールドへ

新規登録された定義と仕様を規定する。 

  情報としては、適している画像入力精度（ビット／画素）と空間の解像度と色構成要素のサンプリング率

とＪＰＥＧ能力とカラー能力と画像データ尺度があり、これらがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルのプリ

メッセージフェーズでのネゴシエーションの主目的となる。 

  本付属資料は、連続階調カラーと単色多値画像の現行の符号化の内容と形式を記述するものではない。そ

れらの情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅに含まれる。 

エラーフリー伝送のための誤り訂正方式（ＥＣＭ）の使用が本付属資料によって記述された手順に必須で

ある。誤り訂正方式の伝送において、ＪＰＥＧ符号化された画像データはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資

料Ａによって記述されたＨＤＬＣ（ハイレベルデータリンク制御）伝送フレームのファクシミリ符号化デー

タ（ＦＣＤ）の部分にはめ込まれる。 

連続階調カラーと単色多値画像データの符号化と復号の技術的な特徴は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資

料Ｅに記述されている。それは使用しているＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に定義されている画像符号化の２つの

モード（非可逆単色多値と非可逆カラー）を記述している。 
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D.2 定義 

ＣＩＥＬＡＢ  ＣＩＥ １９７６（Ｌ
＊
ａ

＊
ｂ

＊
）色空間。ＣＩＥ（Commission Internationale de l'Eclairage）

が定義した色空間で、空間中の等間隔の点の間では視覚的にほとんど等しいと認識できる

差を持つ空間である。３つの要素は、Ｌ
＊
すなわち明度と、色差のａ

＊
、ｂ

＊
である。 

ＪＰＥＧ        Joint Photographic Experts Group このグループにより定義されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１

に記述される符号化方式の略である。 

 

基本処理ＪＰＥＧ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１にて記述された独自の８ビット順次処理離散コサイン変換（Ｄ

ＣＴ）に基づいた符号化と復号処理。 

 

量子化表 基本処理ＪＰＥＧにおいてＤＣＴ係数を量子化するために用いられる６４個の値からな

る集合。 

 

ハフマン表 ハフマン符号化とハフマン復号で必要とされる可変長符号の集合。 

 

D.3 参照規格 

 － ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１（１９９２）, ＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１, 情報技術－連続階調静止

画像のディジタル圧縮と符号化、要求とガイドライン（一般的にＪＰＥＧ標準として参照される。） 

 

 － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２, ファクシミリのための連続階調カラー表現方式。 

 

 － ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４, 文書伝送用グループ３ファクシミリ装置の端末特性。 

 

D.4 ネゴシエーション手順 

 グループ３ファクシミリのプロトコル下での、ＪＰＥＧ符号化された連続階調カラーと単色多値画像の送

信や受信のネゴシエーションは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルのプリメッセージ手順（フェーズＢ）

でのＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのビットの設定を通して実施される。 

 送信局と受信局間で設定される最初の能力は、ＪＰＥＧモードが利用できるかどうかを示すためのもので

ある。そして２番目に設定される能力は、フルカラーが利用できるかどうかである。 

 ３番目に、ハフマン符号表として優先使用テーブルを用いる事を受信局へ示すための手段が提供される。

ハフマン符号表の伝送は必須である。 

 これら３つの特性に加えて、以降に続く必須またはオプションの４つの能力が交換される。 

 

付表Ｄ－１／ＪＴ－Ｔ３０  必須およびオプションの能力 

 

必    須 オ プ シ ョ ン 

  ８ビット／画素／要素 １２ビット／画素／要素 

  ４：１：１色差サブサンプリング サブサンプリングなし（１：１：１） 

  ＣＩＥ標準照射光Ｄ５０ 非標準照射光 

  デフォルト色域範囲 非標準色域範囲 

 200×200 画素／25.4mm 300×300,400×400,600×600,1200×1200 画素／

25.4mm 

 200×200 画素／25.4mm 100×100 画素／25.4mm 
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付属資料Ｅ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４にて定義される半二重変調方式を用いた 

グループ３ファクシミリ伝送のための手順 

 

E.1 はじめに 

  本付属資料では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ａと本標準の付属資料Ａにて論じられるグループ３

ファクシミリ端末に対して、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４にて定義される半二重変調方式をオプションとして使

用する手順を規定する。 

 

E.2 参照規格 

 － ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８（２０００）, 一般交換電話網におけるデータ伝送のセッション開始手順 

 

 － ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４（１９９８）, 一般交換電話網と２線式ポイントツーポイント電話形専用回

線で使用する３３６００ｂｉｔ／ｓまでのデータ信号速度で動作するモデム 

 

E.3 手順 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４変調方式を用いる全てのファクシミリメッセージにおいて、誤り訂正モード（Ｅ

ＣＭ）を使用することは必須である。以下に示されることを除いては、本標準の付属資料Ａに示される手順

に従うべきである。 

 

E.3.1 概要 

E.3.1.1 

 端末は、本標準の６章と本付属資料にて規定されるものを除いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８とＶ．３４の１

２章で定義される開始手順を進めなければならない。 

 

E.3.1.2 

 ＡＮＳａｍ応答信号を受信した後、網のエコーサプレッサをディスエーブル状態にしておくために、送信

端末は開始手順の中とコントロールチャネルとプライマリチャネルの間では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８とＶ．

３４で定義される無音区間を除いては、常に信号を送出しなければならない。コントロールチャネルの開始

後、受信端末はプライマリチャネルのトレーニングやデータを受信する時のみ、無音状態にしなければなら

ない。 

 

E.3.1.3 

 二値符号化された手順データはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４でも規定されるコントロールチャネルを用いて送

信されなければならない。メッセージデータとＲＣＰ命令はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で規定される半二重の

プライマリチャネルを用いて送信されなければならない。 

 

E.3.1.4 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の１２．４節で定義されるコントロールチャネルの開始手順を実行した後、両方

の端末は受信器をＨＤＬＣフレームが受信できるような状態にし、コントロールチャネルの開始手順の間に

両端末間で決定したコントロールチャネルの速度を用いて、ＨＤＬＣフラグを送らなければならない。どの
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開始手順、再同期制御、リトレーニングの後でも、少なくとも２つのフラグが最初のコントロールチャネル

フレームに先立ち送られるべきである。コントロールチャネルのデータ信号速度はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４ 

１２．４節で規定されるＭＰｈシーケンスによって決定されなければならない。 

（注） 表２３／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４に示すＭＰｈのビット５０にて定義される非対称なデータ信号速

度の使用については継続検討とする。 

 

E.3.1.5 

 コントロールチャネルオペレーションの間に、端末が何らかの方法によって、その変調方式が相手機との

間でコントロールチャネルの同期を失った場合には、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の１２．８節で規定されるよ

うなコントロールチャネルのリトレーニングを始めなければならない。 

 

E.3.2 プリメッセージ手順（フェーズＢ） 

E.3.2.1 

 ＴＣＦ信号はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４によるファクシミリ手順の中では使用されない。そのため、ＤＣＳ

フレームを送った後、送信端末は有効な応答信号を受信するのを待つ間、コントロールチャネルのＨＤＬＣ

フラグを送出しなければならない。受信端末は全てのプリメッセージ手順が完了しメッセージ送信へ移るこ

とを示すためにＣＦＲでＤＣＳに対して応答しなければならない。ＦＴＴ信号は用いられない。 

 

E.3.2.2 

 ＣＦＲフレームを送信後、受信端末は連続した少なくとも４０個の“１”の信号を検出できるまでフラグ

を送信し続け、その後無音状態としなければならない。無音状態の間、受信端末はＭＰｈの交換によって決

められたデータ速度でプライマリチャネルの再同期信号とそれに続くメッセージデータを受信する準備を

しなければならない。 

 

E.3.2.3 

 ＣＦＲフレームを受信した後、受信端末が無音状態になること（またはフラグの送出がなくなること）を

検出するまで、送信端末は連続した“１”の信号を送出しなければならず、その“１”は少なくとも４０個

送られる。その後、送信端末は７０±５ミリ秒間の無音状態をおいた後、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義さ

れるプライマリチャネルの再同期信号を送り、更にＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料ＡのＡ．３．１節に定義

される同期信号を送出した後、ＭＰｈ信号の交換によって決定されたデータ速度でメッセージデータを送出

する。 

 

（注） Ｔ２タイマは、フラグ検出の時点の代わりに、新しいフレームの開始の時点でリセットされなけれ

ばならない。 

 

E.3.3 インメッセージ手順とメッセージ伝送（フェーズＣ） 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の１２．７節に定義されるプライマリチャネルのリトレーニングの使用について

は継続検討とする。 

 

E.3.4 ポストメッセージ手順（フェーズＤ） 

E.3.4.1  

 メッセージデータと部分ページのための制御への復旧シーケンス（ＲＣＰ）を送出した後、送信端末は続

いてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４にて定義されるプライマリチャネルのターンオフ手順を行い、その後ＩＴＵ－
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Ｔ勧告Ｖ．３４にて定義されるコントロールチャネルの再同期手順か、データ速度の変更が必要な場合には、

コントロールチャネルのスタートアップ手順を行わなければならない。そして受信端末からの信号を受ける

ため、再同期手順の場合には、コントロールチャネルの再同期応答かコントロールチャネルのリスタート応

答を検出する準備を、またスタートアップ手順の場合には、コントロールチャネルのスタートアップ応答を

検出する準備をしなければならない。コントロールチャネルのスタートアップ手順では、ＭＰｈの交換を通

して、データ速度の再ネゴシエーションが可能である。 
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E.3.4.2 

 メッセージデータとＲＣＰシーケンスを受信した後、受信端末の変復調器はコントロールチャネルの再同

期信号を検出するための準備をしなければならない。受信端末はその信号を受信した後、その信号が再同期

信号の場合には、コントロールチャネルの再同期応答か、データ速度の変更が必要な場合には、コントロー

ルチャネルのスタートアップ応答にて応答し、リスタート信号の場合には、コントロールチャネルのスター

トアップ応答にて応答しなければならない。コントロールチャネルのスタートアップ手順では、ＭＰｈの交

換を通して、データ速度の再ネゴシエーションが可能である。 

 

E.3.4.3 

 コントロールチャネルが再び確立した後、送信側の変復調器は、ポストメッセージ命令を送出しなければ

ならない。ポストメッセージ命令を受信後は、受信端末はポストメッセージ応答を送出しなければならない。 

 

E.3.4.4 

 メッセージの間においては最後のポストメッセージ応答を送出した後、受信側のモデム変復調システムは

連続した少なくとも４０個の“１”の信号を検出するまでフラグを送信し、その後無音状態としなければな

らない。無音状態の間、受信端末はＭＰｈの交換によって決められた速度でプライマリチャネルの再同期信

号とそれに続くメッセージデータを受信する準備をしなければならない。 

 

E.3.4.5 

 メッセージの間においては最後のポストメッセージ応答を受信した後、受信端末が無音状態になること

（またはフラグの送出がなくなること）を検出するまで、送信端末は連続した“１”の信号を送出しなけれ

ばならず、その“１”は少なくとも４０個送られる。その後、送信端末は７０±５ミリ秒間の無音状態をお

いた後、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４で定義されるプライマリチャネルの再同期信号を送り、更にＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４付属資料ＡのＡ．３．１節に定義される同期信号を送出した後、ＭＰｈ信号の交換によって決定さ

れたデータ速度でメッセージデータを送出する。 

 

（注１） データ速度の変更は、Ｅ．３．４．１節とＥ．３．４．２節に示す手順により、コントロールチャ

ネルのどの開始点でも可能である。ＣＴＲ／ＣＴＣフレームはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４を用いた

ＥＣＭプロトコルでは使用されるべきではなく、ＥＯＲ／ＥＲＲかＤＣＮ信号が終了のために使

用される。 

（注２） オプションとして、端末はＤＣＮの送出後、連続した“１”を送信せずに直ちに回線を開放して

もよい。 

（注３） ＰＩＰ／ＰＩＮとＰＲＩ－Ｑコマンドの使用については、継続検討とする。 

 

E.4  Ｇ３ファクシミリのためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８およびＶ．３４の半二重操作手順 

 これらの手順は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８およびＶ．３４の対応する部分によって定義される。 

 

E.5 シーケンス例 

 本節は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４のＥＣＭ手順に使用されるシーケンス例からなる。
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 75±5ms 70±5ms 70±5ms 70±5ms

75±5ms 

(注 1) 連続"１"の信号列は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.３４の１２.６.３節で
   定義されるように、４Ｔ時間のスクランブルされた"１"なければならない。

CNG CM CJ INF 
O0c 

B B L1 L2 B S S PP TRN PPh ALT MPh E flags TSI DCS flags "1" S S PP B1 画データMPh 
(注 1)

PPh ALT MPh E MPh NSF CSI DIS CFR flagsflagsINF
O0hAINF 

O0a A A ANSam JM

発呼端末 

応答端末 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘﾁｬﾈﾙ
等化器の
トレーニング

モデムパラメータ 
の交換

ＪＴ－Ｔ３０
ＦＡＸハンドシェーク

ﾌﾟﾗｲﾏﾘﾁｬﾈﾙ
の再同期回線診断網相互作用

 
付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 典型的なＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.３４ファクシミリの開始シーケンス 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

(注1) 連続”１”の信号列は、ＩＴＵ－Ｔ勧告 V.３４の１２.６.３節で 
    定義されるように、４Ｔ時間のスクランブルされた”１”でなければならない。 
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画データ

送信端末

受信端末

Sh ALT E PPS-
MPS

flags "1" S S PP B1 画データSh

MCF flagsflagsSh ALT ESh

 
 

付図Ｅ－２／ＪＴ－Ｔ３０ ページ間 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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画データ

送信端末

受信端末

回線切断

回線切断

(注2) 端末は、連続する"１"の送信を行わないで、
　　　ＤＣＮ送信後即座に、回線を切断するかもしれない。

Sh ALT E PPS-
EOP

flags "1"
(注2)

Sh DCN

MCF flagsflagsSh ALT ESh

 
 

付図Ｅ－３／ＪＴ－Ｔ３０ 通信終了手順 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０）
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画データ

送信端末

受信端末

Ｔ2経過

Sh ALT E PPS-
EOM

flags "1" S S PP B1 画データSh DCSTSIflags

MCF flagsflagsSh ALT ESh CSINSF DIS flags CFR flags

 
 

付図Ｅ－４／ＪＴ－Ｔ３０ （データ速度の変更を伴わない）モード変更 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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画データ

送信端末

受信端末

Ｔ2経過

E PPS-
EOM

flags "1" S S PP B1 画データDCSTSIflagsPPh ALT MPh MPh

MCF flagsflagsE CSINSF DIS flags CFR flagsPPh ALT MPh MPh

 
 

付図Ｅ－５／ＪＴ－Ｔ３０ （送信端末からのデータ速度の変更を伴う）モード変更  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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画データ

送信端末

受信端末

Sh ALT PPS-
NULL

flags "1" S S PP B1 画データSh EPPh ALT MPh MPh

PPR flagsflagsEPPh ALT MPh MPh

 
 

付図Ｅ－６／ＪＴ－Ｔ３０ 部分ページ間のデータ速度変更 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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画データ

送信端末

受信端末

Ｔ4経過

Sh ALT E PPS-
MPS

flags "1" S S PP B1 画データSh PPS-
MPS

flags

MCF flagsflagsSh ALT ESh MCF flags

 
 

付図Ｅ－７／ＪＴ－Ｔ３０ コマンド再送 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 



 

 - 160 - ＪＴ－Ｔ３０ 

 
 
 

 
 

付図Ｅ－８／ＪＴ－Ｔ３０ 手動送信 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

C

DIS
(注 3)

発呼端末 

応答端末 

ANSam DIS
(注 3)

CN

開始

450±50ms (注 3-2) 

ANSam JM

CM CJ

(注 3) ビット６は１にセットされる。 

(注 3-2)本標準第１７版とそれ以前の標準に準拠している端末は 75±25ms 

回線診断フェーズへ

回線診断フェーズへ
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付図Ｅ－９／ＪＴ－Ｔ３０ 手動受信 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

C

発呼端末

応答端末

ANSam DIS
(注 4)

CN

開始

450±50ms(注 4-2) 

CNCN

ANSam JM

CM CJ

(注 4) ビット６は１にセットされる。 

(注 4-2)本標準第１７版とそれ以前の標準に準拠している端末は 75±25ms

回線診断フェーズへ

回線診断フェーズへ
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付図Ｅ－１０／ＪＴ－Ｔ３０ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８から通常のＪＴ－Ｔ３０手順へ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

発呼端末

応答端末

CN

450±50ms (注 5-2) 

 

(NSF)(CSI)DIS
(注 5)

(TSI)DC
(注 5) TC

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

CFR
(注 5)

(例
ITU-T 勧告
  V.17)

画データ

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｖ．８ 通常のＪＴ－Ｔ３０手順

CM CJ

ANSam JM

(注 5) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２１変調モード 

(注 5-2)本標準第１７版とそれ以前の標準に準拠している端末は 75±25ms 
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画データ

発呼端末

応答端末

Ｔ2経過

70±5ms 70±5ms

Sh ALT E PPS-
EOM

flags CJ      CM
(RX FAX)

Sh DTCCIGflags

MCF flagsflags "1"Sh ALT ESh CSINSF DIS flags JM

付図Ｅ－１１（２／２）
の発呼端末へ

付図Ｅ－１１（２／２）
の応答端末へ

 
 

付図Ｅ－１１／ＪＴ－Ｔ３０ ターンアラウンドポーリング（発呼端末が送信から受信へ）（１／２）  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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75±5ms 70±5ms 70±5ms 70±5ms

75±5ms

発呼端末

応答端末

PPh ALT MPh EMPh CFR flagsflagsINF
O0h

BINF
O0c

B B

INF
O0a

A A L1 L2 A S S PP TRN PPh ALT MPh E TSI DCS flags "1" S S PP B1 画データMPh

付図Ｅ－１１（１／２）
の発呼端末から

付図Ｅ－１１（１／２）
の応答端末から

 
 

付図Ｅ－１１／ＪＴ－Ｔ３０ ターンアラウンドポーリング（発呼端末が送信から受信へ）（２／２）  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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画データ

発呼端末

応答端末

70±5ms

JM

70±5ms

MCF flagsflags "1" CJ      CM
(TX FAX)

Sh ALT ESh CSINSF DIS flags

Sh ALT E PPS-
EOM

flagsSh DTCCIGflags

Ｔ2経過

付図Ｅ－１２（２／２）
の発呼端末へ

付図Ｅ－１２（２／２）
の応答端末へ

 
 

付図Ｅ－１２／ＪＴ－Ｔ３０ ターンアラウンドポーリング（発呼端末が受信から送信へ）（１／２）  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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75―5ms 70―5ms 70―5ms 70―5ms

75―5ms 

INF 
O0c 

B B L1 L2 B S S PP TRN PPh ALT MPh E TSI DCS flags "1" S S PP B1 画データ MPh 

PPh ALT MPh E MPh CFR flags flags INF 
O0h 

A INF 
O0a 

A A 

発呼端末 

応答端末 

付申Ｅ－１２（１／２） 
の発呼端末から 

付申Ｅ－１２（１／２） 
の応答端末から 

 
 

付図Ｅ－１２／ＪＴ－Ｔ３０ ターンアラウンドポーリング（発呼端末が受信から送信へ）（２／２）  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 
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75±5ms 

75±5ms             70±5ms      70±5ms 

  

 

CNG CM 
(注６） 

CJ INF 
O0c 

B B PPh ALT MPh E flags CIG 

 
DTC  flags            CFR  flags   MPh 

PPh ALT MPh E MPh NSF CSI DIS flags INF O0a A A    L1     L2      A                  S    S     PP    TRN ANSam JM 

発呼端末 

応答端末 

B INF 
O0h 

70±5ms 

 

75±5ms 

75±5ms             70±5ms      70±5ms 

  

 

CNG CM 
(注６） 

CJ INF 
O0c 

B B PPh ALT MPh E flags CIG 

 
DTC  flags    MPh 

PPh ALT MPh E MPh NSF CSI DIS  TSI   DCS   flags          “1”           S   S    PP     B1     画データ flags INF 
O0a 

A A    L1     L2      A                  S    S     PP    TRN ANSam JM 

発呼端末 

応答端末 

B INF 
O0h 

70±5ms 

 

(注６)ＲＸ ＦＡＸを設定する 

 

付図Ｅ－１３／Ｔ３０ ポーリングシーケンス 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０）  

 

 CFR   flags   
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75±5ms 

  

 
CM 

 
CJ INF 

O0c B B PPh ALT MPh E flags TSI 

 
DCS MPh 

PPh ALT MPh E MPh NSF CSI DIS flags INF 
O0a A ANSam JM 

フックオフ 

70±5ms 

 

付図Ｅ－１４／ＪＴ－Ｔ３０ 会話モード後の手動通信 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０）  

 

A 会話 
INF 
Oh A 

会話 L1 L2 B S S PP TRN 

75±5ms 70±5ms 

フックオフ 

ダイアル 

本端末は原稿受信を開始し、本モ

ードにおいて応答端末として定義
される 

本端末は原稿送信を開始し、本モ

ードにおいて発呼端末として定義
される 

CFR flags 

flags “1” 

70±5ms 

S S PP 画データ B1 
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付属資料Ｆ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

ＲＳＡアルゴリズムに基づくＧ３ファクシミリセキュリティ 

（本付属資料は本標準を構成する上で絶対必要なものでない） 

 

F.1 序文 

（序文は故意になにも記述しない） 

 

F.2 はじめに 

  本付属資料は、ＲＳＡ暗号化機構に基づくセキュリティ機能を提供する機構を規定する。 

セキュリティ機能によるドキュメント転送の符号化方式は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３

０で定義された種類のどれかである。（ＭＨ、ＭＲ、ＭＭＲ、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ｃのキャラク

タモード、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料ＢのＢＦＴと他のファイル転送モードなど） 

 

F.3 参照規格等 

－ FIPS PUB 186-2: Digital Signature Standard, U.S NIST, 27 January 2000. 

（ディジタル署名標準） 

－ ISO/IEC 9796-2:2002, Information technology – Security techniques – Digital signature scheme giving message 

recovery – Part 2: Integer factorization based mechanisms. 

（メッセージ復元を可能にするディジタル署名方式 整数因数分解に基づいた機構） 

－ ISO/IEC 9796-3:2000, Information technology – Security techniques – Digital signature schemes giving message 

recovery – Part 3: Discrete logarithm based mechanisms. 

（メッセージ復元を可能にするディジタル署名方式 離散対数に基づいた機構） 

－ RSA: RIVEST (R.L.), SHAMIR (A.), ADLEMAN (L.), A method for obtaining digital signatures and public-key 

cryptosystems, CACM(comunication of the ACM),Vol.21,No2,pp.120-126,1978. 

（ディジタル署名と公開鍵暗号システムの入手方法）  

－  ISO/IEC 9979:1999, Information technology – Security techniques – Procedures for the registration of 

cryptographic algorithms. 

（暗号アルゴリズムの登録手続） 

－ ISO/IEC 10118-3: 2004, Information technology - Security techniques - Hash-functions - Part 3: Dedicated 

hash-functions. (専用ハッシュ関数) 

－ FIPS PUB180-1: Secure Hash Standard, April 1995. 

（セキュリティのハッシュ標準） 

－ ISO/IEC 14888-3:1998, Information technology – Security techniques – Digital signatures with appendix – Part 3: 

Certificate-based mechanisms. 

（付録付きのディジタル署名 認証に基づいた機構） 

－ RFC1321(1992), The MD5 Message-Digest Algorithm.  

（メッセージダイジェストアルゴリズム） 
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F.4 セキュリティ機構 

F.4.1 ディジタル署名機構と鍵管理 

ディジタル署名（認証とメッセージ完全性タイプのサービス）に使用される基本アルゴリズムは、 

ＲＳＡである。 

  この目的のために使われる鍵の組合せは“公開鍵”と“秘密鍵”である。 

オプションの暗号化の電文サービス（メッセージ秘密保持）が提供される時には、文書の暗号化に使われる

セッション鍵“Ｋｓ”を含むトークンもまたＲＳＡアルゴリズムで暗号化される。 

  この目的に使われる２つの鍵“暗号化の公開鍵”と“暗号化の秘密鍵”は認証とメッセージ完全性タイプ

のサービスの鍵と同じものではない。双方の使用方法に関連はない。 

  本付属資料で使用されるＲＳＡの実装は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準９７９６“メッセージ復元を可能にする

ディジタル署名方式（Digital Signature Scheme Giving Message Recovery）”に記述されている。 

ＲＳＡアルゴリズムを処理する時のセッション鍵を含むトークンの暗号化に対する拡大規則も同じＩＳＯ

／ＩＥＣ標準９７９６に規定されている。 

（注）ある主管庁はＲＳＡ（本付属資料の内容の基本アルゴリズム）に加えてＤＳＡ（ディジタル署名アル

ゴリズム）のオプション機構の実装を要求するかもしれない。 

 

F.4.2 公開鍵、秘密鍵及びディジタル署名の長さ 

  基本機能では、公開鍵、秘密鍵及びディジタル署名の長さは５１２ビットである。 

プロトコルを介してネゴシエーションすることで、認められたオプションとしてより長い長さが使用される

かもしれない。（後述） 
 

F.4.3 ＲＳＡの公開指数の長さ 

 ディジタル署名では公開指数は固定値３である。 

セッション鍵を含むトークンの暗号化に対しては、公開指数は固定値で２１６＋１である。 

このセッション鍵は、文書の暗号化に使われる。(後述) 
 

F.4.4 認証局 

  デフォルトでは認証局は、使用されない。 

オプションとして認証局がファクシミリメッセージの送信者の公開鍵の正当性を認証するために使用され

るかもしれない。このような場合、公開鍵はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５０９の規定で認証されるかもしれない。 

  送信者の公開鍵の認証を送信する方法は、本付属資料で規定されるが、認証の正確なフォーマットは継続

検討とする。（本付属資料の改訂版で） 

認証の実際の送信は、プロトコルの中でネゴシエーションされる。 
 

F.4.5 登録モード 

  必須機能として、登録モードが規定される。送信者と受信者に２つのユーザ間のセキュリティファクシミ

リ通信に先立ち信頼性のある方法で他方のユーザの鍵を登録と格納することが許されている。 

登録モードは使用者が公開鍵を端末に手入力しなくてもすむようにする。（公開鍵は６４オクテットか、よ

り長い適切な長さである。） 

  登録モードは公開鍵を交換し、端末に格納することが許されるので、ファクシミリ通信で、それらを送信

する必要がなくなる。 

  登録モードの方式は本付属資料で後述される。 
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F.4.6 ハッシュ関数 

  本付属資料で記述するように、いくつかの署名は“ハッシュ関数”の結果を適用する。 

使用されるハッシュ関数はＳＨＡ－１（Secured Hash Algorithm,米国ＮＩＳＴアルゴリズム)かＭＤ－５（Ｒ

ＦＣ１３２１）のどちらかである。 

  ＳＨＡ－１に対してはハッシュ演算の結果の長さは１６０ビットである。 

ＭＤ－５に対してはハッシュ演算の結果の長さは１２８ビットである。 

端末は、ＳＨＡ－１またはＭＤ－５のどちらかを実装するか、または両方実装してもよい。 

一方のアルゴリズムまたは他方のアルゴリズムの使用は、プロトコルでネゴシエーションされる。（後述） 

  将来、本付属資料に他のハッシュ関数が追加されるかもしれない。 

 

F.4.7 暗号化 

F.4.7.1 概略 

  暗号化の電文サービスの規定のためのデータ暗号化方式はオプションとする。 

５つのオプション暗号化方式は本付属資料の適用範囲で登録されている。 

ＦＥＡＬ－３２、ＳＡＦＥＲ Ｋ－６４、ＲＣ５、ＩＤＥＡ及びＨＦＸ４０（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３６で

規定される）である。 

ある国では、この使用は国家規制の対象となるかもしれない。 

  他のオプションアルゴリズムが今後登録されるかもしれない。 

他のオプションアルゴリズムがまた使用されるかもしれない。これらはＩＳＯ／ＩＥＣ標準９９７９（暗号

化アルゴリズムの登録手順）に適合するように選択される。 

  これらのアルゴリズムのひとつを扱う端末能力と通信で実際に使用するアルゴリズムは、プロトコルでネ

ゴシエーションされる。 

  セッション鍵が、暗号化に使用される。このセッション鍵は、“Ｋｓ”と呼ばれる。 

Ｋｓの基本の長さは４０ビットである。 
 

－４０ビットのセッション鍵を使用するアルゴリズム（例えばＨＦＸ４０）に対しては、セッション鍵は暗

号化アルゴリズムで実際に使用される鍵である。 

－４０ビットより長い鍵を必要とするアルゴリズム（例えばＦＥＡＬ－３２、ＩＤＥＡ、ＳＡＦＥＲ  

Ｋ－６４はそれぞれ、６４ビット、１２８ビットと６４ビット）に対しては、必要な長さを得るために拡

大機構が実行される。その結果として得られる鍵は、“拡大セッション鍵”と呼ばれる。 

“拡大セッション鍵”が､実際に暗号化アルゴリズムに使用される鍵である。 

拡大機構は次の節で規定される。 
 

  Ｋｓに含まれるトークン“ＢＥ”（後述）は受信者の“暗号化の公開鍵”で暗号化され、送信者によって

送信される。 

  拡大鍵が必要となると､受信端末は送信端末から受信したトークン“ＢＥ”からそれを再生する。 
 

F.4.7.2 拡大セッション鍵の獲得機構 

  拡大セッション鍵が必要になれば、（暗号化アルゴリズムが４０ビットより長い鍵を必要としたとき）次

のように本エンティティが生成される： 
 

  Ｋｓのビットパターンがアルゴリズムとして必要とされる長さになるまで繰り返される。 

必要なら、最後の部分にパターンの一部（一番左のビットからはじまる）が必要な適正な長さになるよう付

け加えられる。 
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  以下に、アルゴリズムが１２８ビットを必要とするこの原理の例として図解する。（例えば、ＩＤＥＡ） 

 

 

４０ビット ４０ビット ４０ビット XXXXXXXX

８ビット 

X XX 

Ｋｓの一番左のビット Ｋｓの一番左のビット Ｋｓの一番左のビット Ｋｓの一番左のビット 

拡大セッション鍵＝１２８ビット長 
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F.4.8 ハッシュ関数の使用法とＲＳＡアルゴリズム 

F.4.8.1 方式概略 

 

付図Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０) 

（注）ＩＳＯ／ＩＥＣ標準９７９６では、短いデータをＲＳＡ署名するよう設計されている。そのデータは

署名されるメッセージが、（もし短ければ）それ自身、もしくは、（もし長ければ）署名されるメッセー

ジのハッシュ演算結果である。ＩＳＯ／ＩＥＣ標準９７９６を参照。 

 

F.4.8.2 ビット伝送順序 

  本付属資料を通して： 

（１）（本付属資料に表現される）すべてのオクテット列は一番左のオクテットが最初に伝送される。それ

ぞれのオクテットのビット伝送規則は次のとおり： 

（２）以下に定義されているＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＥＲ及びＤＴＲ信号のＦＩＦの内容を除き、本付属資料で

表現されるそれぞれのオクテットに対して、ビット伝送順序は印刷どおり左から右へ伝送される。例

えば、ＦＣＦ符号の場合がこれである。 

（３）ＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＥＲ及びＤＴＲ信号のＦＩＦの内容は次のとおり。 

（３ａ）次の一般規則が存在する： 

それぞれのオクテットは、最下位ビットが最初に伝送される。 

テーブル中の番号付けは、最下位ビットが“ビット番号０”とされる。 

 

署名されるべきメッセージ 

ハッシュ関数(ISO10118) 

ハッシュ演算された 
メッセージ 

ＲＳＡ（ＩＳＯ／ 
ＩＥＣ標準９７９６） 

ディジタル署名 

ディジタル署名のためのＲＳＡの使用方法 セッション鍵を含むトークンの暗号化のた

めのＲＳＡの使用 

（暗号化の電文サービスを提供した時） 

セッション鍵を含むトークン 

ＲＳＡ 

ＲｐＥ 
［セッション鍵を含むトークン］ 

ＲｐＥ： 

受信者の暗号化の公開鍵 

秘密鍵 
(ＳｓまたはＲｓ) 
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例えばオクテット“１０１１００１１”の番号付けは次のとおり 

（もし番号がつけられるなら）：     ビット番号 ７６５４３２１０ 

                                              １０１１００１１ 

 

伝送順序は次のとおり： 

伝送順序 → 

１１００１１０１ 

（３ｂ）タグ符号化構造（Ｆ．６．１．４．７節“カプセル化されたスーパーグループフレーム”を参照）

のなかにＴ３０信号のＦＩＦの内容がカプセル化される場合には、これらの信号のＦＩＦのオクテッ

トとビットの伝送順序は以前の定義と一貫性が保たれる｡（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３節と５．

３．６．２節参照） 

（３ｃ）ＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＥＲ及びＤＴＲ信号のＦＩＦに関して、一般規則に対する例外は付表Ｆ－１／

ＪＴ－Ｔ３０の“バイナリ符号化”として識別されたパラメータのためにある。 

次の規則が適用される： 

回線上最初に伝送されるビットは一番左のオクテットの一番左のビットである： 

F.4.8.3 ハッシュ演算におけるビット順序とＲＳＡ手順 

  ハッシュ関数の標準（ＳＨＡ－１とＭＤ－５）はハッシュ演算が適用されるビット列とハッシュ結果の

ビット列を定義する。 

  これらのビット列の最初のビットは一番左のビットである。（これら標準の図で表現されているように）     

付属資料では、ハッシュ関数を適用するために、多くのパラメータが規定されている。 

いくつかのハッシュ結果は回線に送出される。回線上のビット送出順序とハッシュ関数の中での処理ビット

順序は同じである。 

－ ハッシュ関数から最初に渡されるビットは一番左のオクテットの一番左のビットである。 

もし、ハッシュ関数がいくつかの連結されたエンティティ、例えばｈ（ａ、ｂ、ｃ、．．）に適用される

ならば、ハッシュ演算されるビット列はビット列［ａ］が最初で［ｂ］がそれに続く。 

ＲＳＡ関数に対しても同じ原理が適用される。 

－ＲＳＡ関数から最初に渡されるビットは一番左のオクテットの一番左のビットである。 

ハッシュ関数とＲＳＡのビット順序を以下に図解する。（表現されたビット列は単なる例である。） 

 

 

 

 0   1   2   3   4   5   6   7   0   1   2   3   4   5   6   7   0  ...  

 0   1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16 ... 

一番左のオクテット 左から２番目のオクテット 

一番左のビット 

伝送順序 

 001010101001010101010001000100............ 

ハッシュ関数 

ハッシュ関数の入力の一番左のビット 

＝回線上に送信される最初のビット 
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  この原理では、ハッシュ演算なしにＲＳＡ関数に直接パラメータを渡すことが可能になる。（例えばセッ

ション鍵“Ｋｓ”を含むトークン） 

  もし、ＲＳＡがいくつかの連結されたエンティティ、例えば（ａ、ｂ、ｃ、．．）に適用されるならば、

ＲＳＡで処理されるビット列はビット列［ａ］が最初で［ｂ］がそれに続く。 

 

F.5 セキュリティパラメータ 

  付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０は、さまざまなセキュリティパラメータを定義する。そのうちのあるものは交

換される。すべてのセキュリティパラメータは基本長が定義される。 

基本長のサポートは必須である。 

  加えて、あるパラメータはプロトコルでネゴシエーションできるオプションのより長いパラメータ長が許

される。 

  付表 Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ はまたパラメータの符号化タイプも指示する。   （ 例えば、バイナリ、 

ＡＳＣＩＩなど） 

  ＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＥＲ及びＤＴＲ信号でこれらのパラメータを伝送する方法は、本付属資料で後述され

る。 

 

 

 

ハッシュ関数の結果:１６０ビット（またはＭＤ－５なら１２８ビット） ハッシュ関数の結果:１６０ビット（またはＭＤ－５なら１２８ビット） 

 0101111001001010 ..... 00010101 

RSA 

ハッシュ関数の結果の一番左のビット 

＝ＲＳＡ関数の入力の一番左のビット 

ハッシュ関数の結果の一番左のビット 

＝ＲＳＡ関数の入力の一番左のビット 

ＲＳＡ関数の結果:６４オクテット（ネゴシエーションによるより長いオクテット長については後述する）

 10100101000000101010 ..... 101010 

ＲＳＡ関数の結果の一番左のビット 

＝回線上で送出される最初のビット 
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付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティパラメータ 

(ITU-T T.30） 

略  号 記    述 基本長 より長いオプション長 フィールドの符号化 

S 送信者識別子 20 オクテット 継続検討 ＩＡ５符号              （注１） 

Sp 送信者公開鍵 64 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

Ss 送信者秘密鍵 64 オクテット Ｓｐ同じ バイナリ符号            （注２） 

SpE 送信者暗号化の公開鍵 

（セッション鍵を含むトークンの暗号化） 

64 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

SsE 送信者暗号化の秘密鍵 

（セッション鍵を含む暗号化されたトークンの復号） 

64 オクテット ＳｐＥに同じ バイナリ符号            （注２） 

Sra 受信者が認証するため、送信者が生成する乱数 8 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

Srd ディジタル署名のため、送信者が生成する乱数 8 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

R 受信者識別子 20 オクテット 継続検討 IA5 符号                （注１） 

Rp 受信者公開鍵 64 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

Rs 受信者秘密鍵 64 オクテット Ｒｐに同じ バイナリ符号            （注２） 

RpE 受信者暗号化の公開鍵 

（セッション鍵を含むトークンの暗号化） 

64 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 
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付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティパラメータ(続き) 

(ITU-T T.30） 

略  号 記    述 基本長 より長いオプション長 フィールドの符号化 

RsE 受信者暗号化の秘密鍵 

（セッション鍵を含む暗号化されたトークンの復号） 

64 オクテット ＲｐＥに同じ バイナリ符号            （注２） 

Rra 送信者が認証するため、受信者が生成する乱数 8 オクテット 可能 バイナリ符号            （注２） 

Ks セッション鍵 40 ビット 継続検討 バイナリ符号            （注２） 

BE BE=RpE[S,Ks]= RpE によって連結され暗号化された送信者

識別子とセッション鍵 

64 オクテット ＲｐＥに同じ バイナリ符号            （注２） 

UTCd 送信者により選択された日付／時間（文書の生成または署

名の日付／時間） 

8 オクテット 継続検討 YY MM DD HH MM SS 

GMT 補正時間 

BCD 符号               （注３） 

UTCr 受信者により選択された日付／時間（メッセージ受信者の

確認の日付／時間） 

8 オクテット 継続検討 YY MM DD HH MM SS 

GMT 補正時間 

BCD 符号               （注３） 

Lm 文書長 4 オクテット 継続検討 送信される文書全体のオクテット数

（データオクテット付加ビット 

Ｆ．６．５節参照） 

ＢＣＤ符号              （注４） 
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付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティパラメータ(続き) 

(ITU-T T.30） 

略  号 記    述 基本長 より長いオプション長 フィールドの符号化 

h(...) 括弧内のエンティティのハッシュ結果 ハッシュ関数に依

存する 160 ビット

または 128 ビット 

継続検討 バイナリ符号            （注２） 

Rs[h(...)] 受信者によって署名された括弧内のエンティティのハッ

シュ結果 

64 オクテット Ｒｐに同じ バイナリ符号            （注２） 

Ss[h(...)] 送信者によって署名された括弧内のエンティティのハッ

シュ結果 

64 オクテット Ｓｐに同じ バイナリ符号            （注２） 

Sia 送信者の認証に使われるトークン中の指示子 1 オクテット 不可 オクテット=”00000000”   （注 5） 

Ria 受信者の認証に使われるトークン中の指示子 1 オクテット 不可 オクテット=”00000001”   （注 5） 

Sis 送信者のディジタル署名に使われるトークン中の指示子 1 オクテット 不可 オクテット=”00000010”   （注 5） 

Ris メッセージ受信の確認に使われるトークン中の指示子 1 オクテット 不可 オクテット=”00000011”   （注 5） 

document セキュリティファクシミリ送信モードの間送信される文

書 

可変 該当せず 該当せず 
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付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティパラメータ(続き) 

(ITU-T T.30） 

略  号 記    述 基本長 より長いオプション長 フィールドの符号化 

enc.document 暗号化の電文サービスが起動され、セキュリティファクシ

ミリ通信モードの間暗号化された文書が送信される。文書

の暗号化はセッション鍵 Ks（またはアルゴリズムが動作す

るためにより長いビットを要求した場合は拡大セッショ

ン鍵）で行なわれる。 

可変 該当せず 該当せず 

（注１）DES/DEC/DER/DTR の FIF の一般規則が適用される。それぞれのオクテットの最下位ビットが最初に送出されるビットである。 

（注２）バイナリ符号要素の送出規則はＦ．４．８．２節で定義される。 

（注３）例：１９９５年３月２４日午後８時２５分０５秒、ＧＭＴ補正時間３時間 

“    1   9    9    5    0    3    2   4    2    0    2    5   0    5    0    3” 

 0001 1001 1001 0101 0000 0011 0010 0100 0010 0000 0010 0101 0000 0101 0000 0011 

DES/DEC/DER/DTR の FIF の一般規則が適用される。 

それぞれのオクテットの最も右のビットが最初に送出されるビットである。 

（注４）例：１２３４５６オクテットの文書長  

  “   0   0    1    2    3    4   5    6” 

  0000 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 

DES/DEC/DER/DTR の FIF の一般規則が適用される。 

それぞれのオクテットの最も右のビットが最初に送出されるビットである。 

（注５）DES/DEC/DER/DTR の FIF の一般規則が適用される。 

それぞれのオクテットの最も右のビットが最初に送出されるビットである。 
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F.6 セキュリティパラメータの交換 

  ＲＳＡを基にするセキュリティサービスを提供するのに、付属資料Ａ／ＪＴ－Ｔ３０に規定される誤り訂

正方式（ＥＣＭ）が必要とされる。 

  ある特定のセキュリティパラメータはファクシミリ通信のプロトコルレベル（Ｔ３０プロトコルのフェー

ズＢとＤ）で送信されなければならない。オプションとしてあるセキュリティパラメータはメッセージレベ

ル（Ｔ３０プロトコルのフェーズＣ）で送信される。後述する“セキュリティページ”参照。 

 

F.6.1 プロトコルレベルのセキュリティパラメータ交換 

  新たに使用される８つの信号を次に示す。 

－ＤＥＲ：ディジタル拡張要求 

このコマンドは送信端末によって送信される。セッションに対してセキュリティパラメータを 

セットし、さらに受信端末のセキュリティ能力の詳細を要求することができる。 

 

－ＤＥＳ：ディジタル拡張信号 

受信端末によって送られ、受信端末のセキュリティ能力を含む。 

 

－ＤＥＣ：ディジタル拡張コマンド 

ＤＥＳまたはＤＴＲに対するレスポンスとして送信端末によって送出される。 

ＤＥＣは現在の通信に対する全ての設定を含む。 

ＤＥＣはＤＣＳが送出されずに、ＤＣＳと置き換えられる。 

通常ＤＣＳのＦＩＦに含まれる情報は、ＤＥＣのなかにも含まれる。ＤＥＣは送信端末から 

受信端末へ送出されるさまざまなセキュリティパラメータも含む。 

 

－ＤＴＲ：ディジタルターンアラウンド要求 

この通信はポーリングやターンアラウンドが要求された時に使用される。ＤＩＳまたはＤＥＳの

応答として発呼端末から送信されるかもしれない。ＤＥＳまたはＤＴＲに対するレスポンスとし

て送信端末によって送出される。 

ＤＴＲはＤＴＣが送出されずにＤＴＣと置き換えられる。 

通常ＤＴＣのＦＩＦに含まれる情報は、ＤＴＲのなかにも含まれる。ＤＴＲはまた受信端末から

送信端末へ送出されるさまざまなセキュリティパラメータを含む。 

 

－ＤＮＫ：ディジタル否定応答 

ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣまたはＤＴＲはＨＤＬＣフレーム構造である。 

ＤＮＫは、直前のコマンド（ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣまたはＤＴＲ）が満足に受信されなかった、

そしてＤＮＫのＦＩＦのなかで規定されたフレームが再送を要求されたことを示す。 

ＤＮＫは送信端末か受信端末のどちらからでも送信することが許される。（受信端末のみが送る

ことができる付属資料Ａ／ＪＴ－Ｔ３０のＰＰＲとは相反するものである） 

ＤＮＫはまた、ＴＣＦの拒絶にも使用される。 
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－ＴＮＲ：送信不可 

この信号は、送信端末が送信準備がまだできていないことを示すのに使用される。 

フォーマット： 

ＦＣＦ：Ｘ１０１ ０１１１（ＸはＴＴＣ標準ＪＴ―Ｔ３０の５．３．６．１節で定義されるビッ

トである。） 

 

－ＴＲ：  送信可 

この信号は送信端末の状態を問い合わせるのに使用される。 

フォーマット： 

ＦＣＦ：Ｘ１０１ ０１１０（ＸはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．６．１節で定義されるビッ

トである。） 

 

－ＰＰＳ－ＰＳＳ：部分ページ－本人署名信号 

      この信号は文書の終了とディジタル署名信号であることを示す。   

      フォーマット： 

      ＦＣＦ１：Ｘ１１１ １１０１（ＸはＴＴＣ標準ＪＴ―Ｔ３０の５．３．６．１節で定義される

ビットである。） 

      ＦＣＦ２：１１１１ １０００ 

 

ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣ、ＤＴＲ及びＤＮＫの特別な符号化は本付属資料で後述される。 

 

F.6.1.1 ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣ及びＤＴＲの構造 

F.6.1.1.1 概要 

  ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣ及びＤＴＲはＨＤＬＣフレーム構造である。 

フレームシーケンスの構造はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０ですでに規定されているマルチフレームコマンドの

規則に従う（例えばＮＳＦ－ＣＳＩ－ＤＩＳ）。これらの規則はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．１節、 

５．３．３節、５．３．４節及び５．３．５節に規定されている。 

 

F.6.1.1.2 ＦＣＦ（ファクシミリ制御フィールド） 

  フレームのＦＣＦは次のとおりである： 

－ＤＥＳフレーム：００００ ０１０１ 

－ＤＥＣフレーム：１１００ １００１ 

－ＤＥＲフレーム：１１００ １０１０ 

－ＤＴＲフレーム：１０００ １０００ 

 

F.6.1.1.3 ＦＩＦ（ファクシミリ情報フィールド） 

  ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣ及びＤＴＲに対する付属資料Ｆの範囲の規定は次のとおりである： 

フレームのＦＩＦの最大長は６５オクテットである。もし（最終フレームでなく）途中のフレームならば、 

フレームの内容が“ＤＣＳのＦＩＦ”の場合を除き、そのＦＩＦは６５オクテット長でなければならない。 

（後述）この例外の場合は、フレームはＤＣＳのＦＩＦオクテットを含む同じ長さであることが必要で、そ

れを超えない。（追加オクテットは許されない） 

  もし最後のフレームなら、ＦＩＦの長さは運ばれるデータオクテット数に依存した６５オクテットより少

ないかもしれない。追加オクテットは許されない。それぞれのフレームの最初のＦＩＦオクテットは、 



 

 - 182 - ＪＴ－Ｔ３０ 

フレーム番号を含み、それにデータフィールドが続く。 

フレーム番号は８ビットの２進数である。 

ＤＥＳ／ＤＥＣ／ＤＥＲ／ＤＴＲのＦＩＦに対する一般規則が適用される：フレーム番号の最下位ビット 

が最初に送信される。（一番右端のビット） 

フレーム番号“０”が最初に送信される。 

付図Ｆ－２／ＪＴ－Ｔ３０にこれらの原理を示す。 

(注)６５オクテットを超えるＦＩＦをもったフレームの使用は継続検討とする。 
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ﾌﾟﾘｱ

ﾝﾌﾞﾙ 

HDLC 

ｱﾄﾞﾚｽ 

制御 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ﾌｧｸｼﾐﾘ 

制御ﾌｨｰﾙﾄﾞ

(FCF) 

FIF F

C

S

ﾌﾗｸﾞ HDLC 

ｱﾄﾞﾚｽ 

制御 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ﾌｧｸｼﾐﾘ 

制御ﾌｨｰﾙ

ﾄﾞ 

FIF F

C

S

ﾌﾗｸﾞ 

ﾌﾗｸﾞ 1111 

1111 

1100 X000 

X=0(最終ﾌﾚｰﾑ

でない) 

DEC= 

11001001 

ﾌﾚｰﾑ番号

00000000

ﾃﾞｰﾀ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ

64 

ｵｸﾃｯﾄ 

F

C

S

1 以上 

のﾌﾗｸﾞ 

1111 

1111 

1100 X000 

X=1 

(最終ﾌﾚｰﾑ) 

DEC= 

11001001

ﾌﾚｰﾑ番号

00000001

ﾃﾞｰﾀ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

64 ｵｸﾃｯﾄ 

以下 

F

C

S

1 以上 

のﾌﾗｸﾞ 

 

付図Ｆ－２／ＪＴ－Ｔ３０ ２フレームからなるＤＥＣの例 

(ITU-T T.30) 

 

（注）－ ＦＣＦは図に印刷された一番左のビットが最初に伝送される。 

－フレーム番号は図に印刷された一番右のビットが最初に伝送される。 

2 番目のフレームのフレーム番号の伝送例は 

1000 0000 

伝送順序 → 

－もし「ＤＣＳのＦＩＦ」を含むならばフレーム「０」のデータフィールドは６４オクテットより短いかもしれない。 
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F.6.1.2 ＤＮＫの使用方法と構造 

F.6.1.2.1 ＤＮＫの構造 
定義 

 本付属資料の以降において、“Ｘ信号”または“X”はＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣまたはＤＴＲ信号を示

す。 

 “Ｘ信号”のいくつかのフレームが正常に受信されなかったときに、ＤＮＫは、それらの特定フレーム

の再送の要求を可能にする。 

 また、ＤＮＫは、ＴＣＦを拒否するのにも使用される。（後述） 

 

注釈 

 Ｘ信号のすべてのフレームが正常受信したとき、ＴＣＦが拒絶される場合（ＤＮＫがこの拒絶に使用さ

れる）を除き、正常応答が暗黙の肯定確認（本付属資料で規定されるように）として使用される。 

 ＤＮＫは構造が他のＴ３０信号（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．１節、５．３．３節、５．３．４

節および５．３．５節で記述される規則）のように同じ規則に従う１つのＨＤＬＣフレームで成る。 

 

F.6.1.2.2 ＤＮＫのＦＣＦ 
 ＦＣＦは次のとおりである：Ｘ１０１ １００１ 

X ビットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．６．１節に定義されている。 

 

F.6.1.2.3 ＤＮＫのＦＩＦ 

F.6.1.2.3.1 概要 
 ＦＩＦはオクテットの整数で成り立つ。 

 ＤＮＫのＦＩＦの各オクテットに関して、最も左のビット（印刷のように）は伝送される最初のもので

ある。それはビット番号“０”である。 

 ビット番号つけに対応する伝送順序は以下のとおり: 

ビット Ｎｏ． ０１２３４５６７ ０１２３４５６７ ０１２３４５６７…… 

        伝送順序  

 ＤＮＫの最初のオクテットは、必要である時（エラーのあるＴＣＦを受信）ＴＣＦ拒絶のために使用さ

れる。 

 以降のオクテットは、エラー受信したフレームを要求するのに使用される。 

 

F.6.1.2.3.2 エラー受信したフレームの要求 
ＦＩＦの２番目のオクテットで始まる各ビットは以前送られた命令か応答フレームに対応する、すなわ

ち先頭フレームは一番最初に伝送されるビットに対応する。正しく受信したフレームに対応するビットは

“０”に設定しなければならない；正しく受信されなかったフレームに対応するビットは“１”に設定し

なければならない。パットビット“１”は、最後のオクテット境界に合わせるために必要に応じて加えな

ければならない。 

 付属資料Ａで記述されるＥＣＭモード（誤り訂正方式）、と同様に（プロトコル変調速度を除く）、1

つ以上ＤＮＫが伝送されるならば（連続してＸフレームの伝送がエラー時）、既に正しく受信したＸフレー

ムに対応するビットは常に“０”に設定されなければならない。 

 



 

 - 185 - ＪＴ－Ｔ３０ 

注釈 

１）ＤＮＫが異なったサイズのＦＩＦで再送信する事が起こるかもしれない。 

例えば：Ｘ信号が完全に正常受信されずに、実際は９フレーム長であるのに７フレーム長であると認識

する。そのような場合では、ＤＮＫのＦＩＦは２オクテット（最初のオクテットはＴＣＦ拒絶に使用さ

れる－後述－第２のオクテットはエラー検出されるフレームを示す）だけを含む。Ｘ信号のフレームが

いったん再発行されると、受信端末は、Ｘ信号が９フレームの長さであることがわかる。いくつかのフ

レームエラーが再び発生したならば、新しいＤＮＫは３オクテットのＦＩＦで送られる。この例は以下

に図解される。 

 

２）Ｘ信号を受信する端末がＨＤＬＣ制御フィールドのビット“ｘ”（“１”に設定）を持つ最後のフレー

ムを特定できることに注意しなければならない。 
 

ＤＥＣが正常に受信されなかった例。 

（同じ原理はエラーのあるＤＥＳ、ＤＥＲまたはＤＴＲ信号にも適用する。) 

  

ＤＥＣ 

９フレーム 

                          2 オクテット長の FIF をもった DNK： 

                          ﾋﾞｯﾄ No. 0123 4567  01234567 

                                   xxxx xxx0  10101111 

                          TCF 拒絶（以降の説明を参照）のための最初 

                          のオクテット 

                          フレーム０，２，４，５および６が正常に受信

されず、 

                          フレーム７と８が受信されていない 

                          (最後のビット“1”はオクテット境界合せの 

                          ためだけにある) 

ＤＥＣ 

フレーム０，２，４，５，６，７，８ 

                          3 オクテット長の FIF をもった DNK： 

                          ﾋﾞｯﾄ No. 0123 4567  01234567  01234567 

                                  xxxx xxx0  10000000  01111111 

                          フレーム０のみ正常に受信されず 

ＤＥＣ 

フレーム０ 

                          フレーム正常受信 

                          通常応答＝暗黙の肯定確認 

                          (状況に依存する) 

 

F.6.1.2.3.3 ＤＮＫ発生におけるX信号の再送のための最大時間 
 ＤＮＫ発生でＸ信号の再送に関して、Ｔｘと呼ばれる“フェールセーフ”タイマが定義される。 

 － フェールセーフタイマＴｘは以下のとおり定義される： 

Ｔｘ＝６０ｓ±５ｓ 
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 － Ｘ信号の送信端末では、タイマＴｘは最初のＤＮＫ認識時点で起動して、通常応答の認識かＦＮＶ時

点で停止する。 

 － タイマＴｘが経過したならば、Ｘ信号の送信端末は呼解放のためにＤＣＮ命令を送出する。 
 

F.6.1.2.3.4 DNKによる特定の拒絶 
 ＤＮＫのＦＩＦの最初のオクテットの最も左のビット（付表Ｆ－２／ＪＴ－Ｔ３０におけるビット番号

“No.0”）はＴＣＦの拒絶（ＴＣＦエラー）のために使用される；これは正常なＴ３０におけるＦＴＴと

同等な役割である。 

 

付表Ｆ－２／ＪＴ－Ｔ３０ ＤＮＫのＦＩＦの最初のオクテットによる特定の拒絶 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

特定の拒絶 ＤＮＫにおけるＦＩＦの最初のオ

クテットの符号化 

ＴＣＦエラー（通常モードにおけるＦＴＴと同等） ビットＮｏ． ０１２３４５６７ 

       １ｘｘｘｘｘｘｘ 

ビット１～６は今後の使用のために予約されている ビットＮｏ． ０１２３４５６７ 

       ｘｘｘｘｘｘｘｘ 

すべてのフレームが正しく受信して、ＤＮＫがＴＣＦ

拒絶のためだけに送られるならば、ビット No.7 は“１”

に設定されなければならない。 

ビット No.7 が１に設定されるならば、最初のオクテッ

トしか送られない。 

ビットＮｏ． ０１２３４５６７ 

       ｘｘｘｘｘｘｘ１ 

 

 付表Ｆ－２／ＪＴ－Ｔ３０に定義されるＴＣＦの拒絶はＦ．６．１．２．３．２節に定義されるエラー

受信したフレームの要求と一緒に指示することはできない。 

拒絶のプロセスは以下のとおりの順序で行われる： 

１）最初に、ＤＥＣ（または、ＤＥＳ、ＤＥＲまたはＤＴＲ）のエラーしたすべてのフレームがＤＮＫによっ

て要求される。最初のＤＮＫオクテットのビット No.7 とビット No.0 は“０”に設定される（この段階

でビット No.0 は無意味）。 

２）全フレームが正しくても、ＤＥＣ（または、ＤＥＳ、ＤＥＲまたはＤＴＲ）の内容がＦＮＶによって必

要に応じて拒否されるかもしれない。（後述）、またＤＥＣの内容が正しく、ＤＥＣに続くＴＣＦにエ

ラーがあるならば、ＴＣＦはＤＮＫの最初のオクテットによって拒否される。 
詳細： 

 － 本付属資料で詳細に書かれているように、ＤＣＳのＦＩＦビットはＤＥＣの最初のＨＤＬＣフレーム

に置かれる。 

 － 他のフレームに関して、ＤＮＫによって要求される場合にだけ（このフレームが正常に受信されな

かったならば）、ＤＣＳのＦＩＦを含むＤＥＣのフレーム No.0 は再発行される。ＴＣＦが拒否される

とき、この規則に例外がある：そのような場合では、フレーム No.0 は常にＴＣＦと共に送られなけれ

ばならない。以下の例参照。 
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ＤＥＣの後にＴＣＦが続く例：  

 

ＤＥＣ ３フレーム 

ＴＣＦ 

                         2 オクテット長の FIF をもった DNK： 

                         ﾋﾞｯﾄ No.  01234567  01234567 

                                   00000000  01011111 

                         フレーム１が正常に受信されず 

                         フレーム 0 と 2 が正常受信 

ＤＥＣ １フレーム： 

フレーム１ 

ＴＣＦ 

                         1 オクテット長の FIF をもった DNK： 

                         ﾋﾞｯﾄ No.  01234567 

                                   10000001 

                         フレーム１は正常受信 

                         TCF 拒絶 

ＤＥＣ １フレーム： 

フレーム０（DCS の FIF を含んでいる） 

ＴＣＦ 

                         フレーム０が正常受信し、TCF も正常 

                         通常応答＝暗黙の肯定確認 

                         (状況に依存する) 

 

F.6.1.3 本付属資料におけるＦＮＶ使用の詳細 

 以下の条件を満たした後のみＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．６．２．１３節に定義されるＦＮＶは使

用される： 

 － Ｘ信号に訂正すべき未定のフレームがない。 
 

例： 

 

ＤＥＣ ３フレーム 

ＴＣＦ 

                          2 オクテット長の FIF をもった DNK： 

                          ﾋﾞｯﾄ No.  01234567  01234567 

                                    00000000  01011111 

                          フレーム１が正常に受信されなかった、 

                          フレーム 0 と 2 が正常受信 

ＤＥＣ １フレーム： 

フレーム１ 

ＴＣＦ 

                          フレーム１が正常受信 

                          ＦＮＶ（パラメータ内容におけるエラー） 
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F.6.1.4 ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣおよびＤＴＲのＦＩＦ中のデータ符号化 

F.6.1.4.1 スーパーグループとグループ 
ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣおよびＤＴＲ信号のファクシミリ情報フィールドのシーケンスはグループと

スーパーグループで構造化される。 

 グループは、同じか関連端末か、しばしば同時にネゴシエーションされる必要性のあるセッション属性

の集まりである。 

 スーパーグループは、関連属性のグループを一緒に保つことができるように追加階層について規定する。 

 ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣおよびＤＴＲ信号のファクシミリ情報フィールドのシーケンスで示すことがで

きるスーパーグループとグループの一般的なシーケンスは以下のとおりである： 

ＳＧ１［Ｇ１..Ｇ２...Ｇ３…］ＳＧ２［Ｇ１..Ｇ２..Ｇ３……ＳＧＮ［Ｇ１..Ｇ２..Ｇ３...］ 

 ＳＧがスーパーグループを示して、Ｇがグループを示す。 

 スーパーグループは本付属資料において“スーパータグ”とも呼ばれるスーパーグループタグによって

識別される。 

 スーパーグループは本付属資料において“タグ”とも呼ばれるグループタグによって識別されたグルー

プを含んでいる。 

 スーパータグはそれが識別するスーパーグループの長さ、そして、次に、スーパーグループのグループ

のシーケンスが続く。 

 各グループにおいて、グループを識別するタグにはグループの長さ、そして、次に、グループの内容が

続く。 

表記法： 

 － グループの長さは“パラメータ値の長さ”と呼ばれる。 

 － グループの内容は“パラメータの値”と呼ばれる。 
 

F.6.1.4.2 タグ割り当て 

１）スーパータグは８ビット長である。最初のタグ値１６進表記ＦＦは８個の追加ビット（本付属資料の今

後のバージョンで使用されるかもしれない）の拡張を示す。 

２）タグは８ビット長である。適用される拡張原理はスーパータグに使用されるのと同じである。 
 

F.6.1.4.3 スーパーグループの長さ－グループの長さ 
 

最初のオクテットは次に続く内容の長さを１オクテットの数で表わす。但しその長さオクテットが０な

らば、続く２オクテットで長さを表わす。最初のオクテットが０ならば３オクテットの２番目が高位オク

テットである。 

 

例：２０オクテット長のパラメータ値に関して、長さオクテットは次のとおりである。："0001 0100"。 

例：２５７オクテット長のパラメータ値に関して、長さオクテットは次のとおりである。： 

"0000 0000  0000 0001  0000 0001"。 

 

 ＤＥＳ／ＤＥＣ／ＤＥＲ／ＤＴＲのＦＩＦに対する一般的な規則が適用される：印刷のようにそれぞれ

のオクテットの最も右端のビット（最下位ビット）は最初に伝送される。 
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F.6.1.4.4 符号化規則 
 ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣおよびＤＴＲ信号のファクシミリ情報フィールドを符号化するための符号化規

則の正式の記述はＢＮＦ記法（Backus-Naur Form）に従う： 

 

ファクシミリタグ符号化文法のための符号化規則。 

 

<bit>                  ::=  <0>|<1> 

<octet>                ::=  <bit><bit><bit><bit><bit><bit><bit><bit> 

<8_bit_tag>            ::=  <octet> 

<extend_octet>         ::=  {<1><1><1><1><1><1><1><1>} 

<tag>                  ::=  <8_bit_tag>|<extend_octet><8_bit_tag><8_bit_tag> 

<parameter_value>      ::=  <octet>{<octet>} 

<count_extend_octet>   ::=  <0><0><0><0><0><0><0><0> 

<parameter_length>     ::=  <octet>|<count_extend_octet><octet><octet> 

<Group>                ::=  <tag><parameter_length><parameter_value> 

<frame_number>         ::=  <octet> 

<Supergroup_tag>       ::=  <tag> 

<Supergroup_length>    ::=  <parameter_length> 

<Supergroup>           ::=  <Supergroup_tag><Supergroup_length><Group>{<Group>} 

<Tag_Encoded_Data>     ::=  <Supergroup>{<Supergroup>} 

<FIF>                  ::=  <frame_number><Tag_Encoded_Data> 

 

（注）Tag_Encoded_Data はマルチフレームに拡張するかもしれない。Ｆ．６．１．４．６節参照 

 

F.6.1.4.5 ＢＮＦ記法の記述 
 前の節で使用されるＢＮＦ記法の文法記述について規定する。 

 

シンボル    使用法の記述 

リテラル    トークン（または、コンポーネント）はリテラルによって表記される。 

::=          生成されたものを割り当てる。 

|            このシンボルは選択可能なトークンもしくはトークンのグループを区切るために使われる。 

<>          非終端トークンは“＜”と“＞”文字によって囲まれたリテラルによって表記される。 

[]           オプションのトークンまたはトークンのグループは“［”と“］”文字で囲まれる。 

{}          “｛”と“｝”で囲まれたトークンのグループは０回かまたは１回以上繰り返される。 

 

F.6.1.4.6 ＦＩＦ符号化とＨＤＬＣフレーム構造との関係 
 上で記述されるスーパータグ、タグ、およびパラメータのフォーマッティングはＦ．６．１．１節で記

述されるＨＤＬＣフレーム中の構造と独立である。スーパータグ、タグおよび対応するパラメータのシー

ケンスを構成するオクテットの並びはＨＤＬＣフレームのＦＩＦで規則的に挿入される：最初に第１フ

レーム（フレーム“０”）のＦＩＦがつめられて、次に、第２フレーム（フレーム“１”）のＦＩＦがつ

められる。 
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F.6.1.4.7 カプセル化されたスーパーグループフレーム 
 以下の通常のＴ３０フレームのＦＩＦを含むすべてのグループを集めてスーパーグループは作成され

る： ＤＣＳ、ＴＳＩ、ＳＵＢ、ＳＩＤ、ＤＴＣ、ＣＩＧ、ＳＥＰ、ＰＷＤ、ＰＳＡ。 

 このスーパーグループは“カプセル化されたスーパーグループフレーム”と呼ばれる。 

 このスーパーグループを識別するスーパータグ： 0000 0001 

 

F.6.1.4.8 セキュリティのための２つのスーパーグループ 

－ ２つのスーパーグループはセキュリティのために作成される： 

 － 登録モード 

 － セキュリティ通信モード 
 

F.6.1.4.9 スーパータグの一覧 
 

付表Ｆ－３／ＪＴ－Ｔ３０ スーパータグの一覧 

            （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

スーパータグの符号 スーパータグの名前 説      明 

００００ ０００１ カプセル化されたフ

レーム 

（略語“Ｅ－Ｆ”) 

このスーパータグは通常のＴ３０フレームのＦ

ＩＦを含むすべてのグループを集めたカプセル

化されたスーパーグループフレームのものであ

る。 

００００ ００１０ 登録モード このスーパータグは登録モードで伝送されるす

べてのグループを集めたスーパーグループのも

のである。 

００００ ００１１ 

 

 

セ キ ュ リ テ ィ 通 信

モード 

このスーパータグはセキュリティファクシミリ

通信で伝送されるすべてのグループを集めた

スーパーグループのものである。 
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F.6.1.4.10 カプセル化されたスーパーグループフレーム中のタグの一覧 

 

付表Ｆ－４／ＪＴ－Ｔ３０ カプセル化されたスーパーグループフレーム中のタグの一覧 

    （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

タグの符号 タグの名前 説      明 

１０００ ００１１ ＤＣＳのＦＩＦ このタグはＤＣＳ（表５－１／ＪＴ－Ｔ３０のビッ

ト）のＦＩＦに対応するビット位置の領域を区切る。

０１００ ００１１ ＴＳＩのＦＩＦ このタグはＴＳＩ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

１１００ ００１１ ＳＵＢのＦＩＦ このタグはＳＵＢ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

１０１０ ００１１ ＳＩＤのＦＩＦ このタグはＳＩＤ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

１０００ ０００１ ＤＴＣのＦＩＦ このタグはＤＴＣ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

０１００ ０００１ ＣＩＧのＦＩＦ このタグはＣＩＧ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

１１００ ０００１ ＰＷＤのＦＩＦ このタグはＰＷＤ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

１０１０ ０００１ ＳＥＰのＦＩＦ このタグはＳＥＰ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 

０１１０ ０００１ ＰＳＡのＦＩＦ このタグはＰＳＡ（使用時）のＦＩＦに対応するビッ

ト位置の領域を区切る。 
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F.6.1.4.11 セキュリティ機能のタグの一覧 

セキュリティスーパータグ“登録モード”か“セキュリティ通信モード”によって以下のタグは挿入する

ことができる。 
いくつかのパラメータはメッセージレベルで使用されるだけである（“セキュリティページ”後述）；

それらは付表Ｆ－５／ＪＴ－Ｔ３０の星印“＊”によってマークされる。 

 

付表Ｆ－５／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティ機能のタグの一覧 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

タグの符号  タグの名前 説      明 

０００１ ０００１  S 送信者識別子 

０００１ ００１０  Sp 送信者公開鍵 

０００１ ００１１  Ss 送信者秘密鍵 

０００１ ０１００  SpE 送信者暗号化の公開鍵 

０００１ ０１０１  SsE 送信者暗号化の秘密鍵 

０００１ ０１１０  R 受信者識別子 

０００１ ０１１１  Rp 受信者公開鍵 

０００１ １０００  Rs 受信者秘密鍵 

０００１ １００１  RpE 受信者暗号化の公開鍵 

０００１ １０１０  RsE 受信者暗号化の秘密鍵 

０００１ １０１１  Sra／Srd／Rra 受信側の認証のために送信者によっ

て作成された乱数と送信者により

ディジタル署名のために作成された

乱数と送信側の認証のために受信者

によって作成された乱数 

０００１ １１００  BE=RpE[S,Ks] 送信者識別子と RpE によって暗号化

されたセッション鍵 

０００１ １１０１  UTCd 送信者により選択された日付／時間

（文書の生成または署名の日付／時

間） 

０００１ １１１０  UTCr 受信者により選択された日付／時間

（メッセージ受信者の確認の日付／

時間） 

０００１ １１１１  Lm 文書長 

００１０ ００００  Token2= 

Ss[h(Sra,Rra,R),Sia] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されな

かったとき送信者の認証に使用され

るトークン 

００１０ ０００１  Token2-enc= 

Ss[h(Sra,Rra,R,BE),Sia] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されたと

き送信者の認証に使用されるトーク

ン 

００１０ ００１０  Token3= 

Rs[h(Rra,Sra,S),Ria] 

受信者の認証に使用されるトークン 
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付表Ｆ－５／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティ機能のタグの一覧（続き） 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

タグの符号  タグの名前 説    明 

００１０ ００１１  Token4= 

Ss[h(Srd,UTCd,Lm,R,h(document)), 

Sis] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されな

かったときメッセージ完全性につい

て規定するのに使用されるトークン 

００１０ ０１００  Token4-enc= 

Ss[h(Srd,UTCd,Lm,R,BE, 

h(enc.document)),Sis] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されたと

きメッセージ完全性について規定す

るのに使用されるトークン 

００１０ ０１０１  Token5= 

Rs[h(Srd,UTCr,Lm,S, 

h(document)),Ris] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されな

かったとき、メッセージ受信の確認

に使用されるトークン 

００１０ ０１１０  Token5-enc= 

Rs[h(Srd,UTCr,Lm,S,BE, 

h(enc.document)),Ris] 

［メッセージ秘密保持＋セッション

鍵確立］サービスが呼び出されたと

き、メッセージ受信の確認に使用さ

れるトークン 

００１０ ０１１１  セキュリティサービス セキュリティサービス 

００１０ １０００  セキュリティ機構 鍵管理機構、ハッシュ関数、暗号化

アルゴリズム 

００１０ １００１  オプション長の能力 オプション長の能力 

００１０ １０１０  セキュリティ能力の要求 このタグ（そして、関連パラメータ）

の使用で、端末はそのセキュリティ

能力の指示のためにリモート端末に

要求する 

００１０ １０１１  確認 登録モードで使用される確認 

００１０ １１００ ＊ セキュリティページインディケー

タ 

ページがセキュリティページである

ことを示す 

００１０ １１０１ ＊ セキュリティページタイプ識別 セキュリティページのバージョン番

号を示す 

本付属資料の次のバージョンでは、

他のタイプのセキュリティページは

許容され、他のバージョン番号が与

えられるかもしれない 

００１０ １１１０ ＊ 認証パス 認証パス 

００１０ １１１１  非標準機能 非標準機能 

 

（注）オプションの“非標準機能”タグはＮＳＦでの識別コードの認識に基づいて使用されるかもしれない。

“非標準機能”パラメータ値の初期のオクテットに含まれる情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．

６．２．７節に定義される識別規則と一致しなければならない。（非標準能力（ＮＳＦ、ＮＳＣ、Ｎ

ＳＳ）） 
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F.6.1.4.12 スーパータグとタグの順番 
 スーパータグ、タグおよびパラメータ値のシーケンスで、その順番は以下のとおりである： 

－ カプセル化されたスーパーグループフレームはセキュリティスーパーグループの前で伝送される； 

－ 各スーパーグループの中では、以下の場合を除いて、タグの順番は固定でない： 

 － カプセル化されたスーパーグループフレームの中では、タグ“ＤＣＳのＦＩＦ”は最初に伝送されな

ければならない（存在するならば）；すなわち、ＴＣＦ拒絶後の再送出の場合を簡単にするためである

［“ＤＣＳのＦＩＦ”を含む（またはそれだけを含む）最初のＤＥＣフレームのデータ部は６４オクテッ

トよりも短い］、 

 － セキュリティスーパータグによって挿入されるタグ（そして、パラメータ値）の各シーケンスの中で

は、タグの順番は固定でない。 
 

F.6.1.4.13 “セキュリティサービス”パラメータの符号化 
 付表Ｆ－６／ＪＴ－Ｔ３０は“セキュリティサービス”タグと関連する長さオクテットに続くパラメー

タ値の符号化を与える。 

 長さオクテットは“0000 0001”（パラメータは１オクテット長だけ）である。将来、本付属資料の次の

バージョンでは、パラメータは、長くなるかもしれない。 

 

付表Ｆ－６／ＪＴ－Ｔ３０ “セキュリティサービス”パラメータ 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

セキュリティサービス 状  態 フィールドの符号化 

相互認証 必須 ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘｘ 

必須なためビット指定の必要性が

ない。 

含まれるセキュリティサービス： 

・相互認証 

・メッセージ完全性 

・メッセージ受信の確認 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘ１ 

含まれるセキュリティサービス： 

・相互認証 

・メッセージ秘密保持（暗号化） 

・セッション鍵確立 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘ１ｘ 

含まれるセキュリティサービス： 

・相互認証 

・メッセージ完全性 

・メッセージ受信の確認 

・メッセージ秘密保持（暗号化） 

・セッション鍵確立 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘ１１ 
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（注） － 登録サービスは必須であるので、ビット割り当てを必要としない。 

    － オプションサービスがないならば、ビット割り当ては“0000 0000”である。 

    － セキュリティサービス“相互認証”が送信者（セキュリティファクシミリ通信モードのための）

によって選択されるだけならば、“セキュリティサービス”パラメータは送られない（“相互認

証”が基本的なサービスであるので）。 
 

 

 付表Ｆ－６／ＪＴ－Ｔ３０で記述される４セットのサービスは、４つのサービスプロファイルを識別す

る付表Ｆ－７／ＪＴ－Ｔ３０で表現することができる： 

 

付表Ｆ－７／ＪＴ－Ｔ３０ 本付属資料のセキュリティプロファイル 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

セキュリティサービス サービスプロファイル 

 １ ２ ３ ４ 

・相互認証 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 

・メッセージ完全性 

・メッセージ受信の確認 

 Ｘ  Ｘ 

・メッセージ秘密保持（暗号化） 

・セッション鍵確立 

  Ｘ Ｘ 

 

F.6.1.4.14 “セキュリティ機構”パラメータの符号化 
 付表Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０は“セキュリティ機構”というタグと関連する長さオクテットに続くパラ

メータ値の符号化を与える。 

 長さオクテットはオプションの暗号化アルゴリズムの数に依存する（付表Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０を参

照）。 

ネゴシェーションのために： 

 － 送信端末によって要求されるならば、受信端末はそれが“セキュリティ機構”パラメータを送る際に

サポートするセキュリティ機構を示す； 

 － 送信端末はセッションのためにセキュリティ機構を選択する：１つのハッシュ関数、１つ（または、

使用しない）の暗号化アルゴリズム。 
 

 また、“セキュリティページ”（後述）では、“セキュリティ機構”パラメータはセッションのために

選択されたセキュリティ機構をも示す。 
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付表Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０ “セキュリティ機構”パラメータ 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

機    構 状  態 フィールドの符号化 

セキュリティ体系のバージョン 必須 ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘ００ 

         （注参照） 

ＳＨＡ－１ 

（ハッシュ関数） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘ１ｘｘ 

ＭＤ－５ 

（ハッシュ関数） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘ１ｘｘｘ 

セキュリティページ オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘ１ｘｘｘｘ 

ＳＡＦＥＲ Ｋ－６４ 

（暗号化アルゴリズム） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘ１ｘｘｘｘｘ 

ＦＥＡＬ－３２ 

（暗号化アルゴリズム） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘ１ｘｘｘｘｘｘ 

ＲＣ５ 

（暗号化アルゴリズム） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       １ｘｘｘｘｘｘｘ 

第２オクテット オプション  

ＩＤＥＡ 

（暗号化アルゴリズム） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘ１ 

ＨＦＸ４０ オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘ１ｘ 

ＤＳＡ 

（鍵管理） 

オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘ１ｘｘ 

ビット３～７は今後の使用のた

めに予約（“０”に設定） 

 ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘｘ 

…… オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘｘ 

最終オクテット オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘｘ 

 

（注） 本付属資料のセキュリティ体系の新バージョンが導入されるとき、下位互換は維持されるべきであ

る。 
 

 

 第２のオクテットはオプションである。 

 また、第３のオクテットから最終オクテットまではオプションオクテットである。それらはないかもし

れない。 

これらのオクテットはそれぞれ受信端末で利用可能なオプションの暗号化アルゴリズムを符号化する。

オクテットはＩＳＯ／ＩＥＣ標準９９７９（“暗号のアルゴリズムを登録するための手続き”）のアタッ

チメント２のエントリインデックスで登録された１つの暗号化アルゴリズムの番号である；この番号はバ
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イナリ符号である。（例えば、エントリ No.00 のための“0000 0000”)。 

 送信端末がその機構を選択するとき、通常、“セキュリティ機構”パラメータは１か２オクテット長で

ある。第３のオクテットはＩＳＯ／ＩＥＣ標準９９７９に登録されたＳＡＦＥＲ Ｋ－６４、ＦＥＡＬ－

３２、ＲＣ５、ＩＤＥＡ、ＨＦＸ４０のいずれでもない暗号化アルゴリズムを選択した場合のみ必要であ

る（第３のオクテットは、選択されたアルゴリズムを示す）。 

 

F.6.1.4.15 “オプション長能力”パラメータの符号化 

F.6.1.4.15.1 原理 
 オプションの長さ能力の指示において、“オプション長能力”タグ、長さオクテットおよび対応するパ

ラメータ値が送られる。 

 

F.6.1.4.15.2 パラメータ“オプション長能力”の符号化 
 パラメータの符号化に対して、以下の原理が定義される。 

 － オフセットは、端末によって処理することができる最大長を示すのを可能にする。これらのオフセッ

トは関係するパラメータによって、４ビットか８ビットでバイナリ符号化される。 

 － これらのオフセットは特定の順番において使用される： 
 

オクテットＮｏ．０ 

ビットＮｏ． ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

       オフセットａ  オフセットｂ 

オクテットＮｏ．１ 

ビットＮｏ． ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

       オフセットｃ  予約 

 

 

まず、オクテットＮｏ．０は以下を含む。 

 － 最初に、受け付けられる公開鍵と秘密鍵の最大長を示すオフセット“ａ”（４ビット）； 

 － 次に、受け付けられる乱数の長さを示すオフセット“ｂ”（４ビット）（Ｓｒａ、Ｓｒｄ、Ｒｒａ） 
 

次に、オクテットＮｏ．１（オプション）は以下を含む 

 － 受け付けられる暗号化の公開鍵と暗号化の秘密鍵の最大長を示すオフセット“ｃ”（４ビット） 
 

 したがって、“オプション長能力”パラメータの長さオクテットは“0000 0001” （［メッセージ秘密

保持＋セッション鍵確立］サービス提供されなかったら、１オクテット）か“0000 0010”（［メッセージ

秘密保持＋セッション鍵確立］サービス提供されたなら、２オクテット）のどちらかである。将来、本付

属資料の次のバージョンでは、パラメータは、長くなるかもしれない。 

 

F.6.1.4.15.3 オフセットを使用するための規則 
公開鍵と秘密鍵の最大長（オクテット）＝ 

６４（基本長）＋（［オフセットａ］×１６）      オクテット 

０≦オフセットａ≦４                 オクテット 
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 端末は、基本長と１６オクテット増加分による最大長の間のすべての長さを扱うことが可能でなければ

ならない。 

 

乱数の最大長（オクテット）＝ 

８（基本長）＋［オフセットｂ］            オクテット 

０≦オフセットｂ≦８                 オクテット 

 

 端末は、基本長と最大長の間のすべての長さを扱うことが可能でなければならない。 

 

暗号化の公開鍵と暗号化の秘密鍵の最大長（オクテット）＝ 

６４（基本長）＋（［オフセットｃ］×１６）      オクテット 

０≦オフセットｃ≦４                 オクテット 

 

 端末は、基本長と１６オクテット増加分による最大長の間のすべての長さを扱うことが可能でなければ

ならない。 

 

F.6.1.4.15.4 例 
例１： 

 

オクテットＮｏ．０ 

ビットＮｏ． ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

       ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

オクテットＮｏ．１ 

ビットＮｏ． ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

       ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

 

この例で： 

 － 公開鍵と秘密鍵の最大長           ＝ ６４＋１６＊１ ＝ ８０オクテット 

 － 乱数の最大長                ＝ ８＋０     ＝ ８オクテット 

                             （オプション長をサポートしていない） 

 － 暗号化の公開鍵と暗号化の秘密鍵の最大長   ＝ ６４＋１６＊１ ＝ ８０オクテット 
 

例２： 

 

オクテットＮｏ．０ 

ビットＮｏ． ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

       ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

この例では、端末は基本的な能力のみを示す。 
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F.6.1.4.16  “セキュリティ能力の要求”パラメータの符号化 
 このタグ（と、関連パラメータ）の使用で、端末はそのセキュリティ能力の指示のためにリモート端末

に要求する。 

 長さオクテットは“0000 0001”（パラメータは１オクテット長だけ）である。将来、本付属資料の次の

バージョンでは、パラメータは、長くなるかもしれない。 

 

付表Ｆ－９／ＪＴ－Ｔ３０ “セキュリティ能力の要求”パラメータ 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

要求される能力指示 状  態 フィールドの符号化 

“セキュリティサービス”の要求 オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘｘ１ 

“セキュリティ機構”の要求 オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘｘ１ｘ 

“オプション長能力”の要求 オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘｘ１ｘｘ 

“非標準機能”の要求 オプション ビットＮｏ． ７６５４３２１０ 

       ｘｘｘｘ１ｘｘｘ 

 

（注）“セキュリティ能力の要求”パラメータを使用するなら、少なくとも１ビットが“１”に設定されな

ければならない。（さもなければ、セッションとしてこのパラメータを使用する目的がない） 
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F.6.2 登録モード 

F.6.2.1 方式 

 
方式は、付図Ｆ―３／ＪＴ－Ｔ３０に記述されている。それは２段階で構成される。 

 

―第１段階 

［送信者識別子及び公開鍵は、送信端末によってハッシュ演算される。 

受信者識別子及び公開鍵は、受信端末によってハッシュ演算される。］ 

かつ／もしくは 

［（送信者識別子と暗号化の公開鍵は、送信端末によってハッシュ演算される。） 

かつ／もしくは（受信者識別子と暗号化の公開鍵は、受信端末によってハッシュ演算される。）］ 

これらのハッシュ結果は、アウトバンド（直接手渡しやメールや、電話によって）で交換され、端末

に記憶される。 

 

 

―第２段階 

２者間の識別子と公開鍵を、Ｔ３０プロトコルで交換し、端末に記憶する。 
 

以上の２つの段階の順序は決められていない。 

 

識別子の有効性と他のユーザの公開鍵は、アウトバンドで交換したハッシュ結果と、プロトコルを通し

て受信した公開鍵及び識別子のハッシュ結果を比較して判断される。 

１度有効になると、その値（相手の識別子と公開鍵）は端末に記憶され、このユーザで続くセキュリティ

ファクシミリ通信を行う場合に使用される。 

公開鍵か、暗号化の公開鍵のどちらかまたは両方の登録は、２台の端末のユーザの間で合意により決め

られる。暗号化の公開鍵の場合は、その登録が、どちらか一方かまたは両方に関係するかもしれない。 

適切な登録の端末設定はローカルマターである。 
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アウトバンドのハッシュ結果の交換と端末への登録 

送信側(S)                    受信側(R)  

S Sp Ss        R  Rp 

Rs 

ﾊｯｼｭ演算         ﾊｯｼｭ演算 

            

 

h(S,Sp)と h(R,Rp)はｱｳﾄﾊﾞﾝﾄﾞで交換され、端末のﾒﾓﾘに記憶される。 

 

 

[S,Sp,h(S,Sp)]と [R,Rp,h(R,Rp)]のかわりか、加えて上記の操作は、 [S,SpE,h(S,SpE)]かつ／もしくは

[R,RpE,h(R,RpE)]に関係するかもしれない。 

 

送信側(S)            受信側(R)  

S SpE SsE           R  RpE 

RsE 

ハッシュ演算          ハッシュ演算 

     かつ／もしくは      

    h(S,SpE)と/またはｈ(R,RpE)はｱｳﾄﾊﾞﾝﾄﾞで交換され、端末のﾒﾓﾘに記憶され 

        る。 

 

Ｔ３０呼の設定、Ｔ３０プロトコルを通して識別子と公開鍵を交換 

 

送信側(S)    Ｔ３０プロトコル   受信側(R)  

（S Sp）        端末の 

         ﾒﾓﾘに記憶 

端末の         (R Ｒp) 

ﾒﾓﾘに記憶 

 

［S,Sp］と[R,Rp]のかわりか、加えて上記の操作は[S,SpE]かつ／もしくは[R,RpE]に関係するかもしれない。 

 

送信側(S)        受信側(R)  

    Ｔ３０プロトコル 

（S SpE）        端末のﾒﾓﾘ 

    かつ／もしくは    に記憶 

端末のﾒﾓﾘ        （ R 

RpE） 

に記憶 

付図Ｆ―３／ＪＴ－Ｔ３０ 登録モードの方式 

             （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 
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F.6.2.2 登録モードのためのＤＥＲ、ＤＥＳ、およびＤＥＣの使用方法 
 

登録モードの第２段階で、ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣの信号は次のように使われる。 

 

発呼側                                   被呼側 

 

 

                 CNG                    （注） 

                 CED 

 

 

                （NSF）(CSI)DIS 

                 DER (ﾌｪｰｽﾞ 0)               ｵﾌﾟｼｮﾝ 

                 DES (ﾌｪｰｽﾞ 1) 

             [S 及び Sp]を含んだ DER (ﾌｪｰｽﾞ 2） 

             [R 及び Rp]を含んだ DES (ﾌｪｰｽﾞ 3) 

             DEC (確認)(ﾌｪｰｽﾞ 4） 

             DES (確認)(ﾌｪｰｽﾞ 5) 

 

                 DCN 

 

付図Ｆ―４／ＪＴ－Ｔ３０ 登録モードのための信号の交換 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

               

 

（注） ＣＮＧ／ＣＥＤによる呼設定の例を図中に示している。 

    他の操作方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の３．１節同様に定義される。 

 

ＳｐとＲｐのかわりか、加えて上記の操作は、ＳｐＥかつ／またはＲｐＥに関係するかもしれない。 

上記の信号交換の間に使われるタイマは、Ｔ３０プロトコルタイマ（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ４、……）と同じで

ある。特に、Ｔ４タイマの後で応答が無い場合、発行する側からのコマンド（ＤＥＲ、ＤＥＣまたはＤＮＫ）

は、再度送信される。（ＤＥＲ及びＤＥＣに対しては応答の未確認フレームのみ） 
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F.6.2.3 ＤＩＳのビット割り当て 
ＲＳＡアルゴリズムを基にしたセキュリティ能力を示すＤＩＳのＦＩＦのビットの割り当ては、表５－

１／ＪＴ－Ｔ３０のビット８２が使われる。 

 

F.6.2.4 登録モードのためのＤＥＲ，ＤＥＳ及びＤＥＣのファクシミリ情報フィールドのフォーマット 
 

注釈  －付属資料の付図で、タグ（及び関係するオクテット長とパラメータ値）が網かけの箱の場合は、

オプションである。白色の箱の場合は、必須である。 
 

F.6.2.4.1 フェーズ０ オプション 
もし、発呼側がオプション能力を使う事を望まないならば、フェーズ０はオプションである。登録モー

ドは基本機能で続けられる。（Ｓｐ、Ｒｐ、は６４オクテットの長さ、暗号化の公開鍵の交換はしない） 

ＤＥＲのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

ス ー パ ー

タグ 

"E-F" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグﾞ 

"SUB の

FIF" 

長さ＋内容 

"SUB の FIF" 

タグ 

"SID の

FIF" 

長さ＋内容 

"SID の FIF" 

タグ 

"TSI の

FIF" 

長さ＋内容 

"TSI の FIF" 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループ

の長さ 

タグ 

"セキュリティ能力要求" 

長さ＋内容 

"セキュリティ能力要求" 

 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

 

注釈  ―簡単に、シーケンス［スーパータグ、タグ、オクテット長、パラメータ値］の表現は、信号（プ

リアンブル、フラグ、アドレス、制御、．．ＦＣＳ、フラグ）内部のＨＤＬＣ構造では表現され

ない。 

シーケンスは、それぞれの箱の並びによって表現される。シーケンスが連続である事が唯一必要

条件である。上記の注釈は、以下の文書にも適用される。 
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F.6.2.4.2 フェーズ１ オプション 
フェーズ１は、フェーズ０が存在する場合のみ提供する。 

ＤＥＳのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループ

の長さ 

タグ 

"セキュリティサービス" 

長さ＋内容 

"セキュリティサービス" 

 

タグ 

"セキュリティ

機構" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

機構" 

タグ 

" オプション

長能力" 

長さ＋内容 

" オプション

長能力" 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

 

オプション［タグ、オクテット長、パラメータ値］グループは、フェーズ０の要求しだいで現われる。

（セキュリティ能力要求パラメータのビット） 

 

F.6.2.4.3 フェーズ２ 
ＤＥＲのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"E-F" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

"SUB

の FIF" 

長さ＋内容 

"SUB の

FIF" 

タグ 

"SID の

FIF" 

長さ＋内容 

"SID の FIF" 

タグ 

"TSI の

FIF" 

長さ＋内容 

"TSI の FIF" 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループ

の長さ 

タグ 

"S" 

長さ＋内容 

"S" 

タグ 

"Sp" 

長さ＋内容 

"Sp" 

 

タグ 

"SpE" 

長さ＋内容 

"SpE" 

タグ 

"セキュリティ機構" 

長さ＋内容 

"セキュリティ機構" 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

 

上記はＳｐおよびＳｐＥを同時に登録する例である。 

ＳｐあるいはＳｐＥだけが登録されることも可能である。Ｓはすべてのケースにあらわれる。 

適切な登録の端末設定はローカルマターである。 
“セキュリティ機構”パラメータは必須である。なぜならば、ハッシュ関数の選択 かつ／または暗号化

アルゴリズムの選択を示すためである。（ＳｐＥかつ／またはＲｐＥが交換されるケースで） 
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F.6.2.4.4 フェーズ３ 
ＤＥＳのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループ

の長さ 

タグ 

"R" 

長さ＋内容 

"R" 

タグ 

"Ｒp" 

長さ＋内容 

"Ｒp" 

 

タグ 

"RpE" 

長さ＋内容 

"RpE" 

 

 

上記はＲｐとＲｐＥを同時に登録する例である。 

ＲｐあるいはＲｐＥだけが登録される事も可能である。Ｒはすべてのケースにあらわれる。 

適切な登録の端末設定はローカルマターである。 

被呼端末は、ＳおよびＳｐパラメータ（かつ／または［Ｓ、ＳｐＥ］）が、記憶されたハッシュ値（既

にアウトバンドで行われたハッシュ値の交換のケースで、Ｆ．６．２．１節を参照）と合っていないと判

断できるならば、ＦＮＶ信号によって拒絶することができる。 

ＦＮＶのエラー理由は“公開鍵の登録エラー”、あるいは“暗号化の公開鍵の登録エラー”である。内

容は、付表Ｆ―１０／ＪＴ－Ｔ３０を参照。 

エラー通知のためのＦＮＶの使用方法はＦ．６．７節で説明する。 
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F.6.2.4.5 フェーズ４ 
ＤＥＣのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループの長さ タグ 

"確認” 

長さオクテット 

"00000000" 

 

 

発呼端末は、ＲおよびＲｐパラメータ（かつ／または［Ｒ、ＲｐＥ］）が、記憶されたハッシュ値（既

にアウトバンドで行われたハッシュ値の交換のケースで、Ｆ．６．２．１節を参照）と合っていないと判

断できるならば、ＦＮＶ信号によって拒絶することができる。 

ＦＮＶのエラー理由は“公開鍵の登録エラー”あるいは“暗号化の公開鍵の登録エラー”である。内容

は、付表Ｆ―１０／ＪＴ－Ｔ３０を参照。 

エラー表示のためのＦＮＶの使用方法はＦ．６．７節で説明する。 

 

F.6.2.4.6 フェーズ５ 
ＤＥＳのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"登録モード" 

スーパーグループの長さ タグ 

"確認" 

長さオクテット 

"00000000" 

 

 

F.6.3 セキュリティファクシミリ通信モード 
このモードは、セキュリティ機能を用いたファクシミリ文書の送信方法である。 

セキュリティパラメータは、プロトコル要素（Ｔ３０プロトコルのフェーズＢ、Ｄ）として送信される。 

オプションとして、いくつかのセキュリティパラメータは、“セキュリティページ”と呼ばれる特別の

ページとして、メッセージレベル（Ｔ３０プロトコルのフェーズＣのメッセージ速度）で送信される。 
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F.6.3.1 方式 
送信側(S)                                  受信側(R) 

              Ｔ３０ 呼の設定 

 

              フェーズ 0 

                        セキュリティ能力要求 

                      送信側のオプション長能力 

 

              フェーズ 1 

                            受信側能力： 

                        セキュリティサービス 

                          セキュリティ機構 

                          オプション長能力 

                                Rra 

(S、Sra、R、BE       フェーズ 2 

Ss[h(Sra、Rra、      

R、BE)、Sia])     セキュリティ機能の選択： 

           セキュリティサービス 

（注１）       セキュリティ機構 

 

              フェーズ 3    R、Rra、 

Rs[h(Rra、Sra、 

S)、Ria] 

              ファクシミリ文書 

              フェーズ４オプション 

（注２） 

           ディジタル署名を含んでいる信号：   （注３） 

（注１） 

           Srd、UTCd、Lm、 

           Ss[h(Srd、UTCd、Lm、R、BE、 

           h(enc.document))、Sis] 

 

              フェーズ５オプション   （注２） 

           以下を含む受信メッセージの確認： 

           UTCr、Rs[h(Srd、UTCr、Lm、S、BE、  （注１） 

           h(enc.document))、Ris] 

 

斜体文字はオプション機能を示す 

 

付図 Ｆ―５／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティファクシミリ通信モードの概要 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 
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 （注１）サービス［メッセージ秘密保持＋セッション鍵確立］が２つのユーザ間で（“セキュリティサー

ビス”パラメータによって）ネゴシエーションされた場合のみ、BE（=RpE［S、Ks］）は様々な

Ｔｏｋｅｎに存在する。 

 （注２）サービス［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］が、２つのユーザ間で（“セキュリティ

サービス”パラメータによって）ネゴシエーションされた場合のみ、フェーズ４とフェーズ５が

存在する。 

 （注３）セキュリティページがフェーズ４で使われるならば、付加パラメータが現われる。 
 

F.6.3.2 セキュリティファクシミリ通信モードのための、DER、DESおよびDECの使用方法 
 

F.6.3.2.1 セキュリティファクシミリ通信モードの概要 
セキュリティファクシミリ通信モード用の信号ＤＥＲ、ＤＥＳおよびＤＥＣは次のように使用される: 
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 発呼側                                     被呼側 

 

CNG     （注１） 

CED 

(NSF)(CSI)DIS 

DER   (ﾌｪｰｽﾞ 0) 

DES   (ﾌｪｰｽﾞ 1) 

TNR     （注２） 

TR 

DEC (ﾌｪｰｽﾞ 2) 

TCF 

RNR     （注３） 

RR 

DES (ﾌｪｰｽﾞ 3) 

 

ファクシミリデータ 

 

 

 

         ﾌｪｰｽﾞ 4 及びﾌｪｰｽﾞ 5 が存在するならば PPS-PSS、 

         さもなければ PPS-EOP または PPS-EOM 

 

  MCF 

  

 

           ﾌｪｰｽﾞ４ｵﾌﾟｼｮﾝ、付図 F-7/JT-T30 を参照   （注４） 

 

 RNR     （注３） 

 RR 

           ﾌｪｰｽﾞ５ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵｸﾃｯﾄが追加された MCF   （注４） 

 DCN 

 

付図Ｆ―6／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティファクシミリ通信モードの信号交換 

                                １頁のファクシミリ文書の例 

            （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０）    

 

 



 

 - 210 - ＪＴ－Ｔ３０ 

 

上記の信号交換で使用されるタイマは、Ｔ３０プロトコルおよびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａ（Ｔ

１、Ｔ２、Ｔ４、Ｔ５..）と同じタイマである。特にＴ４タイマの後にレスポンスが無い場合、発行した側

のコマンド（ＤＥＲ、ＤＥＣあるいはＤＮＫ）は、再度送信される。（ＤＥＲ、ＤＥＣに対しては応答の

未確認のフレームのみ） 

 

 （注１）ＣＮＧ／ＣＥＤによる呼設定の例を図中に示している。 

     他の操作方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の３．１節同様に定義される。 

 

 （注２）ＴＮＲとＴＲの使用方法は、受信端末の代りに送信端末が関連することを除き、全くＲＮＲ／Ｒ

Ｒの場合と同じである。ＴＮＲ－ＴＲ交換のオプション事項として、Ｔ５の最大時間（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａを参照）の間、受信端末を待たせる事を送信端末に許可する。 
 

 （注３）ＲＮＲ－ＲＲ交換（既にＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａで定義された）のオプション事項と

して、Ｔ５の最大時間（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａ参照）の間、送信端末を待たせる事

を受信端末に許可する。 
 

 （注４）サービス［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］が、２つのユーザ間で（“セキュリティ

サービス”パラメータによって）ネゴシエーションされた場合のみ、フェーズ４とフェーズ５が

存在する。 
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F.6.3.2.2 フェーズ 4 
フェーズ４（その後フェーズ５）が存在する時、２つのユーザ間でセキュリティページ能力がネゴシエー

ションされたかされないかにより決る２つのケースが存在する。 

 

ケース１ 両方の端末（送信側および受信側）がセキュリティページ能力を提供し、サービス［メッセージ

完全性＋メッセージ受信の確認］が起動される場合、セキュリティページ解決法（ケース１）が

行われなければならない。 
 

ケース２ ２台の端末のうちの１つがセキュリティページ能力を提供せず、サービス［メッセージ完全性＋

メッセージ受信の確認］が起動される場合、（ケース２）ＰＰＳ－ＥＯＰあるいはＰＰＳ－ＥＯ

Ｍの追加による解決が、行われなければならない。 
 

もし、通信が別の文書で継続される場合、ＰＰＳ－ＥＯＭ（ケース１に追加では無く、ケース２に追加）

が使用される。 

ＰＰＳ－ＥＯＰ（ケース１に追加では無く、ケース２に追加）は、通信が１つのファクシミリ文書のみ

の場合は、共通のケースとして使用される。 

 

ケース 1 ［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］サービスは起動され、セキュリティページが使用

されている: 
 

 

セキュリティページ 

 

PPS-EOP あるいは PPS-EOM 

 

ケース 2 ［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］サービスは起動され、セキュリティページが使用

されない： 
 

オクテットが追加された PPS-EOP あるいは PPS-EOM 

 

付図 Ｆ―７／ＪＴ－Ｔ３０ フェーズ４の信号交換 

           （ＩＴＵ―Ｔ Ｔ．３０） 
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F.6.3.3 ＤＩＳのビットの割り付け 
ＲＳＡアルゴリズムに基づくセキュリティ能力を示すＤＩＳのＦＩＦのビット割り付けは、表５－１／

ＪＴ－Ｔ３０のビット８２を割り付ける。 

ＤＣＳは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｆに関連して発行されない。ＤＣＳのＦＩＦは、対応する

ビット８２が“１”にセットされなければならない新しい信号“ＤＥＣ”に含まれる。 

 

F.6.3.4 セキュリティファクシミリ通信モードのためのＤＥＲ、ＤＥＳおよびＤＥＣのファクシミリ情報

フィールドフォーマット 
 

F.6.3.4.1 フェーズ０ 
ＤＥＲのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパー

タグ 

"E-F" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

"SUB の

FIF" 

長さ＋内容 

"SUB の FIF" 

タグ 

"SID の FIF" 

長さ＋内容 

"SID の FIF" 

タグ 

"TSI の

FIF" 

長さ＋内容 

"TSI の FIF" 

 

スーパータグ 

"セキュリティ

通信モード" 

スーパーグループ

の長さ 

タグ 

" オプション

長能力" 

長さ＋内容 

" オプション

長能力" 

タグ 

"セキュリティ

能力要求" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

能力要求" 

 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

 

もし、発呼側がオプションのサービスとオプション能力の使用を望まないならば、“セキュリティ能力

要求”パラメータは送られない。セキュリティファクシミリ通信モードは、共通の認証サービスが起動さ

れたときのみ、基本機能（Ｓｐ、Ｒｐ ６４オクテット長、など）で続けられる。 

さらに、発呼側が（基本長より長い）オプション長の乱数を処理できないならば、“オプション長能力”

パラメータを送るべきではない。 
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F.6.3.4.2 フェーズ１ 
ＤＥＳのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"セキュリティ

通信モード" 

ス ー パ ー

グ ル ー プ

の長さ 

タグ 

"Rra" 

長さ＋内容 

"Rra" 

タグ 

"セキュリティ

サービス" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

サービス" 

 

タグ 

"セキュリティ

機構" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

機構" 

タグ 

" オプション

長能力" 

長さ＋内容 

" オプション

長能力" 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

 

オプション［タグ、長さ、パラメータ値］グループは、フェーズ０（セキュリティ能力要求パラメータ

のビット）の要求に依存して存在する。 

 

F.6.3.4.3 フェーズ２ 
ＤＥＣのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパー

タグ 

"E-F" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ

"DCS

の

FIF" 

長さ＋

内容

"DCS

の FIF" 

タグ 

"SUB

の FIF" 

長さ＋

内容

"SUB

の FIF" 

タグ

"SID の

FIF" 

長さ＋

内容 

"SID の

FIF" 

タグ 

"TSI の

FIF" 

長さ＋

内容 

"TSI の

FIF" 

 

タグ 

"セキュリティ

通信モード" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

"S" 

長さ＋内容 

"S" 

タグ

"Sra" 

長さ＋内容 

"Sra" 

タグ 

"R" 

長さ＋内容 

"R" 

 

タグ 

"BE" 

長さ＋内容 

"BE" 

タグ 

"Token2"または

"Token2-enc" 

長さ＋内容 

"Token2"または

"Token2-enc" 

 

タグ 

"セキュリティ

サービス" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

サービス" 

タグ 

"セキュリティ

機構" 

長さ＋内容 

"セキュリティ

機構" 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

－ サービス［メッセージ秘密保持＋セッション鍵確立］が起動された時のみ、タグＢＥが存在する。この

場合、送信されるのはＴｏｋｅｎ２-ｅｎｃである。 

－ もし、送信が相互認証サービスの時のみ提供されるならば、“セキュリティサービス”タグは現われな

い。 

－ “セキュリティ機構”パラメータは必須である。なぜならば、ハッシュ関数が選択された事を示すから

である。 
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F.6.3.4.4 フェーズ３  
ＤＥＳのＦＩＦに含まれるシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"セキュリティ

通信モード" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

"R" 

内容＋タグ 

"R" 

タグ

"Rra" 

長さ＋内容 

"Rra" 

タグ 

"Token3" 

長さ＋内容 

"Token3" 

 

 

F.6.3.4.5 フェーズ４  
サービス［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］が２つのユーザ間でネゴシエーションされた場

合のみ、フェーズ４と５は存在する。 

フェーズ４で送られる信号は、オクテットが追加されたＰＰＳ－ＥＯＰ（またはＰＰＳ－ＥＯＭ）信号

（付図Ｆ―７／ＪＴ－Ｔ３０のケース２）か、またはセキュリティページ（付図Ｆ―７／ＪＴ－Ｔ３０の

ケース１）のどちらかである。 

両方の端末（送信側と受信側）がセキュリティページ能力を提供し、［メッセージ完全性＋メッセージ

受信の確認］サービスが起動される時、セキュリティページ解決法は使用されなければならない。 

セキュリティページの内容はＦ．６．４節に定義されている。 

ケース２で、オクテットが追加されたＰＰＳ－ＥＯＰ（またはＰＰＳ－ＥＯＭ）の構造は、ＤＥＲ、Ｄ

ＥＳ、ＤＥＣおよびＤＴＲ（Ｆ．６．１．１節に定義されたように）と同じである。マルチフレーム、最

終フレームのビットＸ＝１、６５オクテットのＦＩＦ、フレーム番号等。 

ＦＣＦは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａ（Ａ．４．３節）で既に定義されている。 

追加されるＰＰＳ－ＥＯＰ（あるいはＰＰＳ－ＥＯＭ）のＦＩＦに含まれるシーケンスは、次のとおり

である。 

 

スーパータグ 

"セキュリティ

通信モード" 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

"Srd" 

長さ＋内容 

"Srd" 

タグ 

"UTCd" 

長さ＋内容

"UTCd" 

タグ 

"Lm" 

長さ＋内容 

"Lm" 

 

タグ 

"Token4"または"Token4-enc" 

長さ＋内容 

"Token4"または"Token4-enc" 

タグ 

"非標準機能" 

長さ＋内容 

"非標準機能" 

 

“Ｔｏｋｅｎ４”あるいは“Ｔｏｋｅｎ４-ｅｎｃ”はサービス［メッセージ秘密保持＋セッション鍵確

立］がフェーズ 2 で起動しているかどうかに依存して送られる。 
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F.6.3.4.6 フェーズ５  
サービス［メッセージ完全性＋メッセージ受信の確認］が 2 つのユーザ間でネゴシエーションされた場

合のみ、フェーズ４、５が存在する。 

フェーズ５で送られた信号はオクテットが追加されたＭＣＦ信号である。 

オクテットが追加されたＭＣＦの構造は、ＤＥＲ、ＤＥＳ、ＤＥＣ、およびＤＴＲ（Ｆ．６．１．１節

で定義されたように）と同じである。マルチフレーム、最終フレームのビットＸ＝１、６５オクテットの

ＦＩＦ、フレーム番号等。 

ＦＣＦは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．６．１．７節に既に定義されている。 

追加されるＭＣＦのＦＩＦに含まれていたシーケンスは次のとおりである。 

 

スーパータグ 

"セキュリティ

通信モード" 

ス ー パ ー

グ ル ー プ

の長さ 

タグ 

"UTCr" 

長さ＋内容 

"UTCr" 

タグ 

"Token5"または

"Token5-enc" 

長さ＋内容 

"Token5"または

"Token5-enc" 

 

“Ｔｏｋｅｎ５”あるいは“Ｔｏｋｅｎ５―ｅｎｃ”はサービス［メッセージ秘密保持＋セッション鍵

確立］がフェーズ 2 で起動しているかどうかに依存して送られる。 

 

F.6.3.4.7 エラーメッセージ 
フェーズ１、２、３、４、５中でエラーを検出した場合、送信側あるいは受信側（フェーズで決まる）

が、ＦＮＶ信号でエラーを通知する。 

エラーの理由はＦＮＶ信号の中に符号化される。 

付表Ｆ―１０／ＪＴ－Ｔ３０に、エラー値の符号を示す。 

エラー通知のためのＦＮＶ信号の使用はＦ．６．７節で説明される。 

 

F.6.3.5 セキュリティ文書でのＰＰＳ－ＥＯＭの正しい使用方法 
セキュリティ文書を構成する部分ページ間のシーケンスで、ＰＰＳ－ＥＯＭの使用が許される。（例え

ば解像度を変更する場合）ＰＰＳ－ＥＯＭの後の手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａと同じよう

に終了する。 

 

    PPS-EOM 

    MCF 

        T2 経過後 

    (NSF)(CSI)DIS 

    DEC(DCS の FIF を含む) 

    TCF 

 

 

文書の残りページの送信を設定する場合、ＤＥＣは、（フェーズ２で、セキュリティに関連するビット

に“１”をセットした）ＤＣＳのＦＩＦを含んでいなければならない。フェーズ２で送られるセキュリティ

パラメータは、この段階でＤＥＣに含まれていない。文書通信全般で有効である。 
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F.6.4 メッセージレベル：セキュリティページ 

 セキュリティページの使用方法は付図Ｆ－７／ＪＴ－Ｔ３０のケース１に定義されている。 

双方の端末（送信側と受信側）にセキュリティページ能力があり、［メッセージ完全性＋メッセージ受信の

確認］サービスが宣言された時、セキュリティページ方式が使用されなければならない。 

 

F.6.4.1 セキュリティページの内容 

 セキュリティページは付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０および付表Ｆ－５／ＪＴ－Ｔ３０に定義されている以

下のセキュリティパラメータを含んでいる。 

 

セキュリティページ表示        ：セキュリティページを含んだブロックを示す。 

Ｓ                  ：送信者識別子 

Ｓｐ                 ：送信者公開鍵 

Ｒ                  ：受信者識別子 

Ｓｒｄ                ：送信者によりディジタル署名のために作成された乱数 

ＵＴＣｄ               ：送信者により選択された日付／時間 

                    (文書の生成または署名の日付／時間) 

Ｌｍ                 ：文書長 

“セキュリティサービス”パラメータ  ：付表Ｆ－６／ＪＴ－Ｔ３０参照 

“セキュリティ機構”パラメータ    ：付表Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０参照 

ＢＥ                 ：ＲｐＥ［Ｓ，Ｋｓ］ 

Ｔｏｋｅｎ4 またはＴｏｋｅｎ4－ｅｎｃ ：付表Ｆ－５／ＪＴ－Ｔ３０参照 

セキュリティページタイプ識別子        ：セキュリティページのバージョンを表示する。 

                    本付属資料Ｆの改版時にはセキュリティページの他のタイプ 

                    が許容されるかもしれない。 

                    そのときは他のバージョンが与えられることになる。 

認証パス                              ：送信者公開鍵の認証パス。認証パスの正確な定義は 

                    継続検討課題である。 

非標準機能                            ：非標準機能 

 

 セキュリティページの送信ビット順序は、付表Ｆ－１／ＪＴ－Ｔ３０およびＦ．４．８．２節のＤＥＳ／

ＤＥＣ／ＤＥＲ／ＤＴＲのＦＩＦのために定義したものと同じ規則に従う。 

 

F.6.4.1.1 “セキュリティページ表示”パラメータの符号化 

 このタグ（および関連パラメータ）はセキュリティページを含むブロックを表示する。長さオクテットは

“００００１０００”（８オクテット）である。 

１６進数の、０ｘ０１、０ｘ２３，０ｘ４５、０ｘ６７，０ｘ８９，０ｘＡＢ、０ｘＣＤ，０ｘＥＦで構成

されている。 
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F.6.4.1.2 “セキュリティページタイプ識別子”パラメータの符号化 

 このパラメータはセキュリティページのオプションである。長さオクテットは“０００００００１”（１

オクテット）である。セキュリティページのバージョンを含んでいる。本付属資料Ｆの現在のバージョンに

はセキュリティページの１つのバージョンのみ存在しバージョンは０ｘ００である。 

 

F.6.4.2 セキュリティページのフォーマット 

 セキュリティページは、ＤＥＲ，ＤＥＳ，ＤＥＣおよびＤＴＲ信号のシーケンス（スーパータグ、タグお

よびパラメータ値）と全く同じ種類のフォーマットである。ただし、そのシーケンスは、ＤＥＲ，ＤＥＳ，

ＤＥＣおよびＤＴＲ信号のＦＩＦ系列内ではなくＥＣＭフレーム内に配置される。 

 

 スーパータグによって導かれるタグのシーケンスは、セキュリティページ表示が最初であることを除けば、

順序は固定していない。 

シーケンスを以下に示す。 

 

スーパータグ 

“セキュリティ

通信モード” 

ス ー パ ー

グ ル ー プ

の長さ 

タグ 

“ セキュリ

ティページ

表示” 

長さ+内容 

“ セキュリ

ティページ

表示” 

タグ

“S” 

長さ+内容

“S” 

タグ 

“Sp” 

長さ+内容 

“Sp” 

 

 タグ 

 “R” 

長さ+内容 

“R” 

タグ 

“Srd” 

長さ+内容 

“Srd” 

タグ 

“UTCd” 

長さ＋内容 

“UTCd” 

タグ 

“Lm” 

長さ+内容 

“Lm” 

 

タグ 

“セキュリティ

サービス” 

長さ+内容 

“セキュリティ

サービス” 

タグ 

“セキュリ

ティ機構”

長さ+内容 

“ セキュリ

ティ機構” 

 

タグ 

“BE” 

長さ+内容

“BE” 

 

タグ 

“Token4”または 

“Token4-enc” 

長さ+内容 

“Token4”または 

“Token4-enc” 

タグ 

“セキュリティペー

ジタイプ識別子” 

長さ+内容 

“セキュリティペー

ジタイプ識別子” 

 

タグ 

“認証パス” 

長さ+内容 

“認証パス” 

タグ 

“非標準機能” 

長さ+内容 

“非標準機能” 

 

(注１) セキュリティサービスのビットおよびセキュリティ機構パラメータは、それぞれ付表Ｆ－６／ＪＴ

－Ｔ３０および付表Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０と一致している。［セキュリティサービスのバージョン、

ハッシュ関数使用表示、（もし文書が暗号化されていたら）暗号化手順使用表示］ 

(注２) パラメータＢＥはメッセージ秘密保持＋セッション鍵確立サービスを起動されたときのみ現れる。 

(注３) 認証パスのフォーマットは継続検討課題である。 
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F.6.5 文書のハッシュ演算規則 － 文書の暗号化規則 

 

F.6.5.1 文書のハッシュ演算規則 

 ＥＣＭフレームの先頭オクテット（フレーム番号）を除いた全てのオクテットは、文書データをハッシュ

演算しビット列に分割したデータである。従って（ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｔ４の付属資料Ａ．３．６．２節およ

びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６の２．４．１．２節に記述されている）フィルビットやパッドビットはハッシュ関

数によるデータの一部である。 

 

ハッシュ演算された文書やハッシュ演算された暗号化文書（暗号化の場合）を生成するためのビット列は付

図Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０の矩形に含まれるビット列として表される。 

 

各オクテットに関して、回線上に送信するときの各オクテットデータはハッシュ演算処理のビット順序と同

じである。 
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     1st ﾍﾟｰｼﾞ 

     1st ﾌﾞﾛｯｸ: 

     1st ﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     2ndﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     2nd ﾌﾞﾛｯｸ: 

     1st ﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     2ndﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     ．．． 

     ．．． 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾞﾛｯｸ: 

     1st ﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     2ndﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

    2nd ﾍﾟｰｼﾞ 

     ．．． 

     ．．． 

     ．．． 

   ﾗｽﾄﾍﾟｰｼﾞ 

     ．．． 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾞﾛｯｸ: 

     1st ﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     2ndﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

     ．．． 

     ﾗｽﾄﾌﾚｰﾑ     FIF : ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞ       1st ﾃﾞｰﾀｵｸﾃｯﾄ ．．．．．．．．．．．．FIF のﾗｽﾄｵｸﾃｯﾄ 

 

 

 

             付図Ｆ－８／ＪＴ－Ｔ３０ 文書のハッシュ演算規則 

             （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 
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F.6.5.2 文書暗号化規則 

 暗号化された文書データは各フレームの先頭オクテット（フレーム番号）を除いたＥＣＭデータフレーム

のＦＩＦに含まれる。 

 

暗号化関数への入力ビット順序は、ファクシミリデータを暗号化せずに回線上に送信した時と同じである。 

 

（注） ＦＥＡＬ－３２に関しては、データは左から右に６４ビット毎に並んでＦＥＡＬ－３２関数に入力

される。 

 

 ＦＥＡＬ－３２関数により暗号化された６４ビット毎のデータは左から右に並び、かつ最左端ビットから

最初に送信される。 

 

F.6.6 セキュリティポーリングモード 

 

F.6.6.1 単純なポーリング 

 セキュリティポーリングモードの信号の符号と使用法は、セキュリティファクシミリ通信モードと同じ規

則に従う。 

信号の交換は付図Ｆ－９／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 
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 発呼側                                 被呼側 

                        CNG                                                  (注) 

                        CED 

                        (NSF)-(CSI)-DIS 

 

                        DTR      (ﾌｪｰｽﾞ 00) 

                        DER      (ﾌｪｰｽﾞ 0) 

                        DES      (ﾌｪｰｽﾞ 1) 

                        TNR      

                        TR 

                        DEC      (ﾌｪｰｽﾞ 2) 

 

                        TCF 

 

                        RNR 

                        RR 

 

                        DES      (ﾌｪｰｽﾞ 3) 

 

                        ファクシミリデータ 

 

 

                        PPS-PSS (ﾌｪｰｽﾞ 4 および 5 のとき) 

                        さもなければ PPS-EOP または PPS-EOM 

                        MCF 

 

 

                        オプションフェーズ４、 

                        付図Ｆ－７／ＪＴ－Ｔ３０参照 

 

 

                        RNR 

                        RR 

                        オプションフェーズ５  

                        オクテットが付加された MCF 

                        DCN 

 

付図Ｆ－９／ＪＴ－Ｔ３０ セキュリティポーリングモードの信号交換 

１ページ文書の例 

     （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 
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（注） ＣＮＧ／ＣＥＤによる呼設定の例を図中に示している。 

   他の操作方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の３．１節同様に定義される。 

 

フェーズ０，１，２，３および４はセキュリティファクシミリ通信モードと同じである。 

フェーズ００においてＤＴＲのＦＩＦに含まれているシーケンスは以下のとおりである。 

 

 

スーパータグ 

“E-F” 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

“PWD の

FIF” 

長さ+内容

“PWD の

FIF” 

タグ 

“PSA の

FIF” 

長さ+内容

“PSA の

FIF” 

タグ 

“SEP の

FIF” 

長さ+内容

“SEP の

FIF” 

 

タグ 

“CIG の FIF” 

 

長さ+内容 

“CIG の FIF” 

 

タグ 

“DTC の FIF” 

長さ+内容 

“DTC の FIF” 

 

スーパータグ 

“セキュリティ

通信モード” 

スーパー

グループ

の長さ 

タグ 

“非標準機能” 

 

長さ+内容 

“非標準機能” 

 

 

 

F.6.6.2 ターンアラウンドポーリング 

 ターンアラウンドポーリングの場合、ＤＩＳ受信後フェーズ（００，０，１，２，３および４）の順序は

単純ポーリングと全く同じように行われる。 

 

                             文書送信         ＞                        (注) 

                             PPS-EOM 

                             MCF 

                                                                       Ｔ２タイムアウト 

                             (NSF)-(CSI)-DIS 

                             DTR       (ﾌｪｰｽﾞ 00) 

           他は単純ポーリングと同じである。 

 

 （注） ターンアラウンドポーリングの前にセキュリティファクシミリモードで文書を送信する場合は、

Ｆ．６．３．２節の規則が適用される。フェーズ４，５ではセキュリティページを送信するか、オク

テットが付加されたＰＰＳ－ＥＯＭ信号を送信しオクテットが付加されたＭＣＦ信号を受信する。 

 

F.6.7 エラーメッセージ 

 

F.6.7.1 エラーメッセージ 

 エラーメッセージが表示されているときＦＮＶ信号の理由オクテットのビット５（“セキュリティファク

シミリエラー”）を１にセットしなくてはならない。 

ＦＮＶはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５．３．６．２．１３節で定義している。 

エラー理由はＦＮＶ信号の診断情報オクテットに含まれる。 
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エラーメッセージの種別オクテットは本標準の５．３．６．２．１３節で定義されている“セキュリティファ

クシミリエラー”である。 

付表Ｆ－１０／ＪＴ－Ｔ３０は“セキュリティファクシミリエラー”の値フィールドに含まれるオクテット

を規定している。 

 

付表Ｆ－１０／ＪＴ－Ｔ３０ ＦＮＶのセキュリティファクシミリの値フィールドのエラー理由 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

エラー理由 ＦＮＶの値フィールドの符号化 

第一オクテット  

公開鍵の登録エラー Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x x x x 1 

暗号化の公開鍵の登録エラー Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x x x 1 x 

サービス提供なし Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x x 1 x x 

ユーザ登録なし Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x 1 x x x 

認証失敗 Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x 1 x x x x 

受信未確認（Ｓｒｄ無効） 

 

受信した乱数を受信側が拒否した。 

（例：リプレイ(再使用)検出時） 

Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x 1 x x x x x 

受信未確認（ＵＴＣｄ無効） 

 

受信したＵＴＣｄを受信側が拒否した。 

（評価基準はインプリメントマターである） 

Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x 1 x x x x x x 

受信未確認（Ｌｍ無効） 

 

送信側による長さ表示と受信文書の実際の長さが一

致しない。 

Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        1 x x x x x x x 

第二オクテット  

受信未確認（Token4 または Token4-enc 無効） 

 

受信側で得られた送信側からのディジタル署名が正

しくない。 

Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x x x x 1 

受信無効（Token5 または Token5-enc 無効） 

 

Bit No.  7 6 5 4 3 2 1 0 

        x x x x x x 1 x 

 

（注） いくつかの理由は一緒に表示できる（いくつかのビットが１にセットされる）。 

   本付属資料の次バージョンではさらにエラーコードが追加されるかもしれない。 

   各オクテットではＬＳＢ（最右端ビット）から最初に送信される。 
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F.6.7.2 エラー表示のためのＦＮＶ使用方法 

 ＦＮＶによりセキュリティファクシミリエラーを送信し、受信側端末がこれを受信したらＤＣＮを送信す

ることで応答し回線を切断する。 

 

セキュリティファクシミリ通信のフェーズ３で受信側の認証失敗時の例を以下に示す。 

 

発呼側                                 被呼側 

                         DES        (ﾌｪｰｽﾞ 3) 

      認証失敗 

                         FNV 

                                                                    ＦＮＶによる認証失敗を表示 

                         DCN 

                                                                    回線切断 

  （文書送信せず） 

 



 

 - 225 - ＪＴ－Ｔ３０ 

付属資料Ｇ 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

ＪＴ－Ｔ４３を用いたカラー画像と単色多値画像の 

グループ３ファクシミリ伝送のための手順 

（本付属資料は本標準を構成する上で絶対必要なものである） 

 

G.1 はじめに 

本付属資料はグループ３ファクシミリ伝送手順のために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で定義されている可逆

符号化方式を使用したカラー画像と単色多値画像の伝送を可能とするために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０に追

加して記述する。本標準は、オプションのカラーと単色多値モードが搭載された場合のみ、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ４付属資料Ｅで定義される基本カラーと単色多値モードが関連付けられて搭載される。ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ４３の単色多値モードの搭載は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅの関連付けられた単色多値モード

の搭載を要求する。同様に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３のカラーモードの搭載は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付

属資料Ｅの関連付けられたカラーモードの搭載を要求する。 

目的は、一般の電話交換網やその他のネットワーク上において、赤や青文字が含まれた簡単な文書からフ

ルカラーや単色多値画像の高品質のものまでの幅広い色々な画像を効率的に伝送可能とすることである。画

像は標準的に、２００画素／２５．４mm かそれ以上の性能を持ったスキャナによって原稿を読み取る。原

稿は、色で区分けした下線が引かれたビジネス文書、コンピュータで作成したビジネスグラフ、パレットカ

ラー画像、高解像度連続階調カラー画像、単色多値画像が典型的である。 

本付属資料において、３つの画像タイプがサポートされる。これらは、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）

またはＲＧＢ画像、パレットカラー画像、連続階調カラーまたは単色多値画像である。１ビット／カラーの

ＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像はカラーパレット表を用いて表現され、プリントできる色の１ビット情報で

表現された色によるパレットカラー画像の特別なケースである。カラー画像データの表現は、ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４２とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に基づいている。この基本的な方法は、色情報の明白な交換を可能と

するＣＩＥＬＡＢ空間によるデバイスに依存しないカラー空間表現である。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２を用い

たビットプレーン分解と符号化もまた、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定義されている。 

本付属資料はカラー画像と単色多値画像の伝送能力のネゴシエーション手順を規定する。ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ３０のＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのファクシミリ情報フィールドの新たな定義と仕様を規定し

ている。受信能力、カラーモード能力、デジタル化された画像の精度、インタリーブ方法、非標準照射光と

非標準色域に属する情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のプリメッセージ手順内のネゴシエーションに従わな

ければならない。 

本付属資料は、可逆符号化によるカラー画像と単色多値画像の実際の符号化の意味や構文を記述するもの

ではない。そのような情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に含まれている。 

エラーフリー伝送のための誤り訂正方式（ＥＣＭ）の使用は、本付属資料に規定された手順において必須

である。誤り訂正方式（ＥＣＭ）の伝送において、符号化された画像データ列はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ 

３０の付属資料Ａに規定されるＨＤＬＣ伝送フレームのファクシミリ符号化データ部分に含められる。 

 

G.2 定義 

 ＣＩＥＬＡＢ  ＣＩＥ（Ｌ*ａ*ｂ*）色空間。ＣＩＥ（Commission Internationale de l’Eclairage）が定義し

た色空間で、空間中の等間隔の点の間では視覚的にほとんど等しいと認識できる差を持

つ空間である。３つの要素はＬ*すなわち明度と、色差ａ*、ｂ*である。 

 ＪＢＩＧ    Joint Bi-level Image Experts Group このグループにより定義された、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．
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８２に記述される符号化方式の略である。 

 

G.3 参照規格 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４，文書伝送用グループ３ファクシミリ装置の端末特性 

－ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２，ＩＳＯ／ＩＥＣ１１５４４，情報技術 － 画像と音声情報の符号表現 

              － 階層的二値画像圧縮（ＪＢＩＧ標準） 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２，ファクシミリのための連続階調カラー表現方式 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３，ファクシミリのための可逆符号化方式を用いたカラーと単色多値画像表現 

 

G.4 ネゴシエーション手順 

グループ３ファクシミリ通信手順のもとで、可逆ビットプレーン符号化による符号化されたカラーと単色

多値画像の送信及び受信のネゴシエーションは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のプリメッセージ手順（フェーズ

Ｂ）の間でＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのビットの設定により起動される。 

前記の３つの画像タイプは付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ４に規定されたように７つの符号化サブモードクラス

に分割される。４つの符号化モードクラスとサポートされている７つの符号化サブモードクラスの関連は、

付表Ｇ－２／ＪＴ－Ｔ４に示される。 

ビット３６，６９，７１の組み合わせによって与えられる、７つの符号化サブモードクラスと４つの符号

化モードクラスの関連は、付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ３０に示される。 

付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ３０において、可逆単色多値／カラー符号化能力、パレットインデックス数、ビッ

ト精度数は明確に記述される。ネゴシエーションのためのパラメータは、付表Ｇ－２／ＪＴ－Ｔ３０で確認

できる。 
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付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ３０ 符号化サブモードクラスとＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳビットの関係 

   （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

符号化サブモードクラス 

 

画像タイプ  ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ数 

色空間 ビット３６ 

JT-T43 

  符号化 

ビット６９ 

ﾌﾙｶﾗｰﾓｰﾄﾞ 

ビット７１ 

12 ﾋﾞｯﾄﾓｰﾄﾞ 

 

1 ﾋﾞｯﾄ/ｶﾗｰ 

    画像 

 （3，4）  1 1 0 （注 1） 

 

 

 

 

パレット 

カラー画像 

基本 

(1～12)ｘ1 

8 ﾋﾞｯﾄ精度 

 

拡張 

(1～12)ｘ1 

12 ﾋﾞｯﾄ精度

又は 

(13～16)ｘ1 

8又は 12 ﾋﾞｯ

ﾄ精度 

 

Ｌａｂ 

 

 

 

Ｌａｂ 

 

1 

 

 

 

1 

 

1 

 

 

 

1 

 

0 

 

 

 

1 

 

連続階調画

像 

単色多値 

2～8 

9～12 

 

カラー 

(2～8)ｘ3 

(9～12)ｘ3 

 

Ｌ 

Ｌ 

 

 

Ｌａｂ 

Ｌａｂ 

 

1 

1 

 

 

1 

1 

 

0 

0 

 

 

1 

1 

 

0 

1 

 

 

0 

1 

 

（注 1） 本符号化サブモードはパレットカラー画像サブモードの特殊なケースであり、各々のビットがＣ 

ＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ要素に相当する。プレーン数（３または４）はＧ３ＦＡＸ０により識別さ

れる。 

 

付表Ｇ－２／ＪＴ－Ｔ３０ 必須能力とオプション能力 

           （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

必須 オプション 

ＪＴ－Ｔ４３単色多値 ＪＴ－Ｔ４３カラー 

８ビットモード １２ビットモード 

ストライプインタリーブ プレーンインタリーブ 

ＣＩＥ標準照射光 Ｄ５０ 非標準照射光 

標準色域範囲 非標準色域範囲 
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付属資料H 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の 

グループ３ファクシミリ伝送手順 

 

H.1 はじめに 

  本付属資料は、グループ３ファクシミリモード動作の連続階調カラーと単色多値画像の伝送を可能にする

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の拡張について記述する。 

  その目的は、一般交換電話網またはその他の網上で高品質な多値画像の有効な伝送を可能にすることにあ

る。画像は通常、色構成要素に対して画素あたり８×８ビット深度またはそれ以上をもつオリジナルソース、

例えばディジタルスチールイメージカメラでキャプチャすることによって得られる。 

  連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）のための符号化方式は、標準画像符号化ＪＰＥＧ（ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｔ．８１またはＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１）を基本とする。ＪＰＥＧ画像符号化方式は非可逆

モードと可逆モードの符号化の両方からなる。本付属資料では、離散コサイン変換（ＤＣＴ）を基本とした

非可逆モードの符号化を採用する。 

  カラー画像データの表記法は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１（８ビットｓＹＣＣ値）を基本とする。

それは、カラー空間表記法としてｓＹＣＣカラー空間を採用する。 

  本付属資料は、連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の伝送のための能力ネゴシエーション手順を

解説する。またＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのファクシミリ情報フィールド

へ新規登録された定義と仕様を規定する。 

  情報の二つのタイプとしては、適しているＪＰＥＣ能力とｓＹＣＣカラー空間があり、これらが、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｔ３０のプロトコルのプリメッセージフェーズでのネゴシエーションの主目的となる。 

  本付属資料は、連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の実際の符号化の意味と構文を記述するもの

ではない。それらの情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｉに含まれる。 

  エラーフリー伝送のための誤り訂正方式（ＥＣＭ）の使用が本付属資料によって記述された手順に必須で

ある。誤り訂正方式の伝送において、ＪＰＥＧ符号化された画像データはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資

料Ａによって規定されたＨＤＬＣ（ハイレベルデータリンク制御）伝送フレームのファクシミリ符号化デー

タ（ＦＣＤ）の部分に組み込まれる。 

  連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の符号化と復号の技術的な特徴は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の

付属資料Ｉに記述される。そこではＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１を使用して定義された２つの画像符号化モード

（非可逆単色多値と非可逆カラー）を記述する。 
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H.2 定義 

ｓＹＣＣ      ＩＥＣ６１９６６－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆで定義された色空間 

 

ＪＰＥＧ        Joint Photographic Experts Group このグループにより定義されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１

に記述された符号化方式の略。 

 

基本処理ＪＰＥＧ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１にて記述された独自の８ビット順次処理離散コサイン変換（Ｄ

ＣＴ）に基づいた符号化と復号処理 

 

量子化表 基本処理ＪＰＥＧにおいてＤＣＴ係数を量子化するために用いられる６４個の値からな

る集合 

 

ハフマン表 ハフマン符号化とハフマン復号で必要とされる可変長符号の集合 

 

H.3 参照規格等 

 － IEC61966-2-1 Amd.1:2003, Multimedia systems  and equipment  - Colour measurement and management – 

Part2-1:Colour management – Default RGB colour space – sRGB（マルチメディアシステムと機器－測色

とカラーマネジメント－Part2-1:カラーマネジメント－デフォルトＲＧＢ色空間-ｓＲＧＢ） 

 

－ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１｜ ＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１ １９９４：, 情報技術－連続階調静止画

像の符号化とデジタル圧縮－ＪＰＥＧ標準として共通に参照される用件と指針 

 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４, 文書伝送用グループ３ファクシミリ装置の端末特性 

 

H.4 ネゴシエーション手順 

 グループ３ファクシミリのプロトコルのもとでＪＰＥＧ符号化された連続階調カラーと単色多値画像（ｓ

ＹＣＣ）の送信や受信のネゴシエーションが、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルのプリメッセージ手順

（フェーズＢ）でのＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームのビットの設定を通して実施される。 

 

付表Ｈ－１／ＪＴ－Ｔ３０  必須能力 

 

必須 

  ８ビット／画素／要素 

  ＭＣＵ１０より少ないサブサンプリング 

  ＣＩＥ標準照射光Ｄ６５ 

  デフォルト色域範囲（ＩＥＣ６１９６６－２－１  

ＡｎｎｅｘＦデフォルト範囲） 
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付 録 １ 
 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

（本付録は、本標準の構成上で絶対必要なものではない） 

 

付表１－１／ＪＴ－Ｔ３０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０で使用される略号一覧（１／２） 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

略  号 機    能 信号フォーマット 参  照 

ANSam 

CED 

CFR 

CI 

CIG 

CJ 

CM 

CNG 

CRP 

 

 

CSI 

CTC 

CTR 

DCN 

DCS 

DIS 

DTC 

EOM 

EOP 

EOR 

EOS 

ERR 

FCD 

FCF 

FDM 

FIF 

FNV 

FTT 

HDLC 

JM 

変形応答信号 

被呼局識別 

受信準備確認（信号） 

起呼表示 

発呼端末識別 

CM 終端子 

起呼メニュー 

発呼トーン 

命令再送 

 

 

被呼端末識別 

訂正続行 

訂正続行応答 

切断命令 

ディジタル命令信号 

ディジタル識別信号 

ディジタル送信命令 

メッセージ終了（信号） 

手順終了 

再送終了 

選択終了 

再送終了応答 

ファクシミリ符号化データ 

ファクシミリ制御ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ファイル診断メッセージ 

ファクシミリ情報ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

無効フィールド信号 

トレーニング失敗 

ハイレベル伝送制御手順 

共通メニュー 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ 

      2100Hz 

    X010 0001 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ 

    1000 0010 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ 

1100Hz, 500 ﾐﾘ秒間 

    X101 1000 

     

    

    0000 0010 

    X100 1000 

    X010 0011 

    X101 1111 

    X100 0001 

    0000 0001 

    1000 0001 

    X111 0001 

    X111 0100 

    X111 0011 

    X111 1000 

    X011 1000 

    0110 0000 

        － 

    X011 1111 

        － 

    X101 0011 

    X010 0010 

        － 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ 

4.1.2 

4.3.3.2 

5.3.6.1.4  (1) 

E.5 

5.3.6.1.2 

E.5 

E.5 

4.3.3.3 

5.3.6.1.8 

 

 

5.3.6.1.1 

A.4.1 

A.4.2 

5.3.6.1.8 

5.3.6.1.3  (1) 

5.3.6.1.1 

5.3.6.1.2 

5.3.6.1.6 

5.3.6.1.6 

A.4.3  (2) 

5.3.6.1.6 

A.4.4  (3) 

A.2.2 

5.3.6.1 

5.3.6.1.7 

5.3.6.2 

5.3.6.1.8 

5.3.6.1.4  (1) 

5.3 

E.5 
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付 録 １ （つづき） 

 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

付表１－１／ＪＴ－Ｔ３０ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０で使用される略号一覧（２／２） 

          （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

略  号 機    能 信号フォーマット 参  照 

MCF 

MPh 

MPS 

NSC 

NSF 

NSS 

PIN 

PIP 

PPS 

PPR 

PRI-EOM 

PRI-EOP 

PRI-MPS 

PSA 

PWD 

PWD 

RCP 

RNR 

RR 

RTN 

RTP 

SEP 

SID 

SUB 

TCF 

TNR 

TR 

TSI 

メッセージ確認（信号） 

 

マルチページ信号 

非標準機能命令 

非標準機能 

非標準機能設定 

手順中断否定 

手順中断肯定 

部分ページ信号 

部分ページ要求 

手順中断ＥＯＭ 

手順中断ＥＯＰ 

手順中断ＭＰＳ 

ポーリングサブアドレス 

パスワード（ポーリング） 

パスワード（送信） 

部分ページ制御復帰 

受信不可 

受信可 

リトレーニング否定 

リトレーニング肯定 

選択ポーリング 

送信機識別 

サブアドレス 

トレーニングチェック 

送信不可 

送信可 

送信端末識別 

    X011 0001 

 

    X111 0010 

    1000 0100 

    0000 0100 

    X100 0100 

    X011 0100 

    X011 0101 

    X111 1101 

    X011 1101 

    X111 1001 

    X111 1100 

    X111 1010 

   1000 0110 

    1000 0011 

    X100 0101 

    0110 0001 

    X011 0111 

    X111 0110 

    X011 0010 

    X011 0011 

    1000 0101 

    X100 0101 

    X100 0011 

連続“０”信号、1.5 秒間 

    X101 0111 

    X101 0110 

    X100 0010 

5.3.6.1.7 

 

5.3.6.1.6 

5.3.6.1.2 

5.3.6.1.1 

5.3.6.1.3  (1) 

5.3.6.1.7 

5.3.6.1.7 

A.4.3  (1) 

A.4.4  (1) 

5.3.6.1.6 

5.3.6.1.6 

5.3.6.1.6 

5.3.6.1.2 

5.3.6.1.2 

5.3.6.1.3 

A.2.2 

A.4.4  (2) 

A.4.3  (3) 

5.3.6.1.7 

5.3.6.1.7 

5.3.6.1.2 

5.3.6.1.3  (1) 

5.3.6.1.3  (1) 

5.3.6.1.3  (2) 

5.3.6.1.8 

5.3.6.1.8 

5.3.6.1.3  (1) 
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付 録 ２ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

付表２－１／ＪＴ－Ｔ３０ 命令と適当な応答一覧（１／２） 

                     （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

命      令 説            明 適当な応答 

 (NSF)(CSI)DIS 

 

 

 

 

 

機能の識別： 

手動受信端末又は自動応答端末から 

 

 

 

 

  (NSC)(CIG)DTC 

  (TSI)DCS 

  (NSF)(CSI)DIS 

  (CRP)(TSI)(NSS) 

(PWD)(SEP)(CIG)DTC

(PWD)(SUB)(TSI)DCS 

  (NSC)(CIG)DTC 

(PWD)(SEP)(CIG)DTC 

 

モード設定命令： 

発呼端末から。 

これはポーリング動作である。 

  (TSI)DCS 

  (NSF)(CSI)DIS 

  (CRP)(TSI)(NSS) 

  (TSI)DCS 

  (TSI)(NSS) 

(PWD)(SUB)(TSI)DCS 

 

 

モード設定命令： 

手動受信端末又は自動応答端末から。 

この命令のあとには常に位相信号／トレーニング 

信号が続く。 

 

  CFR 

  FTT 

  (NSC)(CIG)DTC 

  (NSF)(CSI)DIS 

  (CRP) 

  (CTC) 

 

モード設定命令： 

送信端末から受信端末へ 

  (CTR) 

  (CRP) 

  (EOR・NULL) 

 

 

次のブロックがあることを示す。 

 

送信端末から受信端末へ 

  (ERR) 

  (RNR) 

  (CRP) 

  (EOR・MPS)又は 

  (EOR・EOP)又は 

  (EOR・EOM)又は 

  (EOR・PRI-MPS) 

  又は 

  (EOR・PRI-EOP) 

  又は 

  (EOR・PRI-EOM) 

次のメッセージがあることを示す。 

送信端末から受信端末へ 

 

 

 

 

 

 

  (ERR) 

  (RNR) 

   PIN 

  (CRP) 

 

 

 

 

  MPS 又は EOP 又は

  EOM 又は 

  (PRI-MPS) 又は 

  (PRI-EOP) 又は 

  (PRI-EOM) 

 

ポストメッセージ命令 

 

 

 

 

 

   MCF 

   RTP 

   RTN 

   PIP 

   PIN 

  (CRP) 
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付 録 ２ （続き） 

（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

付表２－１／ＪＴ－Ｔ３０ 命令と適当な応答一覧（２／２） 

          （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０) 

 

命  令 説     明 適当な応答 

  (PPS・NULL) 

 

 

 

ページ終了のためのポストメッセージ命令： 

送信端末から受信端末へ 

 

 

  (PPR) 

   MCF 

  (RNR) 

  (CRP) 

  (PPS・MPS)又は 

  (PPS・EOP)又は 

  (PPS・EOM)又は 

  (PPS・PRI-MPS) 

  又は 

  (PPS・PRI-EOP) 

  又は 

  (PPS・PRI-EOM) 

ページ終了のためのポストメッセージ命令： 

送信端末から受信端末へ。 

 

 

 

 

 

 

  (PPR) 

   MCF 

  (RNR) 

   PIP 

   PIN 

  (CRP) 

 

 

  (RR) 

 

 

 

 

 

受信端末側ステータスの要求： 

送信端末から受信端末へ 

 

 

 

 

  (RNR) 

  (ERR) 

   MCF 

   PIP 

   PIN 

  (CRP) 

  (TNR)    (TR) 

  (CRP) 

  DCN フェーズＥ命令   なし 

 

（注） 記号（ ）が使われている場合、（ ）内の信号はオプションである。 
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付 録 ３ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

本標準の１９９７年第９版より前の版に従うバージョンに適合する端末によって使用される交互制御手順 

（本付録は本標準を構成する上で絶対必要なものではない） 

 

 交互自動応答制御手順 

被呼端末制御手順 
 
 
 
                                 ＣＥＤ送出                4.1.1 参照 
 
７５±２０ミリ秒                 無信号                    4.1.1 参照 
 
                                 プリアンブル送出            5.3.1 参照 
 
                                 バイナリコード情報送出    5.3 参照 
 
 
 
      ３秒±１５％               命令情報を待つ 
        (注１)参照 
 
 
                                 トーナル信号送出        （注２）参照 
 
                                 プリアンブル送出          5.3.1 参照 
 
                                 バイナリコード情報送出    5.3 参照 
 
      ３秒±１５％ 
        (注１)参照                  命令情報を待つ 
 
 
                                 トーナル命令又はバイナリ命令が検出されるか又は、 
  
                                 設定時間（30 から 40 秒）が経過するまでトーナル信号、 
 
                                 プリアンブル及びバイナリコード情報を繰り返す。 
 
                                  
 
（注１） バイナリコード手順を用いる手動受信端末ではこの遅延は 4.5 秒±１５％である。 
 

（注２） トーナル信号は以下のフォーマットの何れかである。 

a) 1650Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 又は 

b) 1850Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 又は 

c) 1650Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 その直後に続いて 1850Hz(±6Hz)オン,0.75 秒間 

 

バイナリ～トーナル識別信号 

付図３－１／ＪＴ－Ｔ３０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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オプショナルバイナリ符号化のプリアンブル 

 

 標準バイナリコード、認められたオプショナルなバイナリコード、およびトーナル機能を有する端末の例

を付図３－２／ＪＴ－Ｔ３０に示す。 

 

 

                         ＣＥＤ送出 

７５±２０ミリ秒 

                         プリアンブル送出 

                         バイナリコード識別信号を３００bit/s で送出 

３秒±１５％ 

(注１)参照                命令情報受信を待つ 

 

                         トーナル信号 （注２）参照 

                         プリアンブル送出 

                         バイナリコード識別信号を３００bit/s で送出 

３秒±１５％ 

(注１)参照               命令情報受信を待つ 

 

                         ロングトレーニングモデムシーケンス（Ｖ. 27ter,2400bit/s) 

                         バイナリコード識別信号を２４００bit/s で送出 

７５±２０ミリ秒 

                         トーナル信号 （注２）参照 

３秒±１５％ 

(注１)参照               命令情報受信を待つ 

 

                         ３００bit/s のバイナリコード識別と２４００bit/s のバイナリコード識別

（後にトーナルを伴った）を、トーナル命令またはバイナリ命令を受信す

るかＴ１（30～40 秒) が経過するまで交互に繰リ返す。 

 

（注１）バイナリコード手順を用いる手動受信局の場合、この遅延は 4.5 秒±１５％である。 

 

（注２） トーナル信号は以下のフォーマットの何れかである。 

a) 1650Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 又は 

b) 1850Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 又は 

c) 1650Hz(±6Hz)オン,1.5 秒間 その直後に続いて 1850Hz(±6Hz)オン,0.75 秒間 

 

被呼端末制御手順 

付図３－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.3０） 
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付 録 ４ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

信号シーケンス例 

 

 以下の例は、フローダイアグラムに基づいており、実例的で理解しやすくすることが目的である。これら

は、プロトコルを制定したり制限するものと解釈すべきではない。多くの命令と応答の交信は、本標準で述

べられている規制によってのみ制限される（5.3 と 5.4 参照）。 

 これらのダイアグラムに用いられる記号を以下に記す。 

  (1)  矢印は信号の受信側を示す。 

  (2)  実線は３００bit/s の伝送速度における信号の伝送を示す。 

  (3)  破線はメッセージ伝送速度（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ter 、Ｖ.２９、Ｖ.1７）での信号の伝送を示

す。 

  (4)  稲妻記号（    ）は無効フレームを示す。 

  (5)  太線はトーナル信号の伝送を示す。 

以後の図に示される例は、ＤＩＳが有効な信号が応答されるまでＴ１秒繰り返されることを想定している。 

 

                 発呼端末                                    被呼端末 

 

              CNG                                  

                  CED                                  

              DIS                                  

              DCS                                  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF                              

              CFR                                  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ                           

              MPS                                  

              MCF                                  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ                           

              EOP                                  

              MCF                                  

              DCN                                  

 

付図４－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１－自動発呼端末が自動応答端末に送信する場合のポストメッセージ命令の例 
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                 送信端末                            被呼端末 

 

              CED 

              DIS          

              DCS         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ  

              EOM         

              MCF         

 

 

                           DIS 

              DCS         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ  

              EOM         

              MCF         

              EOM         

              MCF         

 

                                                                   

                           DIS 

              DCS          

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF      

              CFR          

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ   

                     EOM         

                           MCF 

              DIS          

              DIS          

              DIS          

                                     端末が回線を切断する。 

 

付図４－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例２－自動応答端末に単一ページを送信する場合のＥＯＭの例 

オペレータが 
回線を切断する。  

Ｔ２経過

Ｔ２経過

Ｔ２経過
 
    

Ｔ１経過 
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                  発呼端末                            被呼端末 

 

              CNG         

              CED         

              DIS         

              DCS         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ  

              MPS         

              RTP または RTN     

              DCS         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ  

              MPS         

              PIN または PIP     

 

 

                           PRI-Q 

                           PIN または PIP 

  

                           ｵﾍﾟﾚｰﾀ介入                            

                           CNG 

              CED         

              DIS        

              DCS         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ  

              EOP         

              MCF         

              DCN         

 

付図４－３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例３－自動発呼端末が自動応答端末に送信する場合のポストメッセージ応答の例 

（ﾘﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ要求） 

（ｵﾍﾟﾚｰﾀ 介入を要求）

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続

ｵﾍﾟﾚｰﾀに接続 
（注）ｵﾍﾟﾚｰﾀ は PIN/ 

PIP 応答が聞
こえる。 
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                 送信端末                             被呼端末 

 

              CED 

              DIS                                  

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              FTT 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

                        PRI-Q 

 

                           PIN or PIP  

                           PRI-Q                                  

                             ｵﾍﾟﾚｰﾀ介入                            

                                                                  

 

                           CED 

              DIS 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

 

                           CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PRI-Q 

              PIN or PIP  

                           PRI-Q 

 

                            ｵﾍﾟﾚｰﾀ 介入                           

              両方のｵﾍﾟﾚｰﾀ は互いに呼を切断 

              することを決める。 

 

付図４－４／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例４－自動応答端末に送信を希望する手動送信端末：初期トレーニング失敗と手順中断の例 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続

ｵﾍﾟﾚｰﾀに接続
（注  ｵﾍﾟﾚｰﾀ は
 PRI-Q 命令を 
 聞く） 

（ｵﾍﾟﾚｰﾀ 介入を要求）

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続 
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                 発呼端末                             被呼端末 

              CNG 

              CED 

              DIS 

              DTC 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOM 

              MCF 

    Ｔ２経過      DIS 

              DTC 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOP 

              MCF 

              DCN 

 

付図４－５／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例５－自動応答端末から最初受信し、その後その端末へ送信を希望する自動発呼端末 
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           発呼端末                          被呼端末 

              CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (NSC) (CIG) DTC 

              非標準機能がｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙか？ 

 

                                NO                          YES 

 

                           (TSI) DCS 

                           ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ TCF 

                           CFR 

                           ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

                           EOP 

                           MCF 

                           DCN 

 

 

 

                                      (NSS) 

                               非標準操作で進む。 

 

付図４－６／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例６－自動応答端末から受信を希望する自動発呼端末 

     ：ポーリングと非標準を含むオプション信号の例 
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        発呼端末                              被呼端末 

              CNG 

              CED 

              DIS 

              DIS                                 ３秒経過 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              DIS 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              FTT 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              MPS 

    ３秒経過      MPS 

              RTN 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOP 

        ３秒経過           EOP 

        ３秒経過           EOP 

        ３秒経過           DCN 

 

 

付図４－７／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例７－自動応答端末に送信を希望する自動発呼端末：標準誤り回復技術の例 

（回線故障） 
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                    送信端末                           受信端末 

              (CED)  

              DIS 

                           CRP 

                           DIS 

              DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOM 

              CRP 

              EOM 

              MCF 

              DCN 

 

付図４－８／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例８－手動受信端末に送信を希望する手動送信端末 

         ：オプションＣＲＰ応答を用いた誤り回復技術の例。 

 

 

        発呼端末                              被呼端末 

                           CED 

              (NSF)(CSI)DIS 

              (PWD)(SEP)(CIG)DTC  

                                                                              

                                                                    YES 

                                         (TSI)DCS                             

 

 

                                             DCN 

 

 

付図４－９／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例９－パスワード／選択ポーリング機能を用いて自動応答端末から受信を希望する自動発呼端末の例 

 

 

[パスワード OK か?]
 

        NO 

4.5 秒経過 
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        発呼端末                              被呼端末 

                           CED 

              (NSF)(CSI)DIS 

              (PWD)(SUB)(TSI)DCS  

                             ・ 

                             ・ 

                             ・ 

付図４－１０／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１０－パスワード／サブアドレス機能を用いて自動応答端末に送信を希望する自動発呼端末の例 

 

発呼端末                               被呼端末 

              CNG 

              CED 

              (NSF)(CSI)DIS 

              (PWD)(SUB)(TSI)DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOM 

              MCF 

               (NSF)(CSI)DIS                    Ｔ２経過 

              (PWD)(SEP)(CIG)DTC 

              (SUB)(TSI)DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              EOP 

              MCF 

              DCN 

 

付図４－１１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１１－自動応答端末に最初送信し、その後その端末から受信を希望する自動発呼端末 
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発呼端末（受信端末）               被呼端末（送信端末） 

              CNG 

              CED 

              (CSI)DIS                                        DIS のﾋﾞｯﾄ 9,47,34="1" 

               (PWD)SEP(CIG)DTC                              DTC のﾋﾞｯﾄ 34="1" 

                           (TSI)DCS                                              （注１）（注５） 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1(1 ﾍﾟｰｼﾞ目) 

              EOM                                          （注６） 

              MCF 

    Ｔ２経過      (CSI)DIS 

                           (TSI)DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1(2 ﾍﾟｰｼﾞ目) 

              EOS                                           （注２） 

              MCF  

     Ｔ２経過      (PWD)SEP(CIG)DTC                               DTC のﾋﾞｯﾄ 34="0" 

              (TSI)DCS                                               （注３）（注５） 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 2(1 ﾍﾟｰｼﾞ目) 

              EOP                                           （注４） 

              MCF 

              DCN 

 

付図４－１２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１２－１回の発呼で複数文書の受信を希望する発呼端末 

 

（注１） 受信端末は現在行われている通信に引き続き追加の文書選択を指示するためにＤＴＣのビット３

４に１を設定する。 

（注２） 送信端末は受信端末へ文書の最後である事を指示するためにＥＯＳを送信する。 

（注３） 受信端末は現在行われている通信に引き続き追加の文書選択がない事を指示するためにＤＴＣの

ビット３４に０を設定する。 

（注４） 送信端末は受信端末へ現在行われている文書と通信の最後である事を指示するためにＥＯＰを送

信する。 

（注５） ＰＷＤとＳＥＰの各々のＦＩＦは違うかもしれない。 

（注６） 送信端末はファクシミリ情報の完全なページの最後であり、そしてフェーズＢのはじめに戻る事

を指示するためにＥＯＭを送信する事ができる。 
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                 受信ゲートウェイ（JT-T38）                    被呼端末 

 

              CNG                                  

                  CED                                  

              DIS                                  

              DCS                                  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF                              

              CFR                                  

              TNR                         TX ﾀｲﾏｰｾｯﾄ  

              TR                                  

              TNR                           

              TR                                  

              TNR                           

              TR                          TX ﾀｲﾏｰﾘｾｯﾄ        

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ                           

 

付図４－１３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１３－受信ゲートウエイ（JT-T38）が自動応答端末に送信する場合のフロー制御の例 

 

                 発呼端末                                 送信ゲートウェイ（JT-T38） 

 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ                           

              MPS                                  

                  RNR                                  

      TX ﾀｲﾏｰｾｯﾄ       RR                                  

                  RNR                                  

                  RR                                  

                  RNR                                  

                  RR                                  

    TX ﾀｲﾏｰﾘｾｯﾄ     MCF                                  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ                         

   

付図４－１４／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１４－発呼端末が送信ゲートウエイ(JT-T38)に送信する場合のフロー制御の例 
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                  発呼端末                            被呼端末 

 

              CNG         

              CED         

              DIS（ﾋﾞｯﾄ 113,114=1,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=0）         

              DCS（ﾋﾞｯﾄ 113=1, ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=0）         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1  

              MPS（PN=1,0（表面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 2  

              MPS（PN=2,1（裏面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 3  

              MPS（PN=3,0（表面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 4  

              MPS（PN=4,1（裏面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 5  

              MPS（PN=5,0（表面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 6  

              EOP（PN=6,1（裏面））         

              MCF         

              DCN         

 

付図４－１５／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１５－両面交互モードで送信,印字の例 



 

 - 248 - ＪＴ－Ｔ３０ 

                  発呼端末                            被呼端末 

 

              CNG         

              CED         

              DIS（ﾋﾞｯﾄ 113,114=1,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=0）         

              DCS（ﾋﾞｯﾄ 114=1, ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=0）         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF     

              CFR         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1  

              MPS（PN=1,0（表面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 2  

              MPS（PN=3,0（表面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 3  

              MPS（PN=5,0（表面））             

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 4  

              MPS（PN=2,1（裏面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 5  

              MPS（PN=4,1（裏面））         

              MCF         

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 6  

              EOP（PN=6,1（裏面））         

              MCF         

              DCN         

 

付図４－１６／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１６－片面一括モードで送信、印字の例 



 

 - 249 - ＪＴ－Ｔ３０ 

付 録 ５ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

誤り訂正手順（ＥＣＭ）における信号シーケンスの例 

 

  以下の例はフローダイアグラムに準拠しており、実例的で、わかりやすくすることを目的としたものであ

る。プロトコルを制定したり制限したりするものと考えるべきではない。種々の命令と応答の交換は本標準

で規定されている規則にのみ制限される。 

 

 この図に用いられている記号は次のとおりである。 

 

  －破線はメッセージ伝送速度（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ. ２７ter 、Ｖ. ２９、Ｖ. ３３、Ｖ. １７）での信号伝

送を示す。 

 また、（Ｘ、Ｙ）は（ページモジュロ番号、ブロックモジュロ番号）を示す。 

 

                   発呼端末                          被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0,0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・MPS (0,1)  

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (1,0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・EOP (1,1)  

              MCF 

              DCN 

 

付図５－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ＪＴ－Ｔ４誤り訂正方式（ＥＣＭ）の例 
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         発呼端末                             被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ (再送)  

              PPS・NULL (0, 0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・EOP (0, 1)  

              MCF 

              DCN 

 

付図５－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例２－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：誤りがある時のＰＰＲシーケンス例 

（誤り） 
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        発呼端末                              被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・MPS (0, 0)  

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

                       PPS・MPS (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・MPS (0, 0)  

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・EOP (1, 0)  

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・EOP(1, 0) 

              MCF 

              DCN 

 

付図５－３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例３－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：誤りがある時のポストメッセージ命令の例 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 
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                   発呼端末                          被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

 

 

 

                           PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・EOP (0, 1)  

              MCF 

              DCN 

 

付図５－４／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例４－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：メッセージが誤った時の初期命令失敗の例 

（誤り） 

Ｔ４
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                 発呼端末                             被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

 

                           PPR 

                 

 

                           PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・EOP (0, 1)  

              MCF 

              DCN 

 

付図５－５／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例５－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：誤りがある時の応答失敗の例 

（誤り） 

Ｔ４
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                  発呼端末                            被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              CTC 

              CTR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              MCF 

 

 

付図５－６／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例６－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ＣＴＣでのフォールバックの例 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 
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                  発呼端末                           被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              RNR 

                           RR 

 

                           RNR 

                           RR 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 1) 

              MCF 

 

 

付図５－７／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例７－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：フロー制御の例 

（誤り） 

ﾒﾓﾘﾋﾞｼﾞｰ発生 

Ｔ５ 

Ｔ５ﾘｾｯﾄ



 

 - 256 - ＪＴ－Ｔ３０ 

                  発呼端末                           被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0,0) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・MPS (0,1)  

              RNR 

                           RR 

 

                           RNR 

                           RR 

 

     Ｔ５  Ｔ４ 

                           RR 

 

 

                           RNR 

                           RR 

 

                           RNR 

 

 

                           DCN 

 

 

付図５－８／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例８－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：フロー制御中のＴ５経過例 

ﾒﾓﾘﾋﾞｼﾞｰ発生 
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                  発呼端末                           被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

 (ｵﾍﾟﾚｰﾀ の介入を要求）   PPS・PRI-EOP (0, 0)  

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・PRI-EOP (0, 0)  

 

                           PIP                                  

         

                                                                               ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続 

                           PRI-EOP 

 

    

 

 

付図５－９／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例９－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：手順中断の例 

（誤り） 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続 
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          発呼端末                     被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF) (CSI) DIS 

              (TSI) DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・MPS (0, 0)                        

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・MPS (0, 0)  

              PIP 

 

                           PRI-Q 

  

  

                           PIP 

  

 

 

 

付図５－１０／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１０－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ポストメッセージ応答の例 

（誤り） 
(ｵﾍﾟﾚｰﾀ の介入を要求) 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続

 ｵﾍﾟﾚｰﾀ に接続 
(注－ｵﾍﾟﾚｰﾀ は、   
 PIP 応答を聞く） 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ に警報
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                 発呼端末                            被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF)(CSI)DIS 

              (TSI)DCS  

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              EOR・NULL 

              ERR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 1) 

              MCF 

 

 

付図５－１１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１１－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ＥＯＲ手順例 

            （メッセージの第一ブロックが正しく受信できない場合） 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 
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                  発呼端末                           被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

              (NSF)(CSI)DIS 

              (TSI)DCS 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

              PPS・NULL (0, 0) 

              PPR 

              EOR・MPS  

              ERR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

              PPS・NULL (1, 0) 

              MCF 

 

 

付図５－１２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１２－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ＥＯＲ手順例 

            （第一ページが正しく受信できない場合） 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 

（誤り） 



 

 - 261 - ＪＴ－Ｔ３０ 

         発呼端末                     被呼端末 

 

             CNG 

             CED 

             (NSF)(CSI)DIS 

             (TSI)DCS  

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

             CFR 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

             PPS・NULL (0,0) 

             MCF 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

             PPS・MPS (0,1)  

             PPR 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

             PPS・MPS (0,1)  

             MCF 

 

 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

             PPS・MPS (1,0)  

             MCF 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 

             PPS・EOP (2,0)  

             PPR 

             ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ､ FAX ﾒｯｾｰｼﾞ（再送） 

             PPS・EOP (2,0)  

             MCF 

 

 

付図５－１３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１３－自動応答端末へ送信を希望する自動発呼端末：ＦＡＸメッセージの 

           全フレーム又はフラグシーケンス受信を失敗した例 

FAX ﾒｯｾｰｼﾞの全ﾌﾚｰﾑ又はﾌﾗｸﾞ
ｼｰｹﾝｽが受信できない場合に受
信機はﾌﾞﾛｯｸ数を検査して FAX
ﾒｯｾｰｼﾞが受信出来なかったこと
を認識する。 

FAX ﾒｯｾｰｼﾞの全ﾌﾚｰﾑ又はﾌﾗｸﾞ
ｼｰｹﾝｽが受信できない場合に受
信機はﾍﾟｰｼﾞ数を検査して FAX
ﾒｯｾｰｼﾞが受信出来なかったこ
とを認識する。   
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                   発呼端末                          被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

               DIS（ﾋﾞｯﾄ 113,114,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=1） 

               DCS（ﾋﾞｯﾄ 113,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=1） 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1 

              PPS・MPS (PN=1,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 2 

              PPS・MPS (PN=2,1（裏面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 3 

              PPS・MPS (PN=3,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 4 

              PPS・MPS (PN=4,1（裏面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 5 

              PPS・MPS (PN=5,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 6 

              PPS・EOP (PN=6,1（裏面）) 

              MCF 

              DCN 

 

付図５－１４／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１４－両面交互モードで送信印字の例 
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                   発呼端末                          被呼端末 

 

                           CNG 

              CED 

               DIS（ﾋﾞｯﾄ 113,114,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=1） 

               DCS（ﾋﾞｯﾄ 114,ﾋﾞｯﾄ 27(ECM)=1） 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, TCF 

              CFR 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 1 

              PPS・MPS (PN=1,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 2 

              PPS・MPS (PN=3,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 3 

              PPS・MPS (PN=5,0（表面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 4 

              PPS・MPS (PN=2,1（裏面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 5 

              PPS・MPS (PN=4,1（裏面）) 

              MCF 

              ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ, FAX ﾒｯｾｰｼﾞ 6 

              PPS・EOP (PN=6,1（裏面）) 

              MCF 

              DCN 

 

付図５－１５／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．３０） 

 

例１５－片面一括モードで送信、印字の例 
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付 録 ６ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

バイナリファイル転送手順とプロトコル例 

 

6.1 はじめに 

 本付録ではグループ３ファクシミリモード動作上でのバイナリファイル転送（ＢＦＴ）プロトコルの操作

について記述する。本プロトコルを使用することにより、グループ３ファクシミリ端末はバイナリデータ

ファイルを交換することができる。バイナリ符号化されたデータファイルの意味と構文に関してはＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４３４を参照のこと。 

 本機能をサポートするファクシミリ端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の誤り訂正方式をサポートしなけれ

ばならない。 

 

6.2 定義 

属性 任意の対象に関してその特性を記述する一群の情報で、それぞれ固有の

意味を定義された値のセットの中から選択される。 

バイナリファイル（データ） バイナリファイルとオプショナルな属性を表しているオクテット列。こ

のオクテット列はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４の付属資料Ａの符号化ルー

ルを使って構成される。 

ファイル属性 ファイルの名前とその他の識別できる特性。 

実ファイルストア 実システム上に存在する属性や名前が含まれる有機的なファイルの集ま

り。 

仮想ファイルストア ファイルとファイルストアを記述するための抽象モデルとその上で実行

可能な動作。 

 

6.3 ＢＦＴファイル転送プロトコルの概要 

 ＢＦＴをサポートしているグループ３端末はファクシミリメッセージの送信、受信と同様の呼設定でバイ

ナリデータの送信、受信が可能である。このことは誤り訂正方式（ＥＣＭ）を使い、誤り訂正方式でのファ

クシミリメッセージと論理的に等しいバイナリデータを送信することで行われる。 

 ＢＦＴオプションはＤＩＳ／ＤＴＣ中にある付加機能ビットをセットすることにより指示される。ビット

５３がＢＦＴで必要となった付加機能を表す。 

 高速バイナリファイルデータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４の符号化ルールを使って構成される。これらの

ルールでは、属性のセットをオクテット列として符号化する方法が記述されている。そして、このバイナリ

データはＥＣＭを使って高速データチャネル上を転送される。 

 

 バイナリファイルの転送は誤り訂正方式でのファクシミリメッセージ（１または複数ページ以上）を転送

することと論理的に同じである。実際、複数のバイナリファイルが誤り訂正方式での１つのファクシミリ

メッセージに含まれてもよい。送信端末は転送中のどの時点でもＰＰＳポストメッセージコマンドで現転送

を中断することにより、受信端末からの診断メッセージを要求することができる。この時点で受信端末は診

断メッセージを持ったオプショナルなレスポンスを返す。現バイナリファイルの転送は次ページで続けられ

る。この新しいページの最初のオクテットはバイナリファイルデータの未送信の最初のオクテットとなる。 

 ＢＦＴでのプロトコル上、他に考慮すべきことはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｂで示されている。 
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6.4 ＥＣＭ－ＢＦＴデータフォーマット 

 高速ＥＣＭ－ＢＦＴバイナリデータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４で定義されている一連のオクテット列

である。グループ３ファクシミリ端末を使って、このオクテット列はＥＣＭメッセージとして転送される。

ＥＣＭページの中で、これらのオクテットはブロックに分割され、ＨＤＬＣフレーム中に格納される。分割

と属性の境界は完全に独立である。オクテット列は最初のオクテットの最下位ビットから転送開始される。 

 

 ＥＣＭ－ＢＦＴバイナリデータフォーマットでは以下のバイナリデータとＥＣＭページの組み合わせが

可能である。それぞれのバイナリファイルが１つのＥＣＭページに対応するａ）とｄ）の場合が好ましい。 

 

ａ）１つのバイナリファイルが１つのＥＣＭページに対応 

ｂ）１つのバイナリファイルが複数のＥＣＭページに対応 

ｃ）複数のバイナリファイルが１つのＥＣＭページに対応 

ｄ）複数のバイナリファイルが複数のＥＣＭページに対応 



 

 - 266 - ＪＴ－Ｔ３０ 

6.5 フェーズＣ方式によるシンプルＢＦＴネゴシエーション 
 シンプルフェーズＣ ＢＦＴ方式のセッションの例を提供する。以下の例はフローダイアグラムに基づい

ており、実例的で理解し易くすることのみを目的とし、プロトコルを制定したり制限したりするように解

釈されるべきものではない。 

 

6.5.1  ６．４節ａ）の例 

6.5.1.1 送信ファイルが受信側で受け入れられる場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６－１／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが受信側で受け入れられる場合 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

 送信側は、ヘッダとボディを第１ＥＣＭページとして送信する。（データ量がＥＣＭデータの１ページ

分を越えた場合はＰＰＳ－ＮＵＬＬを送信する。）受信側は、ヘッダによってそのファイルを受け入れら

れるとわかると、ＭＣＦを送信する。 

 

 

送信側 受信側 

CFR 

ヘッダとボディを送信 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

ファイルが受け入れられる 

・

・

・
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6.5.1.2 送信ファイルが送信側で加工処理される場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６－２／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが送信側で加工処理される場合 

       （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

 送信側は、ヘッダとボディを第１ＥＣＭページとして送信する。受信側は、ヘッダによってそのファイ

ルを受け入れられないとわかるとＦＤＭを送信し、送信側に診断メッセージを通知する。送信側はＦＤＭ

の内容に基づきそのファイルを加工処理し、その加工処理したファイルのヘッダとボディを次のＥＣＭ

ページとして送信する。 

 

6.5.1.3 送信ファイルが送信側で加工処理されない場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

付図６－３／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが送信側で加工処理されない場合 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

 送信側は、ヘッダとボディを第１ＥＣＭページとして送信する。受信側は、ヘッダによってそのファイ

送信側 受信側 

CFR 

ヘッダとボディを送信 

PPS-EOP 

FDM 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

ファイルが受け入れられない 

加工処理されたファイルの 

 ヘッダとボディを送信 ファイルが受け入れられる 

ファイルが加工処理される 

・

・

・

ファイルが加工処理されない 

送信側 受信側 

CFR 

ヘッダとボディを送信 

PPS-EOP 

FDM 

DCN 
 

・

・

・

ファイルが受け入れられない 



 

 - 268 - ＪＴ－Ｔ３０ 

ルを受け入れられないとわかると、ＦＤＭを送信し送信側に診断メッセージを通知する。送信側はＦＤＭ

の内容に基づいた加工処理をそのファイルに対して施さず、ＤＣＮを送信する。 

 

6.5.2  ６．４節ｂ）の例 

6.5.2.1 送信ファイルが受信側で受け入れられる場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６－４／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが受信側で受け入れられる場合 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

 送信側は、ヘッダを第１ＥＣＭページとして送信する。受信側は、ヘッダによってそのファイルを受け

入れられるとわかると、ＭＣＦを送信する。送信側は次のＥＣＭページとしてボディを送信する。 

 

送信側 受信側 

CFR 

ヘッダを送信 

PPS-MPS 

MCF 

ボディを送信 

・

・

・

ファイルが受け入れられる 
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6.5.2.2 送信ファイルが送信側で加工処理される場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６－５／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが送信側で加工処理される場合 

        （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

 送信側は、ヘッダを第１ＥＣＭページとして送信する。受信側は、ヘッダによってそのファイルを受け

入れられないとわかると、ＦＤＭを送信し送信側に診断メッセージを通知する。送信側はＦＤＭの内容に

基づきそのファイルを加工処理し、その加工処理したファイルのヘッダを次のＥＣＭページとして送信す

る。受信側はＭＣＦを送信し、送信側はその加工処理したファイルのボディを次のＥＣＭページとして送

信する。 

 

6.5.2.3 送信ファイルが送信側で加工処理されない場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図６－６／ＪＴ－Ｔ３０ 送信ファイルが送信側で加工処理されない場合 

         （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.３０） 

 

送信側 

CFR 

ヘッダを送信 

PPS-MPS 

FDM 

PPS-MPS 

MCF 

加工処理されたファイルの 

   ヘッダを送信 
ファイルが受け入れられる 

ファイルが加工処理される 

受信側 

加工処理されたファイルの 

   ボディを送信 

・

・

・

ファイルが受け入れられない 

ファイルが加工処理されない 

送信側 受信側 

CFR 

ヘッダを送信 

PPS-MPS 

FDM 

DCN 

ファイルが受け入れられない 
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 送信側は、ヘッダを第１ＥＣＭページとして送信する。受信側は、ヘッダによってそのファイルを受け

入れられないとわかると、ＦＤＭを送信し送信側に診断メッセージを通知する。送信側はＦＤＭの内容に

基づいた加工処理をそのファイルに対して施さず、ＤＣＮを送信する。 

 

6.6 フェーズB方式による拡張ＢＦＴネゴシエーション 
 

拡張フェーズＢ ＢＦＴ方式のセッションの例を、提供する。以下の例は、フローダイアグラムに基づい

ており、実例的で理解し易くすることのみを目的とし、プロトコルを制定したり制限したりするように解

釈されるべきものではない。 

 

6.6.1 ＢＦＴ能力識別に続くＢＦＴファイル転送ネゴシエーション 
   （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８による拡張ネゴシエーションの選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DES 

DEC 

CFR 

BFT メッセージ 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

ＢＦＴ能力識別 

ＢＦＴ転送要求 

ＢＦＴ転送要求受け入れ 

発呼側 被呼端末 
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6.6.2 フェーズＢにおけるＢＦＴファイル転送ネゴシエーション－拒絶される要求 
   （ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８による拡張ネゴシエーションの選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DES 

DEC 

CFR 

BFT メッセージ 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

ＢＦＴ能力識別 

ＢＦＴ転送要求 

発呼側 被呼端末 

FNV 

DEC 

ファイル転送要求拒絶 

ＢＦＴ転送要求修正 
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6.6.3 フェーズＢによるＢＦＴファイル転送要求 
   （シングルステップ間接的エントリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIS 

DEC 

CFR 

BFT メッセージ 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

拡張ＢＦＴネゴシエーション

ビットセット 
ＢＦＴ転送要求 

発呼側 被呼端末 
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6.6.4 フェーズBによるBFT拡張能力識別とファイル転送要求 
   （間接的エントリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場合のサンプル符号化例 

 

最初のＤＥＲのデータが符号化されたタグの構文：：＝＜カプセル化されたＳＧフレーム＞＜ＳＧ長＞＜

ＴＳＩグループのＦＩＦ＞＜グループ長＞＜ＴＳＩの値＞ 

 

ＤＥＳ応答のデータが符号化されたタグの構文：：＝＜ＢＦＴネゴシエーションＳＧ＞＜ＳＧ長＞＜ファ

イルタイプグループ＞＜グループ長＞＜ファイルタイプのシーケンス＞＜圧縮タイプグループ＞＜グルー

プ長＞＜圧縮タイプのシーケンス＞ 

 

ＢＦＴ転送要求に使用されるＤＥＣのデータが符号化されたタグの構文：：＝＜ＢＦＴネゴシエーション

ＳＧ＞＜ＳＧ長＞＜転送要求グループ＞＜グループ長＞＜ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４バイナリデータメッ

セージのためのＢＦＴタグ＞ 

 

 

DIS 

DER 

CFR 

BFT メッセージ 

PPS-EOP 

MCF 

DCN 

拡張ＢＦＴネゴシエーション

ビットセット 
拡張能力要求 

発呼側 被呼端末 

DES 
ＢＦＴ能力識別 

DEC ＢＦＴ転送要求 

FNV ファイル転送要求拒絶 

DEC ＢＦＴ転送要求修正 
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付 録 ７ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

インターネットルーティング／ポーリングの例 
 
注－（ ）内の信号はオプションである。 
 

7.1 オンランプとオフランプゲートウェイを経由するＥメールファクシミリを使用するインターネット

ルーティング 
 

7.1.1 フェーズ１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０による発呼端末からオンランプゲートウェイへの通信） 

 

付表７－１／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ―Ｔ Ｔ．３０） 
 

発呼端末 オンランプゲートウェイ 
１  従来のファクシミリユーザは、ＩＲＡオプ

ションを持つ標準的なファクシミリ端末に原

稿をセットする 
２  ファクシミリユーザは IRA（例：ＩＲＡ：＋

４１ １２３４ ５６７８）で指定される端

末の国際電話番号を入れる。 
本付録の例では、当てはまらないが、代わり

に、端末（ＰＣ Ｅメールクライアントか、

インターネットファクシミリ端末か、オプ

ションでインターネットアドレス交換プロト

コルを持つ標準的なファクシミリ端末）を指

定 す る Ｅ メ ー ル ア ド レ ス （ 例 ：

hertlein@ties.itu.int）を使用することができる。

３  ファクシミリユーザは,被呼先に関するオプ

ションの付加情報を入れる 
 （ＳＵＢ） 
 （ＳＩＤ） 

４  ファクシミリユーザは、インターネットプロ

バイダまたはプリセット（ローカル機能）し

たものを選択する 
５  ファクシミリユーザは、端末を動作させる。

端末はダイヤルトーンを検出してゲートウェ

イの電話番号をダイヤルする 
 
 
 
８  ＤＩＳ検出 
９  （ＴＳＩ送出） 
   （ＳＵＢ送出） 
   （ＳＩＤ送出） 
   ＩＲＡ送出；＋４１ １２３４ ５６７８ 
   ＩＲＡ（／ＳＵＢ／ＳＩＤ）ビットセット 
      してＤＣＳ送出 
１０ 通常のファクシミリ手順で続ける 
   （ファクシミリメッセージ送出） 

 
 

１３ オンランプゲートウェイからのフェーズＤ確

認を受信 
１４ 電話に切り替える 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６  ゲートウェイはリングを検出し、呼び出しに

応答する 
   ＣＥＤ送出／ファクシミリ手順を開始 
７  （ＣＳＩ送出） 

ＩＲＡビットセットでＤＩＳ送出 
オプションでＳＵＢとＳＩＤビットをセット

 
 
 
 
 

 
 
 
１１ 通常のファクシミリ手順で続ける 

 （ファクシミリメッセージ受信） 
１２ 発呼ファクシミリ端末へフェーズＤ確認を送

る 
 
 

１５ 電話に切り替える 
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7.1.2 フェーズ２（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３７によるオンランプゲートウェイからオフランプゲートウェイへ

の通信） 

 

付表７－２／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ―Ｔ Ｔ．３０） 
 

オンランプゲートウェイ オフランプゲートウェイ／インターネットファクシ

ミリ端末 
１  ＪＴ－Ｔ３７モードの動作で通信する 
     関連情報を配置する： 
   ＩＲＡ／（ＳＵＢ） 
      ＲＦＣ２３０４に準拠する 

－Ｅメールアドレス 
例）ファクシミリユーザによって 
ＩＲＡ；＋４１ １２３４ ５６７８、Ｓ

ＵＢ；１３０が指示されることで、Eメール

アドレスは、 
FAX=+4112345678/T33S=130@faxworld.or
g 
となる。 
そのドメイン名”faxworld.org”が適切な方

法でオフランプゲートウェイにより生成

されるが、その方法は本付録の適用範囲外

である。 
 
   オンランプゲートウェイのなかで、次の信号

からの情報がアクセスまたは認証目的のため

に使用されるかもしれない： 
   （ＴＳＩ） 
   （ＳＩＤ） 
 

２  ＪＴ－Ｔ３７モードの動作で通信する 
     Ｅメールアドレスの左側部分を受信する： 
    
   Ｅメールアドレスの左側部分 
    ダイヤル番号 

＋４１ １２３４ ５６７８// 
（ＳＵＢ；１３０） 
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7.1.3 フェーズ３（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０による被呼ファクシミリ端末へのオフランプゲートウェイ通

信） 

 

付表７－３／ＪＴ－Ｔ３０ 

（ＩＴＵ―Ｔ Ｔ．３０） 
 

オフランプゲートウェイ 被呼ファクシミリ端末 
１  ゲートウェイを回線につなげる 
   ゲートウェイはダイヤルトーンを検出し、Ｅ

メールアドレスの左側から電話番号＋４１

１２３４ ５６７８を取り出し、この番号を

ダイヤルする 
 
 
 
 
４  ＤＩＳ検出 
５  （オフランプゲートウェイのＴＳＩ送出） 
   （Ｅメールアドレスの左側から取り出した 
       ＳＵＢの送出） 

ＤＣＳ送出（ＳＵＢ／ＳＩＤのビットセット）

 
６  通常のファクシミリ手順で続ける 
   （ファクシミリメッセージ送出） 
 
 
９  被呼ファクシミリ端末からフェーズＤ確認を

受信 
１０ 電話に切り替える 

 
 
 
 
２  ファクシミリ端末は、リングを検出し、呼び

出しに応答する 
   ＣＥＤ送出／ファクシミリ手順を開始 
３  （ＣＳＩ送出） 
   ＤＩＳ送出  オプションのＳＵＢとＳＩＤの

ビットセット 
 
 
 
 
 
 
 
７  通常のファクシミリ手順で続ける 
   （ファクシミリメッセージ受信） 
８  発呼オフランプゲートウェイへフェーズＤ確

認を送信する 
 
 
１１ 電話に切り替える 
 

 

7.2 リアルタイムファクシミリを使用したインターネットルーティング 
今後の検討課題である。 
 

7.3 インターネットポーリング 
今後の検討課題である。 
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付 録 ８ 
（ＪＴ－Ｔ３０に対する） 

 

グループ３ファクシミリ端末におけるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８使用のための 

アプリケーションルール 

 

8.1 はじめに 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８は、そのアプリケーションと要求が多様なモデムの能力を識別し､オペレーション

モードを選択するために使用される。 

２つのファクシミリ端末がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８を使用して接続しようする時、混乱が生じるかもしれない。

もしもＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４が双方のモードでないならば、結果としてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８で規定され

た変調方式選択ルールを適用してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１７，Ｖ．２９またはＶ．２７ｔｅｒがＳｉｇ Ｃと

Ｓｉｇ Ａのための最高速共通変調方式として選択されるかもしれない。正しいＳｉｇ Ａは、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｖ．２１チャネル２なので、これはグループ３ファクシミリ端末の望むところではない。本付録では、変

調方式の誤った選択を避けるために、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８をどのように使用し、解釈するかのガイダンス

を提供する。 

 

8.2 アプリケーションルール 

 これらの手続きの基本は、変調方式コードポイントの適切な解釈を決定するためにＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８

起呼機能オクテットを使用することである。 

 

8.2.1 発呼手順 

 ＣＭを送出する時、発呼端末は要求されるファクシミリ起呼機能をセットして、そのサポートされる変調

方式コードポイントを識別せねばならない。 

 

8.2.2 応答手順 

 応答端末は自身もファクシミリ端末であることを起呼機能オクテット中で指示するＪＭシーケンスで応答

し、適切なコードポイントをセットすることでその共通変調方式を識別する。 

 

8.2.3 決定手順 

 もし合意された起呼機能がファクシミリ通信であり、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８ネゴシエーションが完了した

時に端末によって選択された最高速の共通変調方式がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１７、Ｖ．２９またはＶ．２７ｔ

ｅｒのいずれかならば、応答モデムはその送信器を、また発呼端末はその受信器をＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２１

チャネル２に設定する。端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の５章に定義された手順を続ける。 

（注）一方、非ファクシミリ端末アプリケーションにおける変調方式ビットの解釈は本付録の適用範囲外で、

変調方式ビットは定義どおりに解釈されることが推奨される。 
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